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特定量展を御視察の皇太子
.間妃両殿下御夫委



発刊のことば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技能改普

及び経営発展の;音、欲の高揚を l殺るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が御下賜になる ζ ととなった機会に，従来の新穀感謝祭を

発展的に拡充して始められたものです。

ζ の農業祭は，毎年11月 23 EI の勤労感謝の日を中心として，天皇杯J受与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業振興会が各方面

の協力を得て開催してきており，昭和52年度はその日間目を迎えました。

第16間農業祭l乙参加した農林漁業関係の各経表彰行事は 312件で，それら

行事において農林大問貨を受賞したものは 534点にのぼりましたが，その中

から農業祭中央審査委員会において，天皇杯受賞者 6 人(農産，関芸，

蚕糸，林!蛮及ひ'7J<陵部門ごと 1 人)をはじめ，内部総盟大目立 6 人及び日本

農林漁業振興会会長賞 7 人が選定され，践業祭式典で表彰されました。なお

内閣総理大は，今回から新たに授与されることになったものです。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績ζ そは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

lζ関係する各方面の方々に大いに純益することと思い，引き続きここにとり

まとめて印刷に付した次第です。

終りに，本書の編集l乙御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各{立に対

し深甚の謝意を表します。

昭和53年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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皇杯受賞

出品財ピ Jレ麦作

受賞者外山義一

(徳島県美馬郡脇町宇中段298)

震譲受費者の略歴

外山義一氏の住んでいる徳島県美馬郡脇町は徳島市から西北へ約40km，吉

野川中流音1)左岸の平I列部から河岸段丘にかけて耕地が広がる農村地'許である。

1 ， 501ha の耕地の地目構成は水田776ha ，普通畑357ha ，樹fI~地359 ha ，採

草地9 ha で，その土性l土砂壌土ないしは壌土で排水は比較的良好で、ある。

第 1 図受賞者の所在地

国鉄徳島線穴吹駅下ヰL，民鉄パス脇町行に乗

率，脇町下車(所要待問10分)，徒歩15分税度

8-



1 戸当たりの平均耕地面桔は60 a で，米に養蚕，タバコが結びついた!日米

の経営は近年， ~， 16:産，栄樹などを取り入れた後合経常へと転換してきて

いる。しかし，経営規模がきわめて小さいこともあって，兼業の深化はおーし

く， 2 ， 540戸の農家のうち，作業は389戸(15.3%) にすぎず，地域農業のJJ!

い予の篠{誌や遊休農地対策が問題ーになっていた。この問題に対処するため，

Hfl ;f[l 47年に町，農協，農業改良普及所で地域農業推進協議会を組織し，外山

さん等の農家代表も加わって，具体的な農業振興方策を検討した。その

第 2 函 脇陣]の地域農業システム

③⑦⑥③④③③① 

y存
オ

レ

タ

作業の '~lj{: Ylぶj

j1!k:fl幾 f成の1'1 L :I \L

委，:tq，込契約

袋，:Ul:r~ Jと打、

脇町伐協 1 . .1 会 ì é. g~ ぷ|
牛肉物グ)''2自主

{支，;Ir. 子 lえ fiJí. J;~I私

学t波紋 tç有 f'l

オベレ タ令 j~j究

委託 11'r~， f~炎

オベレー."… n~~の決定

結果，機械化，施設化を中Ih とした受委託の組織化を推進するという;F~本構想

がたてられ，以後，農協の経営受委託卒業，高能率米麦作間地予言成卒業，農

村総合技官ij卒業，農業機械銀行事業，農用地利用増進卒業などを積極的に笑

施し，第 2 閣に示したような地域農業再構成のためのシステムが編成された。

そういった地域農業システムが活動するなかで，脇町の麦作面積は51年産

で470 ha となり， 48年産の295 ha に比較して，わずか 4 ヵ年間で約1. 6 倍に

増加し，冬期!の水田利用率も 50%に閉復した。県平均が27%であることから
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みても，脇町における麦作の進展ぶりは明らかであろう。

麦作の凶復，進展は地域農業システムの編成， とくに受委託の組織化によ

り，規模の小さい農家のなかからも，新しい担い手が形成されたことによる

ところが大きい。

外山氏は，これらの受託者グループの中心的メンバーであり，脇町におけ

る麦作による土地利用111農業の回復のパイオニアでもある。氏の住肘は吉野

Jl I 沿いの平I口部から一段上がった河岸段丘が阿讃山系の山すそに接するとこ

ろにあり，その周辺に傾斜焔のはっさくlliI 1ha と排水良好な水田 1 ha を所有

している。昭和21年に復員したのち，農業一筋に精励してきた外山氏は昭和

30年，町の農業振興基幹作目としてはっきくがとりあげ、られたとき，作付け

第 l 号農家として，畑地全部をはっさく鴎に切り替えた。当時のはっきくは

lO a の収入が稲 1 ha の収入に匹敵するほどで，経営に占める位置は大きかっ

た。また外山氏は肥培管理に独自の工夫をこらして見事なはっきく間をつく

りあけ、，品評会では常に最優秀の成績を修めるなど，地域農業の振興に寄与

した。すでに特産物となったこの町のはっきくは，外出氏の活躍に負うとこ

ろが大きいといわれている。

地域農業の発展に対する氏の情熱は，麦作振興についても注がれた。高度

経済成長による兼業の深化と米の生産識授が重なって，休耕問や表作放棄問

が目立つようになると，これに自をつけた氏は，まず手始めに 1 ha の期間借

地を引受け，ビール麦を播いた。 46年のことである。このことが呼び、水とな

って，さきに述べた受委託システムの編成が開始されるのであるが，氏はこ

のシステムとの連けいプレーで，作業受託，期間借地，経営受託などによる

経営規模J広大の努力を重ね，本年産の麦作は 15 ha を超えるに至った。同時に

その過程で，省力多収の全面全層播栽培を取り入れ，麦の種類をビール麦に統

一し，変わら，稲わらの全量還元と鶏ふんの多量投入による地力維持を関り，

10 a 当たり労働時間 8 時間，麦作所得384万円(いずれも 52年産麦)の成果を

あげている。

外山氏は現在50オ，円熟した働き盛りであり，時代の趨勢を巧みにとらえ
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る優れた経営者でもある。また，地域社会からの信頼もきわめて厚<， 1協附

はっさく組合の副総合長， )協向農作業受託組合の副会長を務めている。この

ような外山氏の実績は広〈人々の認めるところとなり，これまでに農協中央

会設(はっきく続営)を 1 閤，県知事設を 5 出， !lお町町長設を 20回以上も受

賞し，さらに昭和51年度全国麦作共励会では農林大臣賞を受賞するに去って

いる。

関受愛者の経営概況

外出氏の現在の経営は 15.1ha の変と 7.5 ha の稲に1. 2 ha のはっきくが結び

ついた借地中心の複合経営である(第 1 表)。

第 1 表 外山氏の経常規模 (52if'-) (単位 a)

{'t二 悶 凶作地
gfl: .1也 j羽 作社 作 きた

え号
受託1也 I也 '5t 託

オく 布百 100 650 750 500 委託農家数 36戸

変 100 650 760 1 ,510 50 " 48P 
はっきく 100 20 120 170 " 4戸

300 1 ,320 760 2 ,380 720 

(注)作業受託は水稲で J土佐j槌，刈取り，変では刈取り，はっさくでは努定である。

家族は本人 (50オ)，姿，長女，長男の 4 人で，うち農業従事者は夫婦 2 人で

ある。農繁期には延約30人の雇用を入れているが，日月年からは農業高校を卒

業する長男が就農することになっているので，労働力は最，質とも一層充笑

することになる。利用する機械は，第 2 表の通りであり，自家所有のほか，

農協有機械を積極的に利用し，コストの低減に努めていることが注罰される。

農業所得は50年度は 10 ， 581千円， 51年度は 11 ， 689千円(第 3 表)に達し，

変，水稲，はっきくがそれぞれ約%となっている。48年度の農業所得が5 ， 635

千円であったから，わずか 5 ヵ年で所得は倍増したことになり，借地中心lこ

規模を拡大した経営成楽である。第 4 表は閉じ期間における麦，稲の作付面

積の推移を示したものである。 48年の面積と比べ， 52年には実に麦で7.5倍，
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第 2 表機械・施設の保有状況

J1'i g 主名 tVi 型式・能力 導入年次 イiiH fJ L 

ヰセキ 23 PS 49 農協有貸付け
ブ ク ター

ク ボタ 35 PS 51 " 
ク ボタ 3 条刈 49 " 自 !Hí }\'!コンノ〈千ン

比*' 7' 14 条刈 51 " 
ヰセキ 4 条植 49 " 国 M 機
クボタ 2 条，fìri 46 個人有

宇t l決 機 ヰセキ
16 え(i I~~ 50 " 2 f� 

トレンチャー カ ワベ 13 PS 49 " 
動力噴霧機 アリミツ 17 PS 45 " 
fJ1 摺 機 ヰセキ 6.5 40 " 
トフック ダイノ、ッ

2 トン'!(
49 " 2 ti 

|ブロード、キャスター 49 2 戸共有

(注) 3 条メIj白脱型コンパインは， 52年度より 4 条刈に更新

第 n受経営の成果

f乍 目 而 干fi 生産量 粗収主主 生産 tJl 所 f寺

7)( 手前 710 a 28 ,800kg 7 ， 788千円 4 ， 234 千円 3 ， 554千円

麦 1, 509 43 ,884 7 ,352 3 ,515 3 ,837 

はっきく 125 47 ,500 5 ,700 2 ,017 3 ,683 

作田 t�T 250 1 乙5 50 75 

業'

受

託

干前 ヰ又 桜一 250 300 100 200 

麦 " 50 60 20 40 

はっさく努定 150 300 300 

21 ,625 9 ,936 1 ,689 

(注)①水稲51年産，麦52年産，はっきく 51年産。②作業受託l土問植，水午前

収穫51年，麦収穫52年。はっきく努定51年。③水午前，変の収穫作業の受

託は，コンパイン刈ー乾燥調製。④各作目とも生産費に家族労賃は含

まない。⑤借地料は生産費に含めた。

稲で4.2倍に規模拡大が進んでおり，土地利用型農業回復のパイオニアとして
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の外山氏の実績は，この点からも硲認することができょう。

第 4 表 変・水稲作付凶手réの推移 (Jtt{立 ha)

関受費者の技術と経営

(1 ) 麦作技術の特色

51年産麦の栽培体系と労働時間は第 5 表に示す通りである。全i針金層播で、

第 5 表 栽応体系と労働i時間 (51年)

10 a 当 経営総 内 訳
作業名 10a 当り資村監 作業期1IH1 作業日数 たり fL!/'i 備 与

11.¥ rm 作業時限! 家族 !雇用

磁干の予姶 採8k総Eli事Z産i韓桜子 10月下旬書記布 15 日 0.1 h l;7 h 14.7 h h 全純子壁新

話;露:fi 11i散布 苦鵠土石i糞正 叩Okg 10月下旬
15 0.5 73.5 73.5 

コノパイ/由IJI)
120kg -11月上旬 tTIワラ上lこ指\~i

元 ffE 抱}自 政1m憐!l，(48~;-寸仙u 11 月上旬
25 0.5 73.5 73.5 J番{綬全量iû:前元総-11月下旬

J番 f重 J語路殻 8kg N 25 0.5 73.5 73.5 人力飲粒ft使用
(タテ，ヨコ 2 閉まさ)

耕伝櫨土 " 25 0.6 関 2 88.2 前トラクターで l liTIが11 7cm 
後にf置狩

排水 j詩作り H 25 0.8 117.6 釘1.0 67.6 周作辺機部と関場内 5mmおきに
(トラヂター十人力)

除草剤 j散布 グラモキソン 300cc 11月上旬
動噴使用 3 人組作業C A T 70g 水 70! -12月上も] 30 0.5 73.6 50.0 23.5 

刈取iJi.穀 5 月上旬
18 3.0 

441.0 
自説智!コンパイン 2 古使悶-6 月上旬 (30.0) 180.0 291.0 

子実巡搬 11 18 0.4 
58.8 
10.0 52.8 2 t 11\使用( 4.0) 

乾 燥 月 1.8 
264.6 

初 (18.0) お2.6

議 思2 5 月下旬
20 1.3 191.1 120.0 71.1 -6 丹下旬

10.0 
1,470.0 

942.5 579.5 (52.0) 

(主主) (内は作業受託分である。②20 a 以上!羽毛持での52年の元jほ施周. j番殺は，ブロー

ドキャスターによる施肥播種間待作業。③52年の 10 a さきたり作業時間は8.D待問。

。
。



施肥，探栂，耕転覆土は別々の作業で，刈取り，脱穀は 3 条刈と 4 条刈の自

脱型コンパイン(計 2 台)を使用しており，1O a 当たり作業時間は 10時間(作

業機の移動時間を含む)であった。これに対して， 52年産麦ではブロードキ

ャスターの導入により 20 a 以上のほ場では，肥料と種子とを混合してブロー

ドキャスターで施肥， t番穂の同時作業を行った。また 3 条刈白脱型コンパ

インを 4 条刈に更新し 4 条刈 2 台で刈取脱穀を行った。このため，作業時

間は 2 割安\Hlií され， 10 a 当たり 8 時間となった。なお，排水の悪いほ場では

鴎辺部と悶場内 5m おきにトラクターと入力を{井用して作溝し，排水の良化

に努力している。

，変の収量は第 6 表に示すとおりであり，全収穫面積の10 a 当たり平

均収量は今のところ 400 kgに達していない。なお，収量についての分析は後

述する。

第 B 表麦の生産状況

区 分 J喬枝I出積 収穫箇積
10 a 当たり

総長産最 備 考
平均収量

50年産 10.6 h a 10.6 ha 340 
kg 36 ,000kg 

51 " 14.7 12.2 300 36 ,500 iilil害のため2.5h a 収穫放業

52 " 15.1 12.1 370 43 ,900 /1 3.0 h a /1 

(注) 51年産は矯極時のJ亘書主による出5j':不良と収穫期の多i志向による稔実不良により低収。

以上のように，外山氏の麦作は7.kEE裏作におけるビール麦の全面会層播栽

培であり，その技術体系はすでに試験研究で開発されているもので，その意

味では特記すべきものではない。しかしながら，大型トラクターと 4 条刈自

脱型コンパイン( 2 台)を軸とした稲，変の生わらの省力的な全量還元や延面

積22.6 ha を他の農家と有効な組作業を笑施することによって，比較的高い収

量水準を維持しつつ (51年産稲の平均収量500kg ， 52年産麦の平均収量370kg)

管理しているという点では特筆すべきものである。これらの点からみて，氏

の技術体系の特色は単に大規模麦作というよりも，さらに進んで大規模麦稲

作と言うことができょう。その特色の要点は以下の通りである。
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コンパインによるビール愛収穣作事業 水稲あと地の生わらすきこみ耕起作業

① 麦の賎類をビール麦に統ーしたこと。

以前は裸麦を主体にしてビール変，小麦を組合わせた麦作りであったが，

規模が大きくなるにつれてビール変だけに統ーした。その理由には， (ア)裸麦

より早熟なため，収穫期の雨答を問避するとともに，稲作との作業競合も回

避できる。(イ)間一種類のほうが，コンパインや乾燥機などの利用効率がよ

い。(ウ)裸麦は過熱になると仔:IJ伏や科の中折れによって収穫ロスが多くなる

が，ビール麦は梓が強しそのよつな作業トラブルがなししたがって，作

業能率もよい等がメリットとしてあげられている。しかしこれは一面で収穫

期巾の短縮につながるため，このデメリットに対しては品種分散で対応して

おり， 51年産は、さっき二条か I 品種だけだったのを52年産にはこれより 3

-4 日早いホあかぎニ条。を導入することにより収穫期巾を拡大した。

② 麦の収穫，7l<.稲播種作業の合理化を図っていること。

(ア) 麦の収穫は手刈やパイン夕、、ー刈の適期より 3-4 日遅らせ，水分30%位

から刈始め， 20%を割る状態で刈っている。したがって脱粒や損傷粒が少な

し発芽への影響も少なし作業能率をあげている。またこうすることによ

って，乾燥能率も向上し，収穫と乾燥のバランスがよくとれ，一時貯留を行

うことなし収穫と乾燥の連続作業を可能とし，品質保持にも成功している。

(イ) 雨で麦刈が中断される時は水稲の耕起作業を行い，麦刈後の水稲播種準

備の作業ピークを緩和している。(ウ) とは言え，麦から稲の切替時には外山

wヘ
υ



吉野)11堤防沿いの水由での変播種

後の除草剤散布作業

氏の家族労働力だけで約15 ha の作業を行うのは困難なので，もう 1 人の借地

農業者(稲約8 ha ，麦約11 ha) との組作業を行い，両者で約 26 ha の麦の収

穫，乾燥を行うことによってこの農繁期のピークをきりぬけている。なお，

この組作業は稲→麦の時期にも行われており，これによって，両者とも大規

模麦稲一賞作に成功している。

③ 稲わら，麦わらの全量還元によって作物の切替時期の省カ化を図ると

ともに，水田の池力維持に成功していること。

コンパインで切断( 7 cm) 散布された「わら」を稲麦ともに35P S 大型ト

ラクターで深< (l5-20cm) 鋤込むことによって，懸念された後作(とくに

麦あとの稲)の初期の生育障害や麦わらの浮遊による植付精度に基因する減

収はみられず，むしろ前作の麦の増収が後作の稲の増収をもたらす傾向がみ

られている。

④ 鶏ふんの多量施用で地カを向上させていること。

附近の養鶏場からわらのまじった生鶏ふんを無償で提供してもらい，麦作

には300-500kg/10a，稲作には500-1000kg/10 a を元肥に施用している。こ

のため，委託者から地カがつくと喜ばれている。

外山氏の麦作技術は，以上のょっな特色をもっているが，その反面，次の

ような開題を抱えていることも事実である。

氏の52年産麦の全収穫面積の平均収量は前記したように約370kgで，第 7 表
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はその収量の分布を示したものである。これによって明らかなように，期間

第 7 表 外出氏の52年産麦の収量分布

自作・経営受託 期間借地 備 考

100kg以下 50a 250 a 収穫放棄

200-300 150 

300-400 350 310 

400-500 50 50 

500- 300 

言十 750 760 

王子均収量
(421) (331) 計(算結)果は中位値にさきづく

370 

借地においては，その平均収量が{止しかっ250 a もの収穫放棄回がある (51

王子産麦でも全部で250 a の放棄自があった)。つまり，期間借地が全体の収最

の足をひっばっており，これが外出氏の収量をめぐるひとつの大きな問題点

となっているのである。この技術的理由は，期間借地の水El3が宅地から離れ

たところに小商積で分散しており，かっ排水不良等のほ場条件の悪いところ

が多いためである。これに対して，自作・経営受託地は期間借地の耕地より

比較的近場にあるとともに排水等の条件がよしかっ麦・稲の一貫した計画

栽培が可能で、あるため，これらのほ場では第 7 表に示されているように，そ

の王子均収量は420kg で， 500kgを超えた面積が3ha にも達している。したがって，

全体の収量向上のためには期間借地の場合でも，宅地に比較的近しかっ，

ほ場条件がよいところを借りられるように農協等が地域計屈をたてることが

必要で、あり，さらにこれを経営受託にまでもって行けるような諸施策を講ず

る必要がある。

外山氏の収量をめぐる第 2 の問題点は作業受託が収量をひきさげるもうひ

とつの要閣になっていることである。氏は51年に水稲で3 ha，麦で1 ha, 52年

に水稲で5 ha ，麦で0.5 ha の作業受託を行っているが，これは氏が現在機械

弓
'
'
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銀行のオベレーターの一員であるため，なかば義務的なものである。また作

業受託水泊はほとんど日本晴が栽培されており，自らの経営地に臼;本精を栽

培すると，作業受託と自己の経営は場の収穫作業が競合することとなり，こ

れを避けるためには自己の経営地では日本時より遅いホミネユタカグを多く

栽域せざるをえず，これが変の熔種の遅延→生育不良一→減収という悪循環を

生んでいる。したがって，これをたちきるためには作業受託を改善するよう

な措置を機械銀行がとる必喜さがある。

(2) 経営上の特色と間観点の改警方舟

① 麦作の収益性が高いこと。

昭和52年産麦の収益性は第 8表のょっに組収入7 ， 352千円，支出3 ， 515千円で，

第 8 表変の収益性 (52年産)

項 日 金 る真 rJヲ 訳 4又;fIi面干~nOa当たり

中立 mz. 入 7 ， 352 ， 000 ドl 43 , 884kg 60 ， 811円

種 蔀 'pi: 226 ,000 1 ,497 

支 RE', 学l ?を 678 ,000 苦土石灰，化成肥料 4 ,490 

農 薬 焚 145 ,000 グラモキソン ， CAT 960 

燃 料 焚 215 ,000 灯油，ガソリン，電気代 1 ,423 

{賞 去[J ~~ 549 ,000 機械，建物償却費 3 ,635 

借入金利子 175 ,000 1 ,159 

雇用労賃 603 ,000 3 ,993 

{品目 t也 事十 703 ,000 10 a 当り 5 ， 000円 5 ,000 

出 そ グ〉 1lt!. 221 ,000 1 ,425 

百十 3 ,515 ,000 23 ,582 

所 f等 3 ,837 ,000 37 ,229 

(注)①機械償却授は 2 :9'-据澄さのものは含まない。 ③農業共済の掛金及び
支払金は含まない。 ③副産物，自給物は評価していない。

差513 ， 837千円の所得をあげている。これを収穫面積10a 当たりでみると 37 ， 229

円となり，時間当たり所得はこの年の10 a 当たり投下労時間が 8 時間だった

ので， 4 ， 654円となる。外出氏の優れた麦作技術は農外就業賃金のレベルを上

回る高い収議性となって実を結んでいるとみてよいであろう。
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51年産ビ…ル麦の収益性についてみてみると，農林省統計情報部発表の全

国平均がlO a 当たり所得24 ， 013円， 1 時間当たり所得1 ， 049円であるのに対し，

外山氏の同年産ビール麦は 10 a 当たり所得で29 ， 280円(収穫面積当たり) , 

1 時開当たり所得で2 ， 920円となっているところから，全国レベルからぬきん

でていることは明らかであろう。

② 地域農業システムと結びついた借地型経営を確立していること。

麦作15.1ha，稲作7.5 haの借地中心の経営が出現したポイントは，外山氏が

農地の賃貸借流動の動きをいちはやくとらえ，前記の諸補助事業で編成され

たよ也域農業システムとの述けいプレ…をとりながら，経営の自立化を回って

きた点であり，氏の優れた経営者能カを示すものといえる。

出時に，町内の借地農業者をパートナーとして，組作業システムを編成し，

麦・稲の組合せから生ぜざるをえない農繁期の鋭いピークを切抜けている

実にも注目する必要がある。このシステム編成によって，大面積の麦・稲を

処理する作業技術体系が確立され，経営の自立化を支えているのである。た

んにホ自分だけでかといつやり方ではなく，地域農業あるいは地域の農業生

産者たちと，常に共同，速けいを保ちながら自らの経営の自立化を進めてき

た外山氏の経営活動は，きわめて示唆深いものがあり，氏の経営については，

この点からも評価しなければならない。

③ 地域農業にも波及効果を与えていること。

外山氏が優れた麦作技術を駆使して，収議性のたかい経営をつくりだした

ことは，地域農業にも大きな刺激を与え，農用地利用増進事業の笑施に伴つ

って，向じようなタイプの借池型経営が育ってきている。

農用地利用増進事業の受託農家は36戸であるが， これらを自作地規模別に

みると， 1 ha 以下は 4 戸， 1 -2 ha は 10戸， 2 ha 以下は 2 戸になっており，

自作地だけではもともと自立問難な農家が多い。だが，第 9 表に示した 8 戸

の受託農家の事例からわかるように，そういった小規模農家群(平均自作地76

a)は，借地によって5ha近くまで規模を拡大し，作業受託とあわせると，地域

q
d
 



第 S 表 1fT!也!店経常の事例 (Utí51)

Eさ h~ 自作 j也 j:J!1. /11 入 作業受託 J54 

l 60a 250 a 310 a 200 a 

2 50 270 320 520 

3 20 230 250 720 

4 100 1 ,300 1 ,400 400 外山氏

5 80 930 1 ,010 530 泌氏の組作業のパートナ

6 80 50 130 580 

7 90 60 150 340 

8 130 80 210 650 

610 3 ,170 3;780 3 ,940 

iり 76.3 396.3 472.6 492 

(注)借地には期間借地を?をむ。

農業のおい予として，はほ自立できうるレベルに到達している。なかでも，

トップにたっているのは外出氏及び同氏の組作業のパートナーの 2 人であり，

同氏などが地域農業の担い手ー形成の機関率の役割を来じていることがうかが

える。この点からみても，外山氏の経営は地域における土地利用別農業のモ

デルとして，地域農業の発展に好ましい波及効果をうみだしているといえよ

70 

④ 問題点の改議対策

外山氏の経営が抱えている問題点は，前述のように期間借地の麦作収量が

低いことである。しかし，その原出は技術の水準にあるのではなしむしろ

期間借地の利用権が不安定で、あるため，土の、クセかがわからない 1年限りの水

田に麦を作らざるをえないという「土地の所有と利用をめぐる構造問題Jにある。

氏の52年産変の期間借地ほ場7.6 ha は農用地利服地進事業による利用権の

設定を受けておらず，農協の経営受委託事業を通じてf昔入れたものであり，

農用地利用培z進卒業が期間借地に対する利用権設定の窓口を開いていなかっ

たからでもある。このためJ土のクセグを熟知し，必要な栽培技術対策をた

てるまえに，期間借地のほ場が入れ替ることが頻発し，氏の優れた麦作技術
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の収益tへの申告突を妨げてきたのである。

この点に気がついた[1汀，農協，普及 i好等も期間借地に対する利m権設定の

必要性を痛感し， 524'-には「民間地利用柄進規定J を改訂して，期間借地の

利用権の安定化を図ろうとしており，さらに麦作集問育成総合対策事業によ

る友作集団の~~lIjJJ)tを通して，女作ほ場の柴田化も進めることになっている。

期間借地の麦作以設を向上させ，安定させていく上で‘有効な地域対策だとい

ってよいであろう。

また，農協は機械銀行が外 lLJ氏にあっ旋する作業受託長の '11を減を考えてお

り，変11一二収諸:を安定向上させる条件はこの点からも終えられることになる。

関今後の構想

外山氏 l立米森に予定されている長男の就践を見通して，総?言受託I也 10 h a , 

JV1IJIJ 借地 10 ha, 計20 ha の変作経営をこれからの目標としている。この氏の

構想が現実に笑を結ぶかどうかは，地域における借地{共給の動きにかかって

いるが，農用地利用増進卒業の利用権設定面積の推移からみると，その可能

性はあるとみてよいであろう。 51年度の利用権設定JìIHi't25 ha は， 52年には)t:ll

rJ]借地を含め35 ha に地加するといわれており，このテンポで借地の供給が持

続すれば\変{ノドr:þ 'L、の20 ha 経営の出現は決して555ではないであろう。

いずれにしても，麦作閥復のパイオニアであり，地域農業振興の中心的メ

ンバーでもある外山氏の活動に対する期待は学ぶべきところが多かったがゆ

えに，今後も大きいものがあると思われる。同時に，氏を始めとして，いま

育ってきている地域農業の紛い予たちの活動舞台を終備するための措置も

層必要であり，その意味でも，関係諸機関の活動に対する期待もまた，大き

いといってよいであろう。
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兼業農家に代って農業守りたい

外出義一

私たちの住む脇町は，零細な農家

が多いが以前はどんな農家にも牛が

1 , 2 頭おり，何時でも農耕に役立

ち皆んなが回焔に汗を流して生産

に励んだものであります。しかし，

最近はままい後継者は農外に職を求め

牛に代って農外収入で機械をそろえ，

採算のあわない農業をやっているの

が現状の姿です。

脇町農協が農作業の受委託組織を

結成したのもこうした兼業農家の機

械貧乏の解消をねらいとしたもので

あり，私がその一員としてグループ

に参加したのも機械化対応に苦悩し

ている兼業農家の手助けをしたいと

いう気持ちからであります。

当初はそうした気軽い気持ちであ

りましたが受託作業をつづけている

うち，委託農家との問に信頼感が生

れ作業委託から次第に農地委託へと

進み，特に水田裏作の借地が拡大し

15 ha という規模の大きい麦作経営に

まで発展することができるようにな

りました。

私と同様にこのグループに加入し

ている受託農家は36名おります。こ

の度の受賞もこうした私達全員に与
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えられたものと思いますし，ことに

兼業農家対策を兼ねて，農業に自立

しようとする私たちへ農地を集積し，

地域農業の生産を仕組みをかえよう

と努力された町役場，農協，普及所

などのご指導の成果が高〈評価され

たものと考えております。

私たちのような借地農業がゆるぎ

ない専業農家に成長するにはまだ多

くの問題があります。何よりも必要

なことは借地の安定的な継続であり

ます。そしてまた規模の大きい経営

を効率的にすすめるための生産主主殺

と機械施設の整備であります。

これらは私どもだけでは到底解決

できる問題ではありません。農用地

利用増進卒業の一層の推進や，生産

組織の発展強化など側面的なご援助

をいただくと共に，規模拡大にとも

なう経営，技術指導についての各方

面のご教導を今後もさらにお願いし

たいと思います。

私もこの営みを窓、子へも引き継ぎ，

兼業農家に代って脇町農業の新らし

い展開のー効となり，この度の栄誉

に恥じないよう努力する所存であり

ます。



出品財煎 茶

受賞者南崎洋史

(宮崎県都城市庄内町12 ， 666- 1 ) 

塁審受費者の略歴

都城市は，宮崎県の南部に位置する霧島山麓に広がる広大な南九州知作地

帯にある。日豊本線が縦Eiーする都城盆地に展開する都城の茶業は，茶生産に

適した内控的な気象条件に支えられた250年の醸史を有し，古くから良質茶の

銘柄産地として名声を博しており，県内でも最大の茶産地を形成している。

現在は栽埼面積135 ha ，荒茶生産量396 t ，粗生産額 3{意9 ， 600万円(県内の16

%)に達している。

第 1 図受賞者の所在地

文 11:内小学校 ?江崎県

~~皇制宅
日
山
内M線
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南崎茶業茶掴

地域の気象条件は年平均気温15.TC (平均最高21SC ， 最低10. goC)，年時

水量2 ， 700mm，初霜11 月 4 日，自免霜 4 月 17 日，標高150m で，立地条件からみて

茶の生産に適しているが，土壌条件は地力痔五)j.な火山灰土壌であることが大

きな難点となっていた。

南崎さんは昭和30年.早稲田大学を卒業後，高知県茶業株式会社において

加工・販売を実践的に修業し，さらに33年には農林省茶業試験場技術研修生

として茶を学問的に修得研鎖した異色の人であり，その後 (34年)復ちに家

業である農業に従事した。南崎さんの現在の耕地面積は5.0 ha で，その全部

が茶罰であり，受託茶国面積1. 5 ha を含む6.5 ha の単一大規模専業経営であ

る。

南崎さんは近年，茶の植栽が全国的に進み，また輸入茶の士強大が顕著にな

っている一方，国内需要は停滞傾向にある等茶業をめぐる諸環境が厳しい中

にあって，今後の茶生産農家は栽培，加工の近代化合理化と相まって品質向

上，さらには適正な流通の推進が諜題であることを深く認識し，大規模茶業

経営を志向する中で良質茶生産を基本指標とし，その目的達成のため茶園の

基盤造りを出発点とし，栽ほから奴売に至る一貫した経営改善に努めている。

南崎さんの特徴的な事項は，栽培街では地域の気象，土性等自然条件を見

極め I土づくり」を基礎とする良質生葉生産と優良品種の合理的な導入，高

能率栽培管理機械の共同利用等による生産性の向上である。加工面では「き

れいでうまいお茶づくり」を巨擦に大型加工施設の適正配霊と食品衛生工場
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としてめ製茶管発IIの徹底である。

また，販売i討ていは高品の適正~;理

と計画販売の推進，さらに収録の

向上と消費者ニーズを生産に反映

するための政版方式の導入があげ、

られ，これらが地域茶業発肢の先

駆的役割を来している。

、茶経営規模の限界を越える大

規模経営でありながらその内容は

監笑かつ精微であり，製品7.kt\liも

極めて高〈将来さらに発展するT!]"

能性をト分に秘めており，加えて

氏の誠実な人柄もあって人望も

く，地域茶業の指導的役割を来す

等その評価は極めて高い。

襲警受費者の経営概況

第 1 表施設・機械の1\~imj状況

区分 f,f( ~f( 数fzf ìJì技能力など

f!b~ 1t~ぞ ::r. 土品 2 f!li iiL糸工場 622m'， 同製

一γ~Jà 105ml 

製 AE 機械 3 式 60K'f, 'i 2 ライン， 35K 

似 !f;~ 1 ライン

製茶機織 1 式 fヰ製機械!iþll年50kg 1 ラ

イン

tf{~;ill トラック 2fI 2 トン!j l

人 終トラ、ソク 3 子; !11玉県i 総

制十 ら; 機 1 11 

十肉 採 機 2 11 日J搬式

){IJ 機 1 
" 

lim~ j;~ 

すそ )(IJ 機 1 
" 

T'fj絞式

トレンチャー 1 11 

動力 11ft 織機 2 
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南崎さんの経営は茶専業経営で

自問5.0 ha 中，品栂1k闘は4.3ha 

て悦:様化率は 86% と緩めて高く

(宮崎!恭平均40%，全閣エド士5J37%)

在来種は受託閣の1. 5 ha を含めて

2.2 ha に過容ない。品種園はやぶきた210 a ，やまかい80 a ，ふじみどり 70 a , 

ゆたかみどり 70 a であるが，将米は10 ha の茶図経営を自擦とし品種茶図の拡

大を志向している。

機械の種類ほ第 l 表のとおりであるが共同と側別の特性を生かしつつ，生

産性の向上(スケールメリット)と品賀向上(，集約性)を図っている。

経営の収支概況は荒茶生産量が茶闘の成開化と相まって上昇しつつあるが，

F
h
d
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51年実績では晩霜害により前年を若干下まわった。しかし，収入は荒茶販売

15 ， 400 千円， 1土上茶奴売11 ， 367千円，委託加工料2 ， 300千円，合計29 ， 067千円，

支出は栽培費10 ， 669千円，加工費5 ， 661千円，仕上げ加工費174千円，販売経費

987千円，合計17 ， 491千円，差引利益11 ， 576千円と実に高い(第 2 表)。

第 2 表経営費の内容

収入の官B 支 出 グ〉 音1\

変
!氾料費 3 ， 608 ， 800円 10 a 当り 55 ， 520円

栽
E差薬'Ei 1 ,277 ,900 19 ,660 

重力
諸材料費 130 ,000 2,000 

士長
光熱費 130 ,000 2 ,000 

0 荒茶光
資
人件費 2 ,645 ,000 40 ,692 

15 ， 400 ， 000円
'1~ 

維持修繕資 520 ,238 8 ,004 

(15 , 400kg X 1 ， 000円) 間 燥機呉 1,577 ,000 24 ,262 

定'Ei 茶 樹 780 ,000 12 ,000 

計 10 ,668 ,938 164 ,138 

0小売
変
燃料費 879 ,004 子記茶lkg当り 45

11 ， 367 ， 000円 光熱費 39 ,186 2 

[:も…升ミ:--1証 3 ,850 υK 
力日

消耗資材費 60 ,000 3 

歩留 70% 
iIW 
修総資 107 ,762 6 

ヱ
通信費2,695kgX 4 ， 218円 19 ,593 l 

資
人件費 1, 312 ,731 67 

資

ZT国E を 機 械 2 ,857 ,143 146 

建 物 385 ,714 20 

0 委託加工料 計 5 ,661 ,133 290 

2 ， 300 ， 000円
変
燃料費 77 ,000 荒斉Hkg当り 20

光熱焚 7 ,700 2 
再

消耗資材費 11 ,550 3 
製 正由

修繕焚 5 ,000 1.30 
力日

通信費
資

3 ,850 l 
ヱ

人件費 30 ,000 7.79 
~ 

図 機 械 9.48 36 ,498 

定資 主主 物 2 ,000 0.52 

計 173 ,598 45 

E足 変 人件費 170 ,000 
予告 匀:riJ 包装交付 720 ,000 経
焚 費 通信望号 97 ,061 

5十 987 ,061 

29 ， 067 ， 000円 メ口入 言十 17 ,490 ,730 
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なお，出品者の標準茶悶(やぶきた鴎)の10 a 当たり収支を見ると組収主主

は 1 番茶441 ， 000門，刈番57 ， 600 P]， 2 番茶75 ， 600円 3 番茶52 ， 500円，計

626 ， 700円に対し栽培費164 ， 138円，加工費124 ， 410円，販売経費 18 ， 801円，合計

307 ， 349円，差引所得319 ， 351円で所得率51% となっており，すぐれた成果をお

さめている。

襲撃受歯財の特色

(1 ) 農業経営の変せん

112年前，初代南~常右衛門氏が牧の原合地に 2 ha の在来種の茶闘を開懇し

て以来， 5代自に当たる出品者の南崎洋史さんが茶業に従事した当初は5 ha の

在来茶図であった。

南崎さんが，農業に従事しまず最初にとり総み始めたのがよ質茶生産と労

働力の合環的配分等経営の安定を図ることが目標であり，そのため優良品種

の導入に手がけた。 34年のやぶきた品種20 a の改植を皮きりに現在では自家

茶園5ha 中，卒中H免生品種茶等4.3 ha に達し，その樹令は 18年以下と当然の

ことながら若令樹が多い。

第 3 表茶鼠の品種別樹令部積

IR 分 関 f�'i 
結? % lJJj 内 言尺

50 年以上 18-7 年生 4 年生以上 3 年生 l 年生以上

茶 陸} 650 a 220 a 350 a 30 a 30 a 20 a 

やぶさた 210 210 

i勾
ゆたかみどり 70 70 

ふじみどり 70 70 

言R やまかい 80 30 30 20 

:(E 来 稜
(うち150a)
受託茶関 220 
220 

さらに，品質向上を図るため，回定式，移動式を含め，かんれいしゃ被覆

によるかぶせ茶生躍を試み，現在では延べ2.1 ha に達している。また，摘採
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最盛期における苛酷な労働重圧を回避するとともに地域における茶生産技術

水準を組織的に向上するため，国の地域特産農業推進卒業が実施されるや直

ちに同志と相図り，何事業により，開発初期の乗用問摘採機や大型製茶機械

を先駆的に導入し，生産，加工の飛躍的な能率の向上と品質，平準化に努め

た。

さらに，奴売についても茶冷蔵庫事業協同組合を設立し，品質の適正な保

管管理を図るとともに俗j5j1j販売から計画的共同出荷を推進した。

また，荒茶の 1 次加工品出荷のみならず 2 次加工による最終製品を消費者

に直接販売し，消費者の声を経営に反映するなど先取的努力を偽っている。

(2) 品質

今回の出品財は，全国から出品された417点のせん茶のうち，品質が最上位

で審査得点は外観的点，香気65点，水色30点，滋味65点合計200点満点で、入札

販売会の落札価格は 1 kg当たり 188 ， 000円の最高価格であり，単に出品財のみ

でなく，氏の経営する茶園全般の品質が優れ，平均販売側格は常に高位水準であ

り，品質が優秀であることは平均販売単価が高いことからみても衆自の認め

るところで、ある。

また，これまで全国茶品評会，九州茶品評会，宮崎県茶品評等において常に

上位に入賞しており，ここでの成果を基礎に茶樹育成，製茶品質向上のメカニ

ズムを追求し，そこで習得した論理，技術を一般茶閣に応用し品種の改善向上

に努めている。

(3) 経営と技術

ア 土づくりを基礎とする良質生葉生産の省力，多奴技術

ケ)優良品種の計画的導入

100年余を経過した老朽茶閣を計画的に改植し，摘採期の労働配分を製茶品

質の向上のため王手，中，晩の品種の合理的組合せと適正化に努めている。

(イ) 地力増強を主体とした茶園づくり

① 土壌改良の創意工夫: 土壌条件は熔簿な火山灰土壌で，土層の黒ホ

ヤと不層のボラその間に不透水層の黒ニ jj層があるためトレンチャーで深耕
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第 2 図 ，\'\'，H\別当t:[~司ffIi 狩{の-111，移
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して，不透水層の破砕を行ない，こL壌構造の改良を行ない，また空井戸と暗

渠を設けて，排水を良くし，土壌改良部での創意工夫が著しい。

② 地力向上のための有機質投入:茶専業のため経営内での椴きゅう肥自

給が困難なため酪農家との契約により既肥を投入すると共に，自家月IT有山林

の下草を積極的に利用して，土づくりに努めている。年間の有機物投入量は

3-5 t/10a である。

③施肥の合理化: ①火山灰土撲で土貿が硬く，排水不良で，燐酸のJj~

効が低いこと。②100年余りも茶園として利用してきたため，土壌が悪化し，

微量要素が欠乏しているため，茶樹の時期5]1j吸収率と根の状態を調べ，合湾l

的な分焔改善に努めている。

(引食品としての安全性を重視した紡除。

秋季の徹底的な防除によって，病筈虫の発生ìJJl\を抑制すると向時に，こ仁づ

くりをもとに茶樹の病答虫に対する抵抗性の強化を図っている。

仲 良質茶生産のための捕採技術。

-29-



簡便操作法による被覆翻の状態(左)茶品質向

上のための簡便な被覆方式の装置(右)

1 番茶の30%を手摘みとして上質茶の生産を図り 1 番茶の70% と 2 ・ 3

番茶には省カ・品質向上のために動力摘採機による 2 段摘みを採用している。

(対新資材，施設の導入

被覆期間と遮光度の相違と茶の品質との関係を追求し，品質向上のため，

茶園に応じた新被覆施設を導入するとともに被覆方法の省力化に独得の工夫

をこらしている(総屋根式40 a , トンネル式移動型延170a )。

イ 省カ化と地域茶業への貢献

(η 地域全体の技術水準の向上による生産増と品質の改善向上を図るため，

昭和42年度地域特産農業推進事業により，地底内の共同手Jj用施設として開発

当初の60K 型機 2 ラインの近代的製茶工場を設置し，地域の先駆的役割を

果した。

(イ) さらに，昭和50年には，特産物生産団地育成事業により，乗用型大型

摘採機，関防除機械を導入し，大巾な省力化を図ったが，特に大型栽培管理

機械の導入は，品質向上と逆相関関係にあると云う理由から一般には導入し

にくい施設であるが，機械導入に即応した茶園づくりと適正な管理使用によ

り技術体系の確立に自信を与えたものであり，良質茶生産拡大の基盤となっ

た。

ハ
uqa 

(効 除草剤と敷革の組合せによる除草作業の省力化，白走式描採機の考案



と試作，優良品種の組合わせによる摘採期等の農繁期労働ピークの平準化等，

労働合理化に努めている。

ウ きれいでうまい茶づくり。

消費者に安心して常用してもらえる茶づくりが重要であることから，栽培

管理の適正化と相まって食品加工場にふさわしい入念な製茶管理について改

善を重ねており，加工場の設計・施工には衆知を集め，体験を活かし，また

長期的展望に立って創意工夫している。最新の施設は使良事例の 1 っとして

参観者が後をたたない状況である。

(η 清潔・快適な製茶工場の新設。

荒茶工場の新設にあたっては，次の点に特に留意している。①食品衛生上

清潔を保つこと，②工場の吸排気等換気の合理化，③作業条件の快適性(不

快指数の解消)，④騒音i坊止(社会基準の遵守)，⑤労働災害の防止。

(イ) 徹底した製茶管理

①原料の持っている品質特性を製茶によって充分引き出すため品質特性と

熟度，その日の気象条件に応じた製造管理を行なっている。

② 生業のコンテナー式管理機による生薬の品質管理と衛生対策を講じて

いる。特にコンテナーの使用操作を容易にするための工夫は，笠細なことであ

るが効果は大きい。

③ 粗採処理については，特に注意し変速装震や，蒸薬シュートによる機

械損傷防止の工夫，洗織作業の合理化のための工夫等アイデアの導入が随所

に見られる。

エ 商品管理の徹底と計画販売の推進。

生産物を生かし有利に販売する事を基本目標として次の事を行なった。

ケ) 都城地域は南九州の他の茶産地の比べ生産時期がおそし級売部で不

利であることから，昭和37年都城茶冷蔵庫事業協同組合を設立し，茶の品質

管理の徹底を図るとともに， この地域でははじめての宍珂入札販売方式を導

入し， i街格形成の適正化を図り，収益の増大に努めた。

(イ) 季節的農産物を計画的平準的販売を行うことにより，季節的変動の防
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清潔・快適な製茶工場 粗操処理

止につとめ，宮崎県における計画共販の先導的役割を果した。

(ウ) 宮崎茶の消費者への認識， P R を図るため仕上げ加工を併せて行ない

直販方式を導入し，遠隔農業地帯における産直方式の先鞭をつとめた。

関技術・経営の問題点と改善対策

(1) 主要な問題点と改善対策

ア i晩霜による被害が大きいため， とくに早生品種閣についての防霜対策

を図ること。

イ 規模拡大し，適期摘採を進進するための品種配分が不十分で、あり晩生

品種を導入すること。

ウ 栽培コストのうち生産資材が増大しており，特に肥料費の節減を図る

こと。

エ 労務の殆ど全てを雇用に依存しており，その対策が急、務であること。

(2) 当面，具体的に講じている措置

ア 導入された早生種ゆたかみどり 40 a の肪霜対策として次年度よりトン

ネル式簡易被離を架設する計画である。

イ 現在晩生種に適品種がないため，当面，在来種で対応。

ウ 診断結果に基いて，地力培養や施肥法と施肥量の節減(現状の80% を

目標)

エ 常備の体制確立のため小売部門を60%まで拡大することを自標に仕上
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げ加工， 1日k売部門を強化する。

オ 技術・経営の改善目械の設定に当っては，参画している生産組合，茶

冷蔵卒業協 !ïlJ組合等の地滅的組織活動と一体となって行う。

関今後の発展方向

以上に記した会磁技術及び経営方式は地域にとって極めて有効であり，忠

実な実践方式は， wuえば①ZEチj:戸による時渠排水，②トレンチャーによる深耕，

③ I{I 定式茶摘機の考案と試作からの笑用化，③術裂1被援方法，⑤製茶工場と

lE1茶機の改議は現実に地域茶業に活:実に し地域農業の発展向上に大き

〈主主献している。

なお，南~奇さんには，①茶筒栽培ならびに荒茶生産部門と仕上げ加工，販

売部門の明確化(分割)を企図しており，それによって経営上の問題点を明

白にとらえ経営の合理化，規模拡大を国ろうとしている。②また，地域特産

農業推進卒業を契機に形成された生産組織を発展的に拡充強化を検討してお

り，③さらには，後継者の経営参加により発展性は大きいものと期待され，

これまでの計間性と実践カを考慮すれば十分可能で、あり，地域茶業の発展に

果たす役割は極めて大きい。
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その土地独自の技術が必要

商崎洋史

私の今回の受賞は取すまでもなく

第30回全簡お茶名寄りの品評会に於い

て1m茶の部等 l 席，差益林大臣賞

の受賞がその直接のきっかけになっ

たものであります。従いましてその

絞過について取しのべたいと思いま

す。茶主主も他の一次産業と向様に弱，

県，市当局の手厚いご指導により，

昭和40年頃より急速に近代化と増産，

又は品種の改良が行なわれ順調すぎ

る推移をへて農林省、の予測によりま

すと昭和60年には，かなりの生産過

剰になると言われ，泣より伎の 11寺代

が，又一段と激しい産地問の競争の

待代がすで"に始っていると震われて

いる.のであります。

これからのきびしい時代に勝ち残

って行くためには自分の生産品の品

質を，又地域全体の水準を広〈世に

問うことだと考え全国品評会こそが，

その最高の場だと全力をだして参加

したのであります。約 3 年前からの

準備にかかり，南九州、!の立地を綾高

に生かす技術の模索をや心に，例え

ば土壌の改養，施肥の方法，摘採の

方法，製造技術のおくれの問題，さ

らに非常に多い日!被と照(高温多滋)
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寒， r白の対策など問題は多すぎる税

あったのであります。

先進地の祝祭， I司 I也夜の出品者の

組織作り(全品研究会)県の指導I伐

の先生方の濃密な指導，市当局の財

政面での援効，地域住民の方々のご

理解と協力，詳しく申せばとても紙

数がたりませんが試行錯誤の迷統て閉

した。ただ震えることは， f也地区の

どんなにすぐれた技術でも，会くの

模倣はお茶作りには通用しない，即

ちその土地独自の技術の確立への努

力が絶対に必要で、あること，そして

町ぐるみ地底ぐるみの理解を得るこ

とがどんなに大事かときうことであ

ります。

幸いにして金品研究会々員の多数

の上位入設で都城市に会開ーの産地

質を，私に日本ーの l 等 11常をいた

だくことカf出井ミたことは，かえがた

い喜びであります。今は市民の皆様

が都城茶に対して絶対の自信をもっ

ていただいたことが仰にもましてう

れししそして私は都城茶300年の歴

史を大事にしながら次なる時代に望

まれるお茶作りに遜進せねばならな

い爽任を強〈感じております。



本農林漁業振興会長盤受賞

出品財み そ

受賞者矢崎高義

(長野県茅;邸寸fJ".if:聖子塚原 1 -3448) 

関受歯者の略歴と経営概況

副ill止中央線の沿線は全国でも材iに見る 1!Ii\.光明焔な環境に j色まれているが，

第 1 隠 受賞者の所Z民地

メ

中でも小淵沢から{計良境を経て;;-;聖子に152 る

高原は， ï事は中斐駒拾を中心とする南アルプ

スに，北は八ヶ舟，事~i4の広大な山麓に怪!

まれその雄大な景観とともに深〈旅人の心

をとらえる。茅野は参科九樺iMJ，議ヶ峰

高原への下車駅であり，八ヶ I;Tの22山口で

もある。この茅野駅から北へ300mの位訟に

山高 I味噌株式会社がある。こ乃附近は盟

富で良伎の7kì以に JE まれ，大気が締胞で，

気温が低< ，温度も少いことはみそ醸造に

とって最も好ましい環境といってよい。古

くから寒天の生産で有名であり，近年は諏

訪地症がスイスの時計工業に似て， 日本の

精密工業が盛んになったのも，環境条件が

与える最大の恩恵といえよう。長野県が会
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山高味噌(械の本社工場

j主!みそ生産の30%以上を占めるに至った現由のーっとして，恵まれた環境条

件を挙げることができるが，県内においても諏訪盆地の生産は抜群で、あり，

正に当地は日本のみそのメッカといっても過言ではない。

当社は資本金1 ， 400万円，社員65名からなる株式会社で，役員は取締投 4 名，

監査役 2 名で構成(全員常勤)している向族会社である。工場は本社所在地

のものが中心で，これに 2 km離れた長崎醸造歳， 1.5km離れた城山天然殺があ

る。敷地岡松は大略23 ， 000m'，建物延面干rtl5 ， 000m'であり，製品は天然みそ，

田舎みそ，椛みそのような高級品が大半を占めている。

当社は現社長矢崎高義氏が明治44年 5 月，若ニi二 15オの鷲さで創業したもの

である。当初は龍か300kgの大立より様遣を始め， Rー粒，米一粒を大切にし

て，消費者に喜ばれるみそ造りをモットーに60有余年この道一本に謹進して

きた。関東大混災の際に救媛物資として送ったみそが大変に賞美されて以後

急速に販売を伸ばし，戦前の生産の最高は昭和15年にみそ800t，しょうゆ800

石 (144kQ) に達した。

戦後，昭和24年には子息、の賢司氏(現専務取締役)義朗氏(現常務取締役)

を経営陣に加え，山高醸造有限会社を設立した。ついで昭和31年から始まる

5 ヵ年計画において工場設備の拡充強化を計り，それに伴って生産量も飛躍

的に増加させた。その後，従来は参科高原の土産品として好評であった「閉

会味噌」を全国に先がけて発売し，この種のみそブームを喚起することにな

った。そのために，昭和42年に始まる 45年まで毎年一蔵ずつ天然蔵を増設し，
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最の体制と質の体flìlJ を主主えてきた。そして遂に昭和47年には最新鋭の仕込工

場を建設した。さらに昭和50王子には八ヶ岳山麓に業界内で故高最大と見られ

る長峰霊長造蔵を完成した。この醸造蔵の特徴は従来のような単なる加温によ

って，述自主を計るのではなしあくまでも製品の品質を高め，それを維持す

るよう最大の努力と工夫が凝らされていることにある。

この間，工場排水処理に対しでも前向きの姿勢で取組み，市内メーカ-4

社と協同組合を設立，昭和47年 6 月に大豆煮汁の濃縮，焼却設備を設置稼動

させた。その後，工場の全排水の回分式活性汚泥処理装置を設龍し，すべて

の排水処理問題は解決を見た。

昭和52年には旧来の原料選別機に加えて，業界で、は初めてのロール式選別

機を導入し，大型の脱皮機，研療機と合せて，原料精選部門を強化し，これ

により益々高品位のみその製造の基盤を確立することになった。かくして，

昭和51年には9 ， 376 t の生産を挙げることになったのである。

上にも述べたように，社長矢崎高義氏は一貫して，みその品質を向上させ

ることに全力を傾けZ きたといっても過言でなしこのことは，これまでに

みそ品評会においても，数多くの受賞成綴が実証している。その受賞成績を

顧みてみると，長野県内品評会においては，昭和31年に初入賞以来，昭和51

年迄の20年間に，一度も欠けることなし連続21田知事賞以上に入賞してい

る。そして，この中には農林大臣賞 1 由，食糧庁長官賞 3 回を含んでいるの

である。また，この開会問味11曾鑑評会においても，食犠庁長官賞 4 回，銀賞

2 回，錦賞 1 回を受賞している。ここにおいても，昭和47年から昭和51年迄

5 国連続入賞していることからみても，みその品質は毎年着笑に進歩向上し，

安定していることを示している。

襲撃受費財の特色

(1) 生産技術上の特急

①食品衛生面で万全の対策が講じられている

今日，食品工場においては食品衛生前での対策が厳しく要求されている。
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近代的なエ場の内部

この点に関しては，当社は申分ない。まず原料の精選に対しては細心の注意

が払われており，最近ロール選別機を導入し，大型脱皮機および研磨機を組

合せて，高精度かっ高能率の精選作業を行っている。屋内に設けられた 360

t 容量のサイロから供給された大豆は 3 回の洗浄工程を経て，蒸煮缶に移さ

れる。従来， ?炎色みそ製造では色調を淡く仕上げる目的で，漂白剤を使用する

向きが多かったが，ここでは昭和48年に一切の薬品不便の宣言を行って以来，

公認の食品添加物といえども，その姿を見なくなった。また製造工程で考え

うる汚染源に対しでも万全の配慮が見られ，たとえば発酵槽についても従来

の木製品はとかく汚れやすいことから，これらは天然醸造用以外はすべてス

テンレス製タンクで置換えられた。さらに重石を廃し，清潔保持しやすいコ

ンクリート製樹脂加工板に転換した。工場内への小鳥の浸入は外部の汚染源

を導入するものであるが，案外このことは認識されず，気がついても対策を

講じるまでには主らぬのが普通で、あるが，ここでは防鳥網を設けて，外部か

らの汚染の浸入に対して徹底的な対策を講じている。

② 製品の品質向上とその保持に最大の努力を領けている。

上に述べたように，原料の精選，洗浄は徹底的に行って，如何に微細なも

のといえども製品に混入しないよう配慮、が払われている。大立の蒸煮はみそ

工場操作上の一つのポイントになるところであるが， 1.5kg/cm'の高圧下で・の

蒸煮方法を開発し，高温短時間処理により，蒸し大豆の品位を高めることに

成功している。いっぽう米の蒸しと製麹にはそれぞれ最新鋭機を配し，商品
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仕込混合機 11 t -12 t の劃定タンク

位の米麹の製造に努力している。楽煮大立，米麹，食塩の混合が均質に行わ

れることが，みその仕込後の発鮮の均質化と正常化の上に重要な鍵を撮るこ

とになるが，この混合に用いられる仕込混合機は自動速度調節装置付のもの

で，均費混合に成功している。この装置はベルトコンベアーで運ばれてくる

物料が所定量に近づくにつれて，ベルトの速度が自動的に調節され，より低

速となるので，所定計量を超過することなく精度の高い秤量を可能にするも

のであり，この装置は当社が開発したものである。

みその香i床は品質評備の上に決定的な影響を及ぼし，商品位のみそ造りの

不可欠な技術であるが，それを達成するのは並の技術では来し得ぬものとさ

れている。香味を決定づけるものは，みその適正な発酵が最も重要とされる

が，当社におけるこの面での配慮は次の通りである。まず，発酵を促進させ

るために培養微生物(酵母と乳駿閣が普通行なわれる)の添加を行っている

工場はこの業界内でもかなり多くなっている。ところが，その培養微生物の

培養を自社内で、行っている醸造所は余り多くはない。当社では，自ら選択し

た酵母 2 種類を種として，スターターを培養している。このことは，当社独

自のプレーパーを製品に持たせる上で重要で、あって，他社の追随を許さぬも

のである。その添加方法についても，当社独自のものを開発し，好成績を挙

げている。かくして，仕込んだみそは次に発酵に移るが，発酵管理上の特色

を挙げれば次の通りである。まず，仕込みそは直ちに第一次発酵に移される。

この第一次発酵のために，内容11-12 t の国定タンクが設けられて，この中
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で，仕込みそは主として麹の酵素作用により，原料成分の加水分解を受ける c

単に酵素作用の適温を考慮するのであれば，品温はより高 iJiiLが好ましい答で

あるが，当社では自然な温度経過をとらせるために，最高でも 26'C を上廻ら

ぬよう比較的低温経過をとらせている。このことは，発酵に要する時間が普

通より長くかかることを意味するが，品質を高めるために，時間の方を犠牲

にしているのである。こうして，第一次発酵を終了したみそは発酵タンクの

下部に設けた口から，第二次発酵用移動タンクに移される。このものは内容

505 t ，ステンレス製であり，台車により第二次発酵室へ移動する。ここで，

みそは微生物の第二次発酵により香味の醸成が完了する。当社では前述のよ

うに昭和50年に建設した長峰工場は第ニ次発酵を行う専門工場として稼働し

ているが，ここでは505 t のステンレスタンク 350本を収納し，比較的低JSLで

の発酵と，発酵終了後の低温保蔵を行っている。この工場の設備は全国的に

見ても最新鋭のものといってよい。

以上述べてきたのは温度管理のできる発酵室を利用するものであるが，こ

れ以外に特に人為的に加温しない発酵方式を天然醸造と呼んでいるが，当社

は常時この種の天然醸造みそを多量に保有していて結時掘り出して，ブレン

ドに用いている。このように，当社のみそ発酵方式の特徴は天然醸造を初め，

発酵管理も比較的低温で、行ってみそ本来の香味の髄成に努めていることであ

る。発酵熟成の完了したみそは製品となる前にはブレンド作業によって品質

の均一化が行なわれている。この作業は本社工場内のブレンド作業室で行な

われている。ここでは天然醸造みそ，発酵促進みそ，椛みそ等を独特の配合比

率で配合する。この配合・混合作業は精密な配合機を用いている。

③ 排水・廃棄物を積極的に利用している

みそ工場からの排水には高濃度BOD を含有する大豆煮汁を多量に含むた

めに，その処理は一般に極めて閤難である。そのために，大豆煮汁だけは特

別処理を行うことが必要で、あった。こうして，当社では前述のように，煮汁

処理のための協同組合をつくり，濃縮装置と焼却装置を備えて処理してきた

が，昭和48年以来亜硫酸を使用しない大豆蒸煮法を採用しているために，事
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生物処理法

態は少しく変ってきたのである。このために，濃縮法は中止して，生物的処

線法(活性汚泥法)に転換することになった。ここで興味あることは，活性

汚泥法では，汚泥の排出が不可避で、あり，この汚泥の処理が問題となるのであ

る。そこで当社では，これを有機肥料の原料として利用したのである。これ

を利用するためには，一般の汚泥の分離に用いる PAC のような沈降剤の使

用は好ましくないので，これに替とえるに Lfl殻綴の殻を係料とする有機性沈降

斉IJ を当てることにした。生成した汚泥は近くのウイスキー工場からの汚泥と

合併し， 7]1]に乾燥牛糞と鋸局、とを混合して，発酵させて有機肥料(あいのう

有機)を製造する。これは農地の土境改良に有機質肥料としての効巣を挙げ

ている。

(2) 経営面における特急

① 尽史実な経営に支えられた操業実績

資本構成をみると総資本12億2 ， 000万円，うち悶定資本 41意4 ， 600万円，流動

資本71意6万円となっており，回定資本率は極めて低いことになる。これは，み

そ製造業に当然みられることであるが，当社は最近，近代的な原料選別機，大

型餓造貯蔵庫，排水処理施設等約 21意円の投資を行っているにもかかわらず，

回定資本率の低いことは評価されるべきである。次に負債総額 1 億4 ， 000 万

円のうち，長期借入金は僅か6 ， 700万円となり，中小企業としては極めて安定
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しているということができる(以上の実績は，昭和51年度の財務諸表によっ

た)。

② 卒業のJ広大に則した設備投資と省力化対策

経営内容(第 l 表)を見ると，昭和47年度の生産量は 7 ， 106 t で， 51年度

9 ,376 t となり， 5 ヵ年に約2 ， 200 t ，年率平均 6%のifiz加である。その事業の

J広大に ïjlJ して，約 6 億5 ， 000万円の投資を行い，品質の向上は当然ながら，一

第 1 表経営概要

，ド

Bg 手口 生産量(t) 税引後利益 社内留守 設備投資
千円 千円

47 7 ,106 74 ,114 51 ,714 174 ,000 

48 7 ,914 104 ,646 76 ,646 80 ,700 

49 8 ,045 141 ,955 105 ,555 76 ,200 

50 8 ,650 117 ,061 86 ,261 227 ,800 

51 9 ,376 132 ,373 93 ,173 98 ,100 

*土地取得，設備更新分を含む

方人件費の節約に努力し，製造経費の引き下げをはかっている。原料費(材

料費) 72 .4%，労務費11.6%，製造経費16% となっている。

③ 天然楼造みその製造方針を舷立し，父子 2 代でみそ企業として基擦を

確立

前述のように，当社は社長の方針として，高品質のみそを消費者に提供す

ることをモットーとして，種々醸造方法につき，検討を重ねた結果，天然醸

造方式，もしくは比較的低温での品種管理が，製品の品位を高めることを確

信し，一貫して，この方針で醸造を行ってきた。典型的な向族会社として，

長男賢司氏が専務取締役を，また次男義朗氏は常務取締投を務め，一貫した

経営方針の下に，堅実な経営者によって経営が行なわれている。この点，中

小企業として大企業に対する経営上の強靭性をもっ上で必要な条件である。

これらの経営の成果として，流通市場の確保と消費者の定着を実現した。
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関今後の発展方向

以上述べてきたように， 山高印i味床H晴狩株式会社に lは土社長の欠

才でで、創業して以米，今日まで、65年以上lこ亘って，ひたすら消費者に践は、れる

ような味憎造り一本に議選してきたというパックボーンがある。そして，戦

後はこ人の子息、が協力して，新しい経営技術をとり入れ，新しい製造技術を

開発して，活:実に経営の基盤を周めてきたとみることができる。元米，みそ

やしょうゆ食業は伝統的な背景を持つ日本独特な企業であって，この伝統を

如何に生かすか，あるいはこの伝統に如何に拘束されるかによって決定的な

岐路に立たされる宿命をもっているものである。その点，山高味11設は伝統食

品のよさを深く理解し，それを生かし，これに新しい食品製造工学をとり入

れることによって，製造の合理化を計ろっと意図しているものである。小数

精鋭の経営陣が，この経営方針の下に着実に実績を挙げてきているが，今後

も恭本的にはこの経営方針を El いて誤りないところであろう。

現在，近代化{足進の線に沿って，生産体需Ijを務備してきたみそ業界は，そ

の生産能力が実勢を上廻って，過剰の傾向を有すると見られている。それが

勢い過剰生産一一一薄利多売一一一ダンピングの道をとり易いことになっている。

いっぽう，伝統的食品は新興食品に庄追されて，徐々ではあるが，消費の伸

びは停滞か i!/ifr減の傾向を見せている。このような特にみその消費の拡大を計

るために，色々の角度から見ての提言がなされている。これらの提言の中で，

月並と見られるが最も重要なことは，みその品質を高めるということである。

そして，この点については本格的なみその品質を追求してj閉会味噌」を売

り出した当社は最も正統派の道を歩んでいるものといってよいであろう。そ

して，この方針は今後も引続き堅持されるべきものである。

そのために，これまでの伝統的技術の持評価が必要で、あり，それに基いた新

技術の開発が必要となってくる。たとえば，天然醸造法がみその香味を高め

るといわれているけれども，一歩突込んで，果して天然醸造が言われている

程によいものなのかを確認する必要があろう。そして，もしそれが優れてい
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るのなら，何故優れているのかを解明する必要があろう。最近の娘向として，

昔から行なわれてきたものへの無比判での称讃と最近の技術に対するアレル

ギー的批判が多いが，その意味からも，天然醸造のもたらすみその品質に対

する解明が必要で、ある。

みその消費の拡大を狙うものとして，新しいタイプのみその開発が挙げら一

れている。それらの中で，まず研究の対象として取上げられるべきは，みそ

の減塩化であるといわれている。確かに，みそ中に 12% も含まれる食塩は，

新しい用途の開発を妨げるものであり，従来の日本人の食構成が兎角食取摂

取過剰の旅田となり，その中でも，みそ，しょうゆ，泣物等，塩分の強い食

品については，今後再検討の必要があると考えられているのである。このよ

うな事態をふまえて，みその減出化と，そのみその新しい用途開発についての

研究が必要で、あろう。
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白から納得できる味噌づくり

矢崎

1，* 11\れま米に次ぐ国民食生活の重要

な食品であり，その良25は我々絞造

家に諜せられた丞大な資仔:ていありま

す。当社のあります{計十j は， 日本の

E塁線と云われる山岳高原の池であり，

空気清浄な乾燥地幣であります。こ

の風土は伝外11味噌の絞迭に最も適し

ており，全国味l常生産の 3 舗を生産

する銘盟主地になっております。当社

はこの信州芳:聖i'のI也において明治44

年 5 月，彩、が地元の尋常高等小学校

を卒業の満15オーの時の創業でありま

す。

当時味噌はほとんど自家醸造が

一般的でありまして今日の盟主況は325

の様であります。創業4-5年は朝は4

1時に起き，夜は 10ß寺頃迄{動き続けま

したが，自íJj会に希望を持って愉快に

毎日を頑張りました。その後，幾多の

試練を絞ながらも御陰様で順調に発

展させて]資き，今日に至っておりま

す。

さて，当社の経営の基本方針は「お

容さんに喜ばれる美味しい味噌をつ

くること」であります。いたずらに

量を追わず， 白から納得出来る味噌

造りに精進することであります。

{
品
義

特に H百和41年発売の当社の「ヤマ

タカ閉会みそ」は戦後永く続きまし

た美味しさより見た自の奇ー艇な味噌

に流れていだきた界に反省をオどめる切

っ tll、けとなったみii守的な瓜U球のある品

質議点の味噌であります。前来当初:

の主力商 j日:となったばかりか，今日

では味11曾巡りの主流となっておりま

す。

さて I床11曾i去りに当り日頃より心掛

けて参りましたことは，前述の基本

方針を悲lこ，健全経営に徹すること，

楼造技術の向上に全力をつくすこと，

衛生面に万全を期すこと，純正食品

たること，排水浄化を完全にするこ

と，作業の安全を計ること，施設設

備の近代化，合暖化を推進すること，

等々でありますが，これも従業員は

じめ多くの人達の御協力，御力添によ

り，その成果が上りつつあることは

安こばしい限りであります。

今回の受賞をj切に主主々努力を重ね

皆様方の御期待にこたえて参る所存

でございます一!習の御指導を御願い

致す次第です。
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天皇杯受歯

出品財 パラ温室経営

又賞者 32T 吉岡パラ温室組合
(代表者山崎界一)

(静岡県掛川市吉岡74)

関受賞者の概要

この集団は，第 l 図で示したように掛川市の西端に当る旧和田岡村大字吉

岡の原野谷川沿いの水問地帯にある。市街中心部から西へ 8 km離れた純農村

であり，組合構成員の居住地は，パラ LZ室団地の西700-800m の台地上の集

落にある小字吉岡の集落内で， 200-300m 範囲に同一屋敷地内居住の兄弟 2

ク、、ループ( 3 戸 4 名)を含む10戸 (11名)の構成員農家が 9 ヶ所に散在し

ている。

第 1 図受賞者の所在地 組合員農家の屋敷地

袋井市
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吉岡パラj長室組合のメンバー

掛川市は中遠地域の東部，静岡市と浜松市のほぼ中間点に位置した人口 62

千人・ 15千戸弱の小都市である。ま令世帯の 3 分の 1 に当たる 5 千戸弱の農家

の92%が兼業化しており，その55%は第 2 種兼業農家であるが，県下では第

3{立の農産額(昭和50年・ 119億円)をあげている。$内の農業振興地域16 ，

794 ha) のうち，農用地区域は19% (3 ， 124ha) であり， 山林原聖子などの占

める割合が大きい。

この地は年平均15.6
0

C の気温と，年間 2 千時間を超える日照時間， 2 ， 130m聞

の降水量に治:まれ，茶 (50%)，米 (21%)，園芸・斎産その他 (29% )という

農産額構成をとる王聖由が示される。温暖，多日照の冬の気候条件に加えて，

海j武による夏の過高混の軽減は，施設による周年的パラ切花生産に好適な地

である。

市域の中心部には主要交通幹線が走り，国鉄東海道本線，国道 1 号線，東

名高速道路(掛川 I 1. C. )などによって，首都留並びに東京市場への出荷の

うえで恵まれた交通条件の下にある。

昭和47年にパラ温室組合が設立された時は 2 戸の同居兄弟が 4 名のメン

ノ〈ーを，残り 7 戸が l 戸 1 名宛のメンバーで合計 9 戸・ 11名の構成員からな

っていた。その後兄弟メンバーの 1 組から 1 戸が妻帯独立し，現在10戸 '11

名の構成である(近くさらに他の一組の兄弟メンバーから分離独立者が出れ

ば11戸・ 11名になる)。

構成メンバーのうち20-30オ台の 6 名に 2 組の兄弟メンバーが含まれてい

る。 40オ台の 4 名のうち 1 名は二代目の組合長(任期 3 ヶ年)を勤め，また
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1 名 l土日本切花協会理事と市農業委員を，今 1 人は農協花き部会長と県花き

連合会役員を兼ねている。また50オ若干の l 名は豆長公職を兼ねている。ハウ

スパラ栽培の経験年数では， 20-40オ台の10名のうち 7 名が 9-11年の経験

者 2 人が 6-7 年の経験者であり，残り 2 名は未経験者であった。また20

オ台メンバーのうち 1 名と， 40-50オ合メンバーのうち 2 名の後継者 (20

オ台)，計 3 名の若者が，県の助成事業も活用し派欧・派米 1 ヶ年間の海外花

き農家の実習研修を経験している。

露悪受3費者の経営概況

(1) 団地の成立経過と団地の概要

施設パラ団地のある旧和田岡村地区は，戦前359戸・ 2 二千人余りが居住し，

耕地 (373 ha) の55%を占める水田はその 7 割が小作地であったが，反収 2

名，収量変動率11%の中位安定生産の稿作と，茶関(地自の23%)，畑を組み

合わせ1ha規模の農業が営まれていた。

昭和30年代には今の組合の中心メンバーが20オ合の後継者層として，米­

茶・ハウス福羽イチゴを組み合わせた複合経営のハウス部門を担当していた

が，その多労な点と収誌の不安定さを打開するため， 40年頃からイチゴに祭

る高収益部門としてハウスパラを 1 戸600m2程度導入したのがパラ作りの始ま

りである。

45年に河川改修を含む県営問場務備計画が始まり， 48年の蹴場整備で水田

に既設されていたパラハウスを取壊し除去のあと，第 2 次農業構造改善事業

を活用して現在の施設ノ〈ラ団地が建設された。当初の4ヶ年計画を 2 年に短縮

して工事にかかったが，たまたま石油ショックに際会した。その大きな衝撃

のため，一時は残事業の中止も検討されたが，悪条件下の水田ハウスパラの

生産販売に苦労してきた事などが中止会思い止まらせている。関係諸機関の

努力と相まち，施設ノ〈ラ団地の創設事業は49年度に完了した。48年 6 月から 49年

7 月迄に建て終った棟からパラが順次定植され， 48年11 月から 49年 12月にかけ

て出荷され始めた。 49年パラ事業王子度 (8/1-7/末，年度)が本格生産の初
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ご盟
店主主 室 若草

年に当り， 52年は操業第 4 年 第 2 図施設パラ岡地の配読とガラス家

度に相当している。 N

(2) 団地の概要 i 千

この集団は，地設の共同利

用を事業目的とした農事組合

法人( 1 号)と，同じ構成メ

ンバーによる任意出荷組合か

らなっている。法人が施設

を所有し，構成各員は法人と

施設の貸借契約を結んで賃借

利用料を支払う通称アパート

方式のグループ農業である 0

6 ha の水田用地に建設した施

設団地には，第 2 図のように

ガラス室3.346ha (31棟)と

ハウス0.884ha (1 0棟)合わ

せて4.23 ha が配設され，概ね

1 組合員当り 3-4 棟づつに

配分されている。創業建設事

業費 (451 ， 749千円)は， 6 ha 

-51-
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の施設用地10 a 当りで 753万円 (3.3m2 当り 25千円)を要したが，総卒業費の

6 害IJが施設本体の建設費である。事業費の45%に当る補助金を除く自己負担ー

金は l 戸当 1) 2 ， 471万円であり， 1 割強の現金出資分以外は融資借入で資金が

調達されている。

構成長農家10戸・ 61名の総世i許員のうち32名が農業に従事しており 1 戸

平均 6 人家族のうち3.2人(能力換算2.5人)が農従者である。保有耕地規模

は l 戸当り 1 ha であるが，経営耕地の規模は，後述の農地受委託契約のため年

により多少変動しており，現在は時表 1 に注記の通り l 戸当り 70 a 弱となっ

ている。 51年度の l 戸当り農業販売収入は，施設パラ部門の1 ， 858万円に，悶

F付表 1 官同パラ温室組合のパラ生産・ 2反売推移と計調

\べごと 昭 49 50 51 52( 長|幽)

A 施設ノぐラ断続 41 ,970m' 41 ,970 42 ,300* 43 ， 400本*

B 市場販売本数 4 ,700 ,800 4 ,873 ,820 5 ,244 ,660 5 ,822 ,380 
B/  A 3.3m' 当り 369本 383 409 443 

(対前年比) ( ) (104) (107) (108) 

市場売上額 124 ， 745 ， 952円 153 ,710 ,484 185 ,874 ,950 206 ,350 ,969 
(対前年比) (-) (123) (121 ) (108) 

C 市場売ヒ単価 26.537円/本 31. 538 35.441 35.441 

(対前年比) (-) (119 ) (112) (100) 

D 庭先手取単価 21.382円/本 22.753 25.898 26.226 

(対前年比) ( ) (106) (114 ) (101) 

c-D/c 流通コスト率 29.4% 27.9 26.9 26.0 

*Wl末 (52.7末)現在43 ， 400m'て酔あるが，期間後半の士哲設分。

* *J長問機成農家 (10戸)の経営，保有耕地 (52年現在)

施設ノ〈ラ 団地外
合計

団地内 団地外 水凶 畑 茶園 ノj、百十

自 営 391 a 43 111 31 120 262 696 

委託(貸付) 69 2 259 330 330 

391 43 180 33 379 592 
言十 し-434

地外の自営水稲・茶間部門の406千円を加えた19百万円弱であり，施設パラ部

門の経営費1 ， 356万円と自営水稲・茶部門の経営費133千円を差ヲ iいた残り 529

w
h
υ
 



堆厩肥のき受腐施用と良

動減水装趨

万円が農業所得である。このうち施設パラの所得 (502万円)は95% を占めて

いる。さらに地設ノぐラ部門の l 戸当り融資償還元金(年額150万円)も差引く

と 1 戸当り可処分農業所得は379万円であり，これに農地委託(貸付)による

農外所得の 1 戸当り約11万円を加えたものが可処分農家所得となる。

関受歯財の特急

(1) 技術上の特色

この経営の大きな特色は，家族労力2.5人による説室パラ切花の出積規模限

界16.5 a を 2 倍の33 a まで拡大したことと，構成員各戸の栽士官技術が高〈

平準化されていることである。

① 地力対策

施設用地は水田で，従米のハウスパラ栽培の欠陥を改善し，根群の深いパ

ラの生育をよくし生産を I翁めるため，県営関場整備事業により山土を客土し

た。その用土は普及所の土壌診断の協力を得て， とくに排水条件を考慮:し，

附近の古生層砂壌土を選ぴ，問面から80cm客土した。

パラ苗の定植前には，有機物としてオガクズ入り厩肥を 1 ， 100m'当たり 90

-100 トンを約60cmの深さまですき込み定植後も同!既肥を毎年団地全体で950

トン (10 a 当り 15-30 トン) 床面に施用しており，地力は著しく高められ

た。また年 3 閤(12月 2 月 5 月)県経済連による土壌診断 (PH'EC

値， N . P . K含量)を受け，その結果により施肥設計を修正して効率的な
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自動ニ露カーテン自動天窓調関装置 薬剤の散布状況

肥培を行っている。品種吏新などのため改植するにさいしては，株の抜取り

後全面に有機物を投入深耕の上，クロールピクリンによる土壌消毒を行なっ

て土壌病害の発生を防止している。

② 栽培の省力化と雀資材

温室パラの経営規模拡大を可能にしたのは，出荷部門を分離してそれを麗

傭労力でまかなうようにしたことのほか，施設とその装備の改善により全般

的に省力化をはかったことが大きい役割を果している。まず施設については，

各戸分の3 ， 300m'が 3 連棟(個々の棟の間口 7.2m )，つまり同一被覆下にまと

められているので，作業上の無駄が少ない。また各棟の中央を横断し各床聞

の通路と連絡する i踊 2m の連絡路が設けられているが，これで運搬その他の

作業や作業準備が著しく能率化されている。環境制御については，二重カーテ

ン，天窓，暖房の自動化により，著しく省力化されている。潅水については，

各床の定置配管のノズルから散水し，液槽と自動希釈装置による液肥施用を

行なうなど，能率化が図られ，薬剤散布についても 2 戸に 1 合の可動式自

動燦議機により，それぞれ著しく省カ化され，防除効果も大きくなづている。

切花の採花に当っては，片手で切ると同時に切花が挟まれ他方の手で集花

できる切花鋲が採用され，収穫が大幅に省力化された。また31会の鉄骨台車

が用意され，これにより運搬作業が能率化されている。

今日の切花用ノ〈ラは四季咲性で，生干普通温を与えれば季節に関係なく開花

させることができるが，樹高が高くなりすぎるのを抑え，よい生育と収量・
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品質を確保するために，年間時期を定めて採花を中止し努定と土壌水分を下

げることによって休眠状態におく方法がとられている。当団地の栽培の90%

弱を占める冬切り中心の加温栽務では，従米一般に夏に休11民させ 6-9 月の

ほぼ 4 ヶ月採花を中止していたが，最近は休i恨の開始を遅らせ，高iMLによる

樹休の消耗をさけるため，努定を一変15の主校の切炭し程度にとどめ，他は折

り i防げるなど絞くし，休日民期間を飽かくする方式が神奈川県を中心に採用さ

れている。当団地でも，収穫期間を延長し採花の山をなるべくならして収穫

労力の分散をはかるため，この方式を採用し，採花中断を 7 月半ばから 2 ヶ

月平野支としている。休l以後は樹勢の回復をはかるため，新梢の若いうちに摘心

するソフトピンチを行なっている。また品種についても，ソニア，キャラミ

アなどのように到花日数の紛い品磁を選択し，波の少ない長期採花に役立た

せている。

最近の燃料事情から，施設園芸では加温経費の生産費に占める比重が高く

なっているが，当団地では A重油の替りに B重油を使用し，その結果燃料

費は 16%節減された。さらに前述の自動カーテン装謹の採用により，その節

減効果も大きくなっている。

③ 出荷の能率化

生産部門から分離された出荷部門についても，能率化が図られ，切花の品

質保持に好結果が得られている。出荷関係の施設・設備として，とくに冷蔵

庫と選花機とが大きい役割を来している。各戸で収穫された切花は，品種毎

に水を入れたポ 1) バケツに入れられ， 8 'c に係たれた冷蔵庫(lOOm' )に運び

込まれて選花まで貯蔵される。

ノ〈ラのように開花の進み方がE詳ししかも膏の状態で小売りされるもので

は，採花後の開花の進みが開題となるが，それを抑制し高品質を保持させる

意味で，冷蔵の効果は大きい。切花の冷蔵は，採花後選花までのほかに，出

荷の都合によっては，選花・結束後包装までの間にも行なわれる。これはと

くに休日(月 2 国土曜日)にさいしてきわめて有効で、あり，最盛期でも作業

員の休養を可能にしている。
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採花状況

選花機による選花状況 包装された出荷前のパラ

パラの選花は，わが[:!i]では，一般に手作業で行なわれ，多くの労力を要し

ているが，当団地では選花機( 1 tì) の導入によってきわめて能率化される

ようになった。この選花機は，オリメックス社(オラン夕、、)製の花茎長によ

る 6 段式自動選花機で，選別j精度が高い。

そのほか，選花機とならんで鉄骨板張りの選花台40台が配置され，選花ず

みの切花からの不良品の除去・結束や5階級;こ分けたものの段ボール箱への包
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装などの諸作業がl斗 ì'自に進められている。

(2) 組織管理面からみた特色

ほば専門化された陥設パラ経営の集団にとって，創業以米 3 ヶ王子の 1m 各年

とも概ね計的iした生産の達成を収め，年平20%の売上拡大と i逐年流通コストネ

のüU域化を達成しえた紙過は第 3l玄1 (及び附表 1 )から判る。こうした経常

管環の段紡を災現する 第 3 国ノ〈ラの}]JJIj I以完治・ lp.j附と iFtHJ光 1-.の iíf 移

ためとられた諸fiffyt の

なかに，次の 5 つの特

色を見出せる。

① 施設パラ盟地の

創設用地確保への

ヱ夫 川
八
円

!日地(水凶)の尚一場

一括まり 6ha の施設 I~、

所に構成員農家が所有していたï](FB は 148a (6戸)だけであった。沼地の 4

分の 3 に当る 452 a は ， 120F' の関係農家の所有水田であり，これをきドl~íJ換地に

よって団地化したが，換地に当っては換地によって通作に不便となる迷l泌化

の例には 10 a 当 1) 5 万円，近く便利になる例にも 10 a 当 1) 4 万円の換地補償

を支払っている。そして，県営儲j場ー捺備の自己負.JJ1金と合せ， 10 a 当り 10-

11万円が施設団地の建設に先立つ用地機保のための構成長各農家の負犯とな

った。なかには提供替地水田断続の 5 割増しという交換条件のついたケース

もあった。琉地では，構成員農家の保有7KFB は，稲作自営8戸， 180 a に減 1) , 

2 戸は保有水田がない。

③ 選花・出荷労働の組織化に工夫

グループ農業の形成に際し，経営卒業を行なえない農事組合 H子法人に任

意出荷組合を組み合わせることによって，家族農業従事者による施設ノ〈ラ経

営の面積規模の限界を慣行の 2 倍に高める事ができた。それを可能にしたの

が外部労働に依存する形の選花・出荷組合による労働の組織化への工夫で、あ
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る。

施設パラをほぼ周年的に採花する家族経営では，第 4 図に例示のような年

間労働配分であり，総労働の半ばが採花労働である。この例では経営主が年間

労働投下の 3 割を，そ 第 4 図施設パラ団地内での労働配分
(3 ， 300m'の l 戸， 51歴年度)

の妻が53% を採花労働
~一一 円山川

にあてている。夫婦で

3 ,300 m'の施設ノ〈ラ生

産における 10 日間の労

働ピークは180時間を要

しており， 1人 1 B 9 時

間の就業である。この

面積規模では，採花し

たあとの選花・出荷作

業を夜なべでやっても

処理し切れない事情が分る。そこで，施設パラ生産における出荷総労働の 3

割近くを占める選花・出荷作業を栽培・採花作業と分けたうえ再組織する方

途が必須となる。この集団は大字吉岡地区の兼業農家率が89%に達し，半数

が第 2 種兼業農家という状況のなかで，周辺の第 2 種兼業 9 戸と第 l 種兼業

1 戸，計10戸の40-50オ台 8 名と 30オ台 2 名の中高令婦人層に一時的雇用で

はなく年間就労の途をひらくため次のょっな工夫して解決しょっとしている。

それは夏場の地設ノ〈ラを休ませる期間について，各雇用者の 1 ヶ月王子均給

与の 7-5 割迄当初は 8 月だけ，次の年から 7 ， 8 月の 2 ヶ月について作業

がなくても，給与を保樟したことである。また 4-5 月と 10-11月の就業実績

から，各期の平均就業時間の 2 割増しの就業に対しては各々 10%を加算し，前

述の最低 5 割レベルを 7 割保障の線迄引上げる途を配慮している。

本来施設パラ切花のような管理集約度の高い高級花きの格付け，選別には，

栽培者側の愛着など私情も介入し易い弊答があった。この集団ではこうした

事態を改善するため選花は栽培面の主体となる構成員農家とは無関係な外部

。
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雇用就業者によって操作される輸入選花機に委ねている。この事が他に類例

も少ない施設パラの総合農協による完全共販を成立させ，高単価の実現や販

売品への品質信用に基づく流通コスト率の低減を可能にさせた一因ともみな

せる。

③ 経営専門化に伴う農地利用増進の工夫

この集団のように家族労働を主体とした大焼模な施設パラ経営が，その経

営形態を専門化する程，施設ノfラ団地以外の保有農地は有効利用し難くなる。

又団地外部門への労働分散によって，基幹となる施設ノ〈ラの集約管理面に悪

影響も起りかねない。そうした弊主与を是正するため，施設パラ団地の 6 戸が，

保有茶園 (377a )のうち 7 割 (259 a )について農協を仲介者として第 1 表

のように周辺12戸の茶作農家に農地を委託(貸付)している。

第 1 表 総設パラ!沼地化後の燥用地利用地進効果
一農協斡旋受委託貸付地の 8 劉を占める茶凶受委託効果例一

貸付Î!íj 現右

(器)~
1:i. の貸付茶[ìiJ受託(j昔受)JJl ì京 計

のif，1ID 自営貸付 b c d e f g h 1 k 1 (1 2戸)

施設託委 イ 55 a 。 55 (J∞%) 30 25 ・ . . 55 
ロ 34 。 34 (Jω) . . 16 ・ 18 . . 34 

パ(
ノ、 26 。 26 (J∞) 17 . . 9 26 ラ n

団付 ー 40 40 。 ( 0 ) . . . . 。

地)
ホ 119 50 69 (58 ) . . . . 15 30 24 ・ 69 

か組
ら会 J¥ 103 30 75 ( 72 , ) 37 . . 34 . . 75 
の民 計(6p) 377 120 259 (69 ) 37 30 25 17 16 34 18 15 30 24 9 259 

36 a 8 70 53 113 70 26 102 95 70 66 56 765 

受託(傍受)側の 借受後 40 a 45 ∞ 78 130 86 60 120 110 1∞ 90 65 1.024 

茶闘増減 (ïlilf露地ヰ!) 11% 460 44 47 16 12 130 18 16 34 36 17 35 

この点を借受けた受託茶作農家側からみると， 1昔受12戸分全体の茶園規模

は35%拡大できた事になる。施設ノ〈ラ団地の組合員 6 戸から，茶園のほか畑，

Jj(臼合わせて3.3ha の農地を受託(借受)した 16戸の借受後の経営耕地規模

は， 2ha 以上 5 戸， 1.5-2ha 4 戸， 1-1.5 ha 5 戸， O. 8-- 1ha2 戸である。吉

岡地匿の平均耕地規模 (73a )を上廻る経営自立化に寄与したとみなせる。

このうち茶罰受委託について， f昔受前後の茶厨面積規模別戸数の変化をみ

ると次のようになる。受委託の中心となった茶圏部門について，茶経営の

自立化への寄与が大きいといえる。
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他方委託íRU の施設パラ団地の農家でも，茶園委託による労働負担の軽減が，

liÚl設パラ官二理の集約化を可能にし，後でまた述べるような効巣を発保してい

る。

伯受前後の茶園而干i初出羽Ij戸数

ずみ(1 ha 以上

わ 5-1 ha 

民主~t-O.5 ha 

2 f:l 

④ 資金繰りと改植更新の調整を工夫

創業資金の半ばを融資借入資金に依存

したこの集団にとって，毎年の実現収哉

とは無関係に生じる年々の元手IJ償還金の

在力は大きい。第 5 囲に{昔入資金返済圧

第 5 図 級資11十入資会返済EE1J の推移と審公対象年!支

(①印)

5 戸

{合受泊íj → {!?受後

内/
q
δ

5 

2 

カの推移を示したが，

借入調達資金の 8 割近 1ω 

//1\ 一\ '" / 
〆

くは，農林漁業金融公 ノ

ノ

ノ

庫資金など，比較的長 1 ノ'rT: i1'ti選一手側
80 i 〆ノ ピーク年Yじを

期・低利な制度資金で

ど…ある。 fit還の始まった i ノ 還街指数
一#一-一「

49事業年度からし年 60 
ノ

ノ

ノ

/ 

自の昭和65年に今迄の ノ

ノ

〆

借入調達資金は完済予 ノ ‘ ・ーー輸ー町園、 /年済じ40 
ヘ、定であり，償還元利累 J 

完済'rf を 100 とした
計額の半ばは 5 5 卒業 , ァ乙利償還額累力日制合

I • 

20 年度に返済できる計画 I r-町\
r 

φ fi ピ
である。また年々の償

/ 
還ク

還元利金額が最も大き 。 ノ 、...../
ノ

な値となるのは53事業
S.49 51 53 55 57 59 61 63 65 

年度である。対象とな 償還第 1 年 5 10 15 

っている 51事業年度は，

年々の償還元利支払ピーク時の 8 害IJ に当る高負躯の時点である。
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地設団地会計に計上
的入金残尚(毎年度 7FJ 求)

されている il，制面i1tt去\l'f!( ，~j'~~往年!支
長期借入 wml併入

樹立額は，概ね施設立js: 千円 T-FLJ 千戸l

{本と付帯設備投資の合 47年度 48 ,720 34 ,042 82 ,762 
48 163 ,690 54 ,799 218 ,489 

計取得価額の17ヶ年分 49 185 ,550 50 ,425 235 ,975 

の 1 の大きさに相当し 50 185 ,058 43 , 118 228 , 176 
51 181 ,339 32 ,746 214 ,085! 1 

ている。現夜の高い返

済庄カのドで，品穂克新を目的としてほに正常な状態に比べて 2í1ilJ 近い収主主の

低下を伴なう計倒的改舶にも一部恭子しているが，この改;fí![ も返済庄カのピ

ーク年度を考慮した首i占領に基づいている。この施設パラ l況肢の土地生産性が，

標準能率を 2-3 割下廻る 7j( ií1; とみなせる一向はこのーゴî-'j'j'J(こもよるが，今の

収主主力のでで借入資金の返済同から支怖を生じる可能性の小さいことは注目

される。

⑤ 掛)11方式と呼ばれる農協共販の工夫

この集団のヒ位組織となる t1卜川 lïñ農1湯の花き!仮先取扱高 (50if. )は，全体

の3.5%，販売手数料収入におめる割合も 2.8%にすぎない。しかしハウスパラ

時代の昭和44年から花き共選共販の実績は注目されてきた。 JJUI: 2 諮問近い

売上をもっ古関パラ j昆室組合はその仁川亥的w.い手であり，$農協も共選共絞め

出荷業務について，概ね年開王子ー従の若い男子職員 l 名(及びピークIl寺の手伝

女子l隊員 1 名)を出向させている。短期融資主体としての農協の関心と問時

に，実戦的な若手職員研修の機能を果されつつあるとみなせるぐらい，現地

集団との一体的活動がうかがえる。

採花されたパラはまず，個人別に冷蔵庫へ入庫し再出庫して選花機で倒人別に

選花格付し結束のうえ， 1滑級別に符ぴ冷蔵庫に入庫したあと箱詰出荷される。代

金精算は個人別に一週間単位のブール計算て、ある。掛Jllñ式と時ばれる共販

の特徴は100%東京市場に出荷され，その8舗を占める浅草tflJ，自由ヶ lí:その他重点

5 市場に日量2 ， 500-3 ， 000本の安定した供給シェアをもち，年間25-35% シ

ェアの維持を当面の自擦とする販売戦略並びにこれを可能にする生産供給力
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の形成にあるとみなせる。

吉岡ノ fラ温室組合がその中

核となってあげえた成果は

附表 l にみられた通りであ

る。

霊童受歯者の経営分析

と今後の課題

この集団の施設パラ部門

には，若干施設団地外の施

設パラも含まれているが，

第 2 表に51パラ年度の施設

パラ部門とその他団地外の茶

及び水稲作部門の経営収支

が示される。この表に現わ

れない施設ノ〈ラ部門の構成

員農家の時期別家族労働を

第 6 図に示した。施設ノ〈ラ

部門 (423a )雇傭を含む 10

a 当り総労働投下量は2 ， 076

時間であり，うち73.5%に

当る 1500時間が家族労働で

ある。この笑労働時間に約1

割の作業中の移動ないし休

第 2 表施設パラ部門の収支とその他部門

51パラ年度 経費構成分自己i七

A 市場売上額 185 ， 875千円 100 

綴菌費 3 ,100 2.3% 

生 肥料費 8 ,800 6.5 

主主
農薬焚 4 ,400 3.2 

生 燃料費 34 ,127 25.1 
関 1箆兵取替î'( 297 0.2 

グ〉 資材補充î'( 1 ,500 1.1 
産 修理費 500 0.4 

経 減価償却費 15.562 11.5 

費 借入金利子 16 ,347 12.0 

その他 1,000 0.7 

言十 (B) 85 ,633 63.1 46 

版 出荷組合費 11 ,538 8.5 
出 tI:l 1'Ji裕資 6 ,086 4.5 

十1'T 輸送運賃 4 ,172 3.1 
7士E 部門配送費 1 ,301 1.0 

18 ,587 13.7 
l!!i 数経済連 3 ,717 2.7 

荷主 ヲdE- 差是 協 4 ,647 3.4 

車壬 料小計 (26 ,952) (19.9) 

1主 資計 (C) 50 ,050 36.9 27 

D ニ (B) 十 (C) 135 ,683 100.0 73 

差引所得(A D) 50 ,192 27 

団地外のその他部門

茶作部門 水稲部門 計

{乍イ寸爾桜 120 a 81 201 

生産量 生20 ，130kg 3 ,200 
組収入 3 ， 328千円 732 4 ,060 

経営費 1 ， 131千円 199 1,390 

(うち償却) ( 70) 千円 19) 89) 

投下労働 2 ， 000時間 650 2 ,650 

差引所得 2 ， 197千円 533 2 ,730 

憩時間を加えた値が拘束作業労働総時間とみなせる。参考迄に付記したそ

の他水稲部門の10 a 当り 80時間、生業茶部門の167時間と比べ，施設パラ作の

労働集約度の高さがうかがえる。

この集闇の運営実態のなかで，前述のように48年定植樹が耐用 5 ヶ年を経
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からみた品種更新や，

借入償還ピーク年度の i 施
i 設 8

改植を避ける配慮など!ゲ
17 

から，実施中の改植の i宅 6 

有無が経営成果に及ほ|議 4 

す影響は注目される。

過して要改植期に近づ

く。このため，収益性

また既に触れた団地外

農地の農協仲介による

委託(貸付)措置が，

当該貸し手農家の労働

負担i設減によって， ど

の程度総設ノ〈ラ部門の

第 8 殴 施設パラとその他部門の労働配分

(51パラ年度)

(千時間)

10 100% 

総計 87 ， 80011寺1m

10a 当り 207611与 111J

構成段f災家の家族労働

家
族
労
働 73.5% 

:1緩謀部語諮 ii;菌26.5%
8 9 10 11 12 1 3 4 5 6 7 fl 1r',H 

相
以
前
世

戸
同
怜
ト
同
国

父
小
作
水
稲
作

r
E
E
E
E
E
E
E
Z
J
、
I
E
E
E
E
E
t、

歩
考
(
そ
の
他
部
巴

符

.¥'H 日
J叶
吋

f守
政1 ?時
Jf4 

JlJl 

集約管理効果として発現しているかも注目される。その一端を，第 3 表lこ施

設パラ部門の単位土地甑積当りの側依(粗)生産性指標で示した。改植によ

第 3 表 改版や農地委託(貸付)の及ぼす管理~労b~条例

地設ノ〈ラ 上下おり 本当り , xt 11ヰE 当り

EZ 従者 tnt数 ﾗ 庭先取{凶 庭先売上

施設パラ金平均 411Þl/ 人(100) 369本/坪 (1 00): 27.M'V/本(1 00): 101千阿(1∞)

改hti{る( 6 名) 448 109 318 86 27.4 102 88 87 

なし( 5 ) 382 93 458 124 27.4 100 124 123 

的也{なし( 5 ) 448 109 354 96 27.7 101 98 97 

ある( 6 ) 392 95 381 103 : 27.2 99 ; 103 102 

災地のある 333 81 586 159 ; 25.8 94 ; 151 150 

改槌なしの例 t ;r 286 70 512 139 : 27.2 99 139 138 

る採花数の一時的減少部分が，該当農家の施設パラ部門会体の生産性に及ほ、

す影響は大きい。今この集団で進められている改植が，集団全体の坪さきり庭

先売上をほぼ 2 割引下げている事が分る。

また団地外農地委託がパラ管理に与えた効果として，委託貸地があるうえ，
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51パラ事業年度にはまだ

改植に着手していない構

成員農家の例では，この集

団全体の平均坪当り庭先

売上を 4 ~ 5 害IJ上廻る生

産性が示されている。特

にこの 2 事例の農家は，施

設団地の創設当時，施設

ノ〈ラ栽培が，未経験で、あ

った事は注目される。

今後この集団にとって，

償還ピークを過ぎたあと

に予定している残りの改

植更新に際し，集団とし

第 7 関家計'11(と-tJ]花購入支出

(東京都区部，昭和40-50年例)

YI門

ハ
ハV
d

札
占

η
/

切
花
附
鱗
附
入
支
出
(
叫
役
出
椛
.
年
問
)

, 
〆

, , , , 
, . 

八CjCj
-". 

τ-?- ./・

y (千円)=0.0024 X -0. 0591 

"V--~---~ 
10骨 150 ∞おO
家計消銀支出(世帯・年間)

山
「
州
制
X

o
m

河

5

白
羽

組
問
捌
1

4

 

5

4

 

8

9

2

 

4

5

6

 

1

3

 

7

7

 

7

1

8

 

4

3

1

 

1

3

 

6

印
刷
1

2

 

5

問
問

4

1

6

 

1

2

 

H
H
m
m
 

5

0

 

3

0

8

 

4

9

0

 

8

2

 

時
制
叫

l

旧
日

4

7

9

 

0
行

m

H

拓
国

2

1

 
中
文
守
へ

灼
凡
人

桃
山
時
間
附

f

E

 

M

l

 

隊
問
V
A
V

且

Hlffr :総理府，各廿!史家，t十品目主計1二事iより加工

てどのような最適品種構

成を形成してゆくべきか，そのために重視される有効な品種や砧木の選択，

一部種苗の自給方式，さらに当面の坪当り 2 万円庭先売上目標の達成など，

総合的な技術向上の改善課題は多い。この大規模経営でそれらを実現しえた

場合のメリットは大きいが，この集団ではこれらの点と併行して，市域内の

すべての花き生産者を含む販売の協議体組織化にもとり組もうとしている。

現に話し合いの行なわれている東京周辺大手生産者が組織化されれば，東

京市場やパラ需要の 5 割の安定供給も可能となる。借入償還圧力の低下につい

て，当団地のようにコストダウンの大きな滞在力をもっ花き供給側の担い手

が有効に組織されてゆく事は，やがて花き流通の構造的な再編を促しう

るものである。この施設団地の創設造成に投じられた公共的投融資の社

会的役割jがそこにも見出せるものとすれば，その社会的要請への寄与と，私

経済的自立経営化への要議とを両立させようと努めているこうした担い手集

団の存在意義は大きい。また石油ショック以後の杜会変動にもかかわらず，
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WIJ えば第 7 凶に示されたような40-50年までの大都市消費家計と切花購入支

出との秘接な関迷は，その存在意義を支える社会的背景のーっとみなせるで

あろう。
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地域と一体となった農業

吉岡バラ温室組合

(代表者 山崎昇一)

私達の住んでいる掛川市は，静岡， て，パラ温室開地の計画が加えられ

浜松両市の中間に位置して，その掛 ました。 4747月 11名により農事組合

川市羽端の吉岡築港を流れる)京野谷)1 1 法人吉間パラ滋室組合結成し， 49年

沿の水田地帯に，パラ温表団地があ までの 3 ヶ年事業として，総事業費

ります。4f意5 ， 000万円をかけて， 4 )jm'のパ

現政の集団構成農家の大半の人は ラ滋室団地を完成する事が出来まし

昭和30年代には米，茶，福羽イチゴ た。 1 名平均3 ， 300m' という大規膜な

の複合経営をしており，特にイチゴ 経営です。

は良質品として市場での評価も高か 今迄の夜なべ出荷という制約を問

ったが，その多労と収益のアンパラ 辺兼業農家の婦人の人達に路年雇用

ンスに不安を感じ，打開する方向を の途をひらくと共に，償行の 2 倍の

求める過程で，パラ切花生産の高収 面積をこなしています。今までの経

益に表団し，昭和40年より 4 人がイ 営の中にあった，水!II，茶園などを

チコ。のかわりとして導入したのが最 農協斡旋委託で周辺農家に貸付し，

初です。 46年までの間にメンバーも その人達の自立化への寄与と同時に

増やして行くことが出来ました。 42 自らのパラ管埋効果に役立てており

年， 45年には全国パラ切花品評会に ます。

おいて農林大原賞を受賞し急速に高 今後もこのように地域と一体とな

水準技術が確立されました。又販売 った農業と進めて行きながら天皇杯

においては，すべて農業協同組合に の受賞を新たなスタートとして受け

一任し，パラ切花出荷においては全 とめ，さらに一段と努力を重ねて皆様

毘でも始めての試みである共選共販 方のご期待にそむかないように努め

にふみきり，それを県下に広めてい たいと思います。

きました。

45年に原聖子谷川沿岸県営臨場主主備

の計画がスタートしたが， 47年から

これに基盤整備地の上乗せ施設とし
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内閣総理大臣賞受歯

出品財野菜経営

受賞者関屋武史

(千葉県長生部長作jl向上野366-4)

震譲受歯者の略歴

関康氏が住む長生郡長柄町上野は房総半島のほほ、中央官1\に位出し，海抜80

m ほどのなだらかな起伏にとむ畑作の台地である。この半おには大河川はな

いが， -8)1 1 ， 村岡)1 1 の分水位iにあたり，土壌は火山灰土で地味は時務であ

る。気品liは比較的iJuUほで，最低 wc に低下することもあるが，その日数は

少ない。年間降水量はし600m聞で， 1也下水は良質なうえに忠1;41. である。水[jは

ほとんどが谷地問で法盤1さやIílが巡れており，排水は不良で生産力が低い。わ

が閏の農業は水剖に依拠しているなかで，云わば畑作を主として午前作を従と

している地請である。焔作物は変と洛花生の 1 年 2 毛作で 1 部に酪農，養

蚕，養鶏，椎茸などがとり入れられているが，どちらかといえば遅れた複合

畑作続営地帯であるといえよう。

これまでは地域経済としても発展性が弱い地帯であったが，二千葉市まてなO

km，天然ガスが湧出する茂原市まで10km，しだいに交通条件が怒備され，京

築工業地帯の発展，内陸工業の進出と共に兼業化が急速にすすみ， :~~[業農家

率は 9%を下回るにいたっている。それに反して非農業人口が増加し，純農

業地帯から近郊農業地帯へと転換している。

こういった地帯で関屋氏は昭和33年に長生高等学校を卒業し，翌34年に県
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立農村中 n区青年養成所に学び，終了と同時に自家農業へ従事してひたすら高

所得，かつ合理的農業を模索しつづけてきた。父親は元海第士官で，わずか

の所有地を手がかりに現住所に入植した戦後の農家である。所有山林を開裂

してJj(H:l 40 a ，畑80 a ほどの経営規模に拡大したが，その規棋では農業で自

立できない。家放こぞって経営拡大の方向をさぐり，当初は養鶏経営を目指

したが中断し，昭和35年には露地野菜をとり入れて 51売り等を試みている。

しかしそれでは満足できず， 37年には促成，半促成野菜の技術修得に心がけ

る一方で乳牛を導入し， 38年にはビニールハウスを設立する。だがそれは豪

雪でつぶされ， 39年にはトマト，西瓜，白菜，大半艮のビニールトンネル栽培

に踏切っている。このようにして野菜作経営の確信をつかみ， 41年には陪農

を中止する。関屋氏はその開の経営の変選を，自身で暗中模索時代と位置づ

けている。

昭和41年には全畑地を野菜に切替え，やがて軟弱野菜への展開をはかるの

であるが，先駆的経営の碍立にあたっては都市近郊の先進農家を訪ねて十分

に技術の溶得と経営の研究を重ね，めんみつな市場調査のうえに栽培野菜を

採択している。こういった経過が証明しているように，関屋氏はきわめて隠

実にして研究心に富み，計画性と実行カを呉えている反面，家庭では家族の

意見をよく開き，経営の改善に役立てている。家族構成は 6 名であるが，家

庭の雰酒気はきわめて円満で、ある。

関屋氏が築きあげた軟弱野菜経営は，経営の発展と積極的にとり組み，た

ゆまない研究心と温厚実直にして適格な判断力を具えた見識の成果である。

その人柄と見識は町内はもとより，県においても高〈評価され，青少年指導

農家の指定，あるいは研修生の依頼はもとより，年間7 ， 000人をこえる視察者

を受け入れる等，地域においても信望はきわめて厚い。

翻経営の概況

昭和41年に全畑地を野菜に切り替え，翌42年には水田を休耕し，飯米は購

入して43年には，野菜の専門経営となっている。導入野菜は果菜類，根菜類，
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葉物類で， 45年 lこ 500m'のパイプノ\ウスを建設し，あわせて海水施設を設置

する。 46年には時間，労働力，二ト~t也，資本の高度利用と適正配分をもととす

る立体栽伐を探究し， 47年には 'tlll地の Jj~:J1!計完備を笑施して軟弱葉物専業経営

へ移行する。それ以降は48年に第 2 次溌7j(}j(jj，設， 49年カ、、ラス主建設， 50年ノ f

イブハウスの建設と取組み，今日の高度集約軟弱野菜経営の確立の基礎をき

ずいたのである。

以上が大まかな経営展開の経過であるが経営耳ñlí't，労働力ならびに機械，

施設をあげると第 I 表，第 2 表の通りである。

第 1 表 11主主とa経常の概袋:

7戸可経常二'''7刀( 1 2 () a ) q: 働力 :I.:J血 年t!lJ !l:. :q:' /lí J ‘ iξ 年!HJ
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^人 w 制人
手11m

年次 ヨ1 yd J也 1~1:1っ也 三千1 mt J�: E)Jì'. f耐 事I[ 収入

m'l mll a I 米 I'J PJ 61 10 出J.l，よ絞1 殺2{1荷j グ~)t35. 1I{{f1l 
4811' 

5001 1051 10 41 -1300 122 ,16 40.05 4.892.93 
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4911' :1 ,000 500 70 15 4 11 2α) 177 ,79 45.1 8 ,024 ,94 9111な 4 0 a 使 111
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20 3 2 I 150 22 1, 98 56.3 12 ,504 ,34 
J出力低下( i，'備の

(40) ため)て."tJllW1;T
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3D+ 
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経営面積は 120 a であるが，その内訳は，方、ラス室3 ， 000m'，ピニールハウス

4 ， 000m'，露地野菜畑30 a ，自家菜関20 a である。このほかに冬季間だけ40 a 

の畑を借入れて野菜を栽培している。

家族労動力は父 (70才)，母(67才)，当主 (38オ)，妥 (33オ)であるが，両親

は農作業にはほとんどたずさわらず，収穫調整をわずか手伝うていどである。

52年現在で 4 名の常濯を履用しているが，いずれも通いである。 8 時間労働

を厳守し，労賃水準は町農業委員会の基準により男子( 2 名)は5 ， 500円，女

子は4 ， 000円と 3 ， 000円である。そのほかに十α が支給されているので，決して

低い水準ではない。'恒常的に常獲を，しかも適正な労賃水準で雇用できるのは，

当経営がいかに所得水懲が高< ，企業的であるかを裏付けるものであろう。

璽受賞財の特色

近年都市化，兼業化が進行している地域において，地場市場を対象に軟弱

野菜を!昔年，計画的に生産，出荷する栽培技術を工夫創造し，合理的な自立

経営を確立している。その主な点をあげると以下のようになる。

① 高度の土地利用作部軟弱野菜経営の創造。昭和36年に地域野菜の振興

を目指して野菜出荷組合が組織され，果菜類の産地が形成されるが，その生

産は兼業化の進展とともに衰微し，組合はやがて有名無実となる。関屋氏は

その過桜で倒人でも市場へ出荷で、き，また両親が高令化しているので家族労

働力の配分に無理がないことを考慮し，軟弱野菜を採択したといわれる。こ

のようにして軟弱野菜経営へ移行するが，それが本格的に独自の経営体系と

して硲立するのが49年に 2 ， 400万円の総合施設資金を借入れてか、ラス嵐室3 ， 000

d を設立してからである。その後パイプハウスを設立し，協設主体の軟弱野

菜作経営となるが，その種類は数品目に限定し，高度の土地利用作担の軟弱

野菜経営を創造している(第 1 図)。

カラス室にはサントウサイを栽培し，年間14.5作，パイプハウスはサント

ウサイ，ホウレンソウ，シュンギクを栽培し 8 作，露地はホウレンソウ，

サントウサイ，コマツナなどで 5-7 作，その合計延作付面積は733 aで作付
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第 1 罰 ガラスヰパイプハウス・以地のJ.I~*fF!\'!

ガラス

.，守

司令え

14.511' 

パイプ

ノ、ウス

九心:;:;
3I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 

M F 1 .1こ中下 1 .1:中下 1 1: '1'下 1.1-.中下 1 .1 :'1'下 11:'1 '1'、 1 Iゾt，下 1 .1二 '1'下 11'.'1' 下[上 '1'下|川下
2 ⑬① i ②|③ i④③|⑥ i ⑦|③ i ⑬|⑬ 

811' 1 ①、②はさんとうさい ③~⑦M うれんそう ③はしゅんぎくの校!なり

J存地
⑥ ⑦ 

.", 

率は460% と高い。こういった高度の土地利用は，独自に開発した栽培技術の

うえに成立しているのである。

② 栽培技術において独自に創意， をこらした点として注目されるの

は，収量，品質向上と労働力の節減，ならびにガラス案の建設においてであ

る。まず前者についてのべよう。

(1 ) 収盤・品質向上と労動力の節減

①地力増強のための土づくり:収量と品質を向 kするには地力が恭礎であ

るが，関屋氏はまず徹底した土づくりに心掛けている。それに取組んだのが

昭和41年のホウレンソウの作からであるが，鶏糞とチップ，石!売を混合して
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考案した矯種床づくり器具を使った作業(左)
スパンごとに作業計薗をたてているサントウ

サイの収穫(右)

白家製堆肥を製造し，毎年深耕とともにlO a 当たり 10~20 t を投入している。

またガラス温室は 20~35)支の傾斜地のiJJ林を均王子して建設したのであるが，

近在の農協が製造しているオカリクズ堆肥を購入し， 7 ~ 8 t を投入している。

その t 当たり価格は8 ， 000円で，今後も豊富にえられる見通しのようである。

このような土づくりは，④連作障害を防ぎ，@前述のような土地利用率の

高い連作， 6パラまき， i比ばんを可能にしている。

②年間別栽培法の改善:時期によって播種方法を変え，経験から間引をし

なくてすむ播種量を身につけている。但し将来は機械化したい意向のようで

あるが，現夜は技能を活かした③秋まきホウレンソウのばらまき栽培， @inば

ん栽培，例えばトンネル栽培で亀戸ダイコン十ミツバ，の立体・複合栽培，

インゲン・キュウ 1) +シロウリ，露地メロン十ホウレンソウ・カブ・コマツナ

といった作担を考案している。

③超集約的な作付体系: f乍型は第 1 閣で示したとおりであるが，それは施

設化したことで可能となり，土壌がきわめて膨軟なため，栽培，収穫ともに

容易である。とくには種前に十分にかん水し，栽培期間中は無かん水に近い

栽培を行うなど，独特の技術を考案している。

④病虫害の防除:害虫としてはアオムシ，ヨトウムシ，アブラムシ， トピ

ムシなどが発生するが， 4 ~ 7 月に 2 週間に 1 回，オルトランを撒布するだ
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けであり，病害はホウレンソウのベト病ていどで，他は夏季に石灰議素の撒

布と収穫後の lf守婦で十分に防|徐できるといわれる。また，述作ではあるがゴニ

壌消毒は行っていない。

⑤栽j:f~管J'!!l上注意している点:全耕地の60%を施設化し，気詰l! と収経過JUJ

を、見きわめて計画生産，計脳出荷ができるように生産を調節し，冬季は 2 重

トンネルとして 1 日 2 削開閉， lt存~には屋上散水，寒冷しゃ，よしずによっ

ておよ度調節をはかつている。

(2) ガラス室建設に当つての工夫

H召和37年に静i向担ビニールノ\ウスを 1 ， 000m'建設するが， 1 週間後に

倒壊した経験を活かし，新設に当っては①薬物栽培の周年利用のため，その

生脊j遊 ìJr\D0-25
0

C を維持し，②収穫能カと生育日数に合わせた面積とスパン

とし，③作業環境の改善と機械利用，④フミ水の利用，⑤!札前，雪なと守に Ifñ'j

える構造であることを考慮している。

そのため⑦換気の為に細長くし，天窓と{刻窓をつけ，④寒冷しゃ被覆と頭

上かん水，陸上散水，融雪の装置を設置し，。雨水はタンクに入れて再利用

し， @3 ， 000m'のか、ラス哀を 143m'ずつの21スパンに夜切っている。それは 1

ヶ月の市場開設臼 24- 5 日に合わせておとしたかったが，地形1:21にせざるを

えなかったということである。@賂年無加jILi栽士号である。

(3) 経営の合理化に関する鋭意・エ夫

① 収穫労カに合せた計画生産

軟弱野菜はj盛期に収穫しなければならないので計画的には極し，毎日収穫

労カがコンスタントに作業できるように生育日数と作付面積との調和をはか

っている。

② 収穣作業の能率化

野菜の経営規模は収穫・調務労力によって規定されるので，できるだけ節

減するため，ボリテープによる収穫結束を行っている。収稚後の持ち帰り結束

では 1 日 200束が限度といわれるが，収穫結束によって平均300束の能率をあげ

ている(第 3 表参照)。また土壌が膨軟なため，収穫のときに抜きとっても土
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第 3 表 1 白平均出荷量と 1 人当り結束最

1 日平均出荷議

1630.47束

1 人 l 臼平均結束:詮

306 目的東

総生産量

489 ， 141束

総生産量

489 ， 141東

出荷臼数

300 日

年間従事者数

1 ， 598人

がほとんどつかず，洗機，諜整労力はほとんどかからない。

③ 常麗労働力の活用

経営規模が家族労働力の範聞をこえて拡大しているため，親戚関係にある

男子 1 名，女子 2 名を雇用し，また今年 8 月から失業をした高校同窓生 l 人

を雇用している。栽培方法の改善によって 4 名護用しでもフルに作業でき

る見通しがついている。

労働時間は l 日 8 時間制である。昭和49年からはチャイムを入れて 1 日 9

回小休恕をし，また市場の休日の前日は休業としている。 51年度の笑綴によ

ると，年間休日は66 B である。したがって労働の過叢は全く見られない。

④ 継続，良品質出荷による市場占有率の向上

現夜茂原市場と千葉市場へそれぞれ生産量の70% ， 30% を出荷しているが，

茂原市場では70-80%の市場占有率をしめている。千葉市場ではまだ低いの

で，今後生産量の増加が可能である。とくに当農場の軟弱野菜は地力があり，

かん水をしないこともあって，小売店での店もちがよいといわれる。したが

って高値で取引きれ，市場で-は独占傾向を強めている。

⑤ 完全記帳，カ…ドシステムによる計画生産

簿記を完全に記帳しているだけでなく，計画生産，計画級売を少しのくる

いもなく運営するため，独自にスパンごとの生脊管理ができるカードシス

テムを考案し，ほ場の生脊状況が一目でわかる仕組みとなっている。

以上のように関屋氏は，施設を利用しながら十分な土づくりの上に独自の

技術を開発し，市場の需要最と労働配分に合せた計画生産・計画出荷，なら

びに雇用労働力 4 人という企業的自立経営をみごとに樹立している。
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盤受賞者の経営成果とその展開方向

(1) 経営成果の概要

軟弱野菜経営の波紋拡大と収;訟占11ftの向上，ならびに di場銘初jの fIniit に

よって近年いちじるしく販売成果を高め，年間曜日収入はIlt{手1148年 490 万円で

あったが， 49年には800万円， 50年 1 ， 250 万円， 51年には3 ， 000万円余と向上し

ている。この間総生波長は 12万束から49万束と 41九またその 1 束当たり王子

均単ií前は 40円から 61円に上昇ーしている。その経営の躍進は [1 ;さましいものカ、

あ 1) ，もはや地場市場においては他の追随をゆるさない情況である。

3 ， 000 万円を売上げ、た昭和51年の実績によると第 4 表のとおりであるが，中

第 4 表 f長業中I1 収佼(lI!Hfl51年)

心はサントウサイ，ホウレンソウであり，ついでコマツナである。 1 日平均

出荷量は 1 ， 6拘束であるが，そのほとんどがビニールの袋詰で，市場が近接し

ているだけに輸送統的，初f分みは少ない o ;)))11:. まりの高い経営である。

農業経営1'1は ， 1 ， 078 )jドJ である(第 5 表)。これには 207万円とし寸卸売市場

の手数料が含まれているが，家族労働貨は含まれていない。また地設の償却l

'1'1は十分に見込まれており，企業的家族経営としての負却費用がおちどなく

見積られている。したがって，組収入から経営費を琵~I いた経営者余剰は，

1 ， 966万円となる。その所得率は64.6%で，通常の泌i設協l芸に比較してはるか

に高い。また家族農業労働 1 日当たり所得は， 22 ， 340円という高水準を実現

している(第 6 表)。
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第 5 表農業経常的

口仁一一一一
日 数 :f( {削 {出i 活íi J自主5

fif! ﾊﾙ '/'( 225 ， 610 ー

ト一一一一一一一
日巴 本十 '/'( 697 ,080 

民主主薬剤'/'( 150 ,570 オタルコニi ーラル/他
ト一一
資 f.j t'( l 以)， 0α) ビニール，ポリ他

光熱邸b 7J '/'( 196 , 224 

Y女J-ff 12 人人 日高合 43 ,, O000001 / 農業!!ll 用労 l 'i ート α 2 ,905 , 100 

凡弱Z五忌長雨1'/'( 2 , 281 ,910 

ノj 、1:弘主総入及び(I多3ktMtyY 117 , 150. 
一一…

建物品11 t.ï 修 178 ,904. ~ 

区E:EEE仁二
ト…一一一一一一一一一一

44 ,000 

農業後!取 1'1 29 , 240. ~ 
ト一一一

出 日n晶子数料 2 ， 069 ， 755. 一

#絞f 干子 岩出 代 177 , 230. ポ')袋，バナナヲ;ITi

'/'( 五五搬経費 134 ,723. ガソリン，オイル等

負 il't 手IJ 子 1 ， 080 ， 000 ー

ト一一一一一一一一一一一
支払ノl、{乍料 107 ，肌)0. 一

石，)f 骨量 'l'i 154 , 200 ~I子孫，研修校

公 m 公 2果 76 , 320. 

通 '1'1 53 , 554 e正ぷ料f血

合 五十 10 , 778 , 570 

第 S 表疏菜作部門純収益 (円)

キ 64.6%(所得本)

話i 家紋農業労働 1 日当り農業純収益所得 22 ， 340円

(1 9 ， 659 ，∞07880 日 3 人延労働日数)

(2) 経営の展開方向

上述のようにこの経営は高収誌を実現し，しかも安定した生産を行なって

いる。本来ならば施設問芸では高収益が期待できる果菜類を採択するところ

であるが，技術的にも経営的にもどちらかといえば施設とは縁がうすかった

葉物，それも高級ではない薬物を選び，単純化された技術で，高度に安定し

た生産を行ない，しかも高い収益をあげているのは特筆に値する。
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しかし現在では満足せず，将米はパイプハウスを夕、、ッチライト取とし，さら

に農地を{昔入れて規模を拡大しようとしている。ゴ:地の 11ft料は tlll3 - 5 万

円で容易に借入れられ，千葉市場のijd要はまだゆとりがあるので，生産量を

拡大しでも価終は抵務しないという見通しをたてている。ただし，規模拡大

のilìlJ 限要閣は，証言]:1'1 労働力がえられるかどうかにかかっている。このような

引の経営は，すでに卸売市場を独占している状況なので， Iな i立の生産農家に

は与野占えしないであろう。だが，近郊野菜経常ゅの進み方を示したモデルとして

も，多くの教訓l を含んでいると思われる。

関嵐氏は将米計幽として，県内で出荷が競合しない消資都市の周辺に 10 ， 0

00m', 5 人をセットする分場ーをつくりたい意向を示している。そこには 1-

2 年という長期の研修生を受け入れ， ともに研究しつつその後独立させると

いう。構想である。従米野菜作は過重労働で敬遠されがちであったが，この経営

は労働が粧ししかも高所得であることから青年にとっては魅力のある農業

といえよう。なお氏は青少年指導農家としても活躍しているが，その業総は

広〈認められているので，今後農業後継者の育成と農業への取組みに災献す

るところが大きいと考えられる。
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安定生産で販売体制を強化

関屋武士

私の父が初代組合長として発足し

た生産組合は昭和35年頃まで，組合

員50:?'; 程で特産のタケノコを主体に

した果菜類の生産組織体制で|後盛を

極めたが高度成長化における土地の

流動化に伴い，年を追うごとに兼業

化が深まり，組織力の低下をみるに

奈った。私はその中で今後，野菜専

業として生きる道はは個人による出

荷体制を確立する以外にないことを

痛感させられた。

以米，ハウスの雪害等幾多のにが

い体験て、培われた自己の農業感に基

づき，多種多様な複合経営から自給

用程度しかない水田と家斎を切捨て，

露地野菜専作経営へと移行した。自

作地120 a tこ借用地230 a を加えて，

家族労力に臨時雇用を入れて規模拡

大を試みたが堆胞の投下量がそれに

伴わず，地力の低下を招いた。

地力とは何か。土づくりとは何か

を身をもって痛感し，地カの培養に

心がけたのが昭和42年頃であった。

その効果としてホウレンソウのパラ

蒔栽培， i尉番複合栽培，立体栽培等

自然と調和させた独自の集約的な栽

培技術の潟発を可能にした。

しかしこの過程で自然災害の驚異

を知り，耕地を自作地のみに縮小し，

幾多の諸条件のもとに周年栽培の可

能な超集約的な軟弱野菜へと発展さ

せ，特に自然災蓄を受けやすい葉物

は生産蘭，販売出で不安定な要素を

含むため，露地栽培から施設栽培へ

と志向した。

労力闘では年雇の体制をとり，昭

和51年にガラス室30 a ，パイプハウ

ス40 a ，露地50 a の基本的な経営体

制!が一環しだ「天，地，人」の調和

という理念のもとにほぼ確立，計酒

生産，計酒出荷を実現して農家生活

の安定をみるに至った。

大型資本によるスーパーが進出す

る現主主，薬物の価値感が高められ，

この計額生産という強いカを基に販

売面のよい安定した開拓に取り組み，

規模拡大をはかりつつ，微力ながら

地域社会へ貢献したいと，思います。

今後とも諸先方のご指導をお願い

する次第であります。
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本藤林漁業振興会長歯受歯

出品財伊予柑経営

受賞者 温泉青果農業同組合平田支部
(代表者大内義八郎)

(愛媛県松 LU$'1-: U1l1ff24:3 1) 

関受賞者の概要

この築関は，第 1 図の所在地に示したように，松山市 rjl心部の北 6 kmの地

第 1 関党役者のjifrずu也 にあり，瀬戸内海浜から 21、m前後離れた松

山平野周辺丘陵山地沿いの平山集孫にある。

ここは冬の季節風や台風災害も少なし 30

ヶ年平均依で年間1 ， 381mmの降水量と， 15.4

℃の気温， 2 ， 173時間の日照に忠まれたれf揃

生産の好適気象地である。標高10~ 150m 

のこの地は 2 割の水田以外が平均傾斜20

度の山成り問地であり，花!前岩を母岩とし

た耕二仁の深さ 60~70cm ， P H5.2の砂質土函

地が多い。 117 ha の経営耕地のうちJÌ(悶を

除く 85 ha の柑橘閣は，その4割が出作地であ

り，集落のそと 4 ~ 5 km閤への出作となっ

ている例が多い。

集落総世帯の半ばに相当する 75戸がjfiL泉

青果農協の平田支部(在意組合)を構成す

-79-



j毘泉青巣燥協平図支部の組合員

る組合員農家であるが， :>jL lB支部の前身は戦前に迄;撮っている。それは，昭

和11年にこの地の住職が発起人となって設立された平田共同選果組合であり，

伊予来物同業組合の下部組織として半世紀近い共同販売活動の歴史をもって

いる。元々この地は近世このかた，新しい商品作物を導入してきた伝統をも

ち，明治時代には優れた梨産地として知られた。そのあと桃産地にかわり，

戦時下の受難期を経て，伊予柑を含む柑橘{乍の本格化は戦後である。今の柑

橘続営の中心になる京内伊予柑が，支部内農家の園地から発見された昭和30

年以後についてみても，既に20年余りの才月を経ている。

この宮内伊予柑の発見者・出・内義正氏は，昭和44年以来，平田支部の上位

組織に当る混泉青果農協の代表監事を勤めているが，この地区にとってその

リーダーシップは大きい。また40-41年期に平田支部長の任にあった作道路

氏も，現在温泉青果農協の伊予柑部会長に就任している。平田支部の組織役

員三役には，各々連続就任のとり決めがあり，先づ生産部長の任期( 2 ヶ年)

を振出しに，会計を兼ねる高Ij支部長 2 ヶ年のあと，平田支部長として 2 ヶ年

つとめ，その後は運営委員を 2-4 ヶ年，計 8 -10ヶ年間，組織役員を経験

してきている。永年性の果樹の産地に適わしく，比較的長期間の組織指導層

の交替推移過程が形成されている。しかし今の支部長の大内義八郎氏(47オ)

が，昭和48年に 43オで生産部長に就任した点は，前述の40-41年期支部長が

昭和36-37年期に生産部長に就任当時， 31オAであった点と比べ，約10オ指導

陣の年令の高まりとして，今後の組織活動内容への影響をも注目させる事情

といえる。
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築荷主務前のシンボルタワー

震譲受歯者の経営概況

:SILæ支部の農家 1 戸平均耕地士見棋は 156 a であり，水田42 a 以外の 7 WIJYrr( に

当る 113 a が柑揃悶面積の}J，I，f~である。 1 戸当り 4 人の官叶?員のうち 2 人が

農業に就業しているが， 3il 悶支部の農家の 5 割強 (39戸)は専業農業である。

農業を主とする第 l 秘兼業戸数を加えると 7 割の農家が主業農家である。

さらに，専業農家の 9 割 (35戸)は後継者を v!ij保している。

農家の労働装備をみると，耕転機21台，パインダ-24お，コンパイン 2 fì , 

脱穀機45台の他，全戸普及の動力散布機 (75合}と，グループで共同利用する

出杭機15台，共同で水利用に使つ組織有のポンプ 3TF? の他，果樹図装備に次の

ものがみられる。主な来樹国農道のほぼ100%が舗装され， I切除用動力噴議機

150台，主主メIJ機52合，収穫果実搬出用モノラック 75 ヶ所， 11.2km (1 戸当り 1

ヶ所， 149m )，'70おの経トラックの他 1-3 トントラック 9台， 51年春完成の集初

場(992m2 )には，共同利用のフォークリフト l 台 4 トントラック 1 'Éì , tB 1i:j 

用キャリー3 ， 340偶がある。最近議水と f患の作業を兼ねた多目的スプリンクラ

ーが 6 戸 (51年は 12戸)に導入され始めている。この他共同選来場と貯蔵庫，

燥機修理サービスステーションは，温泉青果農協/立び関連会社の施設を活用

している。
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~f[日支部農家の 9 ~I刊は農産物版売の第 1 1jí: 日 [\I"J が果樹の農家であり，十社楠

閑 iliî積の75% (51494%) が伊予十lL 十lt揃生産i誌の72% (51年は 93%) が伊

予十ltである。伊予tlt生産註の84% (51年は 88%) に当る 1 ， 266 トン (51年は

1 ， 589 トン)が?;{内伊予柑であるから，結局平 lf! 支部の 2 千トン前後の柑橘生

産最の72% (51年は 78%) が店内伊予十lt という 11/ l'引ヒした経営形態といえる。

農家 1 戸当り版売収入額は491万円 (51 守三は 632 万円)であるが， このうち

古内伊予柑の販売額は69% (51年は79%) を I'í めている。この総合員農家 l

戸当り販売収入額から農業経営費を差 I} I いた農業所得は393}ゴ円 (51年は505

万円)である。これら地区農家の店主組織として設立された平田支部の事務

所では第 2 閲の組織機構の下に flj一年 9-8}cJ 年度の部会別活動計段IÎに恭づく

第 2 図 、ド 111 主主11の組織機構I'x] ( 内部組織機的および外部関係機I !，I，J との関係)

* l'll は支部三役

予算をたて業務を執行しているが，その主な財源は，支部組合員への資材斡

焼に伴なう 3%の手数料である。これを常置事務長 1 名の給与その他事務連

常費にあて，決算報告承認をえている。販売農産物については， jli 泉青果農

協への完全委託共同販売(100%共販)の代金を総合員に配分するだけである。

jill泉青果農協は紋売手数料として 2%徴収したあと，毎年度末迄に0.5 %還

元しているため，実質的に支部段階では農家にとって1.5%の販売手数料負担

である。
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上位組織となる温泉背栄農協は， 51年度 7 -'1二人余の組合員を擁し， 344人の

役峨員で運営され12億円の純財産をもっ総合農協である。卒業運営を支える

収設の中心はジュース加工，選来事業などであるが，組合員当りのl以売卒業

扱尚は 1347)円である。 HJ揃版先制が92% を点め，その 3 分のし全体の27%

が宮内伊予械の版売額である。 34支部についてみた'自内伊予村!の 1 戸平均販

売精算額(917]'円)に比べ，平行!支部は440万円と傑出した肉さを示している。

騒霊長鐙財の特色

(1) 集団活動による柑橘種類更新の成果

支部管内の柑揃生産量のうち，宮内伊予Htの占める訴合は， IItl 手L1 43年に 20

%台であり， 47年にも 30%台に i上まった。 47-48年の治州みかん ülli絡の低迷

は宮内伊予柑への史新に拍車をかけた。 47年から 51年にかけ，日|人]伊予ネ11割

合の急速な変化は第 3 留 第 3 図生産主t:からみた村I揃干，f[ Ui JJi新の jH; ，f多

に示す通りである。最近

4 ヶ年に 30-→4か→70→90

%台へ飛躍的にその詩IJ合

がJ勾まっている。

昭和50年以後， i~it1~ト l み

かんの過剰生産に対する

転換政策において，愛媛

県は以外|みかんの結果樹

を 10%減少させ，全国ー

の転換実績をあげている。

こうした愛媛県柑橘稀類

更新計画の値と比べても，

100% 

r']l fll 支部の附悶児新J

0
 
5
 

柑
橘
問
問
溜
別
性
桜
紙
同
附
成
比

雨前みかんその他

〈砕-----­
~ 

/“ 
/イ月、(j)\\\$''iiT~

~秘刊い'

-♂戸

警.. "í'刊
¥l' うらu' r'刊

S 40 43 
一一'一ー「

50 55 60 

、一一一一一計嗣ー一一J

47 

出il1í 問機林水部資料，悶51. 8より

平田支部の転換は奥例の速さである。温泉青果農協の管内34支部のうち，平

国支部の l 戸当り柑橘又は伊予柑販売額が最高位を示し，平均の 3 倍額を達

成できている。また県の計画した昭和55年迄に県産伊予柑の生産量 3 f音化目
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宮内伊予柑採収風景 濃川l より宮内伊予柑への

品種買新状態(高接)

標も達成可能な根拠は平田支部の例からも示唆される。

① 平田支部の柑橘種類史新をなりたたせた第一素地は，早熟・盟産・

良質の店内伊予付!の発見とその後の普及経過にある。昭和30年にそれ迄 3~

4 月に食ネへ供されていた普通伊予柑の宮内義正氏関から， 12~ 2 月に出荷

できる f1"-熟睡のうl条変異が発見された。元々温泉育巣農協の管内では，平田

支部などの城北地域が伊予柑適地の特産地であった。ここで原悶不明の洛楽

による収量停滞のため，系統選抜テストを重ねているうち，この符内伊予柑

のi主年結実・盟産性も明らかとなった。食i床もよいところから 38年に種苗名

称査録を出願し， 41年に現地務査を経て樋苗登録されている。発見者の宮内

氏はこの査録新品闘を支部組合員に公開し，その後の急、速な普及のきっかけ

を作った。当時はなお宮内伊予柑の果皮の薄いこと，貯蔵性の乏しい事ーなど

の懸念から，外部関係者には更新への慎重論や反対論も多かったといわれる。

② この地の柑橘種類更新を成功させた第二の素地は，当地独特の高接更

新技術の創出改良普及経過にある。通称平田方式というこの地の高接更新法

は， ffft令の進んだ老木の温チHみかんでも一挙に更新できる技術である。これ

は，一般に行なわれているょっに，カ校をおいて一部づっ腹接してゆくやり

方ではない。 盟主校から出た側校の先端に l 本づっ切接し，樹令20~30年生

のかなり樹容積の大きい ìlAU+lみかんを一挙に全面的に高接更新してしまうや

り方である。高接後の日焼訪止には，肥料空袋を裂いて校に巻きつけるなど

-84-



宮
内
伊
予
柑
闘
(
七i
八
年
生
)

漆

風

景

71< 
(" 

接木後 3 ~手尽

の結果状態

の工夫も加わる。仁þ f，\]台木となる混イル

け fJl;23; な椋木としての宮内伊予ネItが用意されていたのである。tl:l作Iむの質収

一挙更新を余儀なくされた点もある。各十lt橘 illl には不良みかん系統が多く，

人の高接更新技術が公開された事によって，半開方式のi高J変更新法そのもの

日傭とりも工夫改良されてきている。又高接によって減収するくらいなら，

この方式の形成に多くの事伯にも太刀打できないとする総合員の気概など，

1 3 月下旬から 4 月 t旬にかけ、が関与している。平田方式の高接æ~主fr で，

戸 10 a 程度づつやる例は多いが，家族労力 2 人で1 ha の貿収みかん悶をすべ

て一挙に高接更新した171J もある。

市街近郊の都市原に負けない経営対応の成果(2) 

柑橘更新への集団的活動の素地に 7.k flJ慣行の現代的蘇生への工夫もみ

られる。王子田地区の水源は支部で所有している共同井戸であり，これを共同送

水管で7つの溜池に送り，これらをパイプでつないで、貯水量を調節のうえ各自の

① 

7 つの溜池はかつて地区の水間用水を賄なっていたが，
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都市化に伴なって国道用地に水田が寅収され減反の後は余水を生じた。しか

しこの余水は海水組合による池水源の共同管理規制!の下におかれた。今でも

水田に支部で所有している揚水ポンプを据え 7 つの溜地をすべて満水状態

にしたうえでどの溜池からも山の各人の柑橘園用水として個別的に水利用で

きるように運営されている。改変の難かしい水田の水利慣行色柑橘専門経

営への転換に際し現代風に対応させてきたことは注目できる。

② この地が梨→桃→柑捕→宮内伊予柑の産地へ，時代の要請をも反映さ

せながら絶えず発展への意欲的開発に努めてきた伝統を，今なお共選共奴の

下で決して抜け売りを許さないという全員の合意と両立させてきた点に，この地

の都市化対応、の大きな特徴を見出せる。王子国支部に培われたこの伝統を，組

合員の一人は，“新しいものにとびっく長所が同時に欠点になっている"とも

表現している。しかしそれでもなお支部の一青年部会員は，“先輩に学ぶこと

を目標に……"やっているという。またこの地の官内伊予柑への一挙高接更

新は，いわばその年の生活を絡した行為でもあった事から，一家の財布を1'1'\

かる主婦層の理解と協力なしには到底不可能で、あった。婦人層の果したこの

大きな寄与を考えたとき，“男の定例会には全戸の女が出席してきたし努定も

決して男には負けなかった…"といっ婦人部会員の言葉の重味がわかる。し

かし彼女達も今では“これ迄すべて買い出していた野菜類も，手近な;場所で

みんな自家栽培するようになってきた"ことをつけ加えられるようになって

きている。さらに支部の組織役員経験者達は，既述の10年任期を終えたあと

町内会，消防その他世話役から，最後は寺の総代まで何かをやってゆくこと

になろうという。

ここで王子問地症のいい意味での「集落一家主義」的共同体意識に支えられ

た高い収益力が，主業農家主存や主業農家の後継者率の高さなどに示された都

市化対応レベルの高さと係わり合うのか否かは間わないとしても，今後の地

域農業振興にとって一つの示唆に富むものをそこに見出すことはできょう。
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霊童受賞者の経営分析と今後の課題

(1 ) 集団の内容と宮内伊予柑への転換

平田支部の構成金戸 (75戸)について，温泉青果農協から提供された51年

産テ、ータに基づき，キ甘橘庭先販売収入額とそのうちの宮内伊予柑販売額との

関係を戸数分布で示すと第 1 表のようになる。①販売額の 6 クラス区分では，

第 1 表 柑揃庭先販売綴規模と店内伊予柑の比重 (51年産)

\llt十、時 \!I\うiちp1ffHy¥f f ¥ 
万円

言i- (諸)30- 100- 300- 500- 700- 1000-
100 300 500 700 1000 

30- 万円
13戸 13(17.3%) 100 

100-
6 17 23(30 ‘ 7) 300 

300-
6 6( 8.0) 

500 

500-
6 2 8(10.7) 

700 

700-
5 4 9(12.0) 

1000 

1000 2 14 16(21.3) 
~ 

19 17 12 7 6 14 75 
(戸数分布) (25.1%) (22.7) (16.0) ( 9.3) ( 8.0) (18.7) (100.0) 

どのクラスでも柑橘部門内で宮内伊予柑への転換がほほ、問様に行なわれたよ

うにみえる。

②この経営の基幹となる柑橘及び戸数分布割合は下記の通りである。

柑橘販売額

うち宮内伊予キ1t販売

販売額 3 百万円以上の中大クラスと，以下の小クラスに集団の農家はニ分さ

れ，全戸平均販売額の値はかなり大きな分散を伴なっている。
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また中大クラス内では余り大差を生じていない点から，宮内伊予柑への転

換は全農家層について生じていた事が概ね明らかとなる。

(2) 高接更新と柑橋土地生産性との関係

同じ資料から宮内伊予柑を含む柑橘結実匿の面績規模と，柑橘10 a 当り収

(以下反収と略記)との戸数分布関係を全農家についてみると第 2 表のよ

うになる。

第 2 表 柑橘結笑図規模と反収別戸数分布一51年産_2)

、耐脱\材桜 、\X:W! 、\ トン

1.5-2 12-2.512 ト 31… 1 3 . 5 - 戸数戸数
-1.5 言十 割合

-0.5ha (10)5)1) 3 3 2 3 2 23)5 31% 

0.5-0.8 (6 ) 5 1 3 1 16 21 

0.8-1.0 (1 ) 3 2* 6 8 

1.0-1.5 l 3 3 7 9 

1.5-2.0 (2 ) 2 2 3 2 11 15 

2.0- (1 ) 1 5 2 3* 12 16 

戸数計 (20)yハノu 12 17 13 9 4 75 

戸数割合 27 16 23 17 12 5 100 

¥ 、一一一平均 2.51 トン (00) / 

平均反収
会平均 2.30 トン( 92) / 

注 1 ) ( )内 l立高接変新中のものであり，戸数の27%，面積の17%

が平均反収1.285 トンにつき，全王子均反収を 8%引下げている。

2) 51年産の柑橘生産量 (1956 トン)の内訳は下記のとおり。

11円相うち宮内伊予) i制!欄 I ~i. I 
1823 トン(1589) 106 27 

93% (81) 5 2 

手取倒 229円/kg (お572 140 

3) *印は技術・収益係数調査農家

①柑橘園前積規模別の戸数分布は， 80a未満の小規模クラス52% ， 80-150a 

の中規模17%， 150a 以上大規模が31%であり，前述の販売額 3 クラス分布と

似ている。この限りでは，柑橘反収が，面積規模と一見無関係なようにみえ

る。

②柑橘反収別の戸数分布をみると，表中( )値で示した高接更新中の1. 5

トン未満皮収の農家が 3 割弱，これに 2 トン未満を加えた低反収クラスは43

%, 2 - 3 トンの中反収40% ， 3 トン以上高反収農家は17%の分布である。

。
。

。
。



全戸数の27%をおめる高接更新中の農家の柑橘i認凶枯は全体の17% を占め，

これら反収1. 5 トン未満クラスの平均反収は1. 28 トンである。これを反収1. 5

トン以上の55戸の平均反収 (2.51 トン)と比べてみれば\高接斑新中の反収

1. 5 トン未満農家20戸が， 75戸全体の平均反収 (2.3 トン)からみて，支部全体

の反収を 8%引下げていることが分る。

③前述の柑橋結実聞記干l!tの大中小規模と，高接更新中の反収1. 5 トン剥f，f.j

農家との関係をみると，更新中の農家は大クラスの13%，中クラスの 8%，

ノトクラスが41% (全戸数では27%) である。反収 2 トン未満の低反収クラス

に拐めて伺じ値を求めると，更新中を含む低反収農家は，大クラスが26% ，

中クラス 15%，小クラスが62% (全戸数では43%) になる。以上の点は，当

地の宮内伊予柑への高接更新転換が，中大面積規模の農家から始まり，今や

小規模の農家にも普及してきたことを推察させる。

(3) 更新転換を終えた経営成果伊j

前掲第 2 表の中大面積規模クラスから，反収水準が高い 3 戸の代表例につ

いて，個別経営成果を検討してみると次の事が分る。この 3 事例には，宮内

伊予柑の最大面積規模 (340a )の例や，最高反収 (4.7 トン)の農家例が含

まれ，各々の特殊事情は反映されているが， ともかく 14-22万円の10 a 当り

経営費と， 96-440時間の10 a 当り所要労働力を投じて， 10a60-99万円の所

得があげられている。生産費調斎様式に基づく生産費分析結果からは，寓内

伊予柑の売上高利ì!!iJ率が60-70%水準に達していることがわかる。

(4) 今後の課題

平田支部の開発技術の公開は，出作閣の賠辺地域に対しでも同様に大きな

影響力を及ぽしているが，今後の課題として次の点があげられる。第一は，

分散問地を混じえた出作による規模拡大や単一生産方向の強化に伴ない所要

労働需要の増大対策が改めて関われることである。このため，従来の傾斜地

防除方式にかわる多目的スプリンクラ一方式が最近急速に個別に導入され始

めている。しかし今迄の農道を拡幅すべき問題や，関地分散程度を是正すべ

き点などと併せ，集団としての多目的スプリンクラー導入など園地基盤条件

n
y
 

。
。



ないし園地労働条件装備の再務備課題が考えられる。又宮内伊予柑への集中

度の高まりは，その樹体が楼性である特性やみかんと異なり果実収穫の容易

きなどの利点があるため，みかん程ではなくとも，今後の面積規模拡大に伴

なう類似の対策課題の発生を予想される。そこで綾性樹体を逆に活かして熟

期の操作性を高める被覆施設化も今後一部導入余地が考えられる。さらに平

田支部に伝統的な宮内伊予柑から次代の適作開発への研究模索について期待

されるところも大きいといえよう。

-90ー



土づくりと管理技術の向上を
温泉脅果農業協間組合平田支部

(代袋者大内義八郎)

私達の住む松山市平ー問地涯は，古

くより果樹栽培が行われ，梨，桃等

の落葉果樹栽培の後，柑橘栽培と大

きく変っております。現在，当支部

は組合員75名で構成し，伊予柑(宮

内伊予柑約78%) 主体の産地となっ

ています。昭和43年温州みかん倣絡

の暴溶を機に鼠泉青果農業協同組合

の強力な指導を得て，他地監に先が

け，いち早〈宮内伊予柑へ品種-æ:新

にかかりました。

宮内伊予柑とは当地庄内の宮内義

iE氏の閣内で普通伊予柑の変異校と

して発見されたもので，着色が早<，

農産性で肥大も良いことから果樹試

験場，温泉青果農業協同組合で調査

し，品質良好と確認され，宮内伊予

柑として種苔登録したものでありま

す。優れた品種を地元で産し，種苗

登録後の品種公開という宮内氏の心

広い理解のもと，また，一挙高接更

新による早期収穫に配慮、した独特の

高接手法公開など，温州、|みかんより

も高品性の高い宮内伊予柑へと血の

にじむ思いで更新が続けられ，現在

の土台が築かれたものであります。

更新当時ょうやく結果年令まで育

てあげた温州みかんの枝を切る時は

j渓がこぼれ，成慨深いものであった

が将来の宮内伊予柑への夢を託し，

地区一丸となって取り組み笑行する

ことが出来ました。これを可能にし

たものは長期にわたる共版活動によ

って域われた団結カによるものであ

り，当時夜、i童文部は30オ後半から40

代前半の多くの若い経営者で構成さ

れており進取の気性に富んでいたか

らとも考えられます。

都市と農村の混住が進むなかで，

果樹専業農家の約 6 苦手jが大学卒の後

継者をもち，また出作にみられるよ

うに，経営規模のJ広大にも意欲的に

取り組んでおります。

私達最大の共通の関心事は土作り

と管理技術の一層の向上にあります杭

現在の宮内伊予柑の生産最も急増し，

価格も今迄の様な高価格維持は難し

いと忍われますが，図地警告備を充実

し，若い後継者が真剣に伊予柑に取

組んでいる姿を見るにつけ心丈夫な

感じがします。今回の受賞を一つの

契機として将来，民難なE寺期が到来

しでも，伊予柑に取組んだ熱意と努

力で乗り越え，明るい農村作りに励

みたいと思います。



出品財

受賞者

本農林漁業振興会長賞受賞

生活改善

大笹生生活改善グループ
(代表者佐藤雄子)

(山形県東置賜郡高富町大字竹森2679)

関受欝者の略歴

高畠町は山形県の南，置賜盆地の北東部に位置し，総面積 181kぽを有する

町である。町の東は奥羽山脈を境にして，福島，宮城両県に接し，南は米沢市，

第 1 図受賞者の所在地

[後遊日3 日

F詰陽市

和田

沢 1 ノ:
tJ.'--/ /県
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北に南陽市，西は最上Jl I をはさん

でJl I 西町をひかえる人口約27 ， 000

人の農村である。

大佐生部落は高畠町の中心部か

ら北に約 5 km入った山麓にあり，

人口 183人の集落である。平担地に

は水田が，山麓から丘段にかけて

の傾斜地にはぶどう闘が広がって

いる。

気象は盆地特有の気候で，気温

の変化が比較的大きく乾燥しやす

い。年平均気温は ll'C ，月平均の

最高気温は 8 月の30.4'C ，最低気

温は 1 月の一5.6'C である。年間降



大笹生生活改警グ

ループの会員

水量は約1 ， 600rnrn で，積雪量は1.5m におよび，棋雪期間は 12月下旬から 3 月

下旬までとなっている。 耕地の襟高は平坦部で、220m ，傾斜地ぶどう図の最

も高い所で350m となっており，土壌条件は凝灰岩を母材とした植壌土で，生

産力は町の中位に属する地域となっている。

現;f:E総戸数40戸，うち農家戸数は38戸の純農村で 1 戸当たり耕作面積は

約1. 8ha (うち水田約1. 2ha)でi 全戸が米とぶどうを栽培し，そのほか乳牛

をとり入れている農家もある。

大笹生生活改善グループは，昭和40年に部落内の主婦(平均年令34オ) 19名

で結成された。このグループ員は，若妻時代から夫である農事研究会員の活

動と連携をとりながら，生産活動は生活をより良くする予段であるという考

えに立ち，生活問題と生産問題の課題解決にあたって，両者間の調和を悶り

ながら活動してきた。取りあげた課題は農業者の健康問題から出発し，個雪!)J

の生活改養から部落の生活環境の改善へ，さらに，個別農業経営の改善から

集団による営農改善へと発展させ，とくに，量，質ともに過重な農業労働の

改善，食生活の改善，営農の改善，生活環境の整備により，健康水準，農業

生農水準をともに向上させてきた。

現会長の佐藤雄子さんは，グループ結成当時は副会長として 2 年間，昭和

42年からは会長として 6 年間つとめ，この間，常にグループ活動の中心とし

て推進的役割と農事研究会との調整役を果たしてきた。このグループは，か

つては強湿田であった水回と傾斜地のぶどう，さらに，欽用水にも不便とい
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う生産ならびに生活環境にも恵まれない劣悪な条件の下で，部落ぐるみで

豊かな農村づくりをめざし，着々とその成果をあげてきた。また，この生活

改善グループは，農業後継者である若い世代のグループ活動を促進させ，さ

らに，高令者グループとも一緒になって活動を展開し，世代ごとのグループ

活動の核ともなっている。

豊富受費者の経営・生活概況

大笹生生活改善グループの構成員の年令は41オ-50オであり，グループ員は 4

人-7人の家族の柱となっている。この19戸の農家のうち第 1 種兼業農家はわ

ずかに 2 戸で，他の17戸は専業農家であり，後継者もほぼ揃っており力強く

活動している。経営の形態は「水稲+果樹(ぶどう )J の複合経営が主要なも

のであるが，このほか乳牛鍋養をしている「水稲+果樹÷乳牛」の形態もあ

る。農家戸数38戸のうち乳牛飼養農家が18戸であり，最多飼養農家の頭数は8

頭である。水稲と巣樹作であると，どうしても有機物の耕地内循環を欠くこ

とになり，地力め維持に苦労するところであるが，乳牛が結合していること

によって，この点、の解決を図ることができる。

グループに加入している農家の水田面積は，一番少い農家で40 a ，最高330

a であるが，平均すれば120 a -160 a を耕作している。これら水田は機械化

の全く不可能な強j盟国で膝までぬかり人力作業を余儀なくされていたが，箇

場整備が行われ，昭和45年には排水路も完成し，現在は田植機もパイン夕、ー

も使用できるようになっている。

ぶどうは全部丘綾部の傾斜面に栽培され，グループに加入している農家は

平均40 a -60 a 作付けしている(最高89 a )。デラウエアが主品種で、あるが，

共選による農協出荷であり，神田市場で「屋代ぶどう J としての声価を得て

いる。ぶどう栽培は，かつて，強湿田に悩まされていたこの地滑の農家が，

活路を求めて営々と開植してきたもので，現在では農業所得の中心部門となっ

ている。標高差100m にも及ぶ急峻な傾斜地で、のぶどう栽埼は，資材，生産物

の運搬ともすべて人カであったが，グループの努力によりモノラックやトラ
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急傾斜地のぶどう国 かつての戯作業と生活

ぶどう鴎に敷設されたモノラック 拡穏と舗装が行われた部落内の生活道路

ックの通れる道路も怒備されるようになった。

生活部では，飲用水府の井戸水が，夏には必らず摺渇するので，毎夕，農

作業後，風呂7)(等の用水を近くのj勇水池から運搬しなければならないなど，

農作業の重労働に，さらに，こ!の家事労働が加重されて，主婦の健康，生活

を庄逃していたが，これも上水道の設置を笑現させることにより解決を見て

いる。

関受歯財の特色

グル…プ結成の動機は，上記のような環境から「健康を守る J ことであっ

た。昭和43年の補助事業である農山漁家健康生活管理特別卒業による健康調

査の結果から，神経痛13%，肝機能障害27%等の症状をもった人が40%強と

高いことに触発されて，そこから次第に農業のしくみにメスを入れていった。

n日



強jE協の解消，ぶどう閤の定置配管施設，農道の整備，モノラックの導入，

計画的なジベレリン処理作業の調整， J:'，水道の設置などを推進，実現して

きた。

主婦を中心とするこの生活改善グループは，農業生産との関連において健

康とくらしを守る生活改善を実現しており，且つ，経営主，後継者，老人と

の述惜のなかで，住みよい地域社会を創りあげてきた。経済の高度成長期に

は生産性の出 I二を図ってきたが r急がず，あわてず，騒がず」のモットーど

おり，白分等の生産力に見合うょっに過大投資を避け(機機・施設とも)，補

助事業に頼らず，自己資金で経営の近代化を図ってきている。

このように，大笹生生活改善グループの活動の特色はj心豊かな農村づく

り」を目標に，①健康なくらしの実現，②盟かて i住みよい生活環境づくり，

③生産と生活の調和，をそれぞれの柱として，その三位一体的な推進を図っ

てきたことにある。

生活改善グループの主婦達は，経営主を支えながらも決して出しゃばる

ことはなし老人世代，主人，嫁，忠、子達の開に立って歩いてきた。家庭内

での対話，公共の場(集会)での会話などにも，古い農村の出習はうかがえ

ず，実に明るい卒直な交流が行われている。したがって，農業生産の活動も，

水田，ぶどう等の専門5j1jの各生産部会，横のつながりである各世代ごとのグ

ループ活動，部洛会などの地縁的結びつきのなかで鵠整されている。

この条件に恵まれない農山射で，農家38戸のうち 23人の後継者が活力溢れ

て就燥していることは，生活改善グループの主婦達の努力の結果でもあり，

大きな特色である。

関受歯者の生活，経営の分析と今後の発展方向

(1)健康・生活・環境面から

① 家族の健康の維持増進

毎年健康診断と身体計測を重ねて健康状態を改善してきた。

⑦貧血の改善:以前は献血に応じられるような血液性状の入は少なかった。
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今日はほとんどの人が献血可能なよい血液状態になった。

@不定愁訴の解消:農作業の過;忍労働と長時間労鋤や，家事労働の不便さ

などのため，主婦は疲労と)f軒高と頭痛などの不定愁訴に悩まされていた。今

では適正な労働，休養 .11ゑ 11氏が充分にとれ，栄養もよくなり全員健康状態が

よくなって不定愁訴もなくなった。

@Jj干 ri，話機能障害のある人が多かったが，その原 IE!が，ぶどう闘の戸別jの防除

作業のためではないかということで，共同初除に切りかえ，注意して JFF級病め予

坊につとめている。

② 食生活の改欝

⑦水道の新設:水くみ労働の苦しさからぬけ出すため，村ぐるみの運動を，

斑に，隣 t) 村にも協力を呼びかけて水道を引くことに成功し，これを中心に

プロパンカスも入れ，新しい台所設計~実施し，食事作りを楽に，且つ，変

化のある料理も出来るようになった。

④食品の力rJI.，備蓄:各戸が冷凍冷蔵庫を!購入し，冬型子菜の貯蔵のために

床下に貯蔵住者を作り， また，一時に多くできた野菜の瓶詰や，ぶどう i-Iーなど

をfドって財zえている。

@食品材料の入手の計画化:野菜は各自宅の近い所に家庭菜閣をもち，山

菜を取り，また，乳牛を飼っている家が多く牛乳も入手できるようになって

いる。ぶどう， りんご，なしなどの果物も盟街であり，芋類もよく{変われて

いる。魚、・肉は農協から配達される。農繁期には 3 日分の献立材料の配給も

行われる。

@主婦と農協が一体になって食生活の改善を考えている。即席ラーメンや

コカコーラの持込も徐々に制限しているという。

③ 住宅の改造と環境の驚俄

各家屋の原形を保ってその一部を家族の生活に逃するように改造している

点が特長的で，それぞれに工夫，創作のあとがある。個室を作ること(寝室)，

子供には勉強部屋，老人には暖房のよく利く部屋を，更に，天井を張って下

を暖かく，上は別の部麗に使っている。また，仕事場を整頓し易<，閤ろり
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端に腰掛けで食事ができるなど，それぞれの工夫が行われている。

道路を広げ，舗装して率が通り易くしたり，ぬかるみや，ほこりの立たな

いようにし，また，下水j霧を整えて衛生的にし，住まいの環境を共同作業で
改善している。

農作業は仕事の軽重に応じて青年層，主人，主婦，老人層で分担し，仕事

の大ノj 、、 lこかかわらず，省カと能率的な作業方法を工夫している。ぶどうの箱

詰めの仕方などにも工夫のあとが見られる。

④ たのしい家庭作りと後継者の育成

おいしい食事，暖かい家族のだんらんの中で，青年逮は前途に希望をもって

将来の発展を描いている。ほとんどの家に後継者が育ち，農業を熱心に研究

し，かつ，身体を活発に使って惜しみなく働いている。村全体のまとまりも

よく，各年令層のグループもそれぞれのテーマで集会を持っている。また，

家庭の中でも各層の連絡がよくとれて協力体勢ができ上っている。その中

心としていつも主婦の生活改善グループ員が家族のまとめ役となっいる。

⑤ 改盤の記録

健康診断の記録は細かくとられており，年毎に健康状態の上昇を示してい

る。生活改善グループ。の会合の皮にテーマと実績の記録が行われている。家

計簿は主婦の扱う範留について記録されている。

(2) 経営密から

ぶどう図については前記のような定置配管，モノラックの導入などで投下

労働を43年と比べて30% も軽減してきている。また，ぶどう作業で最も忙し

いのがジベレリン処理のときであり，雇用労働の競合が生ずるのが一般的で

あるが，援用計画をあらかじめたて，部落内の労力交換の調霊祭，中学生徒の

労カ利用などを計画的に実施している。また，ジベレリン処理，パラソルな

ど技術水準の向上も図り，収量では21%の増(1，460kg=51年)を見ている。

稲作でも基盤護備と技術革新の結果，投下労働力は43年に比べ半減(10a 

当たり 71. 8時間)し，収量は 6%の増 (10 a 当たり 615kg ロ 50年)となっている。

以上のように，ク、、ループ結成以来13年間，恵まれないきびしい条件のなか
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生活改替グループ良のぶどう

栽培講習会

で，着実に生産闘を向上させながら経営成来を実現してきている。それは同

時に，健康なくらしの実現，翠かで住みよい生活環境づくり，という生活而

の改善に結びつき，強〈裏打ちされている。

このように，上水道の導入を手始めとする，家族の健康の維持増進，家族

の労働jの適正化，食生活の改善，生活環境の改善等の生活閣の改善を図りなが

ら，これが農業生産・経営の改善・合理化の力強い基礎となっている。このこと

は，単に収益追求の効率主義にもとづく農業生産活動であるばかりではなし

生活に恨ざしたものであるだけに，今後の複合経営の展開も自ぎましいもの

ではないにしても，根をおろした務笑なものとなるように忠われる。

つぎに，主婦のグル…ブ活動を中心としながら，それが経営主を支え，ま

た，支えられるという相互の深い結びつきのなかで，集問的組織の重要性を

自覚し，夫婦i皇帝のおしどり会(主婦→生活改養グループ，経営主→展事研

究会)，後紋者連のホ後ーの会込グループ，老人グループとの交わり等，親子 3

世ー代にわたる地域社会での交流が見事に実現している。このつながりが，健

康なくらし，豊かな生活環境，生活と生産の調和のある村づくりを支えてき

たものであり， ì昆住社会化の進みつつある現在の農村のなかで，地味ながら

確聞とした農村を見る思いがする。今後の課題としては，この確悶とした村

づくりの輪を，より広い池域へと拡げてゆくことではなかろうか。
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健康で明るい生活めざして

大笹生生活改善グループ

(代表者佐藤格子)

私達のすんでいる大笹生部落は， わてず・急、がず・じっくりと」を相

高島田]の北方に位置した三方は山に 言葉に地味な勉強と活動を続けて米

間まれ，前頭iは、F:tLl.な間関があり音[1 ました。昭和43年に健康管理特別事

落は山の谷聞の様な所にあります。 芸誌が指定され普及所・県技諜の指導

Iï"V功、な然も交通の{更にもよく山には に依りグループを拡大すると共にグ

四季の食物に忠まれ，回は有機質の ループが一体化となり此の諜題に取

豊富でよ也福な所です。でも一大欠点 り組みました。引き統き昭和47年に

として水源がーヶ所であることでし 生活環境整備卒業が符び指定となり

た，部落40戸の安定々には風呂水・家 生活環境監備と将来のプランまで部

事用水から乳牛の水まで主婦の屑に 議全体で取り上tt，その達成に時間を

のしかかって居りました。又水田は かけて来ました。

戦争下ド食糧増産の旗印の下に蛙lJ{J\'î' 私達部孫の良い点は夫婦の話し合

水池が完成し，大谷地地帯強iiI問解消 を常に取り上げ共に考え笑行してく

のためìWi.排水の県営卒業がず7々と進行 れることです。又後継者が良く育つ

して腐ります。 て来た大きな原因は経営が常に前向

昭和27年私達グルーフ。員大半の主 きで，経営の転換に依る所得の向上

人迷が農事研究会を結成し常農而に 農業に求める希望が充足されて来た

目ざましい笑績を上げて米ました。 からだと思います。その後継者がパ

しかし経営の拡大整備・所得増大の ラ色の青春を逃せるようにしてやり

中で婦人の労働の強化となり経営主 たい，これが私達に残された諜題です。

体の経営に依って生活面がおろそか 此の度の受賞は本当に名営な身に余

になりました。このまま過してよい る光栄な事と有難く思って居ります。

ものだろうかと疑問を持ち始めた I1寺 でも長年地味に当然の事を求めて実

主人遠から「働いてばかり絞ないで 行してきただけなので何かしら勿体

生活を勉強してみては」とはげまき ないような恥しい思いです。

れ，昭和41年ク、ルーフ。結成にふみ切 皆んなでカを合せ乍ら 10年後を目

ったのです。 標に頑張りたいと思って勝ります。

当時若妻会の立場で家計には手を そして此の度の受賞に恥ないよう初

つけられず，でも近き将来に備えて「あ 心にかえり努力をして行く心算です。
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(島根県能義郡広瀬町広瀬802)

関受賞者の略歴

(1 ) 広瀬町の概況

広瀬町は島桜県の東北端，県庁の所夜地，松江市のl菊東部に位置し，北側l

は安来市に接している。松江市

第 1 図受賞者の所在地

仁
多
郡

η
r
u
 

ハ
U

まで24km ， 米子mーまで'20kmの位

援にある。町は東西およそ 15km ，

南北20kmで総面積は 204.56 km 

である。このうち87.6%が山オ*

で占められており，急激な山峡

を南北に縦断する飯梨川と，そ

の支流である山佐川の 2 つの河

川に沿って， わずかな平18.地が

あるに過ぎない。

気象条件としては，年間平均

気ì1ii14.9
0

C (最高19ÆC ， 最低

9.0
0

C )，降雨日数 160 日， 雨量

1 ， 996mm，最高積雪106cm，根雪



組合の役員 仙石組合長

期間約40 日である。しかし奥山間部では気jLi も{氏<.十J{雪期間も長いという，

いわゆる 111陰地方特有の気候で 6 月 -9 月初めの夏季と 1 - 2 月の冬季に

降雨量が多い。

交通条件としては，役場を 1也点として国鉄山絵本線の安来駅，荒品!~nなら

びに国道 9 号イjiまで11kmの地点にある。交通の務幹をなすのは山陰線と程!道

9 号線であるが，広瀬地域とこれらの路線は，県道の三次~安来線と広瀬~

荒 f{hk~Rで迷絡しており，自動車路線は山陽方面へもほぼ完備している。

世帯数は昭和40年から 50年にかけて 6 戸減少して， 2 ， 704戸となっているが，

人口は男の減少が836人，女の減少が728人と，いずれも減少率が高く，総人

口約 l 万880人のうち，次性が約580人ほど多くなっている。

産業5j1j戸数は第 l 次産業が1 ， 238戸(約46%) で，その大部分が農業である。

第 2 次産業は21%，第 3 次産業は33% となっている。就業人口では全体の38

%が第 1 次産業であるが，その人口は昭和45年より 50年の 5 年間に 848 人

の減少となっている反面，第 2 次産業就業者は326人，第 3 次産業就業者は 114

人増加している。産業別所得構成では第 l 次産業が全体の22%で，島根県の12.8

%に較べて，その比率は高い。農業主要産物では米が最も多く農業生産棋の

半数以上を点め，次に畜産で，なかでも和牛生産，肉店牛肥育，酪農が主

力である。

家畜飼養頭羽数(昭和52年度)は肉用牛農家1 ， 532戸4 ， 550顕，乳牛80戸 620

頭，豚14戸i400頭，にわとり 290戸 108百 :;:J;，jで，この地域畜産にとって肉用牛の

ウエイトがたかい。
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(2) 能義郡安来市肉用牛改良組合広瀬支部の概要

肉用牛(和牛)改良組合は和牛の集罰的改良卒業を促進するため，会問和

-t.登録協会が道府県知事の推薦をえて適当と認めたものを認定し設立したも

ので，現在全開410組合，そのっち島棋県31組合のなかの一組合で，そのなか

に島根県能義郡安来市肉用牛改良組合広瀬支部がある。支部長(会長兼任)

仙石勉氏をはじめとして組合員460名で構成している。

この地域が，わが国産牛地として古い廃史と伝統を背景とするだけあって

組合活動も明治期以来日王盛かつ活4発である。それもし900年に，それ以前から

あった「紺屋蔓」から分蔓として造成された「彦右衛門蔓」を中心に産午的

活動が進められて来た(註:蔓牛は近親または系統繁殖を長年に瓦り計画的

に実施し，遺伝子の函定したf十群をいう)。

この組合は昭和11年に彦右衛門主牛造成組合，昭和16年都千ーの同益優良…午所

有者による同蔓造成組合を拡大結成し，以米改良に努め昭和44年に育穂悶志

会と改称，その後同組合内部に全国和牛主主録協会認定の優生研究会を設置し，

昭和49年に同優生研究会を能義郡和牛育種組合に昇格した。文字どおり郡く

るみの集団育種体制が確立した。広瀬支部は伺組合の中核的役割を果してき

た。

露覇受盤者の経営概況

(1 ) 広瀬町の農業概況

広瀬町の農業の経営規模は1. 5 ha 未満の農家が90% を市めており，そのう

ち 1ha 未満64.7%であって， 2 ha 以上の農家はわずかに2.4% と極めて零細な

経営面積で‘ある。したがって第 1 表にみる如く，専業農家は4.3% しかなく，

農業以外に収入源を求めている第 2 種兼業農家が約65%であり，兼業のうち

世帝主または「あとつぎ、」の人が兼業に出ている農家が約93% を占めている

とい、った状態である。これらの傾向は 2 -3ha 層においても悶じであり，全

村的に貧困状態にあるといえよう。

以上のような事情のもとに，農家に残って農業に従事している者を調べて
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みると第 2 表の如く，努イーが一応，農業経営の柱として残っている良家は約

22%であり，その他は tc1 人，女 2 人という農家が31.4%であって í主とし

第 1 表 …-v/;長. ift~個別農家数
1975年';~$センサス

1)'; 約 1 Hi 1在1)'; ~rs 2 純 j在

[1上 'm: きì:ザ
ノ庁、 ,JI- 111: 

tJtJ也前íh'け~Ij
I2 主主 その他 あとつ

-0.5 h a 21 21 3 298 10 35:, 
0.5-1.0 23 117 10 120 6 576 

1.0-1.5 11 180 7 166 。 :161 25. :1 

1.5-2.0 6 78 戸d 21 。 110 7.6 

2.0-2.5 。 19 9 。 29 2.0 

2.5-5.0 2 。 3 。 6 1l.4 

ノ2入3 62 117 26 917 16 1, 438 

4.3 29.0 1.8 63.8 1.1 100 

第 2 表 自家農業に主として従事した ut;m: 氏自Ij農家数

主たもtいとMなしi ハ:l 従がt~事1lま 人し l 人いる~家 2 人いる際家
ﾚ ,ìl 

9) 1 人女 l 人計 9Hc2 人 1;: 2 人 9) 2 人 3 人以上

0.50 a 未i持 270 6 72 78 5 。 3 。 :153 

0.5-1.00 a 256 20 2ω 220 80 12 93 7 576 

1.0-1.5 79 25 119 144 107 13 120 21 364 

1.5-2.0 9 22 26 52 5 58 17 110 

2.0-2.5 2 ワ 8 10 9 。 自 8 29 

2.5-5.0 2 。 。 。 3 。 3 6 

ノZAI 618 57 421 478 256 30 ワ 288 54 1438 

Jt ヰ: 40.3% 3.9% 29.3% 332% 17.8% 2.1% 0.1% 20.0% 3.8% :ω% 

て農業に従事した世帯員が l 人もいない農家J が40.3% といった状態である。

この傾向はとくに1. 5 ha 未満の農家に強くあらわれている。

(2) 肉用牛餓饗農家の概況

立地条件，農業条件に恵まれない地域でありながら， I対用4二例養の伝統l土，

なお残っており， 1975年の農業センサスでは全農家の半数である 732戸のf良

家が1 ， 173頭( 1 戸当たり1. 6TI長)の繁般用肉用 tl'. を餌養していた。その後1977

年には農家は690戸に ìli長少したが，頭数は逆に増えてし 232TIfî となっており，
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1 戸当たり銅養頭数は約1. 8頭に拡大している。

全農家に対する和牛飼養農家の割合を経営耕地出干支の1;持層別に見ると， 1~ 

2 ha 層の農家は72~74%が肉用繁殖牛を飼養しており， 2 ~2.5ha は 62%で

あるが，それ以上になると 50%に下っており，また 1 ha 米満の農家において

も 1JH~が小さくなるわ'.，肉用繁殖午飼養農家の割合は下っている。以上のこ

とから広神'f[IlITにおいては 1 ~2hal自の農家が繁縞内用牛の行I い手となってい

ることがわかる。

肥育牛飼養農家になると，戸数においても頭数においても，耕地ffü

;fi'i規肢が50 a まで下っており，これらの農家は， Il巴育をやったり，繁殖をや

ったり兼用的な経営をしている(第 3 表，第 4 表，第 5 表)。

第 3 表 経営階層別肉用 11二例養農家王手

f災家数
繁Jí!([勾}羽 '1 二

かJ 能 fよZ1奇心十F
例主主)~芸家数

A B B/A 
185Ji 8[' 4.3% 

0.:)-0.5 h a 168 38 22.6 

0.5-0.7 227 114 50.2 

0.7-1.0 349 203 58.2 

1.0-1.5 364 268 73.6 

1.5-2.0 110 80 72.7 

2.0-2.5 29 18 62.1 

2.5-3.0 4 2 50.0 

3.0-5.0 2 1 50.0 
ノ入 1 , 438 732 50.9 

第 4 表 肉用!:f二飼養農家と頭数 (昭和50年)
子取 ffl めす ~I二 日巴 ずf 牛

農家数 ぽl 数
1p当たり

民家数 TIli 数
1p当たり

ilJi数 頭数

0.3 h a 未満 8 14 1.7 3 17 5.7 

0.3-0.5 h a 38 44 1.2 8 71 8.9 

0.5-0.7 114 137 1.2 12 24 2.0 

0.7-1.0 203 280 1.4 10 22 2.2 

1.0-1.5 268 478 1.8 12 24 2.0 

1.5-2.0 80 160 2.0 10 23 2 ‘ 3 
2.0-2.5 18 53 2.9 1 2 2.0 

2.5-3.0 2 4 2.0 

3.0-5.0 1 3 3.0 

メa、 732 1 , 173 1.6 56 183 3.3 
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出品牛と所有者

第 5 表 繁角{U勾別 "1-- lÍf[数Y見限切11民家数

l lij[ 2 lﾍt� ::l -4lif� 5 -9lif� 長時義合民家1， 1-数 上七 E十三

0.5 h a 未満 39 4 2 46 6.3% 

0.5-0.7 h a 96 15 3 114 15.6 

0.7-1.0 145 46 11 203 27.7 

1.0-1.5 124 102 37 5 268 36.6 

1.5-2.0 31 29 17 3 80 10.9 

2.0-3.5 5 4 5 4 18 2.5 

2.5-3.0 1 2 0.3 

3.0-5.0 I l 0.1 

{} 441 200 77 14 732 

比 60.2% 27.3% 10.5% 1.9% 100% 

(3) 受賞組合と出品農家の概況

能義郡安米ï1J肉用牛改良組合広瀬支部は昭和47年に全国和牛登録協会の認

定改良組合制度のí/ìlJ定により，当時の種苗生産主主地造成事業の参加農家をも

って組織した，能義郡安来市肉用牛改良組合広瀬支部を島恨県第一号の認定

改良組合として発足し，町内ff穂向;古、会，農協和牛部会等を統合し現夜に至

っている。支部事務所を広瀬町農業協同組合内に置いている。

この組合員のうち 5 農家の所有する繁殖ntiU:ドで，交配種雄牛を同じくす

る 5 顕をセットし，全国和牛登録協会主催の第 3 関全国和牛能力共進会(日

本農林漁業振興会主催農業祭参加行事)繁殖Jlt!l牛群10組 (50頭)に出品し l

位を獲得し，さらに全匿を通じ最終的に最優位に擬せられたものである。
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第 6 表 出品 !j二所有者

所作者名 各 民勺i 生年月 H 刊日1) 主捺主記号、王数録) !万T

担。 111 !!Vl ひやだいにち 2 47. 2. 3 t滋
!JA /)j( 12537 

!;.\fN県能義郡広瀬町(80.50) 

中 lìíj 延主主 やすはる 46. 5. 1 1/ 
;'AJ~t、 9426

1/ 

(80.00) 

岡本.9j 1~1 かずひめ 46. 3. 3 1/ i!.¥r�' 1836 1/ 
(82ω) 

足立カ{中 ふじはる 45. 8.24 1/ i!A ir:j 21284 1/ 
(81.5 ) 

村上忠 ûit たか 45. 6. 1 1/ よ1.\H 253158 11 
(80.00) 

倒々の農家は，いずれも地域における古来伝承の優秀な繁殖技術に支えら

れた技術水準のたかい者であって，和牛飼養歴も古く優秀な子!j:-，生産を行っ

てきた。農家所得は兼業による農外所得に負っところ大であるが，そのなか

の農業所得で肉用牛仲間二)所得は重要な役割を果している。頭数規模の拡

大も徐々に進んでおり，この地域の特色をそのままに優良牛の飼養を指向し，

和牛改良に熱心で、ある。

(4) 組合活動の概要

広瀬町地域の和牛銅養概況は次の通りである。飼育戸数690戸，その頭数規

模別戸数は 1 - 2 頭509戸， 3 - 5 頭165戸 6 頭以上16戸で，成雌牛飼養頭

数1 ， 232頭( 1 戸平均1. 8頭)，登録状況78点以上64% ， 78点、未満36% ， 育種高

等登録礼二138頭，子牛生産頭数826頭，肥育牛出荷頭数481顕である。

間組合の最近における主な卒業と実績の概要は次の通りである。

(1) 基礎午準基礎牛の調資選定

(2) 鴎雄牛の交配指定と産子鵠査

(3) 保留守二の育成指導会の開催と登録検査

(4) 講習会，研修会の開催

等てい組合員全般の水準の向上，種雄牛候補，本原，育種各登録やの;増加等成

果をあげている。

なお昭和51年度肉用午改良組合決算書は第 7 表の通りである。

。
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第 7 表 51年皮肉用 !I'，改良組合決:ì'ì: fl }'

(収入の古11)

与や

252 ， 0ω 252 ，似)0

2,445 ,908 2 ， 437 ， 0α) 

(支出の部)

会干}談 [1 fy 決 tì: Ui 子 Il 古臼 差 rJjWIぉt !荷 Jj' 

116 ,360 110 ,000 6,360 総会， í立 H会

J左目t 守戸lt f-.謁 1d~ 313 ， 2ω :1l5,000 ム 1 ， 800 IJ! :Jl手当 265213， I似iX)O円5001可 X 21"1 
f也l品ijlf.'i

)，~悠絞 11ii 'i'l 460 ,000 450 守伐)0 10 ， ω。 j放r;i. J也淀新 3.35 ヶh a所XX3200，，(O)0ωOFドJ! 水1II ~~285 ,0001' 
牧J品設ìf(

波紋検光協力 'i'l 58 ,500 70 ,000 ム 11 ， 500 Tf t'H':i 等受倹必ずt'/~jl血

後記寺研修 î'l 286 ,450 280 ，∞o 6,450 先議進地??視察会 200 ,000['1 
86 ， 450ドl

引f 究 fz〉、、 'i'l 320 ,000 1ω ， 000 20、収)0 研究会(系統制f究会指定交配研究)

指 i持 資 113 ,418 120 ,000 ム 6 ， 582 î'írN: fi司Tfî"l'.ilJlj主主'1

旅 �'l 98 ,320 100 ， ω。 ム 1 ， 680 総会， 午日露n

jl、e 進 ノヱ〉‘、 '/'1 414 ， ωo 400,000 14 ,600 共進会tH 品協力'/'1

i曲 'i'l 6,850 10 ， 0似) ム 3 ， 150

H'i tf: C:P 却1) '/'( 8,210 20 ， α)0 ム 11 ， 790

組織強化資 250 ,000 250 ， α)0 。 改ft良年小部組婦合人強部化51Y0 ， O5O0OP， Oi0011j X4 

封詰 '1'1 12 ， 0ω ム 12 ， 0∞

ノ1入2 2,445 ,908 2 ， 437 ， ω。 日， 908

盤受賞財の特色

(1) 第 3 回和牛能力共進会での受盤

本共進会は(社)全国和牛主主録協会主催で約 5 年目 417Fに開催されており，

今回は第 3関自に相当する。この共進会は全国をfliìi!ft] とし，会lYJが約 l 年に工(り，

道府県毎の厳しい予選を続て，最終的な比較審夜共進会の結果受賞したもの

でいある。

肉昭和51年 7 月 1 日
(イ) 共進会々:lIJJ

至昭和52年 5 月 15B 
最終比較審査(会場宮崎県都城市)

自昭和52年 5 月 11 日
5 日間

宝昭和52年 5 月 15B 
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(ロ) 参加の範聞と頭数

全[ji]一円対象 参加1 28道府県

参加頭数 4 ， 318R呉

第 1 凶予選 3 ， 351頭

第 2 回予選 1 ， 200HJi

都城会場出場 279主頁棟一牛216頭
l勾斗 63Hfi

付審査産分

若牛雄( 1 包， 2 [2L 3 区)計24頭

I rtt!f..4二( 4 区， 512L 6 区 7 区， 91亙)計-79Hfi

高等登録群[R-12組計36頭

育穂登録群区一 9組計27頭

l勾牛イ若令肥育群区14紐42頭

! 理想、肥育…………21頭

参考出品牛.................・・・・・・・ 12頭

設 (l) 区別は月令別分， 8[R無角， 9区褐毛， (2) 森出品l土級合審査， (3) 参考

出品 l土種雄牛のなかの{娘牛で展示出品， (4) 仁コは受賞牛群の受審区。

(2) 本共進会の目的と狼い

A 優良牛を一所に集め和牛の実態把握と将来の改良方向の検討

B 和牛登録卒業の成来，改良進度の判定

C 日本独得の肉用穏として完成したか

D 和牛生産意欲の向上と昂揚等

(3) 本共進会での農林大臣賞(最優秀)受賞の主意義

本共進会で最優秀賞を受賞したことは本牛群がわが留和牛改良の成果と今

後の方向を示唆し，展示効果のうえで多大の成果を収めた。

関 和牛改良から見た出品牛群

ヱド出品牛群は繁殖雌牛 5 頭を一組とし，そのいずれもが別に定められた共

進会繁殖雌牛審査基準による評価が優秀で、なければならない。
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第 8 表 個体の審査得点表(各部位の数字は減本)

1普."1正詩~f 1:J 体f立均私、 資質品 fù: 日i(j !ill r�ji¥l! '1'奴 liL IDl! :JLi数悦撚 IJ支締歩様 :j!J },',l: 

111 1 5 1 8 1 8 1 4 1 3 1 9 2 0 1 (; 1 9 83.6 

1 1 2 1 5 1 9 1 9 1 6 1 3 1 9 1 8 1 4 2 1 83.4 
トー一一一一一一一

1 1 3 1 8 2 0 2 1 2 0 1 5 2 0 1 7 1 5 2 1 81. 7 

受賞i司
1 1 4 1 6 1 9 1 8 1 7 1 4 2 1 2 1 1 2 2 0 82.7 

1 1 5 1 8 1 9 2 1 1 6 1 5 1 9 2 0 1 8 2 0 81.9 

*品~1十U，~ヰL
l 

2 2 2 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2 3 2 2 2 2 

~ 1.{'[1 f以 .~t
2 

80 

(m(* 1 減不法当11は共通の俊点字IJ定法ヰi' に照合し，各L!二いつれの部伎につい

ても定められた減率(fß; v 司引妥秀な本を示す)の範関内にあって，その

優秀性を保持している。②* 2 和似性は 5 J1長手!とに非常に本IHn、している

事を訴し，系統として遺伝的によく閲定している。非常によく揃って

いる (80)，よく揃っている (60) 以下着しく不揃いである (0 )まで

の表示法による。③ 得点の平均82.66で，全国手IJLI二登録協会の会登録

牛得点と頭数の関係からみても出品守二訴の優秀'1'1:を 7J'すものと玉、えよ

つ。

干fJ Lド余笠録得点と頭数関係

襲撃受賞牛群の体格測定値と繁殖成積

第 B 表 ìWJ 定値一覧(-f'tHI1は体高に対する比率)

審査 丹令
体高等

ト字
体長 1旬 i羽 約 j架 胸 111 成長 際角 11I R1�: 111 坐1'f Jj I 管問 体:ili

番号 (年令) 部前1

III 5 オ 3 130 , 4 129.4 162 , 6 
214.5 73.0 ω 。 56.0 59.0 52.0 37.0 16.3 

662.0 
164.5 56.0 42.9 45.2 39.9 

112 6;1' 0 132.9 130.4 167.2 
209.0 76.0 56.0 57.0 58.0 52.0 39.0 17.2 

679.0 
157.3 57.2 42.9 43.6 39.1 

113 6 オ 2 128.8 128.2 165.4 
207.5 73.0 58.0 57.0 58.0 53.0 35.0 16.8 

侃9.0I 161.1 56.7 44.3 45.0 41.1 

114 6;1' 8 128.8 128.4 160.2 
209.5 74.0 57.0 56.0 57.0 51.0 35.0 16.8 

634 ‘。162.7 57.5 43.5 44.3 39.6 

115 6 オ 11 131.2 129.0 165.4 
209.5 73.0 58.0 55.0 57.0 53.0 35.0 16.5 

問。|
159.7 55.6 41.9 43.4 40.4 

発1ì襟準
125 125 154 193 70 50 52 52 4宮 34 17 510 

131 131 以上 -203 以上 l 旦杢 以上 57 以上 以上 以下 -610 



第10表繁Yíi[成績

ひやだいにち 2 号a やすはる.J，j占

名 号生年丹 E 52録52記番号 f!J- l , 名; りト 生年}，]日 }i l主525日番号 f!}l, 

亜主 49 ・ 3 ， 10 74 1:,\ 2512 1 中 延 48, 6 , 10 73J:;j 3245 

2 ひペコいわひき 50, 9 , 27 75" 7704 21 rド 延 49 , 10, 74" 7180 

3 ひやいわひき 51 , 8 , 20 76" 8165 3 中i!1 3 151 , 5 , 17 76" 4938 

4 4 

かずひめ号 ふじはる号

名 サ年年Jl 日 :f!}-}，I，i、 名 サ生年月日 登録登記番号

1 ひずはらまき 48, 5 , 25 80.0 l あ つ し 47， 9 , 5 72t,\ 8049 

2 ひずはらまき 2 50, 1 , 5 71181 79.6 2149 , 1 , 20 73" 7676 

3 11)j{ lE 50. 1L 26 761;,\ 706 3 あっし 3 50, 3 , 15 然!ポ 71195 79.0 

4 ひずっとむ 5L 10. 2 76" 7920 41rち 4151 ， 7 ， 3176品 4887

たか号

名 号 生年 JJ Iヨ 登録登記番号 1-~J- l( 

1 ひょむらたfご 47, 9 , 20 !!.¥ H 374171 77 .2C 

2 払i rl� 48, 12, 20 74!;}j 1499 

3 村 ，む 50, 5 , 20 75" 5289 

4 村 /M 、 4 151 , 7 , 13 76" 4886 

各牛共に体格，発育共に良好で、，また，繁殖成績も抜群であることは各表

の示すところで産子の成績も良好である。ちなみに共進会における，これら

出品牛に対する審査講評を引用し記載する。

この出品群は，出品財の審査基準としては各個体の審変得点が揃って高い

と同時に欠点がなく， 5 頭がよく揃っていることが主要な対象となる。この

点，本出品財の 5 頭はいずれも発育がよしとくに体の伸びがよろししま

た体幅に富み，背幅，後躯幅も十分で，均称がよく，実に堂々たる牛が揃っ

ていた。乳房がとくによろしく，皮膚は柔らかし角や骨緊りも含めて資質

ワ
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警護山放牧 牛の手入れ

も概ね良好で， 5 JiJíの審交得点も向く欠点は子会んどなかったが，被もが今一

息柔らかくあれば$し分ない完成された肉用種群であった。なお，この 5 到

の母方は同:建された能義郡の彦右ヱ門誌系に属し，父:万はいずれも能義郡育

栂組合供胞の育賠登録概雄牛の晴美号であった。そのためか体別的にも側望，

後望ともに極めてよく揃っていた。斉一度の高い良やが捕って生産さ;fL生こ

とが地域産牛の経済価値を高めるが，この 5 頭は正に改良，組合の産主ドの優

秀性と揃いの良さを端的に」長表1己主良企よとこムよそれにしても，下記測

定値一覧表の如く 5JiJiの平均体高が130.4cmて守口牛の改良目標を超え，王子均体

震は 661 .4kgで改良目標を 100kg超えた伸びのよい堂々たる体総のものであっ

た。

本共進会開始時に参加した全国の繁殖雌牛1洋57組合のなかから選抜された

10組が都域会場に出品されたが，そのなかで他の組を圧倒して紋優秀である

のみならず，種牛のなかの各区の首席牛に比しでも最も優れた出品財であっ

たので，種牛全体としての最優秀出品財に選ばれたものである。

震調受賞対象農家の経営分析

5 .ll長の優秀繁殖肉用牛群~出品した 5 戸の農家の経営概要を示すと第11表

の通りである。

(1) 館盤頭数規模の零細性

最高の農家でも成守二 3 頭であり，その他の農家では 1- 2 頭という零細競



院である。

また規模J広大のための後継牛としての育成午も殆んど銅養しておらず，子

牛は各 2 強制養しているが，これは販売か，経営内保留か，現状では未定の

ものである。

全国一の優秀牛群の朗養者といっても，その頭数規模は 3-5 頭程度で立

第11表農家の経営概況

日L'\:t 初ト 7}:. う 1ft. ﾚl i勾用 "1:ぽi数 '1-. の i淑子三 !勾年 L4 

J也 III ち 地 1本 !求 育成 li� )ilí家

i干耐立 同i rnl lflﾎ H反ぅ'éi郎総 所 fi} 

.fi'[ fitt 守二 数 NIlIJ 

中前延義 130 120 90115ω 2 2 4 2 ♀ 21万円 lヲ 4TifIJ 377JYPl 
a a a a 合 28万円

治問 140 2 4 1 1 58.5万円

一一( 7 ヵ月半)

村.1-. 忠封t 127 120 901250 1 1 2 l やUH'I二 28.6万円 439万 IIJ

46TiP1 

足立カ1't' 551 50 301120 2 1 3 2 ♀ 50万円 68.6JYfIJ 59Tlj 内
1m内保留

i尚三ド 混ぜf 100 3 2 2 7 3 I 48JjfIJ 110.5íiドj 352JJ内

30YJ 1(11犯1 ，万ftiliO)j ji111 成'H 11~m 4ll白
179 

絞営:主 干U4 改良 俊良三!の 続伎の変化 家族の兼業

年令 経験年数 導入絞過 (日民数の変化) 関係その他

孫 25オ 4 年 46年 37-42年 43年~ 父材(、50オ)
祖父74オ 子牛 ]7万円 3 iiJi 2 iiIi 森統合

45オ 12年 47年 30年 35if. -51年 52if. III林労務
子 22Ti円 1 TIJi 2jiJi 1-3劦Ji 2iiJi 

62オ 20年 46 年牛 32-42年 43年2fi 5L年 52年 長男会主1:.民
長男29オ 子 11 ， 9万 2iil'� 1jin 2lﾍI� 1ii� 

円

32:;] 5 年 50年5 J'11 日 47年 経営主安場戦来EZ協
父 58オ 成牛91万円 目的良一->ijl"，背→繁殖 主主役 貝

で導内入
llIT より購
入

66オ 5 年 50年 40年 45EE年7守一4→7年事告 51年 苦言(次i21)大42税在事岨 l 1入00(万Ht円で 繁殖→ 育刻→• 
鱗 入金) ij l", 11 労大学学

町内内上，り組購合入

必
仏τ



外に零細で、ある。

その要因は立地条件の悪さ，経営耕地面積の零細性のために，世帯主の兼

業化を 1上む符ないものとしてきたことがあげられるが，その他の要因としては，

山絵地方における綜統的な「つる牛」の錦養を重視しており，その飼養方式

は，住居と棟続きの牛舎内で，飼養するという jj式が，現不正で、も続けられてい

ることと，および草刈労働の限界のために頭数拡大は容易でなかった。

また肉用4二の子取り経営であるが，これには 2 つの形が存夜している。そ

の l つは繁殖用索午の供給経営(種牛経営)であり，他の l つは )J巴脊用索4二

の供給経営である。後者は子1:1二{街格を )JE育経営者の採算から，平均的な価終

水準を維持しなければならないので，ある程度多頭化しなけれは\子ー取り経

営としての採算はとれない。

繁殖用素守二の供給ということならば，子-1二 l 頭当たりの単価が高くなるの

で，成牛 5-6 頭規模でも，経営採算がとれるといわれている。当地域が全

国ーの能良牛保有地域となった今日以後において，このメリット会上手に生

かした絞営を続けていく可能性はできたものと考えてよいであろう。

(2) 経営主の老令化と穣牛銅盤の控い手

1 戸(岩田氏の45 才)を除いては，経営主の年令が58-74オと老令化して

おり，後継者となるべき 29-50オの男子は，ことごとく兼業が主体となって

いる。

このようなことは一般的にいえば，経営上，好ましからさる現象といわさび

るを得ないが，従米までの各種の事情からみれば止む得ざることと解釈され

よう。

しかしそれ以上に，優良 i勾1:\二の繁殖という「ともしび、」をたやすことなし

その伝統を力強く守ってきた老令な経営主に敬意を表したい。またこれらの

老人が肉用種牛飼養の担い手の，一方の柱として貴重な存在であり，それと

向時に農村における老人対策としても評価されなければならない。

(3) 孫を中心ごした後継者の確保

他の一般農家と輿なり，この 5 戸の農家には孫にあたる人達を中心として，

民
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孫と共に引き運動

23-32才の後継者または後継予定者が係保されている。もちろんこの現象は

全国和牛能力共進会の推薦対象となったことにより，若い人達の繁殖肉用守二

に対する関心を高めさせたことと忠、われるが，いずれにしても期待のもてる

在;ばしいことで、ある。

(4) 経営類型とその特徴

5 鋭の優秀牛群を出品した 5 戸の農家を，経営的に分類すると 2 つのタイ

プが見られる。

第 1 のタイプは，経営耕地問枯が 1 -1. 5 ha，草地面柏も 0.9- 1. 4ha と相

対的に土地面柏に忠まれており，水稲生産との設合経営?のもとに繁殖内用1:\-­

の飼養を永年にわたって， -11 して続けてきている農家である。

経済高度成長後の今日では， I肉勾用 q斗}了功命

るが，コンスタントに 20-30万円の肉用牛所得をあげてきており，昔は水稲

との怯合椛営によって，立派に専業経営として成立していたものと忠われる。

しかし今日では労働力の中心である人達は森林組合，会社員等の恒常的兼

業に従事せざるをえない事情に追い込まれている。このタイプに属する農家

は中前延義，岩田勲，村上忠雄の 3 氏である。

第 2 のタイプは耕地面積が55-65 a ，草地面積も 30-45 a と相対的に小さ

し水稲而積は自給食犠程度しかないため，畜産収入にカを入れてきており，

従来，略農を行なってみたり，肥育守二をとり入れたりするといった続過をた
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第12表 繁司r[ ， JJ巴干f別農家戸数及び~fi数

万三
ゑき 鍛íJ巴 TI f念式!

fにの内;\!{
1史家数 ﾝﾌﾍ 数JlÆ'~<'数 日'íi 数!JX:'1'f(1)jX; '1' 1 '1 出4叫一7二l 農家委主 li�'i 数

い Yil I yi[ I "il I , i I 仡� , i I ~ií 

S 45 主ド 8761 1,9841 1,4271 5571 931 220 940 I 2 ,204 

S 50{!'- 732 1 ,633 1.173 458 94 421 790 2 ,054 

S 52 �f'. 690 1 ,712 1,2:,2 480 90 428 760 2 ,140 

!if?lj[!Ul!f:'ぷと)jとff農家{土京後する。

!i:WUflJ(1j二分:iît日;ÌÍ数

どってきた。そして昭和47年頃から，

繁娘肉用午の援良系統を本格的に飼養

しはじめた農家である。したがって昭

和51年度の肉用午からの所得をみると，

70-110万円と，前記のタイプの経営と

比較すると大きくなっている。これは

繁げU11索午としての子守二が， 48-50/j 

内と rt~j <売れたことのほかに，同本氏

の場合は IJ~~< !f二の Jlfi売が4liIiで179 万円

もあったことが，大きく役立っている。

したがって，家族労働力に余怖がある

ならば，この様な経営タイプも l つの

1ム沖'f(1I好の貸付斗二 'J品業尖品:i't

年
国J Jp. ~1; 肉用 '1二
i必iミ lJ~j陀午 ;�!' 次
導入事業 導入卒業

39�p 22 ilIi rtti 22rtfi 

40 21 21 

41 51 51 

42 50 50 100 

43 50 50 

44 50 50 

45 50 50 

46 50 50 

47 55 55 

48 31 31 

49 27 27 

50 30 30 

51 30 30 

古，. 144 423 567 

経営展開の万向と考えてよいであろう。このタイプに属する農家は足立カ伸，

岡本yj古のfi!ij氏である。

関今後の発展方向と普及性

広瀬町の内用牛朗養は昭和45年から 52年に烹る間，繁殖農家の戸数は 876

戸から 690戸に減少しており，また繁殖成牛の顕数も 1 ， 427頭から1，232顕と減



少している。これは 1- 2 頭銅養農家が，飼養を止めたことにより，ストレ

ートに頭数も減少したことによるものと思われる。

しかし頭数に関しては昭和50年に上173 頭と大きく落ちこんだが， 52年には

再び1 ， 232頭と回復している。

そこで広瀬町の貸付ー牛事業実績を見ると第 12表のように，昭和43年から 49

年にかけては毎年， 50頭を肉用牛導入事業によって貸付けてきたが， 48年以

降それを30頭に減らしている。それにも拘らず， 51-52年には約60頭の繁殖

成牛が増加したことは，現司12 まで飼養を続けてきた中堅農家が義実に，頭数

規模を増加しようとしている証拠とみることができょう。

したがって子牛の生産頭数は昭和48年の576頭を底にして， 49年から増加し

はじめて51年には， 46年の790頭を上廻って826頭と場大している。また肥育

農家についてみると，農家戸数も 93戸から，わずかに 3 戸減少したのみであ

り，頭数は 220頭から 423頭と，倍増している。

この様にわずかではあるが 1 戸当たりの飼養頭数は増加しており，また

5 戸の農家も全員，近い将来，成牛 5 頭以上の飼養ということをはっきり言

っているわけであるが，そこで問題となるのは，それを支えていく飼料基盤

の問題であろう。

広瀬町における昭和38年からの草地造成面積を見ると第13表のように，昭

和45年まで，年々，草地造成が行なわれており，累計面積124.1 ha となって

いる。

また農業センサスによって農林用地の利用面積をみると，第14表のように

耕作放棄地，原、野，採主主・放牧地，山林のうち採草放牧地となっている地自

の合計面積を算出してみると約254 ha ある。とくにそれらの面積が耕地爾積

規模0.7-2.0ha層に集中しており，現在でも肉用牛飼養農家率の高い階層に

飼料基盤造成可能面積を多く残しているということである。

しかしこれらの面積があるからといって，肉用牛飼養農家および広瀬町の

みの力によって，これらを立派な飼料基盤に造成していくことは困難であり，

今後とも県，国のあたたかい援助によって，これらが肉用牛飼養農家にとっ
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第13表彰地造成間約 第14表 飼料法強可能託証干fi

王手 皮 1鋹i 
(耕作放;楽地， 奴聖子， :j求;京放

牧I也，山林のうち採主主放牧地)
昭和38年 7.0 h a 

39 24.0 
区 分 Tt両 干ft 戸衿，] )fj 数'1 一

40 22.0 
0.3 h a 米満 701 a 

41 15.0 
0.3-0.5 h a 1, 170 

42 8.0 
0 , 5-0.7 3,295 114 

43 16.0 
0.7-1.0 7,037 203 

44 28.2 
1.0-1.5 9 ,089 268 

45 4.93 
1.5-2.0 7 ,642 80 

51 6.5 
2.0-2.5 1, 148 18 

/仁入1 124.1 h a 
2.5-3.0 287 2 

3 , 0-5.0 4 l 

i仁〉3、 25 ,423 a 732 

て，利用しやすい形で，造成されるならば，立派な肉用牛繁殖基地として大

成していくであろう。

そして以上，述べてきたような立地条件と経営条件に恵まれない零細農家

が，今日のような立派な優秀牛群を造り上げてきた実績は，これ以上の条件

をもった地域においては，自信をもって，この地域に負けない肉用牛繁殖基

地をつくり上げていくであろうという普及性も十分，考えられるものといえ

よう。

(町財政の中の和牛推進対策費)

。肉用牛改良組合負担金 25 ， 000円

。支部共進会補助金 150 ， 000円

。全国共進会出品対策費 - 1 ， 200 ， 000円

。老人資産特別対策事業費- 5 ， 872 ， 000円

。肉用牛導入卒業 540 ， 000円

。水包装作奨励補助金 600 ， 000円(全体 1 ， 200 ， 000円)

O高度公害対策補助金 150 ， 000円(" 300 ， 000円)

O町資産共進会開催資他 323 ， 000円(" 646 ， 000円)

言十 8 ， 860 ， 000円
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麟護襲欝盟盟関

一戸一頭の増頭運動を推進

能義郡@安来市肉用牛改良組合広瀬支部

(代表者仙石勉)

山|廷の鎌倉といわれる当広瀬市は，

尼子時代から栄えた城下町であり，

古くより和牛の生産地で牛の神様の

縄久手IJ神社もある程盛んに飼育され

家族同様に扱われていました。当地

域は山間槻田 ì!ili. 悶が殆どで，必ずし

も立地条件にめぐまれてはいなかっ

たが，和牛lま農耕用として無くては

ならぬものとして役肉用牛として飼

われていました。しかし終戦後耕転

機等の普及にともない農耕用として

の利用も少くなり，また牛備も下落

し飼脊頭数も沌rrì成の一途をたどりま

した。

そのような状勢の中で，先ず解決

しなければ、ならない課題は，和守二の

改良による優良仔牛の生産保留と増

殖につとめ，組合員にいかにして飼育

を定着させるかでした。そこには

組織作りが一番大切ではなかろうか

と考え，各部落に小級合を設け，熱

心な世話人を部落毎に選び，年数回

にわたり研究，検討会を開催するな

ど 1) ーターの養成と共に優良牛の

保留奨励に努めた結果，組織は充実

し飼育頭数も多くなり優良牛も繋留

されるようになりました。しかし良

い事ばかりはなし遺伝因子の関係

から不良形質が発生し，折角系統牛

を留定的に飼育させたが，その為に

陶汰選択をせまられました。この危

機に際し組合員が一致団結して，難

関を乗りこえる事ができたことが，

今日の広瀬町の和牛の恭礎を作った

ものであり，その成果であると確信

します。

尚一方では，生産費の低減を図る

ため，自給飼料率の向上をめざし，

昭和32年より草地造成を奨励し，現

iE200 haとなりました。また，労力節

減と牛の健康保持のため，各戸に運

動場の設置を督励しました。さらに昨

年よりイナカ再建逐動を提唱し，一

戸一頭の:t出良運動と，毎月組織的に

一斉草刈り運動を推進する等，組織

活動と共に系統牛の生産により，安

定的なf子牛生産経営を組合員ととも

ども実践しつつあり，今後の一層和

牛の改良と農家所得の向上に努力し

たいと考えています。
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閣総理大痘歯受賞

出品財 豚

受賞者小松

(iJJ!ト附 L14三 g，) r!j~)(109) 

襲撃受繋者の略麗

(1 ) 地域の概況

_ Lc~. 市は伊豆半島の法部に位置し人口 89 ， 248人で，近年急、速に都市化の傾

向にあるが，箱桜山麓と田方平野にまたがって農業生産の重要な地位を占め

ている。農家戸数は 1 ， 548戸で農業専業率は 19.9%であり，農業後継者も農業

段
劇
場
閉
居

振興にみあって多く，三島農協

の青年部員は宙産54名を含め，

174f，が活躍している。

農業組生産棋は 5 ， 268百万円

であり，品目別には豚1 ， 531百万

円 (28.5% )，生乳 617百万円

(11.7%)，米584百万円(11. 1%)

とまと 314百万円 (6.0%)，及び

にんじん239百万円 (4.5%)

五郎， 1 が主体であるが，畜産特に豚の
ウエイトは高い。

豚の飼養農家戸数は 220戸で

第 1 図 '!J1:賞者の所不I:J也
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豚舎会食 育成豚舎の内部

16 ， 700顕(うち子取り府めす豚2 ， 650頭)を飼養しており，静岡県東部におけ

る養豚の中心をなし，優良種豚の生産地として更に発展が期待されている。

(2) 受賞者の暗躍

受賞者の小松議氏は現在地に生まれ，小学校卒業と同時に農業に従事し，

昭和21年頃は水稲，甘藷，麦等約120 a を耕作するとともに肉豚 2-3 頭を錦

育する農家であったが百和27年三島市において第 1 回全日本豚共進会が開

催されたのを機会に本格的な養豚経営を志し，以来種豚の生産と改良に努め，

昭和37年三島市及ひ北上農協が養豚振興施策として，英国より 40余頭のラン

ドレース棟豚を輸入し，これを普及したので主たる品禄をランドレースとし

逐次他の品種も導入するとともに施設拡充務備を図った。

昭和48年より大ヨークシャーの飼い易さ，産子数，肉質等に若目し，主な

飼養品種を大ヨークシャーに切り変えるために，同年 2 月と 4 月の 2 困にわ

たって渡米し，合計31頭の原種豚を輸入し，更に49年34頭を輸入し，これら

の種豚を基礎として極めて厳格な選抜と系統繁殖により数年にして小松系大

ヨークシャーの生産基盤を確立し，現在大ヨークシャーの種豚場として全国

屈指の地位を占めている。

このように，小松氏は養豚歴30年の豊富な経験と卓越した養豚技術を身に

つけた穂隊生産者であり，現在(社)日本種豚登録協会の特別優良指定種豚

場(全国において24場)に認定されている。

また小松氏は各種共進会において優秀な成綴を収めており，特に第 6 間 (43

つ
白
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ム
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第 1 表地設，機械器呉の概要企

[玄分 やF まfl Jfld半年次 J街 望号

革主 日説会倣 I也 18.5 a l'j:ちからの距離約 60001 

i[~~T 

肢がi 場(]) 10 a 似合 " " 300m 二iニ

f也 " (2) 30 a " " " 1,50001 

豚合 3 tJ¥i 40 H(綾!隊合105.001' ， f<[(縦Jj託*96.401' ， ず打点隊合40.001'

" 1 " 43 持鉛uま合296.201'

怨 " 3 11 45 j守成l弘すi45.0m\ 育成!隊合115.601' ， fo[(総長豚合125.101

物 " 3 " 52 育成豚合276.001' ， ñ成隊合、429.0m'，分娩豚合378.001

コロニ 目ますi 4 " 46 122.2m' 

焔 " l " 49 38.9m' 

キ由凡之 符耳P. <号 I IJ 43 32.401 

飼料煉 1 IJ 47 69.601' 

習を材 T!112 IJ 72.4m' 
52 

浄化処理施設 1 ,,1; 52 1 次処耳目([，占l泌分隊機ユニエース)，}tリ2f百次十処理(ユニオン
式106}\~ Ììr;tl'汚泥処~]H法)

動力ふんむ機 2 台
48 

機 フォークリフト 1 F� 51 ジョンソン

械 ダンプカー 1 i� 41 2 ,000c.c 

器4 トラック 141 49 2 t jf( 

-ハEl 事王 4 総トラック 1 t� 47 360cc 

ライトノ〈ン 1ft 52 1,300cc 

年)，第 7 屈 (47年)の全 8 本種豚共進会においては l ，優等賞をそれぞ

れ受賞しているほか，静縄県内においては42年以降， \茶共進会において毎年

上位入賞を巣し，農林大臣賞を 2 岱受賞している。

更に小松氏は三島市北上養豚組合副総合長，三島市養豚連合会副会長， 日

本種豚登銭協会静岡県支部理事を歴任し，三島地区はもとより静岡県におけ

る養豚の指導的地位にあって，穂豚の改良と養豚の発展に努めており，その功績は

今
、υ

つ
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高く評iîl日されている。

盤受賞者の経営概況

(1) 饗豚施設と飼撃の概況

小松橋!ほ場。は三島市西北部の標高100m -500m の丘陵地帯に位置し，主な

施設の概要は第 1 表のとおりであり，経営面積としては必ずしも広いとは云

えないが，土地を i極めて有効に利用しており，また豚舎の位置は丘陵の白地

にあって，最近隣接の台地に宅地造成が行われているが，豚舎内の消毒，糞

)Jj(の処理等衛生管理が厳格に行われ，常に清潔に保たれているため，公害問

題についてのトラフツレは起っていない。

第 2 表飼養頭数(昭和52年 8 月 1 日現在)

繁殖豚頭数 r豚，予言成豚J及び1勾豚頭数

(1)種JltW豚頭数 (1)子豚，育成豚頭数

大ヨークシャ 41TI良 大ヨークシャー 256頭

ランドレース 611 ランドレース 1111 

ノ、ンフ。シャー 511 ハンプシャー 3011 

テやユロック 111 テ、ユロック 2011 

計 5311 299" 

(2)種雄豚頭数 (2)1勾用素豚 16411 

大ヨークシャー 311 

l口入 5611 lIt入3 百十 46311 

小松種豚場の豚の飼養頭数は第 2 表のとおりであるが，本年度新設豚舎の

完成を機会に逐次飼養品種を大ヨークシャーのみに限定する予定であり，更

に本年度米国より 25頭の大ヨークシャ一種豚を輸入することとしている。

(2) 経曹と収支の概況

小松氏の現在の経営は家族労働力 4 人(本人，妻，長男，長男の嫁，次男)

が主体となっており，希望により短期間研修生を受入れている。

一124一



昭和51年度の養豚経営の収支は第 3 表のとおりである。
第 3 表経常収支の概数~ (昭和51年度)

区 分 tt( [1 金 主n 1m! 与ー

ijy' 
豚i仮ぅ，'GWìi 61 ， 063千!l) NU~ 251劦t� 33 ， 723千円 ( llÎtí 当り 134 ， 355p j)

rJ:J!泳 224 " 9 , 906 " ( " 44 , 223" ) 

序正!琢 21 " 1 , 340 " ( " 63 ,810" ) 
コlタEミE之

子 J~ 57811 16 , 094 " ( 27 ,844 11 ) " 
収統合計 61 ,063 

飼料 1'1 24 ， 667 千円 人工手L，同dイト飼料， lP-1味飼料，添加剤等

棈 
if'íよt器材，{'l 3 ,457 I尚孝h日，'fll 1 ， 151 干 11) ，薬品，{'l 2 ， 306 千円

自司 予J ,{'l 841 

'{I( 
t,z 
検資料 516 
1: 
産

zt録手数料 1 ,067 子豚登記料，登録料

w 水道光熱費 1 , 786 燃料'{'( 1 ， 014千円託公水道料 772千円

{彦総資 553 縫物，機械， FJ 動:rIIの修理

減{凶11't去111'( 4 , 191 建物，機械 936千円，やIU泳 3 ， 255千 IIJ

五十 37 , 078 

�li 1 ， 828千円 ii:f逃走E 1'i

広報宣伝伐 1 , 640 

手数料 234 

H11 旅 '{'( 1 ,775 旅費，交通後

偏平IJ]写生 1'( 537 研修生送別会，慰安会'f'lなど

交際費 901 

t妾 通信 1'( 431 

事務質 253 

2者会 1'( 321 

':t'l {呆 i演料 134 

手且税公課 401 

用 地代家 n 140 

利子1;1) ヲ i 料 829 

雑 n 206 
員十 9 , 630 

資照合計 46 , 708 

戸斤 f号 14 , 355 

また，小松種豚場生産の種豚は体現及び能力の優れた点が高〈評価され，

北海道より沖縄県に至るまで広〈全国に配布されており， 51年度には大ヨ

クシャー203頭，ハンプシャ -20頭，ランドレース24~Jî，デュロック 4 顕計251

頭の種豚が27道府県に配布されている。また種豚として販売するもの以外の豚

については，施設等の許す探り自家検定を兼ね肉豚として肥干ぎしている。
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層調受繋財の特色

受賞財は第 4 表のとおり第 8 囲全日本豚共進会において，母豚 1 ，娘豚 1

並びに同一種雄豚の種付けによる次践のと休務査豚めす1，去勢 1 の合計 4 頭

第 4 表 第 8 回全日本隊共進会の概要

項 日 摘 要

表彰行司王の1，私、 第 8 回全日本隊共進会

開 {雀 1lfl 日 昭和51年10月 23B -26 日( 4 日間)

i菊 {崖 士是 所 静岡県御殿場滝ケ原高原

参加!区域，参加都道府県数 全国， 41都道府県

主 俗ー 者 グ〉 名 手伝 社団法人日本経豚主主録協会

第 l 実質 36 Ii良
務 1 部米経産 83 ~貞

第 2 1立 47 " 
第 l まH 7 " 

出 ん叶咋ヨ 2 'Ill'l 25 " 55 " 第 2 部経 E長
第 3 まH 23 " 

ロ仁1ロ 第 1 主E 25 " 第 3 音1\ 若令雄 51 " 第 2 ま真 26 " 
占 第 1 ま員 27 " 第 4 昔日壮令雄 64 " 第 2 ま買 37 " 
数 第 5 部親子群 23忠良

f国 体 言十 253~.頁

親子群計 23*旦 92" 

l仁入3 5十 345 " 

を 1 組として出品した大ヨークシャーの親子群であり，全出品豚のうち最高

位となり，高松宮杯，内閣総理大臣賞，農林大臣賞を受賞したものであり，

受賞豚の血統，能力及びと体審査成績は第 5 表のとおりである。
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第 5 表 tB <<71践の JfIl統，能力及びと体成績

母 (W) ボナキングビスタ 853 

i弘 49年 5 月 5 日生

線第 22903 繁F自主主鈴紘

産肉主主録i豚 優秀線級

0 出品 u寺の測定値 (29ヵ月令)

o 産二子検定成績 o産肉後代検定成績

0
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山
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一
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肉
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産

w
一

娘
一

父 グランドブリックス 74- 9 

ぬ第 7419 繁娘[登録豚
民主 i勾登録!隊 {愛子~j}IU琢

0 出品目守の ìWJ定値(llヵ月令)

o ifÉ子検定成絞 o ifÉ肉直接検定成績

♀ボナビスタグランドキング 501

と体審査豚(W)

合 2 グランドキングプリックス

昭， 51. 5. 7 日生

優秀穏豚
ヴ
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0 と体成績(169 EI 令)

親子群の若手714モは第 8 回全日本豚共進会親子群審査方法により，母，娘， と

体審査隊( 2 )の 4 説について，各例体の審査得点と相{以・改良度並びに斉

!立の審査得点、の合計によって行い，特にと体審査豚については，生体若手交と，

と殺解体後大j~IJ 肉片として肉質その他についても詳細に審交されたものであ

るが，母!琢及び、娘豚は種豚としての体型が特に優れていることは勿論，繁殖

能力及び産肉能力ともに成績が優秀であり，母豚は 5 呂分娩して56頭の子豚

を生産しているが，その開産量子検定に 3 間合格し，特に子豚育成本 (100%) ，

発育の斉度において優れた成績を子Fしている。また産肉能力後代検定成績は，

背般の太さ (23.5cmづ，ハムの割合 (33.1%)，脂肪層の厚さ (2. Ocm) において

優れた能力を示している。

娘豚は 2 四分娩して25頭の子豚を生産し，産子検定に 2 回合格し，母豚と

同様に俊れた成績を示しており，また産肉能力直接検定成績においては 1

日平均治体重 (705.9g )，銅料要求率 (3.20)，背脂肪層の厚さ(1. 4cm) にお

いて母豚以上の成績を示し，改良の進んでいることを笑註している。

と{本審1t豚はと肉歩留り，背l限長，背脂肪層の}享さ，ロース断出存t，ハムの掛合と

ともに最も優れた成績を示し，また亦肉及び脂肪の質も極めて良好で、あった。

以上の数値によっても明らかなょっに，この親子群は優れた遺伝形賀をも

っているとともに，子豚が税より更に改良されていることが実証されている。

したがって，審変得点は550点満点で， 515点の高い得点を記録した。なお

第 2 {立の審査得点は510点であり，金賞( 9 紐)の審交得点の平均は 470点で

あった。

受賞豚が現在までに生産した産子豚の状況は第 6 表のとおりであり，母豚

は 5 回分娩し 56頭，娘豚は 2 間分娩して25頭，母娘計81頭の子豚を生産して

。
。



親子群の母 親子群の娘

第 B 表受賞 1I互のiiìU-の状況

育成日f[数

日子

いるが，そのうち将米安fUほとなる子ー豚設記豚は54Jifiで，改良の法礎とする 16

lÍJi を自家保留とし， 38鼠を各道県に配布し，それぞれの地方における栂豚改

良に武献している。また，無笠記豚については自場において肥育し，その産

向性を自ら検定し，舵JJ家選抜の資料としている。

なお，小松氏は第 8 囲全日本)泳共進会に，受賞財のほか大ヨークシャーの

若令1t:ft ~l:令1t:ft各1J1兵をも出品し，いずれも金設を受賞している。

関受賞者の技術と将来の発展方向

(1 ) 受賞者の技術

① 純豚改良の技術

小松氏の主な綿養品棋の経過をみると， Ill:H日27年から 36王子まで中ヨークシ

ャー， 37年から 47年までランドレース， 48年以降大ヨークシャーとなってい

るが，極豚改良の技術は， 37年から 10年間にわたるランドレース時代に{Jni立

od 
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第 7 表 HU隊の輸入笑総

よ~ミ 11召37年 IItl38年 H沼48年 IItl49if三 lItl50ip IItl52i!'-

大 ijf; lllIi 4~tl 6lﾍti l~fi 6�Jl 181ﾍ�'i 
ヨ

ク iUl 27 28 19 74 
ン

~ 
l 31 34 l 25 92 

7 持主
ン

ド 鈎t 2 2 
レ

ス 2 2 

紛人先 lJt l翠 主~ llil 米関 米 [1，1 米 1:1;1 米I'EI

第 8 袋繁猶成績

l口m 全F 出店主位i数 ilÌk子数
-11担平均 育成政数 育成王手 ヌ:J.'1ヨに4"ffしz 制証正F 主主"己l千三ìili 二子数

大ヨークンャー 75 799��'i 10.7長'ì'i 765Jifi 95.7% 421�f� 55.0% 

ランドレース 27 272 10.1 256 94.1 84 32.8 

ハンブシャー 9 86 9.6 72 84.0 40 55.5 

デュロ y ク 2 20 10 ‘。 18 90.0 14 77.8 

113 1.177 10.4 1 ,111 94.4 559 50.3 

第 2 表 !ili肉能力後代検定成総

:1", ー号ー '附: 1"1¥ 2お 総合判定 j\j, I~f 

グランド プ 1) .~クス74- 9 f。へ 7 ,419 b 39 

ミスローズ 28- 1 ♀ 16 ,746 a 42 

ソ
一

- 19-3 ♀ 16 ,754 b 38 

ボナキングビスタ 853 ♀ 22 ,903 b 37 

シスンヨ 38-2 ♀ 16 ,748 a 42 

ブ 、ソ ン - 73-1 ♀ 16 ,753 b 35 

され，当時既に優秀なランドレース種豚を生産し，県内はもとより広〈全国

に種豚を配布し，優れたブリー夕、、ーとして高〈評価されており，これらの技

術が主要品種を大ヨークシャーに切り変えてから，わずか数年にして全国一

の成果あげ得た基礎となっている。

小松穂獄場の大ヨークシャーは第 7 表のとおり，昭和48年以降，米国から
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輸入したJjj(H\豚を法礎としているが，第 8 表ならび第 9 表のとおり，繁殖能

力及びj案内能力を重視し徹底した能力検定の結楽に共づき緩めて強度の選抜

を行うとともに，系統的な交配によって小松系大ヨークシャーの完成に努め

ている。

② 飼養管理技術

小松氏の飼養管沼!技術の特色は土地を磁めて有効に利用し育成豚は放前場

において十分な運動を行つことによって骨格の形成に努め，離乳後の母豚も

放朗場に移し，青1支の給与と運動によって述産性を高めるよう配慮、している

ほか， )隊合周閤にも 2 ヵ所の運動場を設け，毎日追い運動を行い，強{速な)J支

R{ú と健康な栂!ほの泣成に努めていることである。

また，豚舎内に自動横議機を設援して消毒を徹底するとともに敷料にはオ

ガクズを使用し，政務された糞尿の処理を励行することによって，豚合内外

は緩めて清潔に保持され， I隊の健康管理と蝿や悪臭の発生防止。に努めている。

子j隊の育成については生後30 日令前後に自[ほしい飼料は完全配合飼料を不

断給餌によって給与し，生後 2-8 ヵ月の育成紙には，自家配合飼料(二種

it~合飼料75%，大夜中fJ20%，プレミックス 5%，ビタミン剤など)の不断給

餌により発脊と骨格の形成を主11艮とし，また十分な運動を行命い丈夫なfJT(豚の

育成に努めている。

母豚の種付けは i 発情Wlに 3 回行い，分娩回数は年 2 回を目標とし，妊娠

が硲認された時点から妊娠末期まで放飼場ーで管理し強健な母体の維持に努め

ている。また餌料は完全配合飼料に一部単i床餌料を加え，レンゲ，野草等の

緑餌とともに ílilJ l\艮給餅としている。

雄豚は追い運動を日採の作業とし，制料は制限給餌で，給与量は種付けの

頻度を力111床して給与し， また強精剤を投与している。極付方法は人工授精20

%，自然交配80%で，精液検査は年 2-3 回行っている。

(2) 将来の発展方向

小松氏は昭和56年を官途として第10表のとおり，将来の腕養計画及び生産

自擦をたてており，現在の大ヨークシャー以外の品種は全て淘汰し，名実と
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第10表 将米のがj養言t.顕及び生産目標

今t tl: 日 際 (56年)

支王室生豚 主E記JF孟 主是主主豚 主査記}泳

大ヨークシャー 29íJfミ 12íJ良 41曻ft 10011.頁 主'Il 100曻Il 

主主 ランドレース l 5 6 

雌b ノ、ンブシャー 3 2 5 

{豚
デュロック l 

百十 34 19 53 100 100 

やE
Þ:l1, 大ヨークシャー 3 3 12 
!ほ

生産目標

種豚100頭200絞 x 10政=2 ， OOOíJ.rt (生産頭数)

l子附悶配言記己(崎登討昨言
附) こ肉豚f仕削肘倒土がM胤戸仏向附3リ似仰j“)，;í 4ωO噸X@ 4万丹口 1 ，刈6印O∞O万丹

依内i 朋索ニ子f子-イ!豚啄一子豚i版仮ラ売官4却0% 8剖O∞O頭 X@2.5万円 2 ， 0∞O∞O万円

計 14 ， 000万円

もに大ヨークシャー専門の種豚場とする計画を進めている。

しかし，わが留のように多品騒が飼養されている場合には，時により多少

品種間の消長があるため，多くは 2-3 品種を飼養し種豚経営の安定を図ら

うとするのが常であるが，真に系統的な育磁を行うためには品種を限定しな

ければ十分に目的を達成し得ないことは当然であり，小松氏があえて大ヨー

クシャーのみに限定しょっとしていることは，種豚の改良に強い信念と自信

をもっている といえよう。

また，この計商をみると年間2 ， OOO~貨の生産子豚のうち，穂豚の候補として

子豚登記を行う 1 ， 200頭の中から種豚として販売するものを800頭と見込んで

いることは，販売種豚を極めて厳選していることを示しており，また販売種

豚以外の400頭については自家検定を兼ねて自ら肥育することとしており，種

豚選抜の資料を得るとともに養豚経営の安定を関ろうとする意闘が窺われる

ところであって，このよ 7 な単一品種による種豚と肉豚の一貫経常方式は今

後のわが閣における穂豚経営のあり方を示唆したものといえるであろう。

更に小松氏は長男春敏 (30オ)，次男好幸 (25オ)の 2 人のよさ後継者があ

内
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って，春敏氏は高校卒業後静岡県続済連種豚改良センターにおいて 3 年間研

修し，現在小松種!広場の中心となって種豚改良に努力しており，好幸氏も

米国の種豚牧場等において研修し兄とともに家業に励んでいる。

このように小松氏は前途有望な子忠、が真剣に禄豚改良に取組んでおり，よ

き後継者を得て主主々今後の飛躍発展が期待されている。
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さらに養豚界の前進に努力
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私は，昭和14年より農業に従事し，

一時期第隊生活を経験しましたがij没

後まもなく内豚の飼育を始めました。

初めは，ほんの 2-3 頭程度のもの

でしたが幸いにも私の住んでいる三

島は箱緑山の麓で甘藷の産地でもあ

り当時としては飼料の条件に恵まれ

たところであり，県内でも有数の中

ヨークシャ一様の産地でもありまし

た。こうした背景の中で丁度第 1 回
の全|羽豚共進会が三島市で昭和27年

に関俄され，このことに刺激されて

私は，農業経営の中に養豚を重点的

に取り入れることを決心致しました。

昭和30年代の中頃は養豚の動揺期で

あり大限品種導入のきざしが各地に

現われ始めていました。三島北上農

協(当時)も組合長の英断で昭和37

年に英国よりランドレース極を輸入

しましたが，私の家でも 2 頭を飼育

することにきめ，はからずも県東部

の大型!様導入の先鞭をつけることに

なりました。つづいて昭和38年にも

英国の大ヨークシャ一種を輸入して

改良を重ねてきましたが，いち早<.
ハンブシャー穏，テやユロック種も併

せて飼育するなかで品種の特徴，経

済伎を追求していましたが，昭和48

年にアメリカ大ヨークシャ一種を経

営の中心にとり入れることを決心し，

以来毎年30頭前後の輸入をし改良に

努めてきました。これらの努力は皆

様の認めて頂けるところとなり全国

豚共進会においても第 6 凶以米毎回

出品させて頂いております。特に昭

和51年に当地で開催された第 8 回全

日本豚共進会に対しては，開催決定

と j可 11寺に燥を挙げて応媛態勢を数き

併せて地元として必勝を期しており

関係者。一向並々ならぬ決定、で数年間

を過し書した。

私も出品豚の飼育管理については

関係者の指導のもとに人一倍の努力

をいたしたつもりでございます。毎

朝 5 時には豚舎に赴き調教，運動は

1 日十数回にも及び夏の夜などは 11

時頃まで豚舎ですこす毎日でした。

又，発熱して食欲のない豚を，治

りこみで看病したことも今となって

は懐しい思い出であります。おかげ

をもちまして夢想、だに.しなかった高

松宮杯を頂だいすることが出来まし

たことは養豚業をつづけて数十年の

苦労もいっぺんに吹き飛ぶほどの喜

びと名誉ある出来ごとでありました。

このことは日頃より私達を指導して
下さいました先輩や関係機関の諸先

生方又，地域の同志一向に対する受

賞であることと肝に命じております。

受賞を機会に心を新たにし，今後と

も地域の養豚， ひいては好ト岡県， 日

本の養豚界が更に前進出来る様微力

ながら努力する覚悟でございます。

皆様方のご指導ご鞭達を願って止み

ません。
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本藤林漁業振興会長賞受焚

出品財養 鶏

受賞者 増田静男

(神奈川県横浜市保土谷区新井町178- 1)

翻受賞者の略歴

経営主:W1 E!:l静努氏の住所ならびに経営地は横浜市のほぼ中央に位援し，土

壌は火山灰凶を含む洪干Fl層の壌土地帯からなっており，地形は標高1O~50m

のゆるやかな起伏をもった丘陵が多く，気候は ì，\iU段で年平均温度14.8
Q

C ，保

土谷区の人口は約18万人， 53 ， 728戸， うち農家は305戸，養鶏農家は 5 戸とな

っている。

交通は横浜市ーから 6 km，相模鉄道四谷駅から 2 kmの距離にあり，交通の使

第 1 図受賞者の所夜地 がよく，京浜商工業地域のベットタウ

ンとしての開発が進んでおり，市街地

養鶏となっている。

経営主の家族は本人 (50オ)，妥 (43

オ)，長女 (23/f )，長努(1 5オ)である

が，養鶏従事は増田氏夫婦及ひ\パー

トタイマ-4 人により，常時おおむね

l 万 2 千羽の係卵養鶏を経営している。

;嶋田氏は昭和 2 年 l 月 16 B ，横浜市

神奈川区六角栂に生れ，本人の養鶏歴
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は，昭和 15年に高等小学校を卒業すると同時に尊父が昭和 9 年から始めてい

た養鶏業に従事，当時成鶏1 ， 000羽飼養(当時としては超大型経営)を営み，

技術的知識を早くから習得することとなった。

戦争，戦後の経済的混乱，銅料不足から一時養鶏を中断したが，昭和24年

頃から再び養鶏を営み，昭和27年に結婚してのち6 ， 000羽飼養の養鶏を継い

だ。爾来，夫妻で、意気の合った経営とくに経営活動は，夫妻それぞれの適性

に応じた分犯のうえに行われ，協調の成果が今日を築いたものであることは，

充分評価されるところである。昭和40年頃から現在の飼養羽数12 ， 000羽とな

っている。

増田氏は過去県養鶏青年部，回n肖 i坊団員保健指導員等積極的に奉仕，消防

長官表彰，交通安全協会表彰等を受け，現在は横浜市養鶏農協理事，株式会

社ハマケイ(鶏肉処理奴売会社)取締役，神奈川県配合飼料価格安定基金理事

として活躍，その人柄はj且厚で信頼も極めて厚く，常に人に接するに人間味

厚しまた経営者として共存融和を第一義としている。また増間氏自身の器

尽きもあって，創意工夫による養鶏資材の効率化，経済性を追求する意欲と

努力により安定経営を確立している。とりわけ夫人，増郎栄さんの積極的内

助の功は見逃せないものがあり，家庭生活は和合団らん，明るいEまかな生活

態度は間近の羨望の的となっている。

震譲受3愛者の経営概況

;鳩町氏は鶏卵が生産過剰基調にある現況と市街地養鶏のむずかしさを克服

し，飼養規模の拡大といった量的経営から技術による高位生産をはかるほか，

創意工夫による質的改善をはかることを基本として，①設備投資を;極力抑え

る，②家族労働を中心としたいわゆる精密養鶏の実誤，③公害(環境汚染)

を出さない養鶏，④品質のよい鶏卵の生産，⑤生産や経営の動きを記l阪，記

録にとらえ即，戦力として利用，経営目標への推進，⑥近隣との人間関係の

調和と協力の実践。

前養成鶏羽数は昭和40年頃から 12 ， 000羽(補充鶏，自家育成)を本人夫妻

内
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成鶏舎の一部 成鶏舎内部

と 4 人のパートタイマーにより経 第 2 図 l1J合主手配波紋i

営，制収設 (51年 )5 ， 462 万円，所

得793万円， 1 日当り所得21 ， 700円

を挙げていることは，鴻卵市場価

格の{氏迷していた昭和51年として

は，その収益性が釘立っている O

JW;群の生産性をみると 1 羽当り

年間17.3kg ， 1 羽 1 日当り産卵殻

47.3 g，飼料要求不 2.46 と高い生産

性を線保していることでうなづか

れる。

現夜の養鶏施設は，殆んど予作

りで，育成会 4 棟(1 23.3坪)，成鶏

舎14棟(345.3坪)その地倉庫工作

となっている。成鵠舎は木造

で，古材を利用したものが多く，

トタン屋根，モニター!51 閉口 10 尺

( 3 m)，三段パタ 1) 直立)，床

昔話はケージ用金総j床，下に焚受板

をおき 1 区画(90cm X 60cm )に
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10羽の群飼であり収容可能羽数は， 15 ， 240羽，坪当り 44羽，やや密飼いとい

えるが，南国傾斜の高台にある地形を生かして，通風換気を十分に生かして，

鳩舎内には換気扇 1 筒を設置してあり，経営主の高い技術と管理の周到さが，

これを補完し，生産性を高めているものとみられる。

産ørJ 日量は50 g を目標としているが，現在47.3 g となっている。

飼養する品種銘柄は自己の経常において産卵性，抗病性及び、公害防止の見

地から軟便の少ないものを試験飼育して決め， JJLギ".ノ〈フ、、コックが主体をなして

いる。

育成閥数は年 8 出，育成羽数年間おおむね11 ， 200羽(l， 400羽 X8 回)を持

つけし，育成中の移動 3 閏 (30 t:l, 60 日， 120~ 130 日令)育成率97% ， 50% 

産卵白令165 日，育成問 730~750円となっている。

また，都市近郊養鶏として，公害(悪臭)を出さない養鶏が要求されるこ

とから，軟{史の少ない "J..~j栂の選定， 12糞処理の合理化のため， Hj舎は常に清

潔に，実[j 糞はできるだけ早〈定期的に処理するため，近隣園芸農家と年間契

約して，鶏糞の散逸防止と作業効率を考え，土地の傾斜を利用した積出場を

設置している。羽毛の飛散も公害問題となるので風下に当る東側及び北側に

高さ 2.8m ，長さ 30m にわたり 2 mmの網を振り，下側地聞に接する部分には

のヒゲ、」を布r(え，吹き抜ける I!ÌÎ.~に含まれる羽毛を吸着するなど品111かい配慮が

はらわれている。

死亡鶏を始め，経営から生ずる態I尖等の処理のため，脱臭装置(土壌)っ

き焼却炉を設け，この熱源により，冬季のぬ湯給水施設に連動，資源の効率

化をはかっている。

また， í~!i舎周辺に桜，アジサイ， vミ竹桃などの花木を栽植し，鶏舎の美化

をはかるなど配慮されている。敷地内の路闘は自作による簡易総装が施され，

単による運搬の効率化をはかつている。

関受歯財の特色

この経営の特色は経営主夫妻の卓越した経営能力と飼養管理の綿'必さによ

。
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る I会Î1îr:生産性と収読性の高いことであるが，その理由として次の点があげら

れる。

① 鴻令地設の7fìんどをじ!家製としているほか自作，改造した管理器具の

数々は，当人の創意と工夫で干i~!みあげられ焔設の投資のtíll í!jlJ と管理の合理化

がはかられている。

② 管理に当っては，鶏{肉体に対する鋭敏な鋭祭のうえに逃正な給餌，給

水， É10 fJni なとう汰;ìl(，jの選定が行われ，鶏舎内外のお防止はきわめて厳しし く

もの巣の皆無， 13年時íj の虫色合箆1'N裂のぬき似の木目が鮮明にみられる点でも

管球の粕泌さ，高位生産性の理由がうかがわれる。

③ 飼養品稀銘柄の選定は， I~l 己の鴻舎で係:めて決定することは前述した

とおりであるが，補充鶏の育成は効果的な下部給品の工夫，中びなは，換気

と白光の合理tl性のもとに青空のもとで運動させる等休力作りによる健康な

めす育成をはかり，前料給与は組合委託配合飼料を法艇に生性のrfíJJ二，公

害iりU JI~.，卵質の IcìJJ-_のため，季節， :5{} ，/ÞY:の活力等を考慮しビタコーゲン，食

荷j" ガーリック等を添加し，給11It は鵠の生J:1I[を考え EZ学は早朝 5 時，冬季は

6 時とし，給水はそれより l 時間前にタイムスイッチにより自動給水してい

るが， とくに冬季には jlt湯給水で、きるよっ塵岐焼却炉(排煙は土壌内吸引脱

)によるもf:，tJ.K を高架給水装誌に連動している。

自作の管理器呉としてエンジン改造(ヤンマ-4 馬力)による動力噴線機

とタンクの組み合せ，タ'イハツミゼットのスクラップ改造による鶏糞運搬車

の自作，ストレスの少ないデビーカーの工夫，治則輪率改造による省力多様

性利用等まさに「創意と工夫で築いた手作りの養鶏」を実践し，生産性を高め，

きわめて安定した採卵養鶏を総立していることは高〈評価される。

また経営内容については一般経営に見られる単なる規模J広大の路線を問一

的な市販の標準的な鶏舎，内装，管理機材器具を装備して進めてきたもので

はなく，嶋田氏の永年の経験，実績から無理なく余持のある経営として，現

在の12 ， 000羽経営とし，質的経営の改善に努めている。

そのため，既に述べたとおり，施設投資の軽減，飼養環境の改善，管理の

白
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育すう舎(下部は給混通風，

換気) (よ左)古モーター利

用の消毒機(上右)鶏糞積載

場(下)

合理化， とくに鴻群の鋭敏な観祭と対応は，同氏の高い技術水準と情熱によ

るもので敬服される。

生産性の向上については鶏舎，鶏群ロット毎の記録を整理し，管理カード

を作成，これをグラフ化するなどにより，前月ないし，前年同期のグラフと透

視により比較し，経営成果，生産性の位置づけ，変動要因を分析的に探求を

続け，更新とう汰に手心を加え，季節鶏群の年令銅養管理等の関連において

浬解し，経営改善に意欲を燃している。

新しい養鶏技術，機械施設等の導入については，自己の経営のツボをおさ

えられるもので、なければ，安易にとり入れることなしつねに鶏群の生理と

環境のうえに経営の現状をみつめ，技術と経営の調和をいかんなく発揮して

いる。

nu 
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いずれにしても，優れた経営管理能力をそなえ，精密養鶏と呼称している

だけの続営の笑紡を示している。

いま，昭和51if.における収支ならびに経営数依のちた結は次のとおりである。

1 )収支

~y. 人

金古fi( 構成比) 金

51 ， 3札 9削939)% |飼料 '{'l
ひな RNj入資 2 ,065 ,000 ( 

1 , 289 , 735 ( 2.4) |衛生的 564 ,800 ( 

2 ,028 , 505( 3.7) 泌府労 n 2 , 524 ,000 ( 

{公|衡やl 148 ,468 ( 

諸 flト 2 ,683 ,021 ( 

ì',\t{illîmtl!'{l( 

54 ,624 , 150 (100.0)| 計 146 ， 696 ， 405(

室長引年間所得余傾 7 ， 927 ， 745 I1J (所得税14.5%)

2 )技術経営指数

JH 日 数 f~( JJ! 自 数 f政

子j:~J 飼後;J>J 数 11 , 924~~ 1 5J5J年 i倒産卵武 17.3kg 

成長21003il寺3 当り 5211寺間 がJ *'1 要求王子 2.46 
労働 問

年開店Jj:つけlíJ]数 8lli1 
労{動 1 11寺 i初当り

33.2kg 
芸品卵生 jri~ :tl̂J: 

育成率(150 日令) 98.7% 
成Jifj 1 羽当り

4 ， 617円
む1 ~y. Ìn1命よ

ll.!: tTr 93% 
成鶏 l 羽さおり

670PJ 年間所得綴

関受費者の技術，経常分析およびその普及性と今後の発展方向

増田氏夫妻の卓越した養鶏は技術，正当i位生産性，都市養鶏の対応、等について

は，慨に述べたとおりであるが，夫妻が養織に情熱を注ぎ自立経営のあるべ

き姿を表徴していること，養鶏と家庭生活が向調し， 日常の作業をゆとりの

なかで楽しみながら，一方，経営技術に鋭意工夫を発揮し，投資の適正，市

4
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場対応、等，現有iわが匡j養鶏の当面する問題を回避して安定した経営を推進して

いることは範とされるものである。

経営についての労働分担をみると育成，成鶏管理といった，直接生産性に

影響する分野は経営者夫妻が，それぞれ分担し，パート 1 名(男子)は鶏舎

内外の治出，対;糞処理等にあて，鶏の管理には当らしていない。また，女子

ノ fート 3 名は鶏卵の選別処理包装に専従させている。

給餌ならびに餌ならし作業が鶏群の活力観察の重姿なポイントとなり，適

正なとう汰鶏の選出が，この時点で行われる。精密養鶏と鶏偶体生産性引き

上げ、のポイントとなっている。

都市近郊養鶏の有利性として，一般に生産物の地元小売販売が二与えられる

が，小売りすることにより高値取引が期待される反面それによる労力，管理

由の手ぬかりを生じ，生産性の低下をきたすことにもなるので，経営主は鶏

養管理に専念し，鶏卵はすべて問屋売りを行っている。

とう汰鶏については続営主が関係している株式会社ハマケイに販売してい

る(同会社はと体処理販売を行っている。)

日常の労働配分はおおむね次表のとおりとなっている。

区分 車合 併 管理 集卵 Hj} I徐 その他 百十 構成比

本人 90分 75 45 30 75 315 30.4 

ミ主: 60 45 45 30 60 240 23.2 

雇用 30 450 480 46.4 

150 120 90 90 585 1 ,035 100.0 

いまこの経営の推移をみると次表のとおりである。

この経営が優れた経営活動を展開してきたその根底には，経営主の並々な

らぬ鶏に対する愛情と主!?j の生理をわきまえた観察力，工作に対する器用さ，経

営向上意欲，独特の着想、と創造性等が挙げ、られ，このような優れた養鶏経営

ワ
μ
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総合分析表

:tj~i 自 49 50 51 

飼(収容育可能規羽数模) 15 ,240)])] 15 ,240 5];J 15 ,240;ÞJ 

王子だj 羽数 10 ,153 11 10 ,958 11 11 ,924 

従業員数 3.5人 3.5 3 ,5 

潟会利用手〈 66.6% 71.9% 78.2 

年間僻つけ凶数 6回 9[白i 61ill 

更 $Jj' Iiさ 83.7% 113.6% 93.0% 

と つ 汰 Iti 91.4 88.7 75.9 

へい死If" 9.8 6.6 6.3 

1B1 5]5Hきり 115.5 g 117.6g 116.3 g 
飼料消 tr 鼓

産卵 日 量 41. 7 46.3 47.3 

飼料要求率 2.76 2.54 2.46 

成鶏 1 5]5]当り
4 ,080P:J 4 ,770 4 ,411 ノ…bじ. 上 1同凸1

飼 来ト jll 2.922 3 ,189 2 ,989 

1!ﾎ.i 生 11[ 33 81 47 

�t.X i面 m 去Jl 11[ 13 11 16 

所 1''}. 主H 326 797 670 

1゚ ﾟ゚ 1 kg 当り
247.1円 242.0 234 生 j'!主 'I'f 

鶏卵 卵 1 kg 当り
持{凶 262 276 250 

l 羽当
106 109 143 とう汰鴻側格

の普及については，特異な事例として指摘される点もあるが，良質な鶏ßIJ を

生産する技術上の配慮，過剰投資を閤避するための装備の着服，経費の節約，

生産性向上のための綿密な計画，鶏に接する態度，公害防止に対する真筆な
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努力，健全な経営の志向，これらは経営管理上の具体的諸項目において，普

及務蒙しようとするものであり，称讃に値する経営と判断したのは，まさに

この点を浬由としているからに外ならない。

市街地に囲まれつつある農業経営として，野菜作り農家と協調して，繰化

維持に間接的に貢献し，また，地場市場に新鮮良質な鶏卵を供給しているこ

と，臭気などの環境公害を訪止している配慮、など，地域性のあり方として問

題はない。

自立養鶏として，今後，経営の質的改善に一層努力され足腰の強い安定し

た養鶏経営の進展の事例として啓蒙普及したい。

-144-



公害を出さない養鶏場に努力

増田静男

父が横浜市神奈川区内で主主主鳴を始

めたのが昭和 9 年の泰，私が小学校

に入学した時でした。それ以来家の

手伝いをし，現在まで義務一筋でし

た。

昭和30年頃より自分の養7務場を持

ちたく土地探しを始めておりました。

父は都市化の淡におされ昭和43年，

35年間の養総経営を止めました。

私は39年に現在地で独~\L経営を始

めました。土地は自分の物ですが，

鵜会，島!t 鈎料を借入れ，マイナス

からの出発でした。卒業を始める時

施設に金を掛けずに安〈出米る様工

夫し古林廃材を利用，殆んど手作り

でまかない償却資や支払金利を極力

抑える事にし，又家族労働中心の精

密養鶏を基本に成鶏 l 万;j;j，干守成鵜

4-5 二F羽を夫婦で楽に飼育管理が

出米るよう取組んで、来ました。

「不使を感じたら改良し，図った

ら考える事J をモットーに一生懸命

働いて来ました。しかし鶏が病気に

なったら大変です。

独立してから 5 年呂頃よりニュー

カスル病て、雛がやられ，その後マレ

ック病に永い陣痛めつけられ，又コ

リーザ病と色々な病気になやまされ，

その L餅高øp価安と t立さっ郊に蜂で

数年間赤字続きでした。又北側IJ に高

級分譲住宅が出来，公答問題が起き

るのではないかと頚を痛め「思い切

って養鶏を止めようか」と妥に話し

たところ「お弁当ならいつでも作り

ますよ」と云われ，ああ自分は養~~~

しか出来ない年令になって居る事を

!~じ「こん弱気て、はいけない，もう

度おの上にも三年J と随分にいい向

かせました。

そんな折，惑央をなくす酵素の話

を間色現地に出向いて確かめ，良

いと思いすぐ使い始めもう 4 年半に

なりますが，悪尖がなく育成主存度卵

率共に向上しました。おかげてい現校

借入金償却もありません。彩、は昭和

のー桁も初めの生まれで物を大切にす

る性分があり廃物を利用し侭んでも

!3分で造って経営に役立たせており

ます。

これからも，今以上にきれいな公

害を出さない養鶏場にし地域社会に

設献し，物価の俊等生が落第しない

様に一生懸命頑張ります。

必
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発刊のことば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識J5:>深め，農林漁業者の技術改善

及び経営発展の意欲の高揚ぞ図るための留民的な祭典として，昭和37斗勺農

林漁業者に天皇杯;が御下j拐になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭J5:>

発展的lζ拡充して始められたものです。

この農業祭は，毎年11月 23 臼の勤労感謝の日を中心として，天皇杯設与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事色農林省と日本農林漁業振興会が各方面

の協力を得て開催してきており，昭和52年度はその16田昌を迎えました。

第16閲農業祭l乙参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 312件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 534点にのぼりましたが，その I千1

から農業祭中央審査委員会において，天泉杯受賞者 6 人(農産，陶芸，議産，

蚕糸，林産及ひソ1<臆部門ごと 1 人)をはじめ，内閣総理大目立 6 人及び日本

農林漁業挺興会会長立 7 人が選定され，農業祭式典で表彰されました。なお

内閣総盟大目覚は，今回から新たに授与されることになったものです。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する践

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経常

に関係する各方面の方々に大いに神話することと患い，引き続き ζ こにとり

まとめて印制に付した次第です。

終りに，本書の編集lζ御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各{立に対

し深甚の謝意委表します。

昭和53年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受歯

出品財養護経営

受賞者高槻養蚕組合
(代表者村松 茂)

(福島県安達郡東和阿木幡字回ノ入190)

関組合の略産

福島から国道114号線を南へ進み途中から飯野間方部に右折し，飯野町を過

ぎてしばらく行くと道路沿いに高槻養蚕組合の共向餌育所がある。福島駅か

ら約 20km の行程である。この組合は福島県安達郡東和町にあり，いわゆる

第 1 図受賞者の所者1:地
中通り中南部農業地域に属している。東

和町は東は伊達郡 JII 俣町，南の大部分は

安達郡岩代町に，西は福島県の中心を北

流する阿武隈川を境に二本松市，安達町

に接し，北は飯野町と接して面積71.87

km'，昭和52年 5 月現在の人口 10 ， 099人，

2 ， 075世帯からなっている。東和田Iは戸沢，

太田，針道，木11肴の 4 地区からなり，高

槻集落は木l幡地芭の北端に位置している。

高槻集落には34戸の農家があり， うち

29戸が高槻養蚕組合を構成する養蚕農家

である。この組合は昭和22年，農協法に

基づき法人組合の高機養蚕農協として発

-6 ー



高槻饗蚕組合メンバー

足したが，昭和38年 2 月，法人組織は西に隣接する水舟養蚕農協と合併し，

水1階第四養護農協となった。

しかし，その後も高槻集落では任意の養蚕総合組織を存続させて今夜まで

秒、自の活動を続けてきた。

昭和43年繭生産改葬推進施設設置事業が創設されたのを機会にこの組合に

おいても稚議共同嗣育所設罷の気運が急速に高まり，早速この補助金の一交付

を受けて集務の中央にー蚕期500箱収容可能な空調式飼育所を設置することと

なった。飼育施設と同時に稚蚕共同桑園の造成やかんがい施設も設置を行い，

それらの恭援強備を恭として組合の組織活動は一段と活発になった。

昭和45年には務質改善のため換気扇70俄を各農家に導入するとともに組合

単独で、囲転族500組を鶏入するなどして，ほとんどの農家が囲転族を使用する

ようになり，婦人部の活動と合わせて繭質改善の実績をあげた。

昭和48年には県挙事業により総合内部に3.3 ha の集団桑国を造成するとと

もに，組合としての活動を買に盛り上げるため養護団地としての性格を加え，

リーダ-3 名を組合員の中に置いて生産組織の一層の確立，土づくりを中心

とする技術改善の中核としての役割を与えて組識強化を推進した。

これらの活動とその笑綴が認められ，昭和48年度に福島課主催の首都圏農

業機立運動の一環として実施された豊かな主産地づくりコンクールにおいて

表彰を受け，更に昭和51年には第10関東北地方総生産向上コンクールにおい

て農林大臣賞を受賞した。
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襲撃組合の経営概況

(1 ) 地域の概況

東和町は襟高300-700m の農山村で起伏に富んだ丘陵地帯にあり，土壌は

洪積層の花関岩を母岩とした崩積土型土壌( 3 A) あるいは軟質受食二仁型土

壌( 4 A) からなり，一部には礁が多いとか表土が浅いなどの不良土壌もあ

るが，大部分は樹木の生育には支障がない。水資源は流量が季節的に著しく

変動し水温が低く恵まれておらず，水稲のJ令書，夏季の干害などの被害を受

けることがある。また，その地形も;影響して気象変動が大きし春に桑の晩

霜害に見舞われることも多い。

総面積71.87km'のうち，山林原野38%，農用地31%であるが，昭和50年の農

林業センサスによれば土地の傾斜度，水資源の関係でブ永田は経営耕地面積の

33%で畑作が主体である。桑腐は37%，普通畑22%，その他 8% となってい

る。

第 l 表をみると昭和30年に対し50年においては総人口で72%，全産業就業

第 1 褒 東和町の人口と就業者数の推移(国勢調査)

昭和30年 35 40 45 50 

総 人 口 14 ,378 13 ,597 12 ,439 11 ,131 10 ,286 

全産業就業者数 7 , 128 6 ,534 6 ,034 5 ,912 5,596 

6 ,051 5 ,281 4 ,742 4 ,278 3 ,378 
第 l 次産業

その他 6 15 10 11 6 

第 2 次産業 287 435 461 814 1,280 

第 3 次産業 784 803 821 809 932 

者数で79%，農業就業者数で56% といずれも減少傾向にあリ，全産業就業者

に占める農業就業者の割合も昭和30年の85%から 50年には60% と減っている

が，農家人口は50年においても総人口の87% を占めている。
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組合員の蚕舎 熱心な研修会

昭和35年以降の農業組生産額の推移は第 2 表のようで，養蚕は昭和45年以

来首位の座を占めており，昭和48年には約 5 割であったが，その他の年は34

第 2 表東和I灯の農業組生産額の推移

年 次 総 客員 ~ ~妥米手LLt二・肉 LI二たばこ その他

昭和35年 6 ,03 f窓 PJ 26% 30% 7% 8% 29% 

40 10 ,35 26 28 13 12 21 

45 17 ,06 38 22 16 8 16 

46 16 ,04 34 19 17 9 21 

47 18 ,90 38 20 17 9 16 

48 24 ,08 49 17 16 7 11 

49 22 ,91 39 20 15 10 16 

50 28 ,61 35 26 12 13 14 

-40%経度であり，その他として米， Lj二，たばこがおもなものである。

(2) 組合の事業の概況

高槻養蚕組合は稚蚕共同飼育組合の運営を主な活動母体とし，全員が一致

協力して養蚕振興に議進している。この組合で、は組合員相互の協調と融和を

図ることに重点を寵き，そのためできるだけ多くの集会を持って人間関係を

緊密にするように心掛けている。また，養蚕振興のためにはあらゆる集会を
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通じて組合員簡に養蚕経営，技術に対する相互の競争心をはぐくむようにす

る一方，研修会，講習会，見学会等も数多く実施して研鎖に努めている。

年 4 回の稚蚕共同飼育.は組合員の出役を基本としており，そこでは蚕作安

定を主服に置いている。稚蚕共同桑園の管理は第 3 表のようにはほ、年 7 回程

第 3 表 将l~溢共同桑図の官二現実績(昭和51年)

R 日 作業内容 使用機械 作業人数

4. 7 努 r克ム三? 29人

4. 19 春!JE地 Jl巴す井紘 :~;理機 3 Éì , 自動車 2 台 27 

4. 30 除草剤散布 耕転機 l .L11 A 5 

5. 2 11 11 5 

7 3 桑図の主主メIj 五日:刈機 14 台 25 

8 3 11 11 13 台 23 

12 3 肥料運搬 自動率 2 台，耕荘、機 1 台 3.5 

12. 4 秋肥施肥耕む; 管理機 5 4r-、1 21. 5 

五十 145 

度の出役を実施して土づくりにもっともカを入れている。

また，この組合には木l幡蚕業中堅青年研究会高期実践班があり，主として

土づくりを中心とする技術改善運動で活躍し，繭質改善は養蚕婦人部が担当

し，更にこれらの活動の連絡調整や実務の推進カとなっているのが養蚕団地

リーダーである。

(3) 組合員の経営概況

組合員の家族員数，農業従事者，耕地，その他の所有状況は第 4 表のとおり

である。養蚕従事者は平均2.9人，桑園は74 a ，桑国主容は46%で，桑園の土地

生産性の向上を考慮、して乳牛または肉牛を I 戸平均 1 頭の割で所有している。

ここでもっとも特徴的なことはこの組合の農家は大部分が養蚕を主幹とし，

水稲と牛とを組合わせた複合経営であるという点である。これについては後

でくわしく述べたい。
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第 n受 組合員の民主定概況(f1f'HIl 52年)

さ当り

5.6 

42人 i 1.4 

43人! 1.5 

I:rI 1,652a I 57 

'jlll 645 a 22 

[,;(] 2 , 160 a 74 

f也 233 a 8 

4 ,690 a 162 

林 1 ,0l2a 35 

% 45t京 1.5 

機 42t� I 1.4 

28頭! 1.0 

昭和46年以降のこの組合の養蚕実績を第 5差是に示す。ここで特徴としてみら

れることは箱当り収総長が安定していること，桑盤面積の伸びは昭和46年の

第 5 表 高槻養蚕kJl{:}の養蚕笑主主

p さ当 10 a 当り 総当り|
王手 次 養蚕戸数

桑間 i逝干lt JfJZ 繭盆 JfJZ 繍ちt 収繍:最

昭和46~三 29戸 62.1 a 762kg 123kg 32.4kg 

47 11 63.4 818 129 33.4 

48 11 64.0 903 139 35.0 

49 11 67.4 844 124 32.2 

50 11 69.5 894 127 32.7 

51 11 69.5 1 ,017 145 36.4 

52( 見込) 11 74.0 1 ,025 138 37.3 
L一一ωωωω…
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62 a から 52年の74 a とあまり大きくはないが， 10 a 当り収繭量が高ししか

も年々その生産性を向上してそれを基礎に 1 戸当り収繭景を着実に犠加させ

て，昭和51年にはついに 1 t を突破するに至ったことである。

騒受3費財の特色

(1) 盤讃を暴幹とした複合経営により発展

第 2 留はこの組合の各組合員の農家所得を示したものである。農家所得の

王子均324h円のうち64% を農業に依

存しており，農業所得の中の63%

を養蚕所得が占めている。つまり

この図からもわかるようにこの組

合員の大部分は第 l 穂兼業農家で

あり，しかも農業においては養蚕

を主幹とし，第 4 表からもわかる

ように稲作と乳牛または肉牛とを

組合わせた複合経営によって農業

経営を安定させている。このよう

な有吉経営は養蚕からみてプラス

が多く，厩肥を桑国に投入するこ

とによって桑閣の土地生産性は著

しく向上し，前に述べた高反収の

第 2~ 組合員の農家所得

盤整喜提出所得

騒麹活業所得

仁コ接的問山町!'!

原動力となっている。そのような意味では乳牛や肉牛飼蓑は有用な補完的複

合作白であることが示されている。

更にこの組合における養蚕の規模は昭和51年に平均 1 t の水準にまで達し

たとはいえ，所得水準からみれば決して十分なものではなしそれを補う他

の複合作目や兼業による所得を期待してはじめて農家経済は成立しているの

であって，このような安定した農家経済基盤の中で養蚕経営を発展させてい

ることはこの組合の大きな特色であろう。
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有iti経営によって土づく

りに励む

(2) 穂蛮共同飼育を中心とした潤い結束

この総合活動は昭和43年に稚蚕共間飼脊を実施するようになってから活発

さを加えたものであり，すべての活動は稚蚕共同飼脊組合を中心に囲転して

いるのが特徴である。

稚蚕共同銅育所が設置される以前は総合員の稚蚕銅脊は一部自家朗脊する

農家を除いて大部分は受託飼育者への委託によって行なわれていたが，その

時期は蚕作が常に不安定で、遠作の多いことではむしろ近郷でも有名な集落で

あった。そこで，組合の活動は蚕作安定が第一にさき識にならなければならなか

った。

稚蚕共同飼脊所は，空調大部屋による天竜育方式であるが，蚕箱はすべて

サンピ一大型蚕箔とし，特に消毒と防疫管理には細心の注意を払った。更に，

組合役員，中堅青年，婦人部，団地リーダ一等の代表によって各農家の査会，

蚕具の消毒についての綿密な協議組織が確立され，その協議結果に基づき中

堅青年と組合員が一体となった徹底消毒が実行された。その結果は第 5 表に

みられるようにきわめて安定して高い箱当り収縞量が得られるようになり，

それがその後の規模拡大の基盤となった。

中堅青年や団地リーダーを中核とした組織活動も稚蚕共同飼育を紬として

行なわれており，稚蚕共同桑園の土づくり運動の成果を基として壮蚕桑医!の

土づくりも発展し，高い土地生産性を誇るに至った。

養蚕婦人部は主として銅育を担当する主婦によって構成されており，そこ
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徹底した選商を行う

では縞質改善に重点を置き，各蚕期の上競以後に上藤改良督励玉1fを組織して

各戸を巡閲し，繭の保護管理状況を調べて改善のための助言を行うとともに

繭出荷時には輪番制で出役し，組合役員とともに徹底した選勝を行なうなど

その活動は活発で、ある。繭質改善の実績は第 6 表に示す。

第 6 表 組合の質改善実績

生糸量歩合(%) 解じよ率(%) 繭 格(等)
年 次

三髭 初j 秋 晩秋 泰 初秋 自免秋 革手 初秋 H免秋

昭和46年 18.71 18.14 17.54 73 65 73 2 2 

47 18.19 18.70 19.00 77 76 81 1 l 

48 19.12 19.11 18.98 68 75 78 2 1 1 

49 18.90 17.74 18.61 73 69 80 1 l l 

50 19.21 18.53 18.65 75 87 88 l j~ 

51 19.10 18.97 18.53 75 72 84 {愛 1 1 

なお，近隣の養蚕組合と比較して優れていることはニト数年前からこの組

合では蚕種および繭絞売をそれぞれーヵ所に統一している点であり，それが

繭質改善にも貢献すると同時に組合員の回い結束体制を現実に示すものとし

て高〈評価されている。

(3) 傾斜地の悪条件を克服した高い土地生産性

組合員の桑関概況を第 7 表に示す。ここで特徴としあげられることは樹齢

10年以下が92% と圧倒的で、，これによっても高い土地生産'性を目標とした意
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交互伐採のみごとな桑極

第 7 表 組合員の桑 I~ntl究m.

第 B 表 養蚕実績の近隣との比較(昭和51年)

ね lih 保

安達郡

4: '~;田J

大玉村

白沢村

本松市

岩代前

安達町J

束手1I町

東干IlD汀木崎

高機養蚕組合

義盗戸数

28 ,892P 

5 , 583 

103 

115 

1 ,090 

1 ,026 

1 ,286 

878 

1 ,085 

362 

29 

l 戸

桑i斜面干i't

45.1 a 

53.8 

28.3 

28.7 

50.3 

52.2 

58.2 

54.3 

58.0 

60.7 

69.5 

当

時1

382kg 

474 

188 

200 

339 

476 

514 

542 

563 

648 

1.017 
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傾斜に富む桑趨

84.7kg 

88.2 

66.5 

69.8 

67.4 

91.1 

88.2 

99.9 

97.1 

106.7 

146.4 

% 

47 

60 

35 

41 

48 

49 

48 

50 

46 

8 

訂正J去の

Ij {-t 

一%
71 

88 

79 

76 

74 

65 

80 

65 

71 

50 



欲の一端をうかがい知ることができる。更に後で述べるように年 5 回育に対

応して桑の収穫法に配慮、を払っている。交互伐採法は50%で，これも高い土

地生産性の基盤となっているが，第 8 表をみるとわかるように近隣に比較す

ればその割合は低<，年 5 聞育と採桑の省力化を考慮して輪収法(一春一夏)

や夏全伐法(春-I;JJ法で夏と娩々秋蚕期に使用)の割合を増加させていることが

わカミる。

この組合の技術の中でもっとも注目すべきことは第 5 表でも明らかなよう

にその高い土地生産性である。この地域は平均15度という傾斜地桑掴がほと

んどであり，それを克服して築き上げたこの実績は賞讃に値するものである。

第 8 表に示したように近隣の地域と比較しでもそれは群を抜いており，その

実績の中に組合としての団結と協力の実をみることができる。

まず，稚蚕共同桑潤3.1 ha についてみると，これは開室長桑園で土壌条件も

よくなったため，その土づくりには特段の配慮を行ない，毎年総合員 1 人当

り完熟堆肥を耕転機 2 台分ずつ提供することとし，不足分は組合員の中から

稲わらを 4 t 程度購入して投入することによってみごとな桑閣にすることが

できた。

壮蚕用の各農家の桑閣の管理については傾斜地のため以前は草生法を採用

したこともあったが，生産性が上らないことがわかったため現在は年 2 回の

耕転と除草剤による管理に切替えている。施肥としては金肥として図形肥料

を 10 a 当り平均360kg施与するとともに特に有機質肥料の投入による土づくり

にカを入れており，厩肥を 10 a 当り耕:転機 5 台分(約 2 t )および稲わら(現

夜，この集落には水田にコンパインは導入されておらず，稲わらの供給は可

能である)を入れている。稲わらが不足した場合は他の集落から購入する場

合もある。

この組合においては買桑はほとんど行なっておらず，共同桑菌からの残桑

を多少利用する場合もあるが，量的には 10 a 当り収繭量の数値に大きく影響

するほどのものではない。

(4) 多国育を中心とした閥育体系
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各農家について昭和52年度のもっとも飼育量の多かった蚕期の飼育箱数を

選び分類してみると， 3 - 4 箱が 5 戸， 5 - 9 箱が13戸， 10-12箱が11戸と

なっており，最大の農家であっても 12箱であって，一蚕;ttJjの飼脊規模は比較

的小さいのがこの組合の特徴である。

そこで，規模J広大のためには52年において29戸ヰ'24戸の農家が春，夏，初

秋，晩秋，娩々秋の 5 聞育を行なっており，他の 4 戸が娩々秋蚕j坊を除いた

4 国育 1 戸が春，初秋，晩秋の 3 回育であった。 5 回育の倒脊量の王子均的

比率は春27 :夏 13 :初秋15 :晩秋27: B免々秋17である。このような 5 国育は

昭和47年以米実施しており，夏を i徐< 4 蚕期はすべて 2 齢までの共同綿育を

確実に行なっている。また，昭和49年からは初秋蚕期は 31始まで共同飼育を

行なうようになった。

このように一蚕期の餌育規模が比較的小さい理由のひとつにはこの地域の

地形が大きく関係している。この地域は前にも述べたように起伏に富んだ丘

陵地帯であり，それに伴って宅地問積が狭< ，蚕室拡張の余地が少ないとい

う宿命を背負っている。そこで，狭い蚕舎を有効に活用して飼育最を多くす

るためには 2 段育(一部については 3 段脊)をとらざるを得ない。また，補

j孟を必要とする蚕期も多いため，蚕舎は木造とし土壁によって保温あるいは

駒場効果をあげている。

このような条件の下においても飼育作業の省カ化合間るため，給桑部数は

夏，初秋蚕期は 1 日 3 国であるが，その他の査期は 1 日 2 間給:桑が多く行な

われている。また昭和51年からは台車付羽:蚕餌育装置が導入された。まだ導

入が始まったばかりなので導入割合は 1 割にも満たないが，それを利用した

露天育の実施など省力化への努力も重ねられている。

上競は上競ネットを利用した条払い法であり，繭質改善には前述したよう

に細心の配慮をしてその笑績は着々と上っている。

関受歯組合の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展

方向
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(1 ) 兼業・複合経営の中における饗蚕

第 9 表に全国の全農家と養蚕農家についての専業，兼業別農家割合の推移

を示す。会農家を対象とした場合は年次とともに専業や第 1 種兼業が減り第

第 9 表 全国農家の ;lj~ ， 兼業別訓合の1ft移

会 家 義 =長 等主

3ぷ 3会 l 兼業 2 ~長業 l手 業ー l 兼業 2 兼業

昭和354三 34.3% 33.6% 32.1% 40.3% 45.7% 14.0% 

40 21. 2 35.9 42.9 26.3 53.7 20.7 

45 14.8 31. 5 53.7 17.3 52.6 30.1 

50 14.3 22.8 62.9 15.0 45.8 39.2 

第10表 義主主主主さ県の第 1 Hi兼業一養蚕f主家率と

収鈎益事(昭和51if.)
2 隠兼業が激増している傾

向が顕治二であるが，養蚕農

家を対象にしてみると全農

家と比較して第 1 綴兼業農

家が多いのが特徴とされて

いる。また第10表は昭和51

年度の養蚕農家における第

1 栂兼業農家主終を主袈宣言糸

県についてみたものである。

この結来をみてもわかるように特に福島県においては第 l 樋兼業の割合が他

の 4 県と比較して多しそれらの養蚕農家の生産する収繭設は県全体の 7 割

第 lf成立言ぷft業 その収繭 ~ttj:
養蚕E2 率(%) (%) 

ごた喜g20県三十 45.8 55.7 

長 野J 32.0 43.4 

I奇 ヨ 37.9 52.2 

山 梨 44.6 52.4 

1fF 同 44.9 53.5 

{話 h:,tj 65.0 70.2 

にも及んでいることがわかる。第11表は束手口町Iの全農家のミ卒業，兼業割合の

年次推移であるが，この町が養蚕を中心としていることを反映して第 1 種兼

業農家率は昭和40年以来56%前後で一定していることが示されている。

高槻養蚕組合では第 2 図からも明らかなようにその大部分が第 1 穂兼業農

家である。その兼業の実態をみると，世帯主兼業はなく，世荷主以外の家族

を中心に臨時に働が冬季開福島，二本松， Jl I 俣などの近くの町に

。
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き出る通勤兼業が多いようである。

さて，この組合において養蚕所得階

層別に分類した場合の各階層の経営の

特徴を示したものが第12表である。こ

の表をみると，年時収長雨量が多いほど

養蚕依存率が高〈養蚕所得が多いのは

第11表 現E和町の ~)f業，兼業農家主ド

専業 HIt業 2~長主主

昭和35年 55.8% 33.3% 10.9% 

40 25.7 56.8 17.5 

45 16.6 55.7 27.7 

50 7.9 55.9 36.2 

当然としても，養蚕所得が大きい階層ほど全体の農家所得も高い傾向が明ら

かである。養蚕所得200万円以上の階閣と比較した場合， 150万円以上および

100万円以上の階層は他の農業所得の割合を高くし，また 100万円以下の階層

第12表 組合の養蚕所得階層別経営実績(昭和52年)

発蚕所得 ~ 家 所 f時 年f1n 耕地 i説核 乳牛 10 a 人 数
戸数 または

階 !留 主主溢 他，!lt/'i 維業 収総 iit 開 焔桑l朝 ~I 肉牛 奴綴;設 家族 t建設従事者

万円 戸万円 7;円 万円 万内 kg a a a a 日員 kg 人 人

2ω 以上 4 227 72 105 404 1,682 64 24 101 193 0.3 166 7 ‘。 3.0 
五 I司
150 以上 6 16古 11l 110 390 1,311 65 29 95 194 2.0 138 6.5 3.8 

万円

l∞ 以上 11 125 86 100 311 1,038 66 26 731 181 0.9 145 5.5 2.8 
万円
100 以下 8 65 42 145 252 463 35 11 48 96 0.6 971 4.3 2.4 

は兼業所得の割合を多くして全体の農家所得水準を高めているが，それでも

養蚕所得200万円以上の階層の農家所得には王子均的には及ばないという結果が

示されている。すなわちこのことから，この組合の農家経済にとって養蚕が

きわめて重要な位置を占めていることを改めて知ることができる。

この表の養蚕所得階層別jの耕地面積をみると養議所得が小さくなるに従っ

て桑閣部績が小さくなるのは当然であるが， 83 と普通畑の面積については100

万円以上の階層ではほぼ閣じであり， 100万円以下になると半減することが示

されている。一方，乳牛または肉牛の平均飼養頭数は養蚕所得がもっとも大

きい200万円以上の階閣では少なしそれに次ぐ 150万円以上の階層で特に多

いのが特徴的であった。また， 10 a 当り収繍量は養蚕所符ー水準が高い階層ほ

ど多い傾向が示されている。

これらのことから，この組合においては養蚕が農家経済にとってきわめて
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重姿な作目であることが硲認され，その笑績と内容は兼業・複合経営を行な

っている近隣の多くの養蚕農家の参考になるものと考えられる。

(2) 集約性を生かした盤蚕経営

この組合で実施している養蚕技術をみるときわめて集約的である点、が特徴

である。

傾斜地で比較的狭い桑園凶椋，狭い宅地凶干i切込らくる蚕舎の大きさの詰Ij約

という悪条件の下で，養蚕の生産性を高めるために彼合作目として乳牛また

は肉牛飼養を選んでその厩肥を桑陸iに投入して土地の肥沃度を高め，更に交

互法を主体とする桑収穫法によって土地生産性を向上させる一方で、，狭い主主

舎における飼育量増大のため 2 段育あるいは 3 段脊を行なっている。また一

選期!の飼育f誌がノj、さい点は多田脊によって事iiì なうとともに，蚕作安定と隣質改

善に特に留意することによって訂i当り収繍量も一定水単以上に安定して維持

している。

この組合の場合，一蚕期の飼育ー規模はそれほど大きくないので養蚕従者

1 人当りの飼育量には比較的余裕があり，脊蚕作業能率についてはそれほど

高いものは要求されていないように考えられる。しかし，省カ化に対する配

慮、もないわけではなく，桑収穫法としては近隣集落と比較して輪収法や夏会

伐法の割合を高めている点，給桑田数にも考慮を払っている点などをあげる

ことができる。

これらの養蚕技術はこの組合の置かれている諸条件を考えた場合，理想的

であるかどうかは別として，かなりその経営に適合した合理性を備えている

ように考えられる。

いたずらに省力化のみに走りすぎていたきらいがある昨今の技術のあり方

を反省する意味においてこの組合の技術は地味ではあるが堅実であり，多く

の養護農家にとって参考になるものと考えられる。

(3) 譲蛮組合として恵まれた結束の条件

この組合に属する農家はすべて兼業農家であり，養蚕を主体とした複合経

営であること， 29戸の農家の中で農家所得に対する兼業所得の割合が50% を
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越える 6 戸の農家以外の23戸の農家においては兼業所得は11-48%の範間，

養蚕月IT得は30-62%の範間，養蚕以外の農業所得は 11-46%の範圏であるこ

とから，その経営の条例二は比較的相互に類似していることがみられる。それ

に加えて養護においては大部分の農家が年部 5 閤育を実施し，一蚕期の飼脊

規模も春 3 -12箱，変1.5- 7 箱，初秋 1 - 8 箱，晩秋 2-11箱， A免々秋 1-

10箱とそれほど大きい差兵はみられない。

このような類似性は養護組合としての結束を強間にする条例t としてはきわ

めて適切で、あると考えられる。

組合の中の農家の経営'形態や飼育波棋が極端に異なっている場合にはそこ

で要求される養宣言技術の内容や自襟はそれぞれ異なることが想定される。そ

のような組合においては経営，技術創における組合としての目標設定や協力

体制!にひずみが生ずる危倶も考えられるからである。

このような意味で，この総合の国い結束と発展の背景には組合員相立の経

営や規模の類似性があることを見逃すわけにはいかない。

(4) 今後の発展方向

昭和49年以降の全国養資農家の飼育規快停滞傾向の中にあってこの組合では第

13表に示すように 規模拡大を進めている。そこで注目すべきは規模の

第13表 組合良の昭和48年と 51王子における収議設の推移

Ab'Hn48年の 収総量増大農家 収繭量減少農家

収蹴主U~持層 p 数 48年 51年 戸 数 48年 51年

200 
4 戸 228kg 427kg 。戸 -kg -kg - 4001惜

400 
。 2 489 463 - 600 

600 
5 711 873 。

- 800 
800 

2 956 1 ,277 3 894 809 -1 ,000 
1 ,000 

5 1 ,074 1 ,227 l 1 ,069 950 -1 ,200 
1 ,200 

2 1 ,298 1 ,459 2 1 ,251 1,034 -1 ,400 
1 ,400 

2 1 ,491 1 ,789 。
ーし 600

1 ,600 
1 1 ,654 1 ,880 。

-1 ,800 
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小さい農家においても脱落者は-なし規模が拡大されていること， 48年に比べ

て51年の収繭量が減少した農家であってもその減少程度はきわめてわづ、かな

ことである。

今後，この組合員が更に規模拡大を進めていくためには桑閤規模拡大が不

可欠要件であるが，山林からの桑国造成に対する組合員の意欲は十分で、，本

年の桑留の申込みも 3 ， 000本に達している。今後の課題としては農道の務備，

桑閣の集団化，桑とりや飼育作業の省力化などがあげられるが組合員の

一致協力した団結の下に近い将来l戸平均1. 5t の繭生産を目指してその意欲

はさかんである。
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融和と協調の精神で高生産

高槻護蚕組合

(代表者村松茂)

私達の高槻養蚕組合は，ド可武線山

系の山ひだに点夜する農家集落です。

古くから主要換金作物として養溢が

営まれてきましたが，放しい立地条

件と地力に乏しいこiニ竣条件のゆでの

作目選択は永年の経験から学んだ結

栄によるものと理解しております。

然し，土1也平JJ剤取農業の発展に要求

される規模拡大が急傾斜地のため非

常に悶苦ltで，これを克服するため昭

和42年から L抑制力卒業により桑図の

規模拡大と傾斜地桑関と燦遂の整備，

港紙施設の設澄等を行なって参りま

した。

また，かつては退作に悩まされ

た紐合でしたが，昭和43年に近代的

稚蚕共同鈎育所を設号室し，以米i剖乍

は解消され生産性向上の基礎となり

ました。 l 戸当り も昭和42

年に 563kgて、あったものが， 52年には

1 ， 013kg と， 180%の伸びを示すに至

りました。

一方，大規模経営には限界のある

地形なので土地生産性の向上に組合

ぐるみで取り組んでおります。稚蚕

共同桑図のこ仁づくりをモデルとし有

機物増絡をE重点に土壌改良を行なっ

ており，晩秋蚕期の桑条は 3m を越

す桑林となり 10 a 当り収繭盤は 140

kgにまで向上しました。

今回受賞の光栄に浴した最大の要

因は何といっても組合員の融和と協

調の中から主主まれた生産'1生向上が認

められたものと信じております。繭

の販売についても過去24年間 I 組合

合 1 処理の精神を投き，組合運営や

蚕業中堅青年，養蚕婦人部等関連組

織の連けいについてもそれぞれ役割

を十分自覚して共同作業を推進する

とともに，極力集会を多くもって話

し合いの中から仲間意識Lを高揚して

組合ぐるみで養蚕振興に取り組んで

参りました。

今後，更に繭生産量を増強するため，

53年度には蚕会 6 棟の設遣を始め近

代施設の導入を計磁しておりますの

で，関係指導機関の適切な指導を仰

ぎながら地域差是業の発展に向って遜

進する所存です。
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閣総理大臣賞受賞

出品財饗蚕経営

受賞者奥野岩弘

(愛媛県喜多郡長浜町白滝附 1434)

際議受費者の略歴

松山市から西南へ約35kmのところに長浜町があり，そこから肱川沿いに東

第 1 図受賞者の所在地 南へ約 5 km進むと白滝地区の加世

ﾘ'f: \っ 部落に着く。奥野岩弘氏の宅はそ
fJl f' 

li!ill 

長浜町

j 
~ 

,/' 

A 

f ¥/"  

(\陥/fー~、句、..-t:J." .(,/" 

lι 2須戒

旬開拓農趨 (27伽)

大洲市
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の加世にあるが，養蚕は肱川の対

に設けられた蚕舎群で行われて

いる。予讃本線で伊予長浜駅を過

ぎ，紘Jl I を右に見ながら 7-8 分

行けば，対岸に桑閣と白い建物群

が見える。そこが奥野氏の養蚕根

拠地である(第 l 図)。

長浜町は人口約13 ， 000，面積74.3

km'，伊予灘に面し，町人の中央を南

東から肱川が貫流し，その河口に

中心街がある。このあたりは海岸

線まで山地が迫り，海岸から 2-

3 kmのところに500-600m の山々



が縫え，町のほとんどが山地といって過言ではない。近年，大規模な海岸埋

立てがなされ，臨海工業に期待がもたれているが，農林漁業を中心とする町

であることには変りがないであろっ。肱)1 1 は愛媛県の西部に広い流域をもっ

大河であるが，大洲市を中心に盆地があるだけで，河口から約 6 km'土問tÎ岸 lこ

山地が迫 1) ，至って平地に乏しい。

この地方の養蚕は非常に古く，明治10年には大百十iに製糸が創設さ tl ， fJr予

生糸の発祥地である。現在でも県の養査の中心地が大洲にあり，大洲市の長

浜町も古くから養蚕が行われ，昭和初期にはほとんどの農家で蚕が飼育され

たという。しかし，太平洋戦争後はミカン類の栽培が践んになり，かつての

桑図はほとんどiJuUJ十|ミカンに変えられ，昭和51年度現在，町の農業本11生産額

の68%はミカン類によって占められるに至った。養蚕はおi生産額の 2.5% を

占めるにすぎず 6 番目の作目であるが， ミカンの過剰生産に伴う不況もあ

って繭生産は町の基幹作自のーっとして，目下，積極的に奨励されている。

最近ーの養蚕成総は第 1 表のとおりであり，昭和45-48年にかけて桑主主主任i病が

多発したため，桑国立百棋と養蚕戸数の減少があったが，規膜拡大;と土地生産

性の向上に主眼をおいた養蚕経営へ進んだ{仰向をうかがうことができょう。

第 1 表長浜町の近年の養蚕状況

ヌ
養蚕p数 -N!i立数最 収機量 桑関商干Jti 1p 当り 10 a 当り

収絢最 収総長::
(戸) (なí) (kg) (ha) (kg) (kg) 

日夜47 7民 590 21 ,688 29.5 278 73.5 

48 78 600 22 ,161 28.5 284 77.8 

49 71 637 22 ,628 27.5 305 78.6 

50 71 635 19 ,388 29.3 273 66.2 

51 63 673 22.177 27.7 352 80.1 

51/47 (81) (114) (102) ( 94) (126) (109) 

奥野氏は大正 5 年にこの長浜町白滝で生まれ，高等小学校を卒業後， 17オ

から 20オまでの間，倉敷紡績新居浜工場に勤務し，その後は長浜に民り，農

林業に従来して今日に至っている。農家の米子として生まれたため，農地の
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相続はなく，戦後しばらくは山林作業に日麗いとして働いていた。その開，

i歪次自宅付近に農地を寅求め，昭和27年，その農地20 a に桑を植付け，林業

に携る傍ら，妥の艶子さんが養蚕に従事した。自ら獲得した農地の最初の作

目が桑であったことは，はじめから純粋の養蚕農家であったともいえよう。

しかも，その養蚕は決して片手間のものでなく，昭和32年， 33年の全国農産

物品評会へ繍を出品したところ，連続して 2 位 3 位の成績を収めており，

後年の大発展の基礎が作られた。家業を養蚕と定めたのは，長男の弘君が県

の農業研修所を卒業した昭和42年のことである。日l、君に何かやらせたいとい

うことから，以前好成績を収めた養蚕に着目したが，当時，長浜町ではミカ

ンの栽培熱が高<，果樹農家はすこぶる景気がよかった。ところが奥野氏の

自宅付近は，肱川沿いに川霧の発生が多く，南の強風の吹くところで，良質

なミカンが穫れない。これらのことが，養蚕を志向した大きな要因でもあっ

た。

奥野氏の人柄は温厚篤実で身体は頗る頑健，進取性に富み，新技術の導入

にも慎重であると同時に積極的であり，各地の先進養蚕家の向じレベル，或

は更に進んだ技術を駆使している。本格的に養蚕に取組んだのは昭和42年で

あったが，当時から大規模経営を志向し，その成功をみたことは各地の注目

の的となり，現在，県内はもちろん，西日本各地から視察者が絶えず，奥野

氏の実績と激励によって養蚕主業化を目指す農家が増加したという。また，

人望も高<，昭和40年には加世地臣農道組合長， 41年には加世地区長 (47年

まで)， 46年から長浜町農協(養蚕)専門委員， 52年から国農協理事に就任し，

活躍されている。さらに奥野氏の実績は42年に発足した喜多地区の主業養蚕

経営者協議会， 45年に創設された県主業養蚕経営者団体連絡協議会のそれぞ

れに多大の影響を及ぽし，県の大規模養蚕家が先導的役割を果してきた。そ

して昭和45年度に近畿中国四国地方繭生産性向上コンクールに会長賞を受賞

して以来，第 2 表に挙げ、られるように毎年，多くの賞を受賞しており，養蚕

後継者，養蚕婦人部等の信望が厚< ，よい模範となっている。



第 2 表主要な表彰経歴

表彰行事名 表彰の綬類・回数(受賞年度)

大日本蚕糸会 養蚕功労賞 1 回(昭47)

近畿中間四国繭生産性向上 農林大臣賞 2 図(昭49， 51) 

コンクール 全国賊明iili捻進協議会長'Yt 3 凶 (Uf(45 ， 49, 51) 

農林省Jl!l: ili 阪i芸局長賞 1 lill (Hf(46) 

近畿中悶 PJI悶縞物産推進協議会長賞 4 回

(昭45 ， 46, 49, 51) 

愛媛県議繭能率競技会 農林大臣賞 l 図 (flf'H9)

中間四国農政局長賞 4 IHI (Uf(46, 47, 50, 51) 

愛媛県知事役 5 lill (昭46， 47, 49, 50, 51) 

全国繭生産性向上推進協議会長賞 7 図

(Uf(45 , 46, 47, 48, 49 , 50 , 51) 

愛:ÞHJr聞社長1t7悶(1lf(45 ， 46, 47, 48, 49, 50 

51) 

関受賞者の経営概況

(1) 家族構成

奥野家は夫婦と長男夫婦および 2 人の孫の計 6 名であるが，姿の艶子さん

は孫の守りと家事に従事し，その余暇に養査を手伝う程度で，農業労働力は

3.5人である(第 3 表)。雇用は上競時だけ年間28人であり，ほとんどの作業が

家族労働によって遂行されている。

第 3表家紋構成

氏 fベ3r 統 がi 年 令 事養 蚕 者従 養能 蚕従事
カ換算

奥野岩弘 世帯主 61オ4 。 1. 0人

艶子 道芸 58 。 0.5 

�L 長努 30 。 1.0 

とみ子 嫁 25 。 1.0 

日青 白、 孫 3 。

真弓 孫 。 。
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(2) 経営耕地

相続農地皆無から昭和27年に，はじめて所有した農地20 a に桑を植え，養

蚕を開始した。その後，昭和42年に大洲市上須戒の原野を取得して 170 a の

桑闘を造成し，昭和47年には手持ちの水郎等を整理して蚕舎隣接地に40 a の

桑国を設け，更に昭和50年には開拓地の隣接桑園100 a を借入れ，現在，耕地面

積は 330 a に達したが，そのすべてが桑圏となっている。

第 4 表経営耕地の推移

年度 水回 j矧 桑国 その他 計 山林
原野

合計 {防 考その他
a a a a a a a a 

46 15 。 190 5 210 100 。 310 

47 20 。 230 。 250 60 10 320 40 a 植付け

48 。 。 230 。 230 80 10 320 

49 。 。 230 。 220 80 10 320 

50 。 。 230 。 230 100 7 337 桑Iii] 100 a 
借地契約

51 。 。 330 。 330 100 7 437 

52 。 。 330 。 330 l∞ 7 437 

桑閣は自宅付近，査会隣接地，開拓地の 3 ヵ所に分散し，蚕舎から自宅ま

で約 5 km，開拓地まで約 8 kmの道程があり，その簡の桑輸送，桑閤管理作業

等に多くの持聞がきかれている。このような不利な条件を少しでも緩和する

ため，春から秋末までは蚕会群の一角に設けた休怒室で寝泊りし，通作の時

聞をできるだけ短縮させている(第 1 図参照)。

蚕会隣接地は平坦な沖積土で，主として一ノ瀬を植え，しんいちのせを補

植に用い，うね間 2mの稚蚕主要桑閣としている。ここでは夏季子ばつの際，

スプリンクラーで散水かんがいを施し，葉質の悪化を妨いでいる。

開拓桑悶270 a は赤黄色土の傾斜地(最大勾配15度)にあり，壮蚕用に供し，

耕転および条桑搬出を容易にするため山成工により，縦畦としている。うね

間は1.8-2m で根刈仕立，品質は一ノ瀬を主体に，改良猟返，大島桑，収穫

一，青木魯桑などを栽植している。

(3) 資本装備
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稚蚤周桑閣のへイホーク
を装備したトラクター

査会訴は稚蚕室 3 ・ 41給蚕室，上族主， J狩桑場各 l 棟 5齢蚕室 3 棟か

らなり，稚査室l土木造であるほかは鉄骨スレート:i~:き大型ハウスである。床

はすべてコンクリート，天井には断熱材を張り，中. ~:l:蚕家には各棟とも西

側にハウス用，直径 1 m の大型l侠気扇を設け，飼脊環境の改善を悶っている。

なお 3 ・4ti鈴蚕室と上競室の間の幅約 6m の通路も!米をコンクリートとし，

鉄板の屋根をつけ作業準備室としている。

第 5表飼育施設

建 物 名 建設年度 治i 干it 併な 主号一

送手守 l 号 H昨日39年 99m' 総記長用， 木造

" 2 
Zヴコ 43 297 3 ・ 4 荷台朋

" 3 手子 44 248 5 齢用

" 4 4子 50 198 " 
" 5 

Cヴo 52 99 11 

土二 3突 ニi公ま二 45 231 

H�' 桑 場 46 50 

農機具，蚕具類は第 6 表に示すとおりであるが， 15P S のトラックは52年

に購入したばかりであり，へイホークを装着して蚕座の後片付けに効果を発

揮したという。農機具の特徴としては，耕転機等が通常の 2 組分揃えられて

いることであり，家族総がかりで作業する実態がうかがえる。
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第 8 表機械・器具類

干重 'j)r� 数景 1'1[[ 1:良 数最

運搬用トラック (2 t ) 14仁、1 動力発電機 lt仁、1 

ライトパン 1 11 ハンドエルター 111 

トラクタ(シノ〈ウラ 15P S) 1 11 動力カッター 111 

耕転機 (6-8PS) 3 11 大型暖房機 511 

小Wl管理機 3 11 大烈換気扇 611 

運搬機 1 11 動力条払機 1 11 

動力噴霧機 2 11 動力足踏収繭機 211 

動力草刈機 4 11 自動毛羽取機 311 

スプリンクラー 1 式 回転族 60MJl 

(4) 経営収支

昭和51年度は年間126.5箱を8囲に分けて飼育し，台風被害により晩々秋蚕

期の成績が落ちたが， 4 ， 632kgの収繭量を挙げ，昭和52年度には年間 129 箱

を掃立て， 4 , 735kgの予想、収総量へと成績を伸ばしている。

農業収入のほとんどは繭収入て 51年度は9 ， 069 ， 6千円に達し，ほかに農外

収入として， 1 ， 369千円があるが，長男の弘君が11 月末から 3 丹米まで建築現

場で、パネル枠の作製に勤務することによっている。弘君はこの作業に特殊技

能を持っているため，毎年定期的に勤められるという(第 7 表)。

養蚕経営費は第 8 表のとおりであり，肥料

費が著しく多く，雇用労働費が極端に少ない

のが設立つ。所得率は45.8%で，大規模経営
としては比較的高率といえよう。

額経営と技術の特色

第 7 表農家収入

涯分 金 言質

E差 繭収入 8 ， 800千円

業 米収入 269.0 

Jlj( その他 6 

入 百十 9 ,069.6 

農外収入 1 ,369.0 

l口入 言十 10 ,438.6 奥野氏の経営は，農地皆無から出発し，小

規模養蚕経営から大規模へ着実に拡大してき

たことも大きな特色に違いないが，最大の特色は地力の緩めて低い赤黄色土

の傾斜地に主力桑閣を持ち，蚕舎と桑閣とがかなり離れているなどの不利な

nu 
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条件を克服し，高い生産性をもっ経営 第 8 表養蚕経営費 (51年)

を作りあげた点ではあるまいか。そし

て，大規模経営にありがちな低い所得

あるいは繭質の悪化を回避するば

かりでなく，毎年，最上位にランクさ

れる優秀な繭を生産している点も特色

として挙げられよう。

(1) 赤黄色土傾斜地桑習での多収穫

赤焚色土は西 8本各地の低山丘陵地

帯に広〈分布し，地力の至って乏しい

ことで知られている。リン駿が極めて

少なし有機物の分解が非常に早いこ

と，あるいは桑の根城が地表下数センチ

と植j務または植穴だけに j浪定されるこ

区 5J ¥ 

蚕隠[ �l( 

肥料貸

農薬 'Pi

光熱!fîJJカ î't

~ 主主 '{I( 

共同鈎脊 11(

是主主主兵， �l( 

緩F持労11f}JY'1

共済掛金

総合負打i金

償却費

その他

金 客n

443.6千円

1 ,320.0 

161. 2 

529.9 

。

329.2 

272.3 

16.0 

181.6 

101.5 

987.5 

425.3 

4 ,768.1 

となど，抵位生産地の代表ともいえる土壌である。その上，領斜地ともなれば，

管理作業や条桑搬出作業に多大の労カを要するは、かりでなく，肥料の流亡や

土壌浸蝕等の悪条件が重なってくる。これらの惑条件を克服する技術は確立

されているが，造成時に多大な経費を要し，なかなか実行きれないうらみが

ある。

このような赤黄色土壌傾斜地に主力桑図を持つこの経営では，驚くべき多Jl f'l.

と有機物の多投(第11表参照)によって乏しい地力を補い，山成り造成でし

かも縦畦とし，収穫，管理，運搬などの諸作業の{更を図っている。この開拓

桑園を関こん後10年目に観察した限りでは，有機物を極端に多投しているに

もかかわらず，腐植がほとんど蓄積されていない状態であり，いかに扱いに

くいこと壌かということを知らされた。しかし，霊粘性はかなり改善されてい

るようであった。化成肥料をはじめ極めて多い施肥量のためか，晩々秋蚕期

でもなお桑の伸長は継続し，とくに，夏蚕期収穫後に伸長した校条の葉は明

化せず，なお良好は葉質を保持していた。
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開拓地の桑歯

肥料・有機質の多投の結果として，桑葉の収量が増すばかりでなく，良質

な葉を生産することによって箱当り収繭最も高めている。その実績は第 9

表に要約されるとおりであり，近隣の 2 倍に近い土地生産性を挙げている。

この表で，昭和51年の成綴が前年に比べて急に低下したが，この年から開拓

地で隣接する桑図100 a を借入れたことによるもので，徐々に生産性が高ま

って行くことが期待されょっ。また，昭和50年は後述するように秋蚕期に違

作があり，昭和51年には晩々秋蚕期に台風による葉質の悪化があったもので

ある。しかし，いずれにしても，これが赤黄色土の桑閣の成績かと驚嘆せざ

るをえない。

第 g 表 土地生産性の推移

3: 桑図面積 総収繭最 10 a 当り収鴎量(kg) 箱当り収

( a ) (kg) 奥野氏長浜町平均喜多地区平均 踏量 (kg)

自召49 230 3 ,641 158.3 80.3 69.6 .. 

50 230 3 ,605 156.7 71.9 72.2 33.7 

51 330 4 ,632 140.4 80.1 75.2 36.6 

52 330 4 ,735 143.5 36.7 

(2) 隣地皆無から出発した大規模麓護経営

大規模養蚕経営の多くは，養護導入時または相続時にすでにかなりの畑地

や桑園を所有し，それを核として桑閣を拡げて行くようである。しかし，奥
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肱川の対岸にある
奥野氏の蚕舎群

野氏の経営では，農林業に従事した当初には農地はまったくなし山林作業

に日履いとして働いていた。粒々辛苦の米， 15年目にやっと 20 a の農地を手

に入れ，桑を植えたのが養蚕への第 l 歩となり，現夜では第 4 表・第 9 表に

見られるとおり，大規模養蚕経営農家として押しも押されもしない存在とな

った。

規模J広大の方法には幾通りかが考えられるが 8 km も離れた開拓地に主力

桑図を造成したという例はあまりないのではなかろうか。しかも，自宅から

道のりで 5 km も離れたところに蚕舎を設けているというのもほとんど例がな

いであろう。このように不利な条件でしか規模拡大ができなかったことは，

平地に乏しいという立地条件もあろうが，農地ゼロからはじまった農家という

のが最大の要国といえよ 7 。蚕会群にしても第 5 表に示したように， 10数年

に亙り営々として築いてきたものであった。奥野氏自身は金が貯ると蚕室を

建ててきたので，計画性がなく，不満足の点が多いというが，この蚕会群の配

置は後述するように現にj遭ったものといえる(第 2 図参照)。いずれにしても，

新技術の積極的な導入と家族ぐるみの努力が大規模経営を達成させたものに

は相違ない。

(3) i憂表繍露の確保

奥野氏の~:I:蚕室には直径 1m の大型換気溺がとりつけてある。「壮蚕は風で

餌えJ という諺を思いだすわけであるが，繭質を良くしようとする意図で設置

したということである。)1 1霧の立つこの地で，~むれや高温を避ける最善の
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方法といえよう。そして，前述したように大規模飼育にもかかわらず，高い

生産性を維持しており，多肥と有機物多投により晩々秋蚕j坊の築質まで良質

に保っていることは飼育成績ばかりでなく優良な縞質まで影響するようであ

る。このように鈎料の質と飼育環境を出米るだけ改葵した結果は，年間平均

生糸量歩合19.54%，藤格1. 3等(昭和51年)を示した。この成績は愛媛県で

毎年，最上位にランクされているが，恐らく全国でも有数の優秀な成績では

なかろうか。

大規模養蚕経営で、は土地生産性が120kg/10 a どまりで務質が非常に劣ると

いう風評を開く。しかし，奥野氏の場合は年間4.6t ， 10a 当り 140kgの成績

であるばかりでなく，全国屈指の優良繭質を誇っている。繭を多く穫るはカミ

りか，繭の質をよくしようとする配慮がなされており，これが大きな特色と

いえよう。

(4) 合E史的は将来性ある経営

最近，大規模飼育では鉄骨ハウス，給粂台王手，フロントローダー・ヘイホ

ーク等を装備し，蚕作安定と省力化を図っている。奥野氏の経営では鉄骨ハ

ウスは規模拡大の過程で 1 棟ずつ設けて行ったが(第 5 表参照)， 51年までは

壮蚕は 2 段飼育を行ない，へイホーク(写真参照)は52年に購入したもので

あった。これらのことは新技術の導入に積極的であると同時に，飼育規模を

こんご更に増加できる可能性を示唆するものといえよう。

この経営で最も心強いことは後継者がしっかりしていることである。長男

の弘君主は働き盛りの年齢に達し，父親を助けながら意欲的に養蚕に取組む考

えを持っている。嫁のとみ予さんも働き手で，父親と長男夫妻の 3 人で養蚕

のほとんどの作業をこなし，耕転機 3 台，小型管理機 3 台の装備(第 6 表参

照)のあることが 3 人の共同作業の円滑に進んでいることを如実に物語っ

ている。

長男の弘宥はこの経常に更に効率的なものに改善する希望をもっている。

そして，現在の自宅…蚕会一桑園の離ればなれの関係を何とか打開すべ<.

父親と相談しつつ自宅付近に 15 haの山林を求め，そのうち8 ha に桑腐を造成
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し，機械管涯のできる 8 t 養蚕を目ざしている。この構想は近々，用地の話

合いがまとまるということであり，可能性は高く，経営の将米性が期待され

ょっ。

襲撃経営と技術の分析及び普及性と発展方向

(1 )栽培技術

桑国は前述のとおり 3 ヵ所に分散し，赤紫色土の傾斜地に主力がある。最

大15度程度の勾配のため出成造成が行われているが，管理・収穫等の諸作業

には好都合といえよう。桑品種も萎縮病に比較的強い一ノ瀬を中心としてお

り，防除作業の徹底と合わせて好ましい状態といえる。

収穫は議期ごとに一斉伐採する方法をとり 1 区画の桑図から年 2 囲条桑

収穫して 8 圏脊に対応、させ，無理のない体系を組んでいる。収穫作業にはせ

第10表桑悶収穫期(昭和52年度)

1/ 

!!I i車 ;}II

革手秋兼用

sï秋専用

1/ 

初秋専用

技:数字は総立箱数。

ん定ばさみを主として用い，株直しにハンド‘エルターを用いている。収穫し

た条桑は 2 t 王手で蚕会まで運搬するが，距離のあることが一番問題となって

いるという。棋刈仕立であるが傾斜地のため，刈取機の導入は閤難な点が多

いが，こんごの検討課題であろう。

小型管理機と耕転機とで中耕除草を行うことが，耕来去は断棋をさらい冬と

夏の年 2 留に限定している。グラモキソンと CAT を用い，除草に努めてい

るが，蚕期中は飼育作業に追われ，議期が終ってからも施肥等の作業に追わ

戸h
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れ，桑閣が離れていることもあって，捻幕は十分に行えないうらみがあると

しミ 7 。

施肥は泰発う字詰íJ と各桑関の収穫i直後の正予 2 回，表面散布によって行い，地

肥後ロータリーにより撹件している。無機費肥料は年間成分量として N93kg ，

P20522.6kg , K2028.3kgであり，極端な多Il巴となっている(第11表)。開妬当

第11表桑r~110 a 当り施ïll巴盆

玉有 機 '[11 知E 機 質

数量 成分長(kgl ) 数最 成分JH:(kg)
交付:?" 肥料名

(kg) N P205 K20 (kg) 司叫 K20
l:-tt燥がH本 910 50.1 31.8 矢印化成 566 22.6 I 28.3 JJ也 *'1. 1 .,} 

生守二奨 790 3.4 3.0 2.3 尿 索 30 13.8 

主主!隊糞 600 3.8 5.5 1.7 宇部マグ 182 

生豚成 480 1.4 0.6 1.0 消石灰 121 

稲わ 句 50 0.3 0.1 0.5 手7 土石灰 91 

蚕焚・蚕沙 1 ,900 13.3 0.7 0.8 

コーヒ-;t'Ú 4 ,550 

9 ,280 72.3 41. 6 6.3 990 93.0 22.6 28.3 

初から継続しているというが，地力の極めて低い亦黄色土というための措置

とはいえ，かなり多すぎるようである。 N で、30-40kgは減量:で、きるものとみ

られる。このような大量の肥料は毎年，大口扱いで購入する等，経費国での

配慮はなされている。

土壊改良にはとくにカを入れ，有機物の多投と消石灰・背土石灰等を施用

している。これらのうち畜産廃棄物は近くの牧場及び開拓地にある養豚施設

から無料で運び込まれ，コーヒー粕は町の農協の事業として行われている耀

入コーヒー製造のさい生ずるもので，毎月日を決めて取りに行けば，これも

無料で入予できるという。赤黄色土は酸性化と有機物の分解ーの早いことで知

られており，その改良には是非とも有機物の多投が必要とされるが，それに
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十分対応しているものといえよう。

奥野氏のこの肥培管潔法は赤賞色土地常において，桑留の生産性を高める

ためのよい模範となるもので，肥料の増投と有機物の多投はそれらの地帯の

生産性向上の一つの方法として採用されて然るべきであろう。

その他，動力噴霧機による答虫のi盛期駆除が励行され，萎紙縮i病防除に効果

を挙げると向H

奥型針T氏の桑際関iには婆縮病lは土ほとんとど守な〈し， スキムシ等に食寄された苦薬定もほと

んど見られない状態にしている。

(2) 飼育技術

稚蚕は春 1 ，初秋， fl免秋の 3 蚕期に町営の共同飼育所に 2 齢まで飼育され

るが，その他の 5 蚕期には蚕合群の一角にある稚蚕室で個人飼育を行って

いる。蚕品種は向栄・紅白，春告Ti ・鐙月，錦干，j- .鋭利等であり，いずれも 1 B3-4 

屈給桑の大箱餌干ぎによっている。共同飼育には出役するが，偶人飼育の繊度

管理は姿の艶子さんが当 1) ，鵠育技術は十分にマスターされているという。

査舎の配置は第 2 閣のとおりであ

り，稔蚕室の位置が一番高<， J:族

室へ向って低くなっており， Jl j に近

いためヒ族主の風通しがもっともよ

いといわれる。稚蚕室・中議室・壮

蚕室を区分し，蚕室を分けることに

よって多国育の譲期の震なりを避け

ていることは巧みであり，蚕作安定

が図られていると考えられる。議室

に大ZY!換気扇を設け，上族室にも同

様に設置し，繭質向上にも大いに貢

献しており，他に推奨できる優れた

技術である。

最近3ヵ年の養蚕実績は第12表のとおりであり，常に優れた成績を収めてい

第 2 図蚕合群の配定(

広

橋

ノ
依
削
従
防

奈大洲市 離が主刑務き悶
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るのがわかる。ただ， 50年の秋蚕期に不結締蚕が多発し，半作となる結果を

みた。稔蚕餌育に問題があったのではないかといわれているが明確ではない。

そのほかはまったく違作をみていない。蚕室蚕呉の消毒は動力噴霧機により，

アリバンド加用ホンマリン液を使用し，飼育の前後に徹底して実施し，必要

に応じて蚕体消毒を行うという。

第12表養蚕実績

年度 蚕 期 指立月日 術立数量 収繭量 箱当り収繭量

春 蚕 1 5 月 8 日 19.0箱 719.6kg 37.9kg 

" 2 5. 23 18.0 645.2 35.8 
BI1 支 溢 1 6. 26 10.0 308.8 30.9 

手日 " 2 7 5 11.0 343.1 31. 2 

50 初秋蚕 8. l 8.0 250.3 31. 3 

年 秋 Z長 8. 21 13.0 250.9 19.3 

度 晩秋蚕 9. 6 17.0 643.7 37.9 

E免々秋蚕 9. 21 11.0 443.1 40.3 

合計又は平均 107.0 3.604.1 33.7 

春 蚕 l 5. 8 22.0 670.6 30.5 

" 2 5. 26 16.5 826.4 50.1 
BI1 夏 蚕 1 6. 26 14.0 542.8 38.8 

手Z " 2 7. 8 12.0 352.0 29.3 

51 初秋蚕 8 1 8.0 211.3 26.4 

年 秋 蚕 8. 15 15.0 558.8 37.3 

度 i晩秋蚕 9 3 19.0 772.0 40.6 

I段々秋蚕 9. 16 20.0 697.9 34.9 

合計又は平均 126.5 4 ,631. 8 36.6 

革手 蚕 1 5. 4 23.0 864.1 37.6 

" 2 5. 25 16.0 610.4 38.2 
自白 夏 蚕 1 6. 26 15.0 535.5 35.7 

手日 " 2 7 8 13.0 466.7 35.9 

52 初秋蚕 8. 1 7.0 255.5 36.5 

年 秋 蚕 8. 15 15.0 (543.0) (36.2) 

度 晩秋蚕 9. 6 19.0 (690.0) (36.3) 

日免々秋蚕 9. 20 21.0 (770.0) (36.7) 

合計又は王子均 129.0 (4 ,735.2) (36.7) 

注 : ( )内は見込み数議
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上競は専用上族主を使用し，一斉条払自然上競によっている。こも抜きを

早く行い，大引換気扇で排湿に努めているため， I1符じょ率が常に高いという。

上競後の片付けはフロントローダーに装着したへイホーク(写真 l 参照)に

より ， 20箱分を 1 時間で処現している。 l 段育の下敷には乾燥したカヤを使

用しているため作柄がよく，また後)Y1 イすも早いなどの工夫もこらしている。

(3) 成織の総括と発展方向

奥野氏の経営と技術に関しては上述したとおりであり，近畿中間四時の養

蚕において先導的役割を来たすことは間違いないであろう。その成績を総抗

すると下表のとおりとなるが，家族がしとなって努力した結果であり，資

桑もせず，雇用もごくわずかであって，見事な成果といえよう。600万円を越

す労働報酬し高い土地生産性と労働生産性に改めて Ht畷せざるをえない。

第13表養蚕経営指標 (Ui'151) 

jf[ 日 数 M: 考ー

10 a 当り収繭赴 140.4kg 4 ,632kg/330 a 

相当り収納長t 36.6kg 4 , 632kg/126. 5t゙i 

1 人当り収納鼠 1 ,323.4kg 4 ， 632kg/3.5人

繭 1 kg 当リタザ{動 11寺[iij 1.611寺|詩i 7 ， 46811寺 IHJ/ 4 , 632kg 

(JJt桑2 ， 16411寺問，飼育5 ， 30411初旬)

l 日当り家紋労働報酬 4 ,376P:J 4 ， 013 ， 900円/921.5 日

tt :飼育労働時 !iSJ には議用961時間を含む

この経営においてもなお多くの問題を含んでいる。その最たるものは桑関

の分散であり，前述したように，桑関をもう一度作り直す構想、をもち，その

問題解決をはかろうとしている。また，肥料を過剰投与しているおそれもあ

る。地力が乏しいことは確かであるが，適正な;量を検討して改善することも

大切であろう。これらの問題を持っていることは経'常を改善する余地のある

ことを示すものであり，最近，整備された養蚕施設や装備をみても，こんご

の発展が大いに期待され，楽しみ深い経営といえるのではなかろうか。
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8 t 生産めざし開墾を準備

奥野岩弘

私は農家の末子に生れましたので，

3 年間工場勤めの後，専ら山林作業

の臼履いとして働いてまいりました。

現夜，家族は妥と長男夫妻，孫 2 人

の 6 人で，養蚕専業ですが，妻は最

盛期に三子イi う程度です。昭和27年，

自宅近くに桑20 a を楠えたのが始ま

りで， 32年，全留農林物産品評会に

繭を出品し 2 位に入賞して自信を

深めました。長浜町は，温州、iみかん

の産地ですが，私の住むÉ3滝地誌は，

事長が深くて良質のみかんが出来ませ

ん。和やかな家庭を築くには，農業

で自立することが最善と考え， 42年，

大洲市上須戒に原聖子を寅(つfて桑医1170

a を造成しました。

当時，町内はみかんブームに榊き，

「どうせやるならみかんがよいのに」

と，批判の戸も問えましたが，みか

んでl喰えるものが蚕で喰えない答が

ない，地域のためにもと凶い決意て、

養蚕に取り組み，ご指導をうけまし

た。その後，増反や賃借で規模拡大

を図り，現在330 a の桑図を耕作して

おりますが，蚕会との距離は，中心

桑園が 8 km もあり 3 ヵ所に分散し

ています。傾斜地の赤黄色土で，地

-40 

カがありませんので，牛糞，コーヒ

粕等を大量に入れ，化学肥料も 10 a 

当り N931唱を桑採りなど，作業の都

度こまめに分地して反収をあげまし

た。蚕舎は 7 棟あり，令期日Ijに使っ

て黒作を期しておりますが，無理な

投資をしないよう徐々に増やしてま

いりました。

夏の半年間は家族会員が蚕会に移

動して生活を共にし，んなで工夫し

して喜びを分け合っているのも私の

経営の特徴です。惑い長男が非常に

熱心ですので，自宅近くの山林を実

い 8 t 生産をめざして持者墾準備を

進めております。

今回，図らずも内閣総理大臣賞を

受賞しましたが，末氏までの栄誉で，

身の引き締まる盟、いがいたします。

養蚕に打ちこんで，ほんとうによ

かったと思います。ありがとうござ

いました。ったない私の体験ですが，

条件は悪くても，努力次第で望みは

叶います。日本蚕糸業の発展を願っ

てやみませんρ



出品財

受賞

襲撃受機者の略樫

本農林漁業振興会長官設受賞

養蚕経営

風新居養蚕組合
(代表者機小路吉造)

(山梨県中巨摩liIí櫛形町上沼地)

風新居養蚕組合は山梨県中巨摩:1m櫛形町 t沼地において，養蚕農家46戸で

組織されている組合である。

本総会は戦時íjには風新居養蚕実行組合として活動してきたが，昭和23年に

組合員の総意により近隣に先がけて風新居養蚕組合を設立し今日に至ってい

る。組合は稚蚕共同飼背を中心に活動を展開してきたが，昭和31年には集落

第 1 図受賞者の所夜地 の北と溺に稚蚕共悶飼育所を設霞し養

蚕振興と組会運営の拠点として活用さ

れてきた。

櫛形町は甲府盆地の西端，甲府市よ

り約14kmの距離にあり，南アルプスの

前山である櫛形山より階段状に東面に

鎖斜している斜面及び平問地にまたが

った地域からなっている。国Iの東方に

は釜無JII が流れているが，この川の影

響により王子坦地は沖積地からなってお
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風新居繋蚕級会

のメンバー

り， ì栄根性の果樹及ぴ桑の成育には恵、まれた地域とみることができる。(第 1

図)

ただ，当地域は水利の使が甚だ悪いつえに夏期には干ばつの常沼地域とな

っているために水田は極めて僅かであり，櫛形軒の農業生産は，もも，すも

も，ぶどう等の果樹と養蚕が中心となっている。ちなみに，昭和51年におけ

る当町の農業生産額をみると，合計23億円のうち果樹が約1H意向で47.6% ，

養蚕が約 9 億円で， 39.0%，養豚が約 2 億円で8.6%，*稲が約 1 億円で 4.8

%となっている。

なお，町の総戸数は2 ， 313戸で， うち，農家戸数は 1 ， 561 戸，農家主ドは67.5

%となっており，都市化の影響が比較的少ない農業地域とみることができる。

風新居地底はこれらの中にあって，立地条件としては傾斜地及び平坦地にま

たがった所に位置しており，古くから養蚕の発達した地域である。

本組合は風新居地匿の地縁組織であり，組合の規模が46戸という適当な大

きさであること，農業経営，養蚕経営の規模が近似的であり，養蚕依存度が

著しく高いこと，指導機関の適切な指導もあって技術水挙も極めて高いこと

など，等質的な組合員によって組織されているため，組合のまとまりは極め

てよし組合の活動は活発に行なわれている。

近年において実施された事業をみると，昭和46王子には，それまで南北 2 か

所にあった稚蚕共同飼育所を県単独の補助事業により l か所に統合し，大部

屋tJlH鈎方式に改造するとともに温湿度調綬装置を導入して飼育の合理化と蚕
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作の安定を関った。昭和48年度には蓄を蚕主産地築関営農推進事業により，任

意組合榊桑鴎改航促進機械施設組合を設立して，卒業費366万6千円でハーガ

ソン48P S の導入，また，任意組合上宮地桑園地力増強施設組合を設立して，

事業費376万円で堆肥会 l 棟の導入をそれぞれ実施している。

このほか，組合員の偶別施設については，農業改良資金等の活用により，

大型鉄骨蚕舎の導入，移動式給桑会惑の設援を進めており，養蚕規模の拡大

と生産性の向上に努めている。

これらにより，風新蔚養蚕組合の l 戸当り平均収繭最は年々増大し，昭

和]48年の825kgが51年には 1 ， 070kg となり，大半の組合員が 1 t 以上の大規模

養蚕経営となっている。また，桑際 10アール当りの収縮量を総合の平均で

みると，昭和48年には 113kgであったものが51年には 143kg と向上しており，

周辺地域と比べてもミ苦しく高い Jj(Ji主となっている。

関経営概況

本組合は釜無)1 1 右岸に位援し，水平iJの使が悪いために水凶は少なし耕地

面積が少ないうえに!詩辺に耕地を拡張する場所がないこと，また，都市から

の距離もかなり速く就業機会にも恵まれないことなどの条件から，養護が最

も有利な作目として農業経営の中に取り入れられ，養蚕専業により農業所得

の維持増大に努めてきた。

ちなみに，組合員46戸の耕地面積の内容を見ると，耕地而較的 haのうち桑

図部積は34 ha:で全体の87% と EE倒的なおj合を占めている。また 1 戸当りの

平均面積をみると，耕地面積は86 a ，桑関面積は75 a で，会関王子均に比べて

耕地問積は小さいが，桑図面積は大きい状況にある。(第 I 表)

本組合の王子均規模は以上のとおりであるが，これを組合員個々についてみ

ると，耕地面積では 100a 前後の者が最も多く， 50 a 以下の規模の小さい者，

または， 120 a 以上の規模の大きい者は僅かで，組合員の耕地阪棋は平均化し

ている。同様に，桑園の保有状況についてみると， 70 a 前後の者が大部分で，

50 a 以下または 120 a 以上の者は極〈僅かで，桑関面積についてもかなり平均
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桑園の全景

第 1 表組合員の経営概況

(1) 耕地保有状況

(2) 粂Wl保有状況

(3) 組合員別収繭量

(4) 養溢依存度の状況

的とみることができる。

桑留の状況

本組合の王子均収蔵量は昭和51年には 1 ， 070kg となっているが，これを組合員

個々についてみると， 1 ， OOOkg前後の者が大部分てや500kg以下の規模の小さい

者， 1 ， 500kg以上の規模の大きい者は僅かて、収繭量についても極めて平均的

となっている。

なお，農業経営における養蚕依存度(農業組収入に占める養蚕粗収入の割
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合)の状況をみると，組合のエjZ:t~Jでは92%を占めて緩めて高い養蚕依存度と

なっているが，これを組合員側々についてみると， 46戸のうち42戸までが80

%以上になっており， 100%の者が13戸にも上っている。このように，瓜新居

養蚕組合は極めて等質的な組令員によって総識されており，養蚕依存度が務

しく高いことが特徴的である。このことは組合の運営には様めて有利な条f!t二

となっている。

関受繋財の特色

風新版養蚕総合の近年の動きをみると，戸数は48年以降46戸で変化なく推

移している。桑函間干支は48年の33.5 haが51年には34 .4 haとほほ検ぱいに推移

しているのに対し，収繭量は年々増加し， 48年の38.0 t が51年には49.2 t と

なり， 52年には51.9 t が見込まれている。

このような収繭量の増加はlO a 当り収繭最の増加によるものであるが，

この状況を48年以鵠についてみると， 48年の 113kgが51年には 143kg となり，

52年には 149kgが見込まれている。土地生産性の向 i二により 1 戸当りの玉p:均

収繭最も増加しており， 48年の825kgが51年には 1 ， 070kg となり， 52年には，

1 ， 129kgが見込まれている。以下受賞財の特色についてみることにする。(第 2

表)

第 2 表組合の養蚕業の推移

戸数 粂隠函干ft 十市立箱数 収裁量 10 a 当り 1 戸当り

mz ;後 ヰ又 繭 f設
戸 h a 手袋 t kg kg 

48王手 46 33.5 1 ,130 38.0 113 825 

49 46 33.9 1 ,160 39.4 116 855 

50 46 34.0 1 ,260 44.5 131 967 

51 46 34.4 1 ,303 49.2 143 1 ,070 

52 (見込み) 46 34.9 51.9 149 1 ,129 

(1 ) 土地生産性の向上

本組合はこと地生産性の向上により規模拡大を実現しているが， 10 a 当たり
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収繭量について閥辺地域との比較でみると，当地域は全般的に土地生産性の

高い地域であるが，本組合はその中でも一段と高い水壌にあり，また，最近

の推移をみると周辺地域がほほ、横ばいに推移しているのに対し本組合は著し

い向上を示していることが特徴である。

すなわち，昭和49年と 51年における 10 a 当り収繭量の変化をみると，櫛

形町は49年の105kgが51年には 104kg，中巨摩郡はそれぞれ104kg ， 104kg とほ

ほ、横ばいに推移しているのに対し，当組合は49年の116kgが51年には 143kg と

なっている。(第 2 図)

次に，組合員個々について 10 a 当

り収繭最を昭和48年と 51年の変化

でみると， 48年には組合員46戸の平

均は 113kgで階層別には 100- 120kg 

に大部分の者が入っており， 100kg以

下の能率の低い者が 9 戸， 170kg以上

の能率の極めて高い者は l 戸に止ま

っていた。しかるに， 51年には46戸

の平均は 143kgtこ向上し，階層別には

120-150kgの者が最も多くなり， 100

kg以下の能率の低い者は 1 戸に止ま

り， 170kg以上の能率の高い者は 10戸

第 2 図 10 a 当り収繭量の比較

(kg) 

> 50 r (51q~) 

100 

50 

(491f� 

Jl6kg 

143kg 

に増加している。このように組合員全員が上位階層へ移向しており，殆んど

の組合員が100kg以 kの土地生産性を実現していることが特筆される。(第 3 表)

第 3 表 10 a 当り収繭量の推移

\年\ι\m\a大l\当iZ:り閣比\議¥ ) 100 120 150 170 
~ ~ ~ ~ 平 だ]

-100 120 150 170 

Fコ 戸 戸 戸 円

48 if. 9 25 8 3 1 (ll3kg) 

51 年 l 9 17 9 10 (143kg) 

-46-



(2) 桑園の栽培管理技術

総合員は一様に土地生産性の向上に努めているが，その技術内容をみると

次のようになっている。桑の品種は当地域に最も過している「一ノ瀬」が殆

んどを占め，仕立法は根メIjあるいは一部高根刈となっている。粂樹の樹齢構

成をみると，桑関前積34 haのうち， 15年生以上が75%を占めている。この樹

齢構成は一般的にはかなり老朽化していると考えられるが，当地域に関して

みれば土壌が深いために根は深〈伸長しており， 30年生ぐらいまでは生産力

は低下しないということである。

次に，桑国の土地生産性に夜接的な関係をもっ肥培管理についてみると，

金肥の投入は適量を適期に行っており， 10 a 当り，主義素成分については 30

-45kg，燐駿及ひ刃日盟成分については 15-22kgが施用されている。また，有

機質の投入についてみると，廃条及び蚕ぷん，蚕沙は殆んど全最桑図に還元

しており，その他，稲わらについても自給または購入により投入に努めてお

り， 10 a 当りの投入量は 1 ， 000- 2 , OOOkg となっている。(第 4 表)。

第 4 表肥培管理の状況(10 a 当り)

(1) 窓業成分投入状況

議索成分譲(kg)

戸数(戸)

(2) 有機質投入状況

有機質(kg)

戸数(戸)

以上のように，金肥及び有機質の投入量は組合員により若子の相違はある

ものの極めて王子準化しており，科学的，合理的な施用を行っている。なお，

桑臨土壌の改良については，蚕業技術指導所の指導により，酸度検定，腐植

検定を計画的に実施しており，これらの検査結果に基づいて酸性の矯正を行

ない，土壌条件の改良維持に努めている。
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(3) 桑園の瀧漉施設の導入

当地域は釜無川右岸に位援し，水利の{更は悪<，干ばつの常習地域として

気象の彬響を強くうけ，農業経営を不安定にしていた。このため，当地域に

とっては水の確保は農業経営上の最大の課題となっていた。この問題を解決

するため，近年，釜無川右岸土地改良卒業が実施されることとなり，その中

でj産税施設の務備が行なわれることとなった。

本組合としても，この事業に積極的に参加することとし，桑図面積の90%

が受益することとなった。瀧J1<.はスプリンクラ一方式により行なわれており，

当組合においては49年から笑施している。

桑閣の場合， ì差水による土地生産性の向上効果は極めて大きいものがある

が，当地においては 2 割程度の増収があったものと見られている。本組合の

最近の 10 a 当り収繭量をみると， 48年1l3kg ， 49年116kg て、あったが， 50年

以降は急速な増加を示し， 50年131kg ， 51年143kg ， 52年には 149kgがみこまれ

ている。この収繭量の増加は各種の努力によるものとみられるが，この事業

も有力な 1 要因となっているものとみられる。

(4) 盤蚕施設の整備

本組合は蓋蚕の歴史も古<，養蚕依存度も極めて高いため，養蚕施設の整

備は著しく進んでいる。

稚蚕共同飼育所は組合の施設として，組合運営の中核として活用している

が，以前 2 か所あった飼育所を昭和46年に県単補助事業により 1 か所に統合

し，大部屋棚飼方式に改造するとともに自動温湿度調整装置を設置して合理的

な飼育を実施している。

この稚蚕共同飼脊所の近代化により，蚕作の安定と労力の節減が図られる

こととなり，養蚕農家の規模拡大に大きく寄与している。

このほか，組合の施設として，昭和48年にトラクターおよび、堆肥舎の設置

を行っているが， トラクターについては桑鴎の改植あるいは造成について積

極的に活用されることが期待される。また， j佳肥舎については桑園地力の向

上のため，有機質の有効利用と桑閤への多投に大きく寄与している。
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桑閣の機械作審議

一方，組合員の側別総設についてみると，規格のそろった欽骨蚕舎が殆ん

どの組合員に務備されており，餌7守台，給桑施設等の導入も進んで，能率の

高い養蚕経営を実現している。

このように，地域協設，個別施設ともに近代化が進んでいることは本組合

の養蚕に対す意欲を示すものであり特筆されるところである。

(5) 多屈育の導入

養蚕の規模拡大を図るため，飼育技術としては多田脊を導入している。組

合員の飼育回数をみると，大部分の者は 4-5 回脊であるが，規模の大きい

組合員の中には 7 回育を行っている者もある。昭和52年について 5 閤育を

行なう場合の襟準的な揃立月日を見ると春蚕第 1 曲が 5 丹 14 日，春選第 2 閉

が 5 月 24 日，初秋蚕は 7 月訂正晩秋蚕付 8 丹 28 日ぬ々秋蚕は 9 月 3 B と

なっている。

稚蚕腕脊はすべて共同飼育となっているが，本組合の共同朗育所だけでは

対応、できないので，一部の査期については地域内の他の飼育所を活用してい

る。

このように，稚蚕共悶飼育所の合理的な利用により多囲育を笑砲している

が，これにより，施設の有効利用と労力の配分に努め，規模拡大を可能にし

ている。

(6) 饗蜜規模の拡大

風新居養蚕組合の目立った特徴としては，最近急速に収繭量が増加してい
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ることである。収繭最の増大のために，本組合は以上でみてきたように，各

般にわたって工夫と努力をしているが，耕地面積が狼られているために，ま

た，周辺に耕地を拡張する場所がないために，桑間面積のJ広大によってそれ

を笑現することはできず，主として，桑図の土地生産性の向上によって収総

長の増大を図ってきた。

規模J広大の状況を組合員 1 戸当りの平均収務量でみると，昭和49年の 855

kgが50年には967kg ， 51年には 1 ， 070kg と急速な増加を示し， 52年には 1 ， 1291氾

が見こまれている。

参考までに，周辺地域における 1 戸当り平均収 の推移を 49年以降に

ついてみると，櫛形町は49年の452kgが51年には427kgに，中巨摩郡は49年の

398kgが51年には405kgそなっており，それぞれ減少ないしは横ばいの状況に

ある。(第 3 国)

このように，風新居養蚕組

合は周辺地域の動きとは異な

って，最近，年々収嫡最を増

大しているが，これは組合員

の団結と努力の結果によるも

のであり注目されるところで

ある。

関技術，経営の分析及

び今後の発展方向

第 3 図 l 戸当り q::(í総長まの捻移

(1 ) 農外収入と盤蚕経営

風新居養蚕組合の46戸の組

合員の養護経営および養蚕技術は極めて等質的で‘あるが，個々の経営条件は

それぞれ呉なっていることは言うまでもない。例えば農外収入の状況につい

てみると，幾外収入が殆んど無い組合員もあれば，農外収入が数100万円に上

っている組合員もある。また，この農外収入を得ている者が養護経営の基幹

nu 

p
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d
 



的労働力である場合もあれば，そうでない場合もある。このように，農外収

入のいかんにあるいはその主体者が家族のうちの誰になっているかによって，

養蚕経営の対応も異なることが考えられる。

農外収入については調査上の制約もあって正確を期することは悶難である

が，ここでは農外収入の無い組合員，差是外収入が100万円以下の組合員，農外

収入が100万円以上の組合員の3つのクツトプについて養蚕経営の概要をみるこ

とにする。

これらのグループについてはグループ間に養蚕経営および養蚕技術に自立

った相違は見られないが，強いていえば，農外収入100万円以上の比較的恵ま

れた組合員において耕地面積も大きし養蚕経営にも意欲が高いことがみら

れる。例えば， 10 a 当り収繭量についてみると，これらのグループ。の中では

最も高水準にあり，また，この土地生産性の向上に密接な関係がある窒素成

分の投入量および有機質投入最も最も良い状況にある。(第 5 表)

第 5 褒 1災外収入程度別養蚕経営状況

耕地①昔話綴 桑図(î)面積 桑殴①E% ド 10 a 当り 愛護成分 有機質
(/ 収繭最 投入選 投入量

a a kg kg kg 

幾外収入なし 79 69 87 137 38 1,407 
燦外収入 100万

89 80 90 146 36 1,417 
円以下

燦外収入 100万
96 75 78 147 40 1,629 

円以上

(2) 肥培管理と土地生産性

本総会の土地生産性は極めて高く， しかも近年，年々向上しているごとが

特徴的である。

また，組合員個々にしても土地生産性は高水準にある。しかしながら，さ

らに詳細に検討するならば組合員開にはかなりの開きがあり最も低い組合員

では， 10 a 当り 100kg程度，最も高い組合員では200kg程度となっており，お

よそ 100 kgの差となっている。このよつな開きは種々の要閣によるものと

考えられるが，例えば皇室素成分投入量および有機質投入量との関係について

Fhu 



みると次のとおりとなっている。

なお，当地区は或る i浪られた地域であるためにも立地条件，土壌条件，気

象条件等かなり共通した条件を有しているため，これら肥培管理は土地生産

性と高い相関があると見てよいと思われるのである。(第 6 表)

第 B 表 日巴培管理と 10 a 当り収繭主主の関係

(1) 室三主成分投入最と 10 a 当り収繭量

(2) 有機質投入量と 10 a 当り収繭設

窒素成分の投入量は組合員によってかなりの差があり，最も少ない者は 10

a 当たり 30kg程度，最ーも多い者は45kg程度となっている。これらの投入量の

程度別にグルーピングしてその内容を見た結果では必らずしも一定の傾向は

見られず，例えは\10 a 当り 30kgの投入量で、最低は 105kg，最高は 171kgの 10

a 当り収繍量をあげている。また 45kgの投入最て、最低127kg，最高は 192

kgの収繭量となっており，大きな開差を見せている。

このように窒素成分の投入最と収繭最の間には一定の傾向は見られないが，

グループ問には或る程度の差が認められ，窒素成分の投入量が多くなるにつ

れて 10 a 当たり収縞量は増加していると見ることができる。(第 6 表)

有機質の投入量と収繭量の関係についてもほぼ同様なことが認められ，投

入量が多くなるにつれて， 10 a 当り収繭最も高まっているとみることができ

る。

(3) 今後の方向

本組合は 1 戸当り平均の耕地面積は小さしこれらの耕地からできるだ

け多くの所得をあげるため，大部分の耕地を桑潤として養蚕を専業とする経

営を進めてきた。そして，養蚕所得の増大を国るため土地生産性の向上に努

力し，かなりの成巣を上げることができた。しかしながら，今後における生
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活水準の向上に対処していくためには，さらに一層の創意と努力が必要と思

われるのである。

土地条件の制約から桑田部積の拡大による規模拡大は極めて閤弼i会とみられ

るので，今後においては，従来にも増して土地生産性の向上に努めることが

必要でもある。 Hf'l.培管理等の改善によりその可能性は十分にあるものと考えら

れる。第 2 は遊休桑菌等のj活用による規模拡大を進めることも重要と息われ

る。最近においては，組合員の中には貿桑によって経営規模のt広大に努めて

いる例も見られるので，地域的に或し、はさらに広域的に遊休桑閣の手iJ活用を

行なうこととし，組合が中心となって組織的に運営を行なうことを検討する

ことが必要と思われる。
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全員が 1 t 以上の生産を

風新居養蜜組合

(代表者横小路吉造)

風新居養蚕組合は，県都甲府市よ

り西へ約14km，南アルプス連峰櫛形

山麓にかかる位置にあり，現在組合

員46名で構成されている。古くは明

治・大正の時代より養蚕業が盛んで，

農家収入の80-90% を養蚕収入に依

存して来ました。昭和15年風新居養

蚕組合を発足し， 17.if-に蚕品種の統

ーを図り， 25年から 29年まで電熱育

共河飼育を行い， 29年， 30年に主主り

長野方式士案飼育所を音山容の北と南

の 2 ヶ所に建設し， 45年度まで飼育

し，昭和46年に県の補!J}J事業によっ

て南の飼育 l ヶ所に統合し，空調自

動調節機導入等により稚主主共同飼育

所の近代化を達成し，以来この共同

飼育所を中心に名称:共同事業が行わ

れ，組合員の団結も闘し活発な養

蚕活動が，行われています。

当地区としても例外でなく，世相

のうつり変りにはなすべきもなく組

合発見当時より組合員数においては

若干減少しておりますが，組合の年

間収繭量は，年と共に向上し 2 t 以

上の養蚕家を筆頭に，組合員の大多

数が 1 t 以上の養蚕農家となってお

ります。

この地域は，常習ニ1二ばつ地域のた
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め釜無Jl I 右岸土地改良事業に参加し

て，会桑園の90%にスプリンクラー

の溶接正施設を導入している組合員の

桑劉の生産力増強に対する熱意は強

<.土壊の酸度検定，腐植検定を積

極的に実施して，有機物の投入量を

I曽す一方，共河作業による桑掴病答

虫防除を行うなど，土地生産力の増

大につとめ， 10a 当り収総選は 142kg

に達し，周辺地域に比べ緩めて高い

水準を保っております。

組合員の飼育商においては，年 4

-6 聞の多回育が行なわれており，

壮蚕飼育施設は，農業改良資金等の

活用によって大多数の組合員が鉄骨

益舎を所有し，簡易給桑施設も規模

の大きい組合員を中心に進んでおり

ます。

今回の受賞を生i皮の栄誉と心掛け，

常に書IJ意と工夫に努力し，各先生方

の指導よろしさを得ながら，共同桑

関等の1也カ保持につとめ蚕作の安定

を図 t) ，遊休桑腐の活用と i:l:蚕飼育

の省力等により，専業農家として安

定した経営を行い，後継者の養成に

カを尽くし，組合員会員が 1 t 以上

の生産が出来るよう頑張りたいと思

っております。



第 16 回/選撃機祭受3愛者の技術と経営
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東京都千代間区神白多留J2-9 6(凶中ビル)
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東京都港区新機 2 10-5 (米吉ビル)
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特産展を御授察の皇太子
.間妃高殿下御夫妻

都民に景物配布
する鈴木農林大臣

都心をパレード
する徒歩部隊



発刊のことば

段業祭は，全国民の農林漁業iζ対する認識を深め，農林漁業者の技術改普

及び経営発展の意欲の高揚ぞ関るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が街nごj拐になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭を

発展的に拡充して始められたものです。

この!設業祭は，毎'rl三日月 23 日の勤労強謝の iゴを ~~I心として，フ己皐杯;受与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本JiM:林漁業振興会が各方面

の協力を得て間保してきており，昭和152年度はその16181 目を迎えました。

第16[B.IJ~業祭lζ参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 312件で，それら

行事において農林大山投を受賞したものは 534点にのぼりましたが，その下!:I

から農業祭中央平等査委員会において，天皇杯受賞者 6 人(浪路，隠芸，

通話糸，林政及び水産部!，Ij とと 1 人)をはじめ，内閣総理大山lT 6 人及び日本

農林漁業振興会会長賞 7 人が選定され，農業祭式典で表彰されました。なお

内閣総理大関1'tは，今|討から来rrたに授与されることになったものです。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当 'ÌIÍする股

林漁業近代化への外.きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経常

l乙関係する各万同IIの万々に大いに柳誠することと思い，引き続きここにとり

まとめて印刷に付した次第です。

終りに，本書の編集l乙御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各位lこ対

し深甚の謝意を表します。

fl自和535下 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受

出品財林業経営

受賞者 日下部k右衛門

(京都市北区小里子 L:の町 105)

塁塁受歯者の略歴

日下部家は当主が1上右衛門を襲名して八代田になる 1[1家である。京都市に

隣接する小野郷に賠を構え，薪炭商をなりわいにしていた。先代が山林経営

の有利性に注目し，近在の山林を購入，続営の基礎を作った。

日下部家の林業経営が，本格的な展開をみせるのは，受賞者，八代目 ÎJ.布

街門氏が昭和22年京都府立農林専門学校を卒業後，家業に専従してからで，

当時は保有山林263 ha ，人工林率27% で， 60年伐期のスギ， ヒノキ用材林経

を目標に進めながら，間伐材を磨丸太用に生産していたが，昭和27年ごろ

より，適地を磨丸太の短伐期経営に転換した。

磨丸太生産林の造成については，品種や椋栽本数の選定，肥士吉や技打技術

の工夫，伐期の短縮や人工絞による新らしい磨丸太の生産等，隣接する北 111

林業の訟統技術を導入しながら，需要にマッチした生育をすべく新らしい施

業仕組みを開発するとともに，それらを周辺地域に普及指導し，今日の人工

絞を中心とした鷹丸太の産地化に先導的な役割を果たした。さらに又最近で

は天然出絞首木の導入と普及にもカを注ぎ，磨丸太の名声を高めることに寄

与している。
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「やまは道場である J という父の教えを守り，適地蜜木盗作業の高生

産林砂を作りあげ，安定した所得を達成するとともに， , 13名にも及ぶ11・用

労働者を通王子雇用し，中焼般の，非常にまとまりのよい経営を形成した。

材の販売， I~fhll寺!涯用等は絶えず地元の経済の振興を第一義に考会え，

等に対する度ぴ重なる寄附等，林業経営の社会的資官:も来たしている。長男

も既に林業に従事し，高生産主，高集約の安定した続営として，まさに範とな

るべきものである。

氏は人格円以Ij，かつ，資f壬!出強<，何事ーも積極的に誠意をもって事に当た

り，地域の人からも信認が厚い。このことは小野郷，あるいは北山地区の消

防，社乱防犯，交通，民生，農協，森林組合等の各椀役員に殺され，かっ

学校，社会福祉， [袈療設備に対する多額の寄i貯などによって務|授褒章受 4

回をはじめ数多くの感謝状や表彰状をうけている。

略歴は次の通 1) 。

、

'-�r. 

昭和19年 3 月 京都府立第 3 rド学校 4 年修了

22年 3 月 京都府立高等農林専門学校林業科卒業

職歴

昭和23年 9 月 -52年 2 月 小野郷農業協同総合理事

24年 6 月~現 主主 京都北山森林組合理事

33年 6 月 -52年 6 月 間専務理事

表彰

昭和35年 3 月， 47年 6 月， 47年 7 月， 50年 4 月に紛授褒家受賞

関経営の概要

(1) 森林の所在地:京都市北託小野郷笠谷ほか 7 ヵ所(第 l 図)

(2) 森林の構成:経営面積271 ha , うち磨丸太林92 ha，一般スギ林12 ha ，ヒ

ノキ林49 ha ，マツ人二日本44 ha，マツ天然林53 ha，広葉樹林20 ha。令級構成は

ととのっている。(第 1 表)

一 7-



(3) 施設装備:林道 5 線14 ， 800

m (うち自力3 ， 000m)林道密度55

m ，資材倉庫 2 ，休憩舎 8 ， トラ

ック 2 ，マイクロパスしチェン

ソー 5 ，刈払機 2 ，動噴 2 。

(4) 施業の概要最近 5 ヵ年間の

年平均伐採菌積9 .41 ha，植林面積

13.68ha ，下刈面積約90 ha，技打

面積20 ha，施肥面積30h a 0 (第 2

表)

(5) 労務状況:本人及び長男が林

業専従延600 日，常用 13名延2 ， 900

札臨時17名延2 ， 000 臼(第 3 表)

(6) 続営収支:最近 3 ヵ年間の平

均収入8 ， 691万円(うち磨丸太材

第 1 図受賞者の山林所在地

6 ， 042万円70%) 支出8 ， 244万円(うち造脊林費5 ， 320万円65%)収支差額 447

万円(第 4 表)

第 1 表森林の構成

fx l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
丸太尽 21，却 21.11 19.% 13 担 10.15 

スギ II お 泣 14 11 

スギ
1.47 2.03 0.49 1.98 2 田 l 叩

12 11 4 11 n 15 

ヒノキ
5 同 3. 部 2 肝 3 国 2.51 0.92 0 位 0 叩 1.10 l 訂

11 7 6 8 5 2 2 2 3 

114 ,32) 112 缶) ( 8 出)
( 8 曲)

6 出 8 臼 8 臼 13.47 2 剖 5 百

7 ツ
(15) (13) 9 

1(832 1 ) 
7 9 9 14 3 6 

ザツ
4.46 2.83 3.18 5.45 3 描 l お

22 14 15 幻 16 6 

目十
51.70 39.94 34.97 31 叫 23 日 12 閉 9 日 16.35 6 臼 8.91 

19 15 13 12 9 5 4 5 2 3 

マツ欄の( )は人工林用材林: 250.lOha: 92% 

人工林: 197.02ha: 73% 
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11 12 13 

0 印 0.2.1 0.27 

5 2 2 

1.49 。曲 3.11 

3 2 6 

2 前 l 訂 l 曲

2 

4.15 2.40 4.47 

2 2 

1M立: 上段 ha
下段%

14 15以上

91 鈎

l田

0.41 0.15 12.02 

3 100 

5η 14 由 49.28 

12 30 lα) 

0.44 1.21 %.81 

。 1 100 

加 48

100 

6.57 16.35 270.58 

2 6 100 



第 2 表過去 5 ヶ年のM伐 単位 ha

丸太仕立下メIJij三 2 1.iI1俗年約90 ha，校打 20 h在、施 IJ巴30 ha，一般材枝打 11上:年3 ha。

第 3 表労務投下:~ìl (昭和51if.) 

(1) 作業別

\1…\\?作\業 i詰年 12 月- 4 月 5 月 -8 月

育苗 M 栽 下メIJ

100 500 2 ,200 

労女 200 100 500 

自家労務 計日 150 

750 2 ,900 

(2) Ji 5]1] 

}j 

1iV!J)]l 

w山, 用 150 200 280 280 200 お0

自話 時 300 320 

I~ 家 50 50 50 50 50 

2∞ 250 330 330 550 650 

第 4 表経営収支 (S49-51if.平均)
l 収入 (単位千円)

iズ分一一 全吉(i すえ J~J グ己 i:gffj 

:\Lこ Ji'i 三I二 1>とオミ 45 ,622 
;本メL 11¥1 -{え寸く 3 ,290 

井こ ヲ二 t!.主 中立 11 , 511 
}日 4 、 。! 60 ,423 

)1:ー♂ ヒノキ 21 ,485 

*' 肯定 フミ 者f :3 ,826 
!IJ 7"  ‘ソ 1 , 174 
中4 ノ}、 "十 26 ,485 

ノE入3 86 ,908 

( Jìí.位入臼)

計 i 備1 月 -511 8月 -12 F!
考

校:JT その他

900 300 4 ,000 その他li

50 900 除伐，雪起し

100 140 600 作業滋補修等

1 ，∞o 490 5 ,500 

10 11 12 

280 260 220 210 2ω 280 11J77名2 
tcG 

350 340 250 2ω 90 100 ヲH7 -f!
tcll 

50 50 50 50 50 

防0 650 520 510 400 

2 支出 (主P-f.立千 P.J)

区分一一一 ';fi:古(i ^'I l.. J~'J :R:I\ 'Mi 

ff 古Y 1 , 200 
j\主 Hi- 日， 890

<,,'[ 十j 12 ,58:3 
f守主 3た i立 462 
1ご メ tj 17 ,861 
十支 打。 6 ，日 11

fjlli H巴 2 ,417 
列車品し， そ(7) f也 :3 , 2 7:3 
ノj 、 53 , 197 
'Ct 与 1以 '1'. 'I~ ぺ:j-; 4 ,617 

H' .�l 'l~ 2 , 117 
資材 ， /jむ紋T号待合 7 ,650 
生':: 11l 三'::: .1W. 14 ,860 
'J 、 29 ,224 
ノZr1h、 自2 ， 441
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所有森林遠景

関経営の特色

(1 ) 経営目標

適地適木を基本とし，外材や代替材にも競争力の強い優良材生産を目標に

している。スギについては， 20年伐期の磨丸太生産を主とし，ほかに長伐期

用材生産を組み合わせる。とくにヒノキについては， 70年生以上の能良材生

産を呂襟に経営の予備的な機能をもたせる。マツ林も同様で‘，マツタケ生産

も期待する。

(2) 経営運営(主として技術について)

最も力を入れている磨丸太生産林分は全出積のす， 92 ha，販売額で70%以

上を r~ めている。従来は一般用材林が薪炭林であったが，氏が山林経営と担

当するようになってから，北山丸太仕立てを指向した。しかし，中川地区の

伝統的な方式をたんに模放するのではなし品種については，度重なる試行

のもとにシパハラを選択し，挿木により自家養苗している。植栽本数は当地

としてはきわめて組棋といえる ha 当り 3 ， 500-4 ， 000本とし，活着をよくし，

地際から伐採可能なように，ていねいに深植をしている。直木 1 本 1 本に支

柱を立て出村の出るのを防いでいる。成長促進のために 3-4 年ごとに施Jl~

を行い，材質と形賀を良くするために技打を行う。技打は伐期迫に 3 回 7

-8 年生でヒモ打， 10-12年生で第 2 囲，伐採 2-3 年前に校締を標準にし

ており，いづれも鎌で，ていねいに実施している。

-10ー



丸太仕立林林相(伐期

前) (上左) ，人エ絞

加工中の立木(上方)，

ヒノキ林(下)

このようにして， 20年を経過せずに完満通泣な溌丸太一了取りの立木が生

産されている。これは中川地区に長年実施された密航 (5 ， 000-7 ， 000本) 40 

年以上伐期，並丸太 2-3 了生産の技術体系とは符しく異なるもので，人工

絞騰丸太を目標にする知伐期の一丁取生産の体系で，当地において氏が開発

し，燐丸太生産の後発地域である京北町等にも波及し，この地方の林業の繁

栄の~，l5礎となったものである。

氏の山林で立木買いした磨丸太府立二十三を加工業者が 1 - 2 年かかって絞り

をかけ，伐採後乾燥，背答IJ ， I殺さ等の工程を経て出荷する。現在の重点課題

は，天然性出絞材の生産で，採穂，養荷盗地選択，施日記，技打等の新らし

い技術体系を研究中であり，既に立木で l 本数十万円もするものも育ちつつ

ある。

一方，スキ\ ヒノキの大径材生産は i日米からの続営の目標であったが，丸

太生産林分が臨転し始めてからは，経営の予備的な部門となり，所得安定化



や資本カの基軸として機能している。目下は注文材と被害木処程程度の生産

にとどめているが， とくにヒノキは m'当り 10万円を超過する高価格で取引さ

れている。

(3) 経営管理

森林施業計画書にもとづいた計画的経営が実施されている。施業計闘は昭

和44年に樹立認定され，その後家族の病気や相続等があったが若干の変更に

よって昭和49年再樹立し，目下実行中である。計画焔業の基礎として，磨丸

太生産林分については本数，大径材生産林分については材積を単位として取

り上げ経理している。 8 団地の森林を一元的に直営管理し，生産目的ごとに

保続体制がとられている。

林道はよく務備されており，毎年300-500m を自力開設している。歩道は

勾配を緩く延長を長くし，作業を容易にしている。公道を i除く林道の延長は

約15kmで ha当り 55m に達している。施業対象林分で車の入らないところはな

い。建物，機械等必要なものはすべて務備されている。

本人及び長男が経常に専従し，指導監督するとともに，従業員とともに作

業をし，自ら考案した技術を実地に施行している。常用雇用者13名(男 7 ，

女 6 )臨時17名(男のみ)を年間延約5 ， 000入日雇用している。これに家族労

働を加算すると ha当 20 人日に達する。買に丸太生産林分だけを抽出すると 30

人日を越える非常に集約的施業が実施されている。産主用者は永年勤続者が多

く，若年者も親子で勤務しており退職者はいない。したがって技能水準も高

く，主要な作業は出来高払制を採用し，最低賃金を確保しつつ能率の向上を

図っている。諸積の社会保険はもちろん，生命保険にも経営として加入し，

労働者の福利厚生に格段の努力がみられる。

優良材生産のため，丸太材，用材ともに単価がきわめて高<， 300 ha に満

たない経営でありながら収入規模は 1 億円に達しようとしている。これを丸

太生産林分の最近 3 ヵ年間の平均でみると ha当り実に 66万円に達し，農作物

の栽培にも匹適する。その反面経費の支出も多く ha当30万円に達する。最近で

は 1 年間に5 ， 000万円もの経営資金が必要で、，公庫資金等も導入し積極的経営
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植栽木と支柱 絞丸太

が笑施されている。

続営管2環上必要な諸台 IÞl~，出納帖， 日記帖の記鈍簿も怒付与され，決算分析

も詳キIHに行われて経営改善に反映している。とくに氏が購入して施業を開始

したスベリ石山 (18 ha) の実績については別途の記録から，技術と経営の検

言すがなされている。

生産物の販売は長年の取引のある 7 - 8 ìHの業者を指名して行い，景気の

変動にかかわらず収入の安定を国る努力がなされているとともに，高度に仕

立てられた生産品の評価が正当に行われるような体制が作られている。

地元社会との対;境関係にも絡段の配慮をし，度々の寄附，役職への奉仕に

努めている。 r山林は地域のものである」という家訓が生かされ，林業経営

の地域に対する設献度が大きい。

関普及性と今後の発展方向

(1 ) 藤丸太の生康技術について

日下部氏はわが閣の代表的廃丸太生産地である北山林業から学び，人工絞

による燦丸太一丁取りの技術体系を確立した。この技術は，伝統ある北山丸

太のよさを生かすとともに，需要にマッチし，閤辺地域への普及も可能なも

ので，それによって，磨丸太の一大産地が形成されたものである。

今日，外材と対抗できる林業経営として，優良材生産が一致した白襟にな
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っているが，氏の開発した技術体系は，伝統的北山林業とちがって，普及性

のきわめて高いものとして高く評価される。とくに，肥培と枝打とによって，

量的生長と質的生長とを巧みにコントロールする技術は経済効果を高める上

で往目すべき点である。

(2) 施業仕組みについて

日下部氏の林業経営は適地，適木，適作業の基本理念として，大きく①スギ

知伐期磨丸太生産，②ヒノキ長伐期大径材生産。③マツ特殊材生産に分ける

ことができる。①は土地に対して多額の労資を投入する極めて集約な生産体

系であるのに対して，②は生産期間を延長して生産物の貴化をねらう òm放経

営。③は自然カを巧みに利用するを!L放経営とそれぞれの経営・的性質を組み合

わせて， イ本として合理的な経営を総織している，いわば，林々複合経営で

ある。その結果，土地生産力はきわめて高く，所得水準は高くかっ安定して

お I人労働配分は比較的均等に維持されている。氏自身の土地経営としての

複合効果が高いばかりでなく，地元の素材業や磨丸太加工業等の関連部門を

相互に結びつけて，林業経営の地場産業の中核に位置づけている点はこれか

らの林業経営者の学ぶべき点である。

-14-
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主人の足跡ほど良い肥料はない

自下部五右衛門

しげしげと L1.1見処!れよ 足跡に

H穿tLるこペコし なしと主甘らなん

私の億条 昭和22年， )~主将卒業と

問時に家主主の林業に従来する。カ H寺

は lj没後の iW~LJtJl で食料作りにか念、す

るかたわら ， iL本を売り，その伐出

を t見:ç.で、約 :('t ぃ，ゑ治した。 rj動い

て食う似の l恥限械のi恥鰯も鱗の

代りにするなり」で今日の記長交;な休

ができた。一W:の rj' も生活も i丞次 ì'fr ちえな

きを取り災し，山のそf- 入れに入った

が ii長・.it の総IJ，れii校で人工林の安で

l土なカミっ fこ。

昭和]27年，父から 60ha余の 1[1 林の

贈与を受けたが， ){的与紅一i与に

「大切に御Jj'( 1) 111 してきた此山々

は 113 すも畏し，父ねlηJj戎の道場であ

った。これを太子?に，幾ii1:の父 t11が

千代もと祈る子孫のために身をもっ

ての}浮き袋1I :ijí~qi1i，……財政から利 il'JJ

を得るには何も山に限ったことはな

い。むしろL1.1 は手IJに薄い。手IJには簿

けれども悠々内談。……山で儲ける

のではない。働く土地をよ立されたの

である。採なる止ヒ道場ーに良いオ去を育

て徳を干!ttめ。……もとより次のt!l:代

に送るべき宝なれど。然、りながら彼

は姦1Ì'If也，守銭奴t包と後ろ指殺され

んな。之を炎うに l偽るのI1山手なりと

心得， iltl問公儀への御奉公を怠、るな 0

・…恭しく街l先祖に返し泰るの気持

で御身に之を相続せしむ。……」と。

下時米，夜、の山林経営の姿勢となる。

山づくりに思う 以後，植林に;立

欲を燃し， しかも伐j切の早いもの郎

ち!災丸太郎の n~{ :1z J1t りと考え，一年

に :i )J"本余のお'1*!' を ;iliJif，乙して g~}ÎlÍîし

てきた。カ 11寺，地Jじの七fí* 1'1Ì1土 iお治

が惑し しかもコド l乏していたため，

先鋭;j有氏の般的もあり他府県からも

災'J:. Wi を導入したが，幹ll! l り ， 'C!~!乏

の不揃い等欠点が多く， 2 WIJ Jiらず
しカミ fl;話 1111 にならなカ沿った。また'~f;î'・ ~J~

対策の百u でも，手]I(林地が大きければ

火きいほど，それも Ii'i丸太造りなれ

ば，お!支なものになるほど， IfH',r;-'lf{: 

の火きい，災い市オ去を i笠ぶことが大

切であり，ずJヰミ;の選択を誤るとー伎

の不作となることをf{ri I謀、し，転換を

凶ってきた。

尚三， 1追i!J巴 l土日1 士III に i~長られていたが，

山の !J巴土台ほとe妙IJJ誌の顕おなものはな

い。しかし，従来lr をまr(ねる仰に地力

は fl\下する。

「主人の足跡ほど良い IJ巴半 i はない J

という。化や肥料に依存する!tJJJl\J は

まだまだ絞くと忍うが， :fr;: !J巴からの

脱却は今後背林家に残された一喜子の

深刻であると考える。

今後に向けて 山こそ我が命なれ

ど， 111;笠りするだけが I Li林家ではな

い。f，!JJ先制の泌を継ぐことこそ相続

なりと考え，今日に 33IJ った。夜、は育

林と iltlfjjへの御準公に生きることに

心がけてきたカヘなかなかうまくい

かない 0 ・七転八起， J也主kの;;々とと

もに，北山林業と， j也沿f主民がます

す繁栄するよう一端を tfl いたい。

室生を合せ也:の人々に はた物に

己れ一人で 主主くるものかは
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出品財
闘争ト

回 ほ

内閣総理大臣賞受賞

者砂
貝

受 森下 博

(鳥取県東伯郡東伯町中尾352- 1)

関受賞者の概要

受賞者森下博氏が居住する鳥取県東伯郡東伯町は，鳥取県の中央よりやや

西，伯番大山の北東山麓に位置し，東には倉吉市，東伯郡大栄町，関金町と，

西には問郡赤崎町，西伯郡中山町，大山町と境を接している。面積は 8 ， 135

ha，およそ%が山林原野で，回，畑(果樹国を含む)はそれぞれ約12%を占め

る。世帯数約3 ， 000，人口約13 ， 000で，人口の動きは比較的安定しているが，

第 1 闘受賞者の所在地 農家人口は漸減の傾向にあ

り，現在63%の比率を示し

ている。農協の活動が極めて

活発で，同町農協は昭和51

年度朝日農業賞を受賞して

いる。

森下氏の住宅ならびに苗

畑(以下森下高畑と称する)

は間町のうち比較的日本海

岸に近い中尾地区にあり，

山陰本線浦安駅よりパスで

cu 



森下苗煩の全景

約10分で達する。周辺は火山灰性黒色土壌よりなる畑作地帝で，標高は50~

100m ，土佐は壌土で深い。水利には，これまでのところ，めぐまれていたと

は言えない。米子，鳥取における観測値から推察するに，年平均気協は約14

oc ，年時7}く量約2 ， 100mm，積雪は時に 1 m を越すことがあるが通常は30~40cm

にすぎない。同辺畑地の主たる作物は，ナシ，ダイコン，キャベツ，シパな

どである。

森下古畑は，博氏の父元蔵氏が大正14年に創始したもので，この地域にお

ける最初の山林藤畑であった。森下元蔵氏は永年勤続した海箪を退いたのち

約 5 年間県営苗畑の主任をつとめ，同苗焔の閉鎖後，みずからアカマツ，ク

ロマツを主とする脊苗を始めたものであるが，間氏の経営の主体は，どちら

かといえば養蚕やサツマイモの栽培を主とする農事関係におかれていた。

博氏は，昭和 3 年に元蔵氏の三男として生まれ，昭和21年に県立河北農学

校を卒業した。折から，消息、の断えていた長兄の戦死が確認され，次兄は天

折のため，上京就職(皐宮欝察)の予定を急きょとりやめ，家業の荷畑経営

に従事するようになったものである。昭和33年，元蔵氏の死去により，博氏

みずから経営主となって以来，間氏は経営の主体を山林府首木の生産におき，

苗焔規模の拡大，高畑の集問化，機械化，土壌および肥培の管理，保護管理

の適正化につとめ，特に採椋閣の務1i街，麗傭労働者の定着とその教育訓練に

努力を重ね.経営と技術の合理化をはかった結果，優良荷の安定的な生産者，

として衆人の認める所となっている。このことは，同氏がこれまで商畑品評

会においてすでに農林大臣賞 2 閤，林野庁長官賞 1 間，全函連会長賞 3 闘を

々
z
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長(t，保の業界において樹首協同組合理事，林業用橋前払}給調務委員

の要職にあることによっても祭知できるところである。同氏はまた，東約ラ

イオンズクラブ副会長，東伯町納税!狩議組合幹事，八11崎地区交通安全協会役

員としても活躍中で，地域社会の発展に大きくJ:!;t献している。

関受賞者の経営概要

大正14年，父 Jêfi:義氏の創業のとき，畑地はようやく 0.201mのみであったが，

その後Ui'1f1l 19年には 1.00 ha，昭和27王子 1.50 ha，昭和33年2.43 ha と!順次拡張さ

れた。昭和33年，泌泌氏の死去によ 第 1 表絞'E~~土地

り伴氏の続常に移ると，昭和36年

2.68ha，昭和訂正予3.02 haとが:~Iえのテ

ンポは一段とはやまった。 JJi.:1'!:の it王

常 l立i i'!'tは第 1 炎に示すとおり，採穂

区i を含む市~1lI(J[íj柏は4.00 haて、ある。

第 2 表 年!交日IH占匁I1係保交換分会の状況

1(Iﾎ h'( 制白 :lj ぞ

水IFl fll 0.40 h a 4ROkg/l0 a , 1.200kgll反ヮb

畑II 0.20 n 家}日
f,'j 1111 4.00 jtl'l~t事10.60ha を含む

は1 *t 5.00 1;1'~<'tm1古ò' -1，のずf/íX:試験

のために使用

年度 関j :1\包 前知111対干:i'í J来春[\[o;i] 主ぢー

33 10 2.00 0.43 2.43 先代より引継ぎ
」一一一一一…

36 12 2.25 0.43 " "0 世会知112 [I]J也0.25 ha を n持入

37 10 2.42 0.60 つ円。 f.[\u:m.17ha磁畑o .17ha をJl位入
交換分会により 21沼地減少

40 8 2.80 0.60 3.40 
道知o. 38halh'q:入交検分会により
問地数は 8 問地となる

41 7 2.90 0.60 3.50 ?占知!交換分合により l 問地減少

44 6 2.90 0.60 3.50 11 

46 6 3.20 0.60 3.80 隣接池0.30ha購入

49 6 3.40 0.60 4.00 隣核地0.20halt詩人隣接地

なお， t専氏は経営の拡大のみならず，交換分合による土地の集中化にも努

。
。



カしているが，昭和33年以降のその経過を第 2 表に示す。

}官 11l!はの一部には，スギさし水市義成のためにÌltJ の山スギ.J;j(;f~m(1 を 0.6 ha 

造成している。これは， lR内山本高知1 (後述)より分壌を受けた500本のさし

棺を法慌材料として地殖に努めたもので，第 3 表に示す経過によって 111j'j次拡

張捺{泌された。

第 n受 J求総，\[刻終1m!状況(採;f，llt1ÌJ:は昭手[152年若手の突出~'O

iえうf

M絞'j'. J主

昭和42年M持 オキノヤマ 1; 山岳山山自
820本

(樹令10年) (j射~)IO.IOha

昭和37if. li!U\' 0.17 lim X 10m l 1 14ω 50 
(樹令15年) ( h a 当 8 ， 235本)

i取引133;~M;絞
0.23 1ハOm Xル 1M0M111AaJi 2 ，3ω 60 

(樹令 19ijó) 

" flt: 

総J求提，!lit

32 ，印)0ノド

70 ，∞o 

138 ,000 

{時 F 
J 

1I1l 干1l 27if. ttri :l\'
(樹令2'5;;;)'I 1 ;，"νAn"い 1 1,000 60 60 ， ωo 

当初川 2 hai立成
42年に更新

1計 I 0.60 I 5,520 300 ， ωo 

荷 t対焔Il沼11 1l砲a設わお、よひ、機械の~;剖j

る 1濯在謀{水施設Jは土，水引jの惑い関係上，従来1~~1泌されていないが，近く完工が予

定されている関営東伯地区かんがい排水事業の供用を待って砲設する予定で

ある。

第 4 表主な首知J}jÚj設，機械

1. YJ'はflI方的立 7k1lvRJ F ブム管 10 

ノ，('ヘf 長在 1t東(20m') 主主刈機(ニッカリ式) l 

ιfr 局f 1 (12 ) 背負式消毒機(丸山式) l 

念!車交去作業小康 l (90 ) ミスト機(クボタ) l 

会康兼J枚目包会・人夫休!'iLt所 1 (70 ) j二竣消毒機(手動式) 2 

2. 機 hま マイクロパス(15人乗，労務用) 1 

トラクター (23l-P，小松インタ ) 1 長I!効率(1そ容兼用， 1.5 t 秘) l 

トラクター用線切， :t}I!l取機 l ドi 慈IJ本(乗用) 1 

耕転機( 7 I-P，クボタ) 1 ディスクグラインター(東芝)

動力 IJl't手話機及薬糟 各 2 動力用石iJf療機(東芝) 1 
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昭和51年および52年度における苗畑の状況は第 5 表のとおりてV サシスギ，

ヒノキ，アカマツがほぼ均等に生産され，合計79万本の出荷により，売上げ

額2 ， 280万円を符，支出 1 ， 298万円をさしiJ l いて982万円の収益をあげている。

第 5 表 前倒における習生産状況

51 年 52 王手

lfIi 干it 作付数最 得荷数 出荷数 精fJ 干f{ 作付数量

サシスギ

l 王子生 15 a 260千本 2401二ヰミ 16 a 270二千本

2 年生 85 251 245 200 104 294 

100 511 485 200 120 564 

ミスキ

1 年生 1 10 {! 60 0.5 5{! 

2 年生 20 70千本 67 45 

3 年生 2 6 6 5 1.5 6千本

23 133 50 2.0 

ヒノキ

l 年生 10 140 {! 420 13 160 {! 

2 年生 56 230千本 220 70 97 400千本

3 年生 65 180 175 150 70 210 

131 815 220 180 

アカマツ

l 年生 8 10 {! 200 5 H 
2 年生 65 325千本 315 280 20 100千本

百十 73 515 280 25 

クロマツ

1 .if.生 3 H 70 3 3 e 
2 年生 10 48千本 45 40 10 66千本

員十 13 115 40 13 

斗合礼4与3‘、 340 2 ,063 790 
」

自家労力は森下氏夫妻の 2 名のみで，他に 21名(すべて女子)を雇怖い

昭和51年度における年間延べ労働力は， 民家249人日，康弘官 1 ， 457 人日，計1 ， 706

人日であった。月別労働配分は第 6 表のとおりである。
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第 6'表 月日Ij労働配分

月 Jjlj 雇l~lf労カ 自家労力

51 1 。 。

2 82 11 

3 389 39 

4 275 50 

5 19 6 

6 61 10 

7 77 15 

8 18 4 

9 105 20 

10 21 4 

11 211 50 

12 199 40 

百十 1 ,457 249 

関受歯財の特色

鳥取県における山林種商業界で

は，前記山本苗畑が規模，奴売額

ともに第 11立であって， とりわけ，

荷台内館形仕立て採穂閣の創始者

として，第 3 閤農業祭天皇杯受賞

の栄にかがやいている。森下苗焔

はその規模(面積)においては県

下第 4 位にあるが，販売額におい

ては第 2{立にランクされ， とりわ

けその生産苗の品質が安定して優

良なことで前者をしのぎ，需要者

の信頼を得ている。近年，人工造

林意慾の一般的な減退にともなっ

て，多くの苗畑では軒並み生産量

百十 備 考
。

" 
93 採秘しさし付，播種，派長〈

428 " " " " 
325 " " " " 
25 !徐恕，追 JlE，消毒，桜切

71 " " " " 
92 " " " " 
22 " " " " 
125 " " " " 
25 " " " " 
261 根切，搬耳Z，選前，出荷

239 11 月 11 " 
1 ,706 

第 2 凶森下荷1:HIえ取図
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サシスギ 1 年生さしつけ床

(上左) ，サシスギ標準苗

木(上右) , ヒノキ標準苗
木(下左) ，採穂歯(下右)

を減じているが，当森下首焔においては水準維持ないし微増の傾向にあるこ

とは，突に注目すべきことと思われる。

このような好成績をあげるに至った理由を経営の内容に立入って述べれば、，

その特色というべきものは，次のように要約できるであろう。

(1 ) 種苗の適伝性の保証

養成苗木の約y:3はさし木スギであるが，そのさし穏の供給源として，森下

荷畑においては，第 3 表に示したように，約30万本のさし穂を生産し得る採

穂闘を整備している。採穂台木は，鳥取県東部智頭地方に昔から植栽されて

来たオキノヤマスギを用いて養成され，昭和25年頃前記山本苗畑より分譲を

受けた500本のさし穏をもとに，みずから増殖し，採穂園の拡充整備にはげん
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で来たものである。

ミスギ， ヒノキ，アカマ、ソ， クロマツについては，使用する種子はすべて

県営採取のものであって，その遺伝的品質については全面的に県当局を信頼

している。販売苗木の採取源表示な明確におこなわれている。

なお，森下氏は，自家生産奮の一部を自家山林に植栽し，その成育状況の

検証につとめているが，種商業者としての，種菌の遺伝性への深い関心を示

すものであろう。

(2) 地力の維持・増進

{妥良前木生産の基本は地力の維持増進にあると考え，土壌管理ならびに肥

培にはとくに留意し，土壌改良剤としてきゅう肥，パーク堆把，鶏糞を多用

している。とりわけ，きゅう肥の確保のためには並々ならぬ努力を重ねてお

り，水田作農家より稲議を買い受け，これを畜産農家へ支給するまでの労を

とっている。

肥料の配合については，酸性で燐酸吸収係数の高い蒸ぽく土撲の欠点を補

うために，石灰および燐酸肥料(化成肥料および熔燐)を多用するとともに，

経営点利点の多い秋植えの推進のため，来客に対する抵抗性を増大するカリ

肥料のべんとう JJE.を 9 月中に施用するよう 7-8年前より実行し，効果を

あげている。恭肥およびカりの比率が大きい点に，上述の有機質肥料の多用

とともに，施JJE.管理の特色が見られる。

また，秋に掘り取り後，主主肥の施用とともに 3 聞の深耕をおこなうなど，

土作りに留意した総業をおこなっている。

(3) 保育と省力

機械化，除草剤の利用による労力節減，秋植え，秋床替による労力の分散

と苗木の生育の促進，根切りの励行による根系の充実と掘取り時の労力節減

などに努力しており，労働生産性の向上は顕著で、ある(第 8 表)。

(4) 保譲管理

採穂、園においては，植栽後15年以上経過するとスギカミキリの被害があら

われやすしその防徐は凶難であるから，そのまん延肪止を考慮、して，採穂
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トラクター用根切器

第 7 表標準施肥最明細表

肥料名
施HE量 望Z3長 f註 g/m' 施日巴量 備 考

g/m' N P K kg/l ,OOOm (成分割合)

きゅうJlE 1 ,000 1 , 000 有機質肥料として地
用するため反当2 ， 000

基 パーク堆肥 800 800 
kg までは施肥f誌の計
主宰から除外する。

卦治肉言 要ま 350 13 ,96 9 ,69 4 , 20 350 3 ,99-2 ,77 -1 ,22 

新⑮特号 90 10.80 7.20 5.40 90 12-8 6 

熔成燐月E 40 7.20 40 - 18 

JlE 塩化加里 20 11 ,80 20 59 

五十 24 ,76 24.09 21.40 

追 新⑪特号 20-30 (苗木の生予言状況に応じて反当20-30kg施朋)

塩化加恩 10 5.90 10 弁当肥

肥 百十

メp入 Z十 24 , 76 24.09 27 ,30 

第 8 '祭 |除草剤使用等による省力の状況

lx 人夫使用量 h a 当たり

は穣替さし付等 除1克草，作追業肥 根切，干~T作t屈業取 計 (刈
面積(8) 人夫数 (A) 備

床作業 主華 等選前出 等 (8) 

39 730 人 956 人 451 
人 2 ， 137 人 883 人

41 756 638 483 1 ,877 2 ,90 647 

43 720 325 422 1 ,467 2.90 506 

46 788 354 467 1 ,609 3 ,20 503 

49 833 374 493 1 ,700 3.40 500 
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闘は 3 団地に分散造成されている。スミチオンによる lí}j l徐を実施し，被存の

大きい1[~1休は伐倒焼却して被害の拡大を [Wいでいる。

J語障床にはクロールピク 1) ン，床替床にはカルホス粉剤を 10 a 当り 10-20

kg撒;(jJーして，立枯病や根切虫の防|徐をおこなっている。特に根切虫 Li，周辺

にシパ生産仰が多い関係上，袋入の危険がきわめて大きしこれに対するカ

ルホスの施Jljは森下苗士HIの創立によるもので，非常に有効であった。スギハ

夕、ニについては，残効性の長いダイジストン粒荊をlO a 当り 10-12kg，耕松

t1寺に床慾床にすき込んでいる。その他 6 6 式ボルドー泌を 10-12 B 間隔で

J散布しており，これらの効楽により，濁世間病虫害の発生は見られない。

(5) 労務管理と労務者の教育訓練

森下首'rlll生産苗の優良さの所.1:)、は従業員の技術水燃の肉さにあるとは，森

下氏自身の述懐するところであって，その高水ヰ{三をもたらした労務官;望Il と教

育訓練とに，当森下苗焔の最大の特色があると言っても過言ではない。しか

し，これとても特別!の方策があるわけではなし相互信頼の人間関係の確立

による耳芸術の安定と福祉の地進，さらに技術指導とが，常識的であるが着実

に実行されているところが見事である。

森下荷知!の躍傭従業員は，前述のとおり，女子21名で，その年齢構成は40

-49オ 3 名， 50-59オ 2 名， 60-69オ 14名， 70~才以上 2 名となっている。年

間出役臼数で度分すれば， 99 日未満10名， 100-119 日 5 名， 120-139 日 6 名

(昭和51年実績)である。出役は，台 IÞdi と各人に交付したカードによって相

立に確認される。出役日数は，繁忙期]に支給するボーナス額算定の要i混とな

る。従業員は全員潟取県林業労働者共済事業に加入しており，年末一時金の

支給を受けることができる。

1 月上旬には，従業員の新年互礼会をおこない 2-4 月の繁忙期のあと，

慰労，懇親を兼ねて全員三朝協泉へ一泊旅行をおこない，ここで今年度事業

の方針説明と育宙技術の研修をおこなう。これは名目だけのものでなく，充

実した研修がおこなわれる。 9 月には，約 4 名程度の中核的従業員を県内な

なぴに近燥の著名高知に派遣し視察させる。その他日常の作業にJlß して随事
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指導に努めている。年内事業が終了すれば，再び-i自の慰労懇親会を催す。

その他，作業用呉被服の支給も一部実行されている。

(6) 苗木の成繍

全出種ともに， !未替による枯J及率が低く成育状況も良好で、，病虫害の発生

も見受けられず，根切作業が適切に全樹種についておこなわれているため，

秋伸した苗木は皆無で、ある。

サシスギ 2 年生山行者100本を無作為抽出して測定した結果は，平均菌高

43.6cm襟糸偏差3.22cm，平均根元径7.8mm，標準偏差0.59mm，比較苗高値は4.93

~7 .14の間におさまり，バランスのよくとれた苗木であると言える。

襲撃普及性と今後の発展方向

以上概観したように，森下苗熔における技術と経営上の特色としては，特

色というよりも，一般に知れ渡っている常識を忠笑に実行し，その結果とし

て比類すくない成果をあげている， という事実を指捕したい。重複をいとわ

ずその顕著なものをあげれば，土壌の閣では， 25cmにも達する深耕，酸性の

強い火山灰性土壌に対する石灰と有機質肥料の多用，これらの結果として，

連作j磁石与を全く見ないほどの土壌改良が実現されている。そのf也の部でも，

種子やさし穂の遺伝性の重視，春の乾燥の前にさしイすけを終了するため，残

雪の温めりを利用する早期のさし付作業，カルホス施府による根切虫の未然

防除など，枚挙に暇がない。強いて今後の改善を希望するとすれば，種子の

遺伝性への関心をいま一歩進め，採種j原の性状をみずから確認する労をとっ

てもらいたいこと，根切作業の時期がやや遅すぎ，これは夏季の乾燥のため

にやむを得ないことと了解できるのであるが，今後j整水施設の整備にともな

って本来の適期にもどすこと， ぐらいが挙げられる。

このように，基本に忠実な事業の実行を確保するためには，森下氏自から

指摘するとおり，熟練した，技術水準の高い従業員の存在が不可欠であって，

これを可能にした森下氏の努力とその誠実な人柄とには，ただただ敬服する

のみである。また，この面においては夫人寛子さんの貢献がきわめて大きし
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社会的に活躍し外出がちの博氏に代ってよく従業員を指導し，また，とかく

起りがちな従業員間の気持の衡突にも，男には期待できない名調停者である

という(博氏の談による)。森下氏夫妻は 3 人の子息にめぐまれ，市焔経営の

後継者には 3 男真一君( I岐阜続済大学夜学中)を予定し，その卒業を待って

いるところである。

森下前畑が現在おさめているその成果を永〈維持し，発展させて行くには，

何よりも従業員の技術水準の維持向上がその前提条件となるであろう。その

ためには，首-J:IHの規模におのずから限度があり， f専氏がみずから認めるよう

に，もはやこれ以け広践の余地は大きくないようである。しかし，あたりま

えのことをあたりまえに忠実に笑行し，立派な誌を生産し，しかもおい収放

を得ている森下首対日の存在は，やればできるという見本を与えるものとして，

まことに食震なものであると誘いたい。
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一冊の本で苗畑経営を開眠

森下

このたび，内閣総理大臣賞受Jtーの

栄誉を賜り，身に余る光栄と厚〈感

謝申し上げます。

大正末期に先代が農業の傍ら，一

本の山林t古木を手にしてから始まっ

た商畑経営も 50数年の才月を数える

に歪りました。

この間，幾多の世相の変選，社会

経済情勢の変動に件い，菖畑経営に

も数々の波乱がありましたが，今振

りかえってみるとき，これらは私に

とって示唆に富んだ試練であり，人

生，社会に対する自覚であったこと

を今では感謝をしております。

私が苦畑経営に従事し始めてから

間もない昭和22年，当時20才のとき，

東京大学教授野口弥吉先生の「栽培

原論」を手にし，先生の作物栽培の

基本理論に接したとき，私は深い感

銘を受けました。

それは，いわゆる私の商畑経営の

開眼でもありました。先生の理論は，

作物栽培の基本は，質の遺伝性と周

囲自然の環境とこれを育てる栽培技

術の三原則から成り，これを辺で結

んだ三角形の中の面積が最大の収穫

であり，もし一辺が欠けることがあ

↑専

ればその中の商積も小さくなるとい

うものでした。それ以来，私の茂[畑

経営は，この潔論に従ったものでし

た。

常に優良苗木の生産という目標に

拘って，品種系統の良い種苗の導入，

これを育てる土壌環境条件の繋備，

栽培技術の改警告手に絶えず心掛け又

努力をしてまいりました。

良い苗木を育てることは，われわ

れ苗熔絞営者の信用であり，又責務

でもあります。特に昨今，造林面積

が減少し，苗木が過剰生産の時には，

一層その感を深くします。

今，私の手許に，古びた一冊の「栽

培原論」があります。これを手にす

るとき，私は大いなる感謝と意欲が

跡々と湧いて来るのを覚えます。

今後とも研究と研きんを重ね，内

閣総理大臣賞受賞に恥じないよう努

めるとともに，業界の発展と地域社

会の発展に貢献したいと考えており

ます。
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本農林漁業振興会長賞受賞

出財財 車Zシイタケ

受賞者 松浦源一郎

(群馬県1:1-楽部下仁凶匝]大字.\1;UI Ej12263 ) 

関受露者の略樫 シイタヶ栽培とその主産地形成にかけた30余年

群馬県の西南端，国鉄高崎駅で上信電鉄に乗りかえ，錦川に沿い遡ること

約30余km ， 11時間たらずで，甘ー楽君ß下仁田町に達する。サ楽部は間は長野県に

接し，天下の奇峰妙義山や荒船その他の諸山に三方阻まれ， とくに下仁田町

第 1 関受賞者の所:ti:J:也

は宅地，農耕地は保か 8%にすぎず，林野などが大半の山村である。

松浦氏の住居は下

村
民
野
帰
以

三闘はI

多野 t怒

崎支堅実

-29一

仁田町の東端の富岡

市と境を接する鳥山

にあり，かつては鳥

山村として独立して

いたが，昭和30年下

仁田町に合併したも

ので，上信電鉄南蛇

井駅より 1 -2 kmの

距離にあり，道路の

発達と相まち，交通

宝{更の地である。



松浦源一郎氏は，大正 5 年群馬県のシイタケ栽培(埋椅法)の発生地であ

る甘楽郡の潟山村に生れた。父の徳太郎氏は，翌 6 年群馬県で最も早<， .偲

栂法による栽培技術を習得し，シイタケ栽培を始めた。源一郎氏は昭和21年

復員以来，父のあとをつぎ農業経営にたずさわるとともに特にシイタケ生産

にうちこんだ。生来，質実剛健で、研究熱心な氏は，地域に適した栽培技術を

開発し，その技術や経営成果をおしみなく公開し，地域農林家に普及，指導

し，又自家および地域の生産規模を拡大するとともに，自己の経済的な損失

を顧みず，共選共奴体制を地域において確立した。かくして，罵山地域のシ

イタケは東京市場では「馬山シイタケJ として，市場価格は常に上位に格付

けされ，銘柄品として市場の信用を博し，馬山は「あてになる産地」とされ，

群馬県下ーの産地となったのは氏の貢献によるものである。ちなみに氏が始

めた頃の鳥山では，シイタケ生産者は 3 人ほどだったが現在は45人にもなっ

fこ。

氏の粗収入も昭和29年にはシイタケ36%，米麦17%，そさい(ねぎなど)

11%，畜産10%，こんにゃく 12%，養蚕20%，その他 4%だったものが，そ

の後作自を繋理 L，シイタケ生産を拡大し，昭和51年にはシイタケは74% ，

米1.8%，養蚕4.0，こんにゃく 14.1%，ねぎ3.0%，その他2.2，%，となり，シイ

タケ生産を中心に活躍している。

さらに用地方ではシイタケ椅木としてはコナラが主であり，クヌギはほと

んど用いられなかったが，乾シイタケと生シイタケの価格比， 両者の生産

に要する労働力，太いクヌギの椅木から良質のシイタケが発生すること，コ

ナラ原木の不足とクヌギ原木価格の割安なことなどから，昭和40年代に，原

木としてはコナラよりクヌギに転換し，生より乾に転換した。その結果氏始

め馬山地域の90%は他地域と異りクヌギを原木として使用するようになり，

乾シイタケも次第に生産を増加し，下仁田町の乾シイタケの生産量は 1 t か

ら 51年の 6 t に急増した。さらに椅場の集団化，機械化などの省力的管理法

の導入等，県政の先駆的，地域の技術センター的役割を果すだけでなく，県

内外の研修生の受入れにも積極的で地域の信望も極めて厚い。訪ずれる視察

日
υ

。
。



チッパー(廃栂処理用)

見学者もシイタケ関係の各種の研修会の際の研修生 (A G研修，シイタ

ケ後継者研修など)を始めとし，年間300-400人に及ぶ。

また現在同県で問題となっているシイタケ持場の述作時害対策の一環とし

て，廃持を粉砕し，このオ力、クズを養豚のl坊主さ用や林地の有機質肥料として

活用し，持場の確保とあわせて，地域農林業の振興に資するため，廃椅処理

用チップマシンの開発に尽力し，県の檎助卒業としての第 l 号機の地元への

導入をはかるとともに県下全域への普及にもっとめている。

とくに，甘楽富岡地IR維芳生産連絡協議会が係主催のシイタケ関係品評会

で10年迷統総合優勝(乾シイタケ，生シイタケ，栂場)の偉業をなしとげた

が，この栄誉は氏の長年にわたる指導と努力の集約といえよう。このように

氏は自家の経営や技術の研さんにつとめるのみならず，地域全体の振興をは

かるため，昭和28年以来今日まで，中部地匹農業研究会連絡協議会長，甘楽

富岡地区椎茸生産連絡協議会長，悶副会長，同相談役， 下仁田町農業協同組

合椎茸部会副会長，同部会長，向指導員，県椎茸農業協同組合理事，下仁田

町農業委員会委員， r句会長，鏑Jl I土地改良区理事等のシイタケおよび農業関

係の要職を歴任又は夜任中である。とくにシイタケについては県全体の振興

と主産地作りに懸命の努力を重ねてきたので，その功績が認められ，昭和51

年知事から林業功労者として総合表彰を受けるとともに，昭和50年県農業祭

において功労者表彰をうけている。

。
。



氏のシイタケ関係の過去における受賞は，農林大臣賞 3 回，林野長官賞 6

回，県知事賞 6 囲である。

氏はまたよき後継者に恵まれ，長男安信氏 (31オ)夫妻に家業を安んじて

まかされる境遇にあるので，今後一層の地域の発展につくすべくつとめつつあ

り，又長男安倍氏も烏山椎茸研究会長として，奥さんのたつこ氏も県椎茸農

業協同組合の婦人部役員として活躍し，一家 4 人協同して家業に励んでいる。

盤経営の概況

(1 ) 地域におけるシイタケ産業の概要

群潟県は生シイタケの生産額においては全国一をほこっており，その金額

においても林産物としては木材をしのぐ現状であるが，最近は原木の不足，

橋場の連年使用等による適地の減少，奥地化，労働力の権保や後継者難の問

題，小型の産地が多数分散し，販売流通商に不利という問題などが生じ，そ

の解決にせまられている。下仁田町もその例にもれない。その対策の一環と

して県では下仁田町外 3 町村で昭和52年より乾シイタケ生産団地育成事業を

開始し，生産施設の助成により，乾シイタケ大型主産地形成を始めている。

下仁田町の主要な生産物はかつてはこんにゃくであったが，昭和34年の 7 号

台風を契機として椎茸にとってかわられ，以来椎茸の生産は着実に伸び，県

下ーの生産地となった。しかし上述の諸問題が発生し，生椎茸中心から次第

に乾椎王寺に移りつつある。(第 1 表参照)ちなみに同町の経営耕地商積は， 900

ha余，林地は 15 ， 800ha余で、ある。椎 第 1 表乾，生シイタケの生産量の推移

茸生産額は昭和40年34万円台，昭和

46年 1 億円，昭和51年 5 億円と目ざ

ましい伸展を見せている。

(2) 家族構成

奥さん，長男夫婦，孫 2 人の計 6

人で農林業就業者は 4 人である。

(3) 保有土地

主主 i琇i 主主
区 分

45 年 51 年 伸長率

事主 70 t 92 t 131% 
務馬県

生 5,200 8,414 162 

tt楽富 乾 6 11 183 

潟地区 生 851 2,327 273 

乾 l 6 600 
下仁図面I

生 178 552 310 

。
，
“



... 

水田0.2 ha, 畑1. 01ha，山林1.80 ha，宅地0.17 haの他に椅場や伏込場とし

て借用している山林が1. 10 ha，ありこの借地 4 個所に分散している。自家山

林のうち 1.0 ha，は昭和42年購入のスギヒノキ幼齢樹で， 0.5 ha は昭和38年

購入のスギヒノキの壮齢林で自宅の近くにあり，乾シイタケの椅;場として利

用し，他の0.3 haは共有林の持分の広葉樹林で原木林として残している。

(4) シイタケ生療の概要

原木はすべて購入に依存しているが，購入にあたっては後記のように慎重

に行なっている。過去 5 年間の購入原木最とその単価は第 2 表のとおりであ

る。

第 2 表 涼ヌド伏込数議

ごぞ
原 * 地t 入 l口入 総所有 発生可能

本 数 購入金額 f由1i 本当 4り?を 本 数 はだ木 はだ木

47 11 ， 000本 616千円 56円 11 ， 000本 みL 本

48 17 ,000 1 ,020 60 17 ,000 

49 15 ,000 975 65 15 ,000 

50 15 ,000 1 ,140 76 15 ,000 

51 20 ,000 1 ,720 86 20 ,000 67 ,000 32 ,000 

l口入 百十 88 ,000 

なお，椅木の仕込み数量のうち乾シイタケ用は毎年500本である。

橋閣は農業との労務配分を考慮し，低温性として森産業の121，中 i品位とし

て465，高温性としてW4 を用い，その比率はほぼ70%， 10%, 20% となって

いる。過去 5 王子関の

実績は第 3 表の通り

ていある。

格木 1 本当りの種

I翁使用数は第 4 表の

通りである。

第 n受 殺菌の種類別使用実絞

にと!!
森

低温性中温性向 iEL 性

47 123子倒 一千側 52千個

48 191 82 

49 181 15 62 

50 181 30 47 

51 242 30 73 
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175千個

273 

258 
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第 4 表 はだ木 l 本当り程前{史問数
単佼: 1[1;]/本

(注) 乾シイタケ平均径15cI1l、生シイタケ筏 7.5CI1l，長さ 90cI1l

シイタケ生産の過去 5 年間jの生産実績は第 5 表の通りであり，年により翠

|二のおj速はあるが，過去 5 年間では冬五五777kg，香19963kg生産しており，冬

五!iの生産駐の大きいのが特徴である。

第 5 袋 シイタヶ生産実績

1:>て
乾シイ タケ 生シイ タケ

ノZ了ふJ、

数 J�( :!í、ι 品目 :'FHJ1r自終 数 I�( ft- 告白 与j'- HJ1ù!iiñ

47 280 '" 98d
P1 3 ,500 1'1 5 ， 800ι 4 ,8111'1 8301'1 5 ,794 1'1 

48 280 1 ,148 4 ,100 6 ,000 5 ,286 881 6 ,434 

49 470 1 ,316 2 ,800 6 ,100 5 ,673 930 6 ,989 

50 250 950 3 ,800 7 ,500 
82 ,J25400i1 980 

8 ,:)00 

51 460 2 ,390 5 ,196 自， 000 1 ,031 10 ,630 

(5) 生産部門別の収支

過去 5 年間の状態を見ると，第 6 表の通りであり， 47年の総収入に対する

シイタケ収入の比工事54%から治尖に率を高め， 514には75% と大きく治大し

ている。

第 S 表部門，}Ij収入
(T円)

I、、\\以;E却1(\1\'1、 ン イ タ ケ
え1JEL%82ご こ業

i�L 生

47 980 4 ,814 5 ,794 4 ,850 10 ,644 

48 1 , 148 5 ,286 6 ,434 5 ,300 11 ,734 

1 ,316 5 ,673 6 ,989 3 ,900 10 ,889 

950 7 ,350 8 ,300 3 ,100 11 ,400 

2 ,390 8 ,240 10 ,630 3 , 560 14 , 190 
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シイタケ生産用の器具昔話械施設の保育状況を見ると，第 7 表に示す通りで

ある。

第 7 表 生産施設さ寺保育状況

長E ~Jî 数 111 取得価格 耳又 科j 王子 | 

自動鋸(ホームフイト) l ι仁、1 100千円 48 年

乾燥機(森 式) l 品f了、3 50 " 34 " 
" (主民間式 1) ーダ一号) l " 180 " 49 " 
" " 1 " 280 " 50 " 

(フレーム(木 1 棟 310 " 41 

" (欽 筋) 1 " 1 ,650 " 50 

浸入 Wí 1 法 180 " 51 

1~ìtHI1! (ナショナル) l " 360 " 47 " 
動力運搬主þ: (デルピス) l 伽仁L~3 280 " 47 " 
紛L条式殿送地設 l 占t 600 " 51 

o立動チェーンブロソク式)

トラック l 品I 、3 460 " 50 " 
念hド， l'十ー業場 l 十京 5 ,095 " 50 " 

(校) ( )内は生シイタケ用

堅調受歯財の特色

受賞財は第25盟会話i乾稚茸品評会でシイタケとしても極めて商U1価値の高

いどんこ部門で俊等の成績を得たものである。氏がシイタケで始めて農林大

臣堂を受けたのは昭和40年にどんこ部門であり，以来 8 閣の大臣賞，林野11'

官賞もすべて，どんこ又は天白どんこである。これからも知られるように氏

のどんこ生産技術は極めてすぐれたかっ安定的なものであり，形状，色沢，

Z写気あらゆる聞で優秀などんこを生産しており，その乾シイタケの生産数最

もどんこ，話:茄で約半分をしめ，残りは香信である。そのため，氏は原水対

策，伏込技術の改良，椅場管理，機械による省力化を図るとともに，農林複

合経営における各作自問の労働配分を合理的に自家労力でまかなえるよう腐

心されている。

(1) 原水問題は，群馬県としても大きな問題となっており原木の調達割合
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は自家生産によるもの17%，県内での購入原木62%，県外よりの購入原木21

%で，同県のシイタケ生産はほとんど購入涼木に頼っている。

そのため，公有林や共有林からの原木供給なども考えられ，実行され

つつあるが，群鳥県のm:、水利用の特徴としては乾燥のはげしい気象等の

関係などもあり，椅作りが悶維なため他県のように余りクヌギを用いず，

コナラに依存していることである。氏はクヌギの原木はコナラより価格

が 5% も安いこと，内厚の良質の茸をと生産するにはコナラよりクヌキ、が過し

ていることコナラ原水の不足などを考慮して，原木としてはクヌギ原水の椅

作りを開拓し，クヌギを積極的に利用し，それを地域にも奨め，現在は鳥山

地域のほとんどがクヌギを使用するようになった。シイタケ栽培においては

原木の良否，伐抹u寺季などが重要で、あるが，氏の原水購入先は 10年以上も取

引し，親交ある長野県上田市のA氏と隣接富 i潟市の T氏であり，購入にあた

っては直接下見し， 日 In]むきの校多く，皮の薄い若令で太いクヌギ林を選ぶ

ようにし，しかも伐採時季を指定するなど慎重な配慮をしているので，購入

原木でありながら，常に良質の原水の獲得に成功しており，椅付率も 90%以

上となっている。なお第 3 表に訴したょっに小径材は生用に 15cm以上の直径

の原木は乾別にあて，接穂は筏級の大きい原木には木口にも接概している。

(2) 伏せ込み法は松浦;ï:\';{反伏せ法ともいわれる秒、得の方法でさらに初期の

天地返いi寺期の判定基携の開発により栽培を安定化させている。松浦式仮伏

せj去は，写真に見られるようなあらいヨロイ積みの変型であり，通風， i，TU支，

気 j品などの当地方の気象条件にあった方法を開発し，立て込み方も気象にあ

わせて組み方を変えている。伏込み場で本伏せの!祭も径級の総iいものはヨロ

イ頼み，太いものはムカデ積みとして， とくに気象を考慮し，立て込みには

細心の注意を払っている。

(2) 椅場はかつては諸処方々に分散していたが，管理と機械使用の{更を

えて， 38年に自宅付近の山林0.5 haを購入し，ーヶ所にまとめ，地に 3 ヶ所の

伏せ込み場(兼椅場)を借用しているが，これらは写真にみられるように等

高線に階段を切り，デルピスなどの機械による運搬を可能にし，主干の採集，

au 
qo 



松浦氏仮伏せ法 階段状栂場 (1) 

階段状橋場 (2) 階段状橋場 (3) 

管~'I\作業:の省力fじをはかつている。

(3) その他採集については銘制に応じたj盛期採集に心がけ，係取後速やか

に火力乾J呆を行っているが，集中発生には{栄i令感に入れ，茸のff.t(ô)支{扶持をは

かつている。椅場の述{何本害対策として!発椅の有効利用を考え，チッパーを

Ij再発したことは既述のとおりである。

(4) 氏の経常の特色として特記すべきことは波切な労働配分と省力{じであ

ろう。その第 1 は，シイタケの I111挽として大部分を森山系(121)を選んだこ

とである。ために生産設の95%は 12月から 7 月にあげられる。さらに労鋤カの

余り要さない乾シイタケの~rlílJ1与を漸増し，省力化をはかるとともに農業との

競合をさけている。さらに椅場の集中と階段化による省力{じをはかり，生シ

イタケについても浸水槽からフレームへの椅水運搬の機械化，フレームにお

ける温度，限度誠節の機械化等を行い，自家労カを前提として極力省力化を
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はかりつつ適正規模を徐々に拡大している。部門別，月別労動配分は第 8 表

のとおりである。

第 B 表部門5j1j .月別労働配分(昭和51年)

17rと 5jlj 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

(l 男 24 25 20 18 10 10 107 
fこ

し 司王 1と 27 29 15 71 
1工L

成 51 54 35 18 10 10 178 

@ 男 10 23 33 

し、 月: 女ー 11 22 33 

21 45 66 

⑪ !jj 9 9 17 5 18 4 2 4 2 17 87 

fこ 子女 11 11 23 12 24 6 2 6 2 20 117 

111i 計 20 20 40 17 42 10 4 10 4 37 204 

5号 9 9 51 53 18 24 18 10 12 4 2 17 227 

!t 女 11 11 61 63 24 21 2 6 2 20 221 

20 112 116 42 45 18 10 14 10 4 37 4481 

男 2 2 2 6 

734 中本 女

百十 2 2 2 6 

5号 5 4 6 10 33 23 30 13 34 23 50 18 249 

E是 ~ 女 l 29 28 37 20 33 28 26 41 207 

6 5 6 10 62 51 67 33 67 51 76 22 456 

5号 14 13 57 63 51 47 50 23 48 27 52 37 482 

メE入3 女ー 12 12 61 63 53 49 37 20 35 34 28 24 428 

26 25 118 126 104 96 87 43 83 61 80 61 910 

(注)1.しいだけ部門には雇用労カは35人(男20人，女15人)を含む。

2. 農業部門には雇用労カ 15人(女15人)を含む。
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問 販売については常に市場の動向を見ながら，それに対応した商品性の

高いシイタケを生産しており，とくに当地方の気象条件を利用してドンコを

主体に生産を行なっている。販売は乾シイタヶは紙茸農協を通じ，生シイタ

ケは t!;t述のように共選共奴を組織的に行い，共問販売計算により有利な版売

を促進している。

関受賞者の技術，経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

氏の居住する地域ならびに!尽におけるシイタケ生産上の問題は， JJj(水路保，

十1r:場管理，労働力などであることは得三にわたり述べたが，氏はこれらを巧

みに解決しつつ， j憂秀な品質のシイタケを生産し，かつ開発した技術を公開

し，地域のレベルアップをはかつている。氏の開発した技術についてはがj~

したので詳細は繰返さないが，特~fi すべきは気象条件の制約のため従来利用

されなかったクヌギ原水の持作りり成功したことで鳥山地域の 8 割はクヌギ

になったが，サ楽zhf 問地域は米だ 5%にすぎない。従って氏の開発した伏込

みや椅作りの技術をさらに普及すれば， クヌギの[Ij{水利則が高まり，原水不

足対策としても役立つものと jg、われる。また群馬県としても原水は 1拠地の悶

有林地帯には直径は太いが，かなりあるものと見て，乾シイタケ生産!現地を

山続きの地域で育成する卒業を UbHIJ52年ーより始めたが，氏のドンコを主とし

て生産する乾シイタケ作りの技術は今後一層普及することが望ましい。

とくに持場が次第に奥地の急、斜地に移行して行く傾向があり，氏の階段状

持場は，椅木運搬の機械化，キノコの採取，持場の管理のîl'líで省力化に述る

ものとして推奨されよう。

次に経営留をみると，氏は地域の気象と直径15cm J:JJ:.のクヌギ際、水をうま

く利用し，. ドンコを主体とした乾シイタケを生産しており，そのため氏の生

した乾シイタケの単価は第 9 表のょっに常に市場の平均単価を上まわって

いる。なお，この単価で松浦氏のものは予取で運賃，予数料は含まれていな

いので，その分割増しすればさらに差が大きくなる。(なお，参考のため生シ

イタケの単価の比較表を付した。)
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第 g 表販売価格の比較

乾シイタケ 生シイタヶ\年次 z\分
松減氏 1作潟県村上主 日椴 i曳

f災|命共 i以 jff 士jb
松 j蕗氏群馬県平均李京 f172

I'J 1'1 I'J I'J I'J I'J 
47 3 ,500 2 ,019 2 ,326 830 564 563 

48 4 ,100 3 ,261 3 ,354 881 595 610 

49 2 ,800 2 076 2 ,888 930 691 711 

50 3 ,800 2 , 667 3 , 260 980 831 850 

51 5 , 196 3 ,873 4 ,450 1 ,031 920 923 

部門別経営収支状況は第10表に示す通りであるが，概算でシイタケ部門の

収支の差は6 ， 893千円，農業部門では 2 ， 130千円となり，投入労働力は男子換

第103築 部門別経営収支状況(昭和51年)

区 1ft 宇部門 11 林部門 t:k * 部門

分 tr 目金 ~lí I i! 包金 Ui I i! 日金 ~Ú 
トー

収

入

~乙P 

l臼

差

千円 千円 米 ( 17依)

'E Ilt 五 8,240 共有林配当 6 養 !凬(310kg) 

(8 ,000kg) こんにゃく (400依)

乾 !J 2,390 ね ぎ (525110

( 460kg) その他(

10,630 ~t 6 

1 ，原本代 1,720 1. !íf隊 7.5\!自

2. 後必代 670 にその他の種代

3. 燃料費 112 3. 幾ゑ終具代

4. {詰苅I l! 459 4. 肥料代

丸山裕資材質 264 5 ，償却費

6. 椅場iif地代 74 6. 燃料費

7 ，雑 'I! 152 7. 負担金

8 労 122 8. 資材質

9. 公 fll 公課 164 9. 雑 n 
10，労

計 3,737 。 1十

6,893 6 

(庄)労賃は男 4 ， 000円，女2 ， 800円。
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255千円

574 

2 ，∞o 

42 

311 

3 ，向。

75 

5 

81 

100 

794 

20 

203 

10 

100 

42 

1,430 

2,130 

i詰

千円

14 ,196 

。雇用労力

しいたけ

男 20人

女 15人

t:k業
7;: 15人

。 Iミ家労力
しいたけ

男 183人

女 190人

t:k l主
男 249人

女 192人

7守林
男 6人

5,167 

自， 029



$'，[でシイタヶ部門381.7人，農業部門で393.9人(女子を男子の0.7 とみる)と

なり，如何にシイタケ部門が有利であるかは一日にして瞭然である。なお，

男子 l 人あたりの家族労働報酬を IA各算すると，シイタケ部門で21 ， 813円，農

業部門で5 ， 556円となり，前者は後者の 4 倍近い。乾と生シイタケの比較は，

柑木の分離の困難，宇fJ場や機械施設の共同利用などのため行えなかったが，

労力的には乾は生の半分ですむとのことであり，また従米生シイタケのみを

生産していた地方で，原水や持場，労働力の不足，乾の有利性などで，次第に

乾シイタケを導入する場合，氏の経営の進め方は良い模範となるであろう。

しかし，シイタケ生産は，その地域の自然条件，社会経済条件と調和したも

のでなければならず，単なる模倣ではあってはならないが，氏のこれまでの

足跡をたどることは大いに参考となるだろう。ことに，氏の省力化による労

働生産性の向上は，農山村労力が不足し，緩用労働はほとんど得られず，家

族労働のみでまかわなければならなくなった今日においては，省力化の進め

方とともに良い範を示している。又，従来のナパ部的，職人的なシイタヶ生

産でなく，地域の先覚者は，その技術を地域に公開し，共選，共販を組織化

し，常に地域全体を向上させるということは，経営面においてはもちろん，

複雑な流通機構を簡素化しや間業者の介入を少くし，ひいては，地域のみな

らず自己の収入を高めることになる。

幸い，乾シイタケについては協同総合があるが，氏のような精神で常に地

域と共に歩むということは，現代のシイタケの地域の先進家には必要なこと

であろう。なお，下仁関町は，昭和52年度開始の県の乾シイタケ団地育成事

業が第 1 として主産地形成が始められたので，今後一層の地域の発展が期待

されよう。
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近代的経営の確立めざして

松浦源一郎

昭和52年度第16回全屑農業然林店長

部門 (~Ujほn で栄ある農林漁業娠

興会長官f を受1'tできました事ぴと問

時にその資任の葉大さを織!議してお

ります。

私の住む下仁狂11灯は高崎市より商

へ30km，鏑Jl I イゴ俸の丘陵地骨子であり，

標高240m ，年平均気ね13皮と気候は

泌総，土地も肥沃で、あり杉の生脊や

主干の栽士官に過しております。私は，

昭和21年復災後直ちに父の跡を継ぎ

椎茸栽培を始めました。当時の埋椅

法から森式稜駒による栽成法をとり

いれ「あてになる産地づくり J を目

標に規模の拡大，新技術の開発導入

をはかる一方，共j1!1共j仮休ftl]の確立

につとめてまいりました。

経営の中心である椎茸栽培は毎年

20 ， 000本程度の原木を伏込み，現夜

67 ， 000ヱドの椅木を保有し， 51年は生

8 ， 000kg，乾460kg を生践し組収入で

1 ， 000万円に逮しました o::t産施設は，

l 次・ 2 次の林檎卒業によってフレ

ーム，中台燥機，保冷療などの導入を

はかり生産の近代化を;進めてまいり

ました。特に，労力の劣JJ化によっ

て規模の拡大をはかるため椅場の集

団化，機械の尚皮利用のため狩場を

等高線に階段を切るなどによって機

械導入を可能にし運搬，採取，管理

の近代的経営をはかつてまいりまし

た。このことは，大径水や不JI寺栽培

に不適なクヌギ足立木を活用すること

ができ，前記階段状のf立法は一様に

}!li~が吹き抜け，明るいため優れたど

んこが生産できます。販売は共向奴

売，共向計算方式で行い，たえず品

質の向上に努めております。

現政，椅場の確保と併せて連作障

害対策が問題となっています。この

対策として答菌発生の防止と廃椅を

粉íi'l'むし，地肥として活用するためチ

ップマシンを導入したので，今後の成

果を期待しています。

52年度，乾生産同地の指定を受け

た今臼，乾と主主による合理的栽培を

通じて地域の振興を考えるとき，も

っと仲間をふやし組織活動によるト

ータルリミットを高める方向が必要

であり，そのためにも後継者を干守て

労働生産性の向上をはかる一方，投

資の地大に伴ない資本収主主Z与を高め

る近代的機茸経常に対応て引きる方途

を確立したいと念!?，長いたすものであ

ります。
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第 16 図/農業祭受官費者の技櫛と経営

~PjHIJ ・発行/昭和53if. 3 月初日

発行/財図法人臼本農林漁業振興会

東京都千代問区神田多l可 2 -9 6 (狂i 中ビル)

制作/社団法人会圏農業改良普及協会

東京都港区新綴 2- 1O-5(米おビル)

く林産部門〉
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発刊のことば

農業祭は，全国民の農林漁業l乙対する認識を深め，農林漁業者の技術改普

及び経営発麗の意欲の高揚を留るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が御下賜になる乙ととなった機会に，従来の新穀感謝祭を

発展的l乙拡充して始められたものです。

乙の農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の日を中心として，天患杯授与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業振興会が各方面

の協力を得て開催してきており，昭和52年援はその16回目を迎えました。

第16回農業祭lζ参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 312件で，それら

行事において農林大自立を受賞したものは 534点にのぼりましたが，その中

から農業祭中央審査委員会において，天皇杯受賞者 6 人(農践，間芸，商産，

蚕糸，林産及び水産部門ごと 1 人)をはじめ，内閣総理大臣賞 6 人及び日本

農林漁業銀興会会長賞 7 人が選定され，農業祭式典で表彰されました。なお

内閣総理大闘賞は，今回から新たに授与されることになったものです。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当i制する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，引き続き ζ 乙にとり

まとめて印制 l乙付した次第です。

終りに，本書の編集l乙御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各位に対

し深甚の謝意を表します。

昭和53年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞

出品財かき養殖

受賞者地御前漁業協同組合青年部
(代表者峠 j奇怪)

(広島県佐伯郡七日市町地御前1407- 1 ) 

広島県佐伯郡廿田市町地御前地底は，広島市と宮島町に閲する海辺に，大

野町と五日市町の中間にある。古くから沿岸漁業，のり，カキの水産養殖業

が盛んなところで刺網，採藻，採貝も行われていた。

地御所j漁業協同組合青年部は，地御前漁業協同組合に所属して昭和40年以

来，カキ養殖について活発な研究活動を展開してきている。今問，受賞の対

第 1 臨受賞者の所宅1:地
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象となった研究課題は，潮流観測，

漁場の保全策，カキの成長促進，

種苗の確保策，カキ筏改良研究及

びカキの人工採苗研究の実行であ

って，その成果はカキ養殖経営に

安定をもたらすものとして，高〈

評価されたものである。

覇地域の概況

廿日市町は北緯34度18分，東経

132度21分に位置しており，その面

積は46 ， 03kmであって，標高770m



総合のメンバー

前後のJi設が町の北部にあり，地御前地区は平地のみの町の南西部にある。

U' B ftj町の面積のうち，農地は383 ha ，山林1 ， 652 ha ，住宅地318.7 ha と

なっており，一け日市は，広島市のベットタウン的地位にあるといえよう。最

高気J11は 7 月の29度，最{誌は 12月の 6 度であり，降雨量は 7 月が最も多く 290

臨mで，設低昨雨量は 1 丹及び12月の45mm である。産業5jJj就業者数は，第一次

産業にし050人，第二次産業5 ， 599 人，そして第三次産業9 ， 958人となっている。

第一次産業就業者の業種別l内訳は，次の如くである。

(一)農業 街 805人

(ヶ)林業 22人

(七)漁 業(養殖業を含む 232人

また，漁業の種類別経営体数は，昭和48年の漁業センサスによれば，次の

如くである。

(一) 刺網 2 ， (斗釣漁業 6 ， (三)小21定置に(時その地 2 ， (!i)養殖総数38 (の

り 7 ，カキ 31)

広島市と'白鳥口とを結ぶ広島電鉄の地御前駅が地誌の中心にあり，自欽iJ

臼市釘J炉は，地区から凡そ 3 kmの地点に位置している。

地後IJ前漁業協同組合の組合員は，昭和52年 3 月末現在125名であり，青年部

は 19名によって編成され，カキ養殖経営について研究，調査を行い，その結

果を全組合員に突端せしめ，青年部創設以来日年間の研究成果は，地御前カ

ヨ干の名予告は広〈 に知られ，その単価は一般広島県産の単価よりも常に高
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<，組合員の所得については，他のカキ養殖漁家よりも遥かに多い結果をも

たらしている。

襲撃受繋者の経営概要

青年部の18名は，人工採苗IJ16 名(人工採苗技術研究)，漁場環境I江 7 名(海

況観測，産卵促進技術研究)，養殖flT:4名(養殖資材改良，害敵付着物防除及

駆除研究)に分属され，毎週木穣日業務をおえて夜間会合し，研修を行って

いる。外に部長一名が各吸を統轄しているが，部員の年齢制限が18オ以上40

オ未満となっており，また，加入及び脱退は自由となっている。

しかしながら，最近は部員の年齢制をこえた一般の組合員の多くが，青年

部の研究，調主主に自主的に参加し応援している。青年部の活動資金は，部員

人当り月三百円の会費の外カキ売上げ代金，寄F付金等からなっており，年

度別にみると次の如き内訳になっている。

王手 )支 カキ売上代金 漁協補助金 寄附金 ぷZ〉コミ、 費 計

49 年 1 ,150 ,O0110 1 500 ，。。lZ。1 110 1 61 , 20jE0 1 1 ,71l , 20110 1 

50 年 。 500 ,000 250 ,000 61 ,200 811 ,200 

51 年 1 ,000 ,000 500 ,000 。 68 ,400 1 ,568 ,400 

52 年 1 ,000 ,000 500 ,000 100 ,000 68 ,400 1,668 ,400 

また，青年部の昭和51年度収支決算の内容は，次の如くである。

収 入 支 出

繰 越 金 1 ， 407 ， 212円 旅 費 1 ， 061 ， 392円

iエ〉ミ、 資 64 ,800 " ヲユ入ー 際 費 67 ,161// 

E力 成 金 500 ,000 " 養 殖 費 259 ， 075 か

筏売却代 1 ,014 ,000 " 購 買 費 242 ,075// 

種 見 料 55 ,000 " 共済掛金 11 ,354// 

雑 収 入 19 ,185 " 雑 費 29 ,410// 

計 3 ,060 ,19711 言十 1 ,670 ,467 // 

(注) 昭和52年度への繰越金は 1 ， 389 ， 730円となっている。
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部員は経営者または，従事者であるからカキ養殖に夜接関係している。青

年部の部長である(峠清陵氏)の経営内容を，昭和50年及ぴ51年についてみ

ると，次の如くであって，青色申告制度をとっているため，明1íniにその内容

を知ることができる。 f患の音[\貝の経営も健全であることは，本IH象に難くない

と思われる。

50 年 51 可三

売上金額 26 ， 169 ， 451円 33 ,940 , 548!l1 

売上院え{凶 16 ,791 , 573 17 ,824 ,842 

一渓ヲ i 金額 9 , 377 ,878 15 , 355 ,706 

五王 6 ,005 ,025 5 ,346 ,715 

近ヲ l 最古 綴 3 ,372 ,853 10 ,008 ,991 

反 入 告員 171 ,000 。

全日 入 客員 2 ,295 ,200 5 , 190 ,000 

子f 色申告 1 , 248 ,653 

前の所得金額 4 ,818 ,991 

7t 色申告段除 100 ,000 100 ,000 

所得金額 1 ,148 ,653 4 ,718 ,991 

(注)料、iY路氏の所有筏台数は， 50if.&び51年ともおお， 1 tì の主主

死!lí刻干i1t，は j、しそ200rげであり義町立総Ilii献は 5 ， 600m'にあたる。生産

額は50if.46千キロ， 51年は 31チキロであり，収入は反対の結

果となっている。

(注)農林省による 50年のカキ養死u魚家調支援の概要は，次の如くで

あって，上記の絞営がi~れていることが，明らかに治される。

全悶平;t!，J 叡i 瀬戸内海平均官民

漁業収入 11 ， 123 ， 600円 20 ， 880 ， 200円

漁業外収入 699 ,700 1 ,439 ,900 

漁業外収入 6 ,744 ,100 13 ,834 ,600 

漁業外支出 401 ,400 878 ,600 

可処分所得 4 ,887 ,500 7 ,047 ,100 

経済剰余 1 ,483 ,900 1 ,961 ,900 

(校)平均額は，東北19 カキ養殖潟、家，瀬戸内海は1. 5漁家の合計額

から算出しである。
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(注)農林省調資は，筏点数を調ifそを調7慌の対象としていない。カ

キ養殖凶積は ， ---1:魚家当り全f'iiJ平均は 1 ， 953m2 ， 瀬戸内海は

3 ， 607 口12 である。

関受賞財の特色

(1) 地御前漁業協同組合の概要

昭和24年 8 月，現行水産協同組合法により， 129名の漁業者によって，本組

合は設立された。当時の出資金は (72 ， 000円)であった。カキ養殖は，本地

Iまにおいて，この時点から本格的にはじめて罷始されている。

旧漁業会は“水産業団体法かにより設立されたものであり，一定の地区内

の居住者全員をもって会員とする団体であったから，漁業協同組合とちがっ

て，あらゆる職業の人々が加入していた。非漁業者を排除して，漁業者のみ

による漁業協同組合を設立するには，相当の障害があらゆる国にあったもの

と相像される。

真の漁業者のみを組合員とする設立時の基本的姿勢は，今日も照持されて

いる。それは水資格審査委員会かによって，年に何囲か正組合員から准組合

員に，或はその両者から脱退すべきものが指名され，また同時に資格をもつ

ものの加入が，毎年記録されていることからも推察できる。

最近は，年毎に廿日市町の人口が増加し，小規模の工業が起り，養殖の条

件は年をおって不利となってきている。これを排除して，漁場の保全維持に

対する運動が，地御前漁業協同組合設立以来の指向する方向であった。

昭和41年 1 月，漁村としての地御前地症に，広島県下における最初の構造

改善事業として， (のり，カキ共再処理場)がつくられ，漁業者の期待にそっ

て，広〈利用されるに至った。当時の出資金は， (63 , 000 , 000円)に達してい

fこ。

その前年の昭和40年 6 月，地御前漁業協同組合青年部が設立されている。

設立当初の目的は，親睦のためのものであって，後記する最近のような研究
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同体ではなかった。今日の如き活動は，昭和44年の(カサネカンザシ)の被

害が発生してから，スタートしたものである。

昭和48年 1 月，道路拡 rjJ工事によって，共同漁業権内の理立が行われ，長

さ凡そ 21恨の天然-+潟が喪失した。その代りとして，組合の要求によって，

燦立地先に ìrjl出距離801町長さ約 2 kmの人工干潟可造成された。 5 本最初の

人工二子 ik';} である。その費用は8 ， 900万円のうち， 5 ， 000万円は，組合が負却し

た。なお，人工干潟の効果は，昭和49年 6 月，組合が25万円をもって購入し

た 25]j尾の稚クルマエどの放流によって，明確に硲認された。

昭和49年度から 51年度の，本組合の業務状況は下記の通りである。

49 年 11E 50 主F 度 51 if. !コ主

販売取扱 TFJi 961百万円 803百万円 1 ， 295 百万円

i品質品取扱向 64百万円 70 何万円 73éÎ万円

貸付金残高 350 Eî7J円 465 1':Î万円 412Ü万円

貯金残高 1 ， 397百万円 1 ， 427百;万円 1 ， 639 ←G万円

利用料収入 4.2 Eî万円 4.3百万円 4.4百万円

出資金綴 119百万円 117百万円 116ü万円

なお，昭和49i!三 1 月 1 日から，地1M!前漁業協同組合は，次の如く れ匹画漁

業権行使についての内部調~.\Jj:続出並びに適用罰則"を実施している。

① 漁場の行使

(イ) 筏の大きさは， 200m' (長さ 22.0m X9.10m) 以内とする。

(ロ) ナル竹は434三(間隔1. 8尺)を際、RlJ とするも，間隔の点でナル竹を減少

する事は可とする。

付 ~下迷の長さは， 28尺(14尺 2 本)までとし，~下連数は一台516本を

超えではならない

(斗 ワイヤーの長さは，水面上(ハワセ) 5 台連結は， 170 m , 6 台迷結は

200m , 2 合連結は60m 以内とする。

(村 沈子ワイヤーの長さは， 70m 以内とする。
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潮流流速読査 主義下連別の生脊比較調査

(斗 他地区養殖筏の当組合漁業権内漁場への移動については，常時行使台

数を超過しではならない。但し，事情に依り，本繋留不能の場合は，その限

度日数を 7 日迄認める。

(ト) 垂下作業中の移動を前提とした誌については 7 B 以内とし，組合に報

告すること。

(チ) 組合員相互の漁場貸借は認めるも，他の区の者は一切違反と者{放す。

② 行政状況の確認

(イ) 査察員は 10 月， 11 月， 12 月， 1 月， 2 月の各月一回以上の査察を行い，

行使状況を組合に報告する。

③ 監視並に違反者に対する措置

(イ) 組合員にそ査察員 16名をおき，②の(イ)に基づき査察を行う。

(ロ) 資察員は，違反事項が発見されたときに，関係者にその改善方を勧告

する。その改善期間を一週間以内と定める。

付 勧告を受けた組合員は，如何なる事情ありと縦も，速かに勧告事項に

従い，適切な措置を講じなければならない。

(斗 この措置に従わない組合員に対しては，漁業権行規則に定める罰則及

び内部調整規則に設ける措置を適用する。

④ 査祭員の構成

(イ) 総合員(カキ養殖業者)より 16名を選定し，その任期は l 年( 6 月 1

-12-



日より 33!年 5 月 31 日まで)交努ílJlJとする。

(ロ) 組合員は，各自査察員の自覚をもち，事情の如何を問わず，任期中は

を負うものとする。

⑤その他

(イ) その他特に必要と認められたる事項については，その都度全員協議会

に於て協議決定する。

(隙)

(1) 違反者が，その勧告に従わない場合は，新規漁業権の設定にき当っては，

その権利行使を認めない。

(2) 故意に，漁場老化を従進するょっな行為をした場合も j河様とする。

(3) 三聞の勧告にもなお従わない場合は，該漁場の行使権を停 1Iこする。

上記の内部調務士見出実施の目的は，漁場の老化防止ーとカキの品質向上にあ

ったが，査察長によって実施以米現在迄全総合員が，内規を厳守し違反は一

件も発見されていない。一般の組合には，会〈見られない，厳正な自主規制

ていある。

現在職員は参事 1 名，会計主任 1 名，主事 4 名の配置であり，組合長を含

めて非常勤の理事 6 名，非常勤監事 3 名によって，組合は運営されている。

地御前漁業協同組合の所有する施設等の内容は，次の如くである。

①事務所(欽筋，鉄骨三階建)(190.2坪)

②漁呉納屋(欽骨王子屋建)( 55坪)

③採高所 11 )( 30坪)

④共同作業場(鉄骨平屋建 )(50坪)なお，事務所の一室に広島市より歯科陵師を

招き，低い賃貸料で開業させ，地御前地区の人々から歓迎されている。

また，青年部員のため，海水分析器呉，海水の般索量il[lJ定具等を備えたー

を常時に開放している。

地御前カキの名声に対して，東京都内品川区役所等が，産直購入を希望し

ていたため， 52年 1 月から 2 月迄の間に，凡そしOOOkgのカキが送られた。

(2) 地御前漁業協再組合蟻人部の概況
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流
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欝
驚

海水分析・駿紫毅測定

をする総合員

現在の婦人部員数は43名で，部長が広島県漁協婦人部連絡協議会会長に選

任されている。

生活改善運動，環境改善のための海辺清掃を担当し，特に合成洗済追放を

J1; く外部にもよびかけている。

最近 3 ヵ年の主要な活動をみると，次の如くである。

① (49年 7 月 20 日)婦人部を中心として，組合員全員とその家族とが，海

浜の清掃を実施した。

② (49年 8 月 2 日)港内整理を，婦人部を加え全組合員が行った。

③ (49年度中)漁家経営帳簿の記I脹研修会開催を，数次にわたって行った。

④ (49年度中)生活改善教室と生花教室とを，屡次開設した。

⑤ (49年度中)家庭用品の共同購入を，屡次行った。

⑥ (50年 7 月 16 日) r海をきれいにする運動」に，婦人部を中心に，全組

合員が参加した。

⑦ (50年 9 月 9 日)成人病教室を開設した。

③ (50年度中)婦人部主催の漁家経営帳簿の記帳研修会を，屡次開催した。

⑨ (50年度中)婦人部員に対して，生花及ぴ書道教室が藤次開設された。

⑬ (51年 7 月 10B) r海をきれいにする運動j に，婦人部の全員が参加し
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た。

⑪ (51年度中)県主催のり，カキ養熔関係漁協婦人部研修会に，再度多数

の婦人部が参加した。

(3) 地御前漁業協同組合推進部の活動

推進部の任務については(一)の項に記した「区画漁業権行使についての内部

調務規員IJ並に適用罰則」に関迷して記したが，最近三ヵ年の主要な活動は次

の古口くで、ある。

(( 49年 11 月 1 日)全カキ漁場に対する資祭実施。

② (49年 12 月 24 日)違反取締に関して，全員打合せを行った。

③ (49年度中)全員により，四回にわたりカキ認の行使状況奈雲寺を全員が

行った。

④ (50年 6 月 23 日)県による漁場行使状況検変に対して，部員会員が立会

った。

⑤ (50年 9 月 5 日)全員により，漁業哲:現に関し打合せを行った。

@ (50年10月 13 日)同上打合会を開催した。全員出席。

⑦ (50年 1 月 21 日)悶上の打合を開催した。全員出席。

@ (50年度中)カキ筏に対する全員による査察は，四間にわたり行われた。

⑨ (51年 8 月 1 B) 部員により，カキ筏の仮設置場所の if!iJ最;が行われた。

⑬ (51年度中)筏に対する交察は)翠次行われ，その管理状況の優劣を，ワ

ッペンの色別によって表示したが，全般的にその管理が良好で、あることが明

らかにされた。

推進部の組織は，一般の組合には余り見られないが，この組織は漁場管理

の徹底と，カキ品質の向上とに，極めて効果のあるものである。

(4) 地御前漁業協開組合管年部の活動

近年広島県から全国に出荷されるカキの中で，地御前地先で生産されたも

のが，最も{愛良品とされている。事実昭和49年度のカキ 1 kg当りの単価は，

広島県全県の王子均価格が (482円)であるのに対して，地御前産のものは (639

円 -30%高)であり，また，昭和50年度の場合は，県平均のものが(577円)
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いかだ作りをする組合員

であるのに対して，地御前産のものは (645円 -12%高)となっていることか

らも，日月らかである。

地御前地区が，このように良質のカキを生産している背景には，この地匿

の青年グループの積極的な調査，研究活動があり，この活動を通じて得たカ

キ施設等に関する総合的な知識や技術を実際面に活用した成果によるものと

考えられる。

また，地元カキ養殖業者も，組合長以下一体となって研究活動を応援し，

ともに経営の安定に努力している結果であると信ぜられる。

その活動効果は，次の四項目に集約される。

①(養殖漁場の保全策の提嶋)昭和48年迄地御前先にあったカキ筏は， 390

台であったが，青年部が提唱し49年から 293台とし，密殖を廃止した。これと

問時に，筏の設置方向を潮流に直角にし，筏遠の間隔を 100m から 150m に改

める等，画期的の漁場保全策を，組合に採用せしめた。

また，水産試験場の指導の下に毎年17台の海底耕転機を使い耕転し，底質

の悪化を防いだ外，前記の如く汚染をもたらす廃棄物の海中投棄を禁じ，違

反者を処罰する内規を，組合が定めるより青年部の提唱をうけ入れた。

②(カヨ干の成長，肥満策の促進)青年部の研究によって，カキの成長と肥

満とを胆害する付着物の出現時期と場所とが発見され，現在は有害付着物の

i坊除と駆除とが，組合によって完全に行われるに至った。

また，無酸素層或は低酸素層の発生する夏季には，カキの成長促進のために，
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カキ筏を移動させる場所が青年部員によって共同漁業権内に発見され，現主1:

はそれが完全に実施されている。

③(種苗の確保等の推進)養殖の前提には，稜苗の量的かつ寂的の確保が

必要で、ある。青年部は夏季のカキ幼虫の出現状況を調査し，全部の組合員に

「採箔予報」をだしている。背年部の各部長が，カキ幼虫の同定を確笑にな

しうる能力をもっている例は，全く全民lにその例がない。

また，段近は水産試験場の応援を得て，青年音1\が人工採肢の研'先を進め，

例は少いが成功させていることは，賞識に値する。

④(養殖筏の改良)従米カキ筏に使用されている孟宗竹はその生産が減少

し，その側絡も高騰してきている。青年部は，その傾向に対処して鋼管ノfイル，

プラスチック製パイプを使用し，これらによる筏の作成方法，規格の研究を

行なっている。

地御前漁業協同組合青年部規約Lt，昭和40年 7 月 1 日に定められたが，そ

の内容は次の如くである。

第一条 本音1\の名称を，地御前漁業協同組合青年部という。

第ニ条 本音1\の事務所を， :t也御前漁業協同組合内におく。

第三三条 本部は，部員の連絡協同を図り相互間の続睦，研修援に対外的な信

用度を玲扮することを目的とする。

第四条 本部の部員は，漁協地区内に住居を有し，養殖事業を経営又はこれ

に従事する満十八オ以上四十オ未満の者を以て組織する。

第五条 本部の加入，脱退は，自由とする。

第六条 本部は，目的達成のため次の卒業を行う。

(イ) 組合意識の昂坊に関すること。

(ロ) 養殖に関する一切の研究並に他地区との交流を国り，先進地の技術導

入を積極的に推進する。

け その他目的達成に必要なる事業。

第七条 本部に次の役員をおく。

(イ) 部長一名。副部長一名。会計一名。 。連絡係三名。相談役若



干名。

(ロ) 部長は本音1\ を代表し，会務を処理する。副部長は部長事故ある;場合，

その職務を代行する。

村役員の任期は一年とし，重任を妨げない。

第八条 役員は，総会に於て会員中より選任する。

第九条 本部の定期総会は，毎年七丹第一木自在日に開催する。

第十条 本音fSは第六条の目的達成のため，毎月第一木11程日を研修部会とする。

但し，緊急、の場合は，部長が臨時に召集することができる。

第十一条 本音fSの会議は部員の二分の一以上の出席によって成立し，決議は

その過半数による。

第 1-二条 本部の経費は，毎月部長により三百円を徴収する。寄附金，助成

金その他の収入は，すべて税貿に充当する。

第十三条 本部の会計年度は七月一日に始まり，翌六月三十日に終る。

第十四条 本部規約は，昭和田十年七月一日から地行する。

(初期)

相談役は，総会の推薦により，部長が之を委嘱する。

塁審受檎者の技術，経営分析及び普及性と今後の発展方向

(1 ) 轡年部の技術

① ý，jJ生観ìIliJ (環境観ìWJ班によるもの -49年より 51年迄行なわれた。)

② 全硫化物景観ìWJ (環境観測況によるもの -49年において海底耕転によ

る効果測定について調資した。)

③ 透明度及 i容存般素量調交(環境観測岐によるもの-49年より 52年に行

われた。)

④ J采苗調査(環境観測庇によるもの一50王子から 52年に行われた。)

⑤ 人工採萄(環境観測班によるもの -51年から行われている。)

⑥ 産卵促進試験(環境観ìflJJf加こよるもの一51年から行われている。)

⑦ 人工採苗技術試験(人工採首班によるもの…49年より行われている。)

。
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③ 人工採苗裁礎試験(人工採商班によるもの -49年実施。)

⑨ 飼脊試験(人工採苗班によるもの -50年より行われている。)

⑬ 飼育条件試験(人工採苗斑によるもの 51年より行われている。)

⑪ 人工採菌企業化基礎試験(人工採苗.flEによるもの…52年より行われて

いる。)

⑫ 養航資料研究(養狐斑によるもの-49年より 52年に行ーわれている。)

⑬ 答敵付着物調交(養殖五IIーによるものー50年より 52年に行われている。)

⑬ カキ筏管理技術習得(養殖庇によるもの 49年より 52年に行なわれて

いる。)

以上記した如く，地御前漁協青年音1\の識変と研究とは，長期にわたって継

続的に，効果的に行なわれていることが示される。

(2) 経営の分析

地御前カキの名声については， 49年度及50年度における広島県産のカキの

王子均価格と，地御前産のものとの差を前項に続記したが， 43年から 50年の簡

における両者の価絡とを併記するとド記の如くで， 45年迄ま地御所JgEのもの

が安しその後!II長次価格は全県下平均額を上担ったことがポされる。そのこと

は，青年音1\の調交と研究の結果とが実行されて経済効来をもたらしたことを

カ養王手 生 ilE f設 生鮮用出荷% lji {孤

キ7iíI J� 会 i川fil.、 ;1λ j兄 全 l県 1也御前 会 県 地往11 前

43 年 31 ,800 t 過去最潟 60% 82% 224円 178丹

44 年 21 ,00011 カサネカン 7211 8211 27811 21411 寸Fシ発生.

45 年 18 ,000 11 台風被害 5911 7111 37411 33311 

46 年 27 ,000 11 5211 7711 32011 43711 

47 年 23 ,00011 カドミウム 4611 6911 28611 42511 古文

48 年 24 ,800 11 6811 8211 39011 51411 

49 if- 24 ,40011 消費宣伝 6411 7711 48211 63911 

50 if- 23 ,90011 6811 7711 57711 64511 
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物語っている。 従って地御前地区のカキ養殖業者の経営は好転したことが明

らかである。

(注) i;Ut('山手:rm のものは，他のかん訪問等のものよりも当然倒i絡がおい。

従っておい収入になる。生鮮出荷用の比率は，常に I也御前の1;がfJi

し、。

(注) 50年度の広島県政カキは 23.9 t , 175億円であり，地位Ilfﾌﾎj tlli カキは

1 ,716 t , 19{窓円になっている。 ft[l ち:m設において6.1%，会綴において

は約13%に迷している。

(注)ーに記した i宇治fiiít氏のカキ水揚i邸主， 50年において， 2 ， 600万円，農林

省調査による会開平均額はカキ義舶において 1.100万円，瀬戸内海平均

額は 2 ， 000万円であるから，カキ筏台数は不明であるが，緩めて地御前

は iおいことが明示される。

(3) その普及性と今後の発展方向

地御前漁協青年部の研究と調査は，長い間地道に行われその結果が多くの

効果を生んだのである。組合をあげての物心尚阪の援効は，部員の研究心を

高め，その団結心を一層強いものにした。現夜，広島県内にある漁協中・

王手部の組織されているものは三組合と伝えられている。もし，カキ養嫡関係

の組合に青年古\)がつくられ，地御前の場合のように研究と親子tが行われたな

らば，さらに良伎のカキが多量に生産されるに相速ない。それは，単に広島

県内にとどまらず，他のカキ養殖燥についても同じことがいえる。

しかしながら，漁場老化の進む漁場で，現夜の品質を維持してゆくために

は，単に組合側からの対策では漁場の老化初止を完全に災現してゆく訳には

いかない。外部要件による漁場の老化に対する施策が， ijiに一組合のカだけ

ではなく，関係組合及び述合会ともども，現:tE以上，その環境を是正してゆ

くための運動が必要で、ある。

200海恩漁業制限時代に入って，カキ養般をふくめて沿岸漁業の重姿性は，

益々鳴してきている。新たに養殖漁場を開拓することもさりながら，既に開

拓されている養殖漁場をさらに有効に活用し，生産量を増加させることが急

務であると信ぜられる。何れにしても全開の漁協は，地御前漁業協同組合の

歩んできた歴史は，深く学ぶ必要があると考えられる。
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漁場環境に適応、した技術を

地御絹漁業協同組合青年部

(代表者峠済隆)

私達青年苦11は，当初，集会やソフ

トボール等の税践が主で始りました。

昭和44if.に発生した亦i将!と，カサネ

カンザシの大量付着による大きな被

害によって，カキ養殖の考え方が一

変し，漁場の適正な管理を法本とし

た技術改良の必要な:cr~を痛感し，本

給的な技術改良や漁場の環境調蕊を

始めました。この調資研究にあたっ

ては ， tlf.\場環境調査収，養1iÎ:(技術研

究班， .)禾荷技術研究f仕の 3 Jilに分か

れてすすめることにしました。

当初は j察手子同長索，硫化物， 或いは

透明}丸等々，我々には問きなれな

い言葉，廷には，採取した海水に空

気を入れないよう， 5]1]の容総に移し

替える作業等慣れるまでは大変で、し

た。漁場環境調公班は，夏になると

先議や組合員の協力を得て初日漁場

の調子t，観測を行っています。養殖

技術成は， 1ミー王手音11の j岳部j資金となる

研究の為の養殖筏の管理，又近年カ

キに付策する生物が多くなり，その

駅i徐 fi法の研究を継続中です。 J採求革

技争付祢術1ド将:j砂似i

る宇傾艮!ザ仏向ri勾3リJ にあ tり) , 養競作業の労働力の

配分が変って能率が著しく低下して

きた為，人工係茂投術の研究を行い，

表干のJお誌に成功しました。

彩、遠のこうした誠資研究の結来は，

漁協の役災会，会員協議会に報告し，

そこで検討され，技術改良に役立て

られてきました。 f泣初は組合災の;理

解を得るのに背労しましたが，主主近

は我々の調資研究結果の発表を待つ

ようになり，かき養殖技術の改議に

活用されております。このようにし

て技術改良が進み「地御前かき」の

♂'，'t'íは向上し，東京築地市場に於て

他産地の広島かさより高値を保つ様

になりました。カキグ〉出荷日寺j事]にな

ると，地f~1l前 l土カキ打ち一色になり，

みんな仕事に 1'1'1 をだしています。

漁場の環境は年々変化しており，

これに応じて私遠の術究課題も増え

てきています。私達は海に生きる:tー

は ìííJ:を匁lれ，を合言葉に，地道な調

~研究活動を続けてきましたが，受

賞を契機に，一層調主主研究活動を充

笑し，私迷のあとに続く後継者が希

望を持って，かき養殖取組めるよ

う，良いカキときれいな海を守るべ

く努力して行く覚悟です。
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貝けた網漁業の改良出品財

ぷ〉、
ヱミ鹿島灘漁業研究

(代表者鈴木 勇)

受賞者

(茨城県鹿島郡鹿島町宮中道祖神前1833)

関受3聖者の略歴一指導的役割り

この研究会は，鹿島灘漁業協同組合内にあり，事務所は鹿島町にある。鹿

豊郷村の 1 町 4 村が豊津村，波野村，高松村，島町は昭和29年に，鹿島町，

茨城県のこの町は，千葉県と接している。現夜は波崎町をへだて，合併し，

1ド j三|;:L
JULJ両日

鹿島灘に面し，

黒潮の影響を受け夏冬の気温差は

海洋性の気

東南部に位置し，

したがって，

受賞者の所在地第 1 図

に歩んで来たと言えるが，昭和35

茨城県の「鹿島線沿岸地域総年，

合開発の構想、」により， 39年「鹿

(
腿
品
川
相
)
鹿
山
神
山
川
釈 島臨海工業地帯」造成に着手し，

古き伝統と新しい科学とのハーモ

ニーを求めることを念願している。

この研究会の属しているきて，

鹿島灘漁業協同組合は昭和40年 2
ー
と
東
京
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鹿島灘漁業研

究会の会員

月に，大洋，大関，中野，波野，高松，息、楢，鹿島南部の 7 単協( 1 町 2 村)

が広域合併した。この研究会は，昭和48年10月に 28名で発足したが，現夜は

30名に増えている。漁協は 5 支所が設けられているが，各支所から若い独身

の青年が代表として研究会員として出ることを原則としている。したがって

此処の会員の平均年令は26オと若いのである。研究会は， 49年に，まず，シ

ラス船びき枠jの漁呉漁法，貝けたH:~J の改良に着手した。 50年には「私たちの

研究グループ」の題で県発表大会で表彰された。

その後，先進地を視察して，この研究を続けていたが， 51年にはマルサル

ボウ(アカカ。イ類)アカザラガイ(ホタテカザイに似ている)の外海養殖研究

に着手した。まだ，この年の米にはワカメの外海養殖の研究も始めた。

52年 1 月には貝けた嫡の改良研究を完成して，県発表大会を経て，全国発

表大会において農林大臣賞を受賞したのである。

研究会代表の鈴木勇氏は，地元中学校を卒業すると同時に，家業の漁業に

従事した。 48年研究会が発足すると同時に会長に推薦され，現在に至ってい

る。漁業技術および魚、の生態研究に関しては，組合随一で，老漁夫もrs-を巻

く程である。 50年に燥で最高漁獲若漁務長として，表彰されていることはこ

のことをよく物語っている。この鈴木氏を中心として，常に組合の指導的役

割りを果し，組合は広範囲の合併組合にもかかわらず，よく統制され，組合

員の生活の向上と組合の発展に努めている。このような活動をしているので，

県内では設立も新しししかも若いグループであるにもかかわらず，県の日
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ハマグリ(友 2 列)コマガイ(右 3 列) ハマグリ稚員採浦漁具とハマグリ発生場所

研究グループでは最能秀クーループになっている。氏は31オの若さであるが，

文字通り研究会のリーダーとして，今日の研究会に育てあげたのである。ま

た，会員の技術指導に当り，会員からは兄として慕われ，世間からも絶大な

信頼を得ている。

襲撃受賞財の特色一外海砂浜海域における増殖

鹿島海1Iは大平洋岸に面した外海ーの砂浜地帯で， i，皮も荒<.昔は漁港もなく，

船は砂浜に 51上げる苦労があった。鹿島臨海工業地帯の造成に伴って，漁港

も建設されたので，これを基礎にして，組合の広域合併もできたのである。

鹿島灘沿岸は日本におけるチョウセンハマグリの生産地として，宮崎県日向

灘とともに有名であった。ところが，自然環境の変化もあって，最近はチョ

ウセンハマグリの漁獲は極めて少なくなった。

しかし，昭和47年頃から，千葉，茨城，宮崎県の砂浜地帯にコタマカ1 が

大量に発生した。鹿島灘沿岸はもちろん，この発生海域に含まれている。鹿

島灘漁協には，チョウセンハマグリを取る「貝けた網J はあったが，コタマ

ガイは生息場所，環境も違うので，破損良(貝殻が割れて商品とならない貝)

や舌食い貝(漁獲時の衝激で急に殻を閉じるために足をはさみ，数日後に死

亡する貝)が 2 割以上あり，漁業者および仲買業者間で大きな問題となった。

そこで，研究会は，この問題と取り組んだのである。
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従来の良けた 改良貝けた

日本の沿岸には外j俸の砂浜海域が多いが，このような海域の漁業は漁港の

建設もむづかししまた培養殖卒業は極めて闘員lf;である。この研究会は，

まずj只けた網」の改良研究に取り組んだが，このむづかしい地養奈良の研究

にも当った。種々の特色があるが，主な J立をあげ、れば、次の通りである。

(1) 員けた網の改良

この解決のため次の計画を立てた。

① 破損，食い貝の少ない宮城県関上地方の「けた総!の視察」

② 22f域型と茨城!日型の比較操業試験と漁獲 ftの苔養中における死亡事調主。

③ 破損，舌食い貝出現原因の考察と改良方向の検討。改良仰の設計と試作。

④ 旧党j と改良引の比較操業試験。

試験の結果は次の通りである。

① 宮城県閑上地方を視祭し，けた網を購入した。

② 宮城型と茨城i日裂の比較試験(第 1 表)。ひき網速度は船首から木片を入

れ，船尾に達するまでの時間を数回 ìWJ定して比較した。茨城!日現の方が， 3.7

倍早い速度であった。

③ 漁獲貝の菩養中の死亡率比較試験，漁獲良を約30kg，抽出し，流水式諜

養池で10 日間調査した。両型とも漁獲さ当日死亡する貝(破損貝を含む)の割

合が高く，茨城!日型は， 12.3%，宮城型で4.0%であったが，最終日には前者

では22.1%，後者では6.5%の死亡率を示した。試験中の水質は特に変化はな
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カ為った。

④ 服組，舌食い発生の原因。宮城111は爪と手板の角度が5r と大きいため，

爪が砂の中で大きな抵抗を受けゆるやかにしかひけない。それだけ貝に加わ

る圧力は小さい。茨城旧型は45。と小さいので，ひき網速度も早くなり，破

損貝や舌食い貝が多く出ると考えた。

⑤ 改良の共本的考え方。茨城i臼型でもひき緋jの速度をおそくすれば良いと

考える。しかし，現在の漁船馬カ等の関係で非現実的で‘ある。そこで，爪の

構造を変える方が良いと考えた。

⑥ 具体的改善点。(1) 爪と予板の角度を小さくする。 (2) 爪のそりをなく

す。 (3) コタマ jjイの潜砂速度会測定し(第 3 表)，爪の深さは llcm とした。

(4) 爪の長さを伸ばす。 (5) けた網捻料のはげ方から貝の一部が嫡口から抜

け洛ちると考え，網口を高くし，天井網をつけた。

⑦ 茨城!日型と改良型の比較試験(第 4 表)。破損，舌食い貝は 18.8%，改良

型は 10.1%であった。 1 時間当たりの漁獲量は i日塑は 1.6 t ，改良型は 2.5 t 

であった。

この試験により，けた網を改良した結果単価も上り，潟、家収入もよくなっ

た。

改良 丹IJ 改良 f変

kg 当たり単価 30-40円 70-100円

けた綱による
160万円 400万円

年間漁家収入

このように良い結果が出ているので，他組合も徐々にこの改良型に変り，

現在ではほとんど全部この漁具を使うようになった。

(2) 漁藤規制

この漁呉の改良により，死亡貝が少なくなり，資源を有効に活用すること

になった。そもそも，貝けた網漁業は，漁貝の消耗も少なく燃油代も余り

かからない特徴がある。しかも，誰でも平均した漁獲をあげられる。
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コマカイ j後砂深度
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l口入 37 120 
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死亡率 6.7% 22.1% 

iIii養中の死亡数第 2 袋



己文 ょ:主 Yifリ

天井綿

茨城|円引と改良!?!桁綱の比較第 4 表
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ハマグリ，コマガイの稚員移植

大量発生したとは設え，資源に限度があるので，操業時間を知Hrlすること

にした。

① 出潟、日は月平均 4 日とした。

② 操業時間を短縮。 50年 7 月 -3 時間， 51年 1 月-1. 5f時間， 51年 1 月~

1Il寺聞と)11員次短縮したにもかかわらず，この制限はよく守られている。

③ 禁漁j(:}j (4 月 15 日- 7 fJ 14 日)の厳守。

(3) 資源の係議，増殖

コマカ、イは茨城県地先でも，発生の密度が違うので，発生の多い地先から，

鹿島、灘漁協地先へ移殖した。

0保護水面の設置z水産資源保護法に基づき， (農林大臣が指定)保護水面

を漁協地先に指定した。( 52:tp，面積樹600m ，南北 2 km) 

0 ハマグ 1) 稚貝の移殖=この地先のハマグ 1) はチョウセンハマグリである

が，最近は天然発生は少ない。保水産試験場でも，人工採筒[の研究に努力し

ているが，まだ大最;に生産することはむづかしい段階である。鹿島灘地先は，

臨海工業地帯の造成で現校も埋立工事が続けられているが，現在進めている c

第 2 期工事 (50年 4 月 -55年 3 月)は仮締切りは終って約60 ， 000m'の水面が

残されている。提i坊は一部穴があり，海水は少し出入りする状態である。

この水面は!いずれ規立てられるのであるが，此処に，チョウセンハマグ 1)

(少量で、はあるがホッキガイ，コタマカ、、イの稚貝も見られる}の稚貝が大量

に発生していることを，研究会員が発見した。そこで，直ちに，埋立工事の
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延期を申込むと共に，県の特別採捕許可を取り， とりあえず， 52年 9 月 -10

月に 167j側(殻長 2 cm) を保護水面内に移殖したが，引続き採捕の上，でき

るだけ大量に放養する予定である。この，ハマグ 1) の発生は，たまたま良い

場所であったのであるが，これを発見した研究会員が蔭ちに，移殖を実行し

たのは，若さのカである。

なお，大量の人工採苗がむづかしい現在であるので，県水産試験場でこの

環境を調査している。採苗を目的として，このような環境をつくることがで

きれば将来のハマグリの増殖は大きく前進するだろう。この保護水面の管理

を研究会員が進んで引受け，自らの組合内の貝類の資源保護，増殖に役立っ

ているばかりでなく，広くこの海域の貝類資源の増殖の恨源となっている。

また，他県，遊漁者等の密治、者もあるので，交代制で筏:漁防止沿岸ノ f トロー

ルを実施している。

このような措置によって，鹿島灘海域におけるコタマカ。イの漁獲量は48年

には500 t , 49年には2 ， 200 t , 50年には4 ， 700 t と増加している。千葉県，宮

城県は漁獲強度が高いためコタマ 7ゲイは，現在はほとんど漁獲されない。こ

の組合地先は現在も資源が維持されているのは，この研究会の努力による資

源の保護増殖と，組合員がこれによく協力したためである。

(4) 盤強試験

①マルサルボウ(アヵヵーィ類)ニ鹿島灘は外海に箇した砂浜海域なので普

通の養殖業ができない。そのため漁家収入は魚類資源の来遊量に左右かれ，

不安定で、ある。コナマガイ，ハマグリと増嫡により，経営の安定の一つの方向を

見出したのであるが，将来は養殖業を発展させ，より漁業の安定を図るため，マ

ルサルボウの養殖試験をとりあげた。マルサルボウは比較的成長も早く 2

年で出荷できるし，単価も高い。この貝の採苗については，県水産試験場の

研究により， (タキロン袋に杉葉または古サケ刺網を入れる方法で，ホタテカ、

イ採首と同様の方法)，実用化が可能なので， 50m施設 2 基.3001闘の採苗器に

より採苗し，中間育成を実施している。

②アカザラカ、、イ=アカザラカ、、イはホタテガイに似た貝で美味で、あるが，主
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ザ
ラ
ガ
イ

の
採
苗
試
験

ワカメの盤殖

的粛したマルサルボウ

として，岩礁地帯に生息し，天然で、は採捕が少ない。そこで，大量に浮遊し

ている卵を採苗して 3 年で殻長 7 - 8cm として出荷販売する計画で，試験

している。現夜中間育成試験を実施中である。

③ワカメ=マルサルボウ，アカザラガイ養殖施設との複合護殖を目的とし

て，試験を始めた。まず，岩手燥のワカメ養殖地帯を視察し，外海養殖につ

いて検討し，J'l養嫡施設の f二部を使用し， 51年度は50m を設置し好成績であ

ったので， 52年度は400m に拡張して試験することにしている。

(5) その他の研究

①ジラス船ひき網の漁兵，漁法の研究=昭和48年，研究会発足と問時に

した，これまで、鹿島灘漁協では，シラス船びき網漁業は，ほとんどなかっ

たが，研究会が網の作り方，漁法の研究，実践，普及をし，現在では主な小
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期船全船 (80隻)が操業するまでになった。 52年春はオキアミ漁が良かった

カヘ この網を使用し， u魚家当り平均100 t (800万円)の水揚げをすること

ができた。 これも この研究のおかげである。

②高級魚、の活魚販売=ヒラメ タイ， スズキ等は活魚、で販売した方が有利

なので， この研究を始めた。愛知， 三重，静聞各県の活魚、出荷状況を視察し，

52年度から， 試験を始めている。

翻受賞者の経営概況一安定経営

鹿島灘漁協は，先に述べたように， 一町二村にまたがる広域合併組合であ

るカヘ 出頭組合長を中心として， 研究会は活発に活動しているので， よく統

制が取れ， むづかしい規制もよく守られている。現在の組合員は 165名(内正

組合員 108名)である。

51年の総水揚金額は573百万円であるが， うち 298百万円は貝類で， 短期間

の操業にもかかわらず， 52% を占めている。 1 漁家当りの貝けた網漁業によ

る収入は，年間400万円となり，不安定な漁船漁業地域では，極めて安定した

漁業となっている。

この貝けた網漁業で年聞の最低限の収入が，確保されるので， 開接的には，

他の漁業の漁獲強度が軽くなっている。特にエビ板びき網漁業の操業日数が

減少したことにより， 沿岸漁業がかかえている大きな問題である稚魚、の乱獲

を防止し，底魚資源の保護に間接的に役立っていることになる。

研究員の漁業形態は大体次のようである。

(51年実績)

漁業種類 Jj(j場金額 ( % 水揚最 操業時期

只桁網漁業
万円: トン 1 - 4 月
400 35.0 50 8 -12月

シラス船びき網漁、業 350 30.7 7 2 -12月

エビ板びき網漁業 280 24.5 14 
1-5 月
9 -12月

建 記局 漁 業 110 9.6 4 6-8 月

lZコ〉、 計 1,140 100 75 
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F 

なお，研究員のうちの 2 人の最近 3 か年間の経営内容は次の通りで，健全

な安定した経営内幸子と言うことができる。

(A) 漁業収支の明細

if.皮 49if. (実績)

科目 (釘~%)

収

入

まと

出

Jj( J易 数 ID: 48 トン

Jj( J訪 :iﾎ¥ E 吉区 11 ， 579千円

銀主 半 i 資 1 ,200 

船主~ . i!Xt J;'1-'[そ 180 

漁
11: 70 

そ グ〉 他

t労 (材料 'i~ 計) (1, 450) 

書iI 員 給 ギ↓ ( 3 人 14 ， 630

!ポ 有両手IJ 厚生'[~ 80 

食 学ト ntごrzz '[I( 300 

(部 そ (/) 他

(労務質計) (5 ,010) 

6 ,460 

i~Q 倣償却J '{I( (c) 670 

11多 '{l{ 100 

n ;jSf 。

漁 保 険 事:1 100 

H反 7な長'c 殺 463 

ノ台、、 HI. 利 ;~也~I 、 388 

支 tL、 手目 '佐じTρ 30 

そ グ〉 他

般信・湾~ q，~ 計) (1, 751) 

差 手IJ 益 3 ,368 

(注)船員給料には民家労釘を含める。
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50年(笑総)

('1í~%) 

73 トン

11 ， 2511二円

1 ,160 

190 

76 

(1, 426) 

( 3 人 14 ， 500

80 

300 

(4 ,880) 

6 ,306 

670 

100 

。

90 

450 

388 

30 

(1, 728) 

3 ,217 

51王子(笑総)

C1� ~%) 

125 トン

14 ， 1931二円

1 ,511 

2 ,000 

80 

(3 ,591) 

(九人 )5 ， 670

80 

300 

(6 ,050) 

9 ,641 

1 ,000 

100 

24 

80 

567 

388 

30 

(2 , 189) 

2 ,389 



その他収支明細

収入 49年)災級) 50ip (実績) 51年(笑綴)
収入源 ;tJ/, 線 支出

の別 ( 1 -1 ) ( 1 -1 ) ( 1 -1 ) 

千円 千戸j 千円

収入 200 200 200 

足基 業 任i 2 反

支出 50 50 50 

設備の現状

取得(改隣) 取得(改廃) 取得(改廃)
設備名 士見 模

王手 月 の予定相手先 の{街叙

i魚 高{j S48. 3. F4.62 トン 040馬力 6 ， 000千円

ロ フ ン S 51 350 

レーダー S50 1,000 

f白 探 S 51 400 

V ローラ S 51 700 

漁数種別水揚状況

昭和49年

漁業種類名 水Jお数最 水揚金額 操業時期 出泊、日数

貝桁網漁業 26 t 765千円 10, 11, 2 , 3 月 9 日)

しらすぴき網漁業 2 1,299 6 , 9-11 月 ( 32 日)

エビ板びき網漁業 7 3 ,176 11-1 月 ( 37 日)

建 網 i魚 業4 3 2,978 7 9 月 ( 47 臼)

その他の漁業 10 3 ,361 7 日)

48 11 ,579 ( 182 日)
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昭和50年

漁業種類名 7)( î易数鼠 水揚金綴 操業時期 tl\採\B 数

H 桁網漁業 43 t 1 ， 545千円 4 , 8 , 11 2 H ( 25 日)

しらすびき網漁業 12 1 ,885 4 6 , 9 , 10 , 3 月 ( 47 日)

エピ板ぴき網漁業 2 1, 191 12-2 ( 20 B) 

建 車問 漁 業 6 5,347 6-9 ( 73 B) 

その他の漁業 10 1,283 ( 26 日)

73 11 ,251 ( 186 日)

昭和51年

漁業穏類:t 7k.t易数量 水均金額 操業時期 tl\ j泊、日数

&桁網漁業 98 t 4 ， 321千円 4 , 7 2 月 ( 40 臼)

しらすぴき網漁業 17 4 ,933 4 -11 , 2 月 ( 111 日)

エビ板網漁業 6 3 ,035 12-3 月 ( 34 B ) 

建 絹 漁 業 3 1,298 7-9 , 11 月 ( 22 臼)

その他の漁業 l 606 ( 13 B ) 

言十 125 14 ,193 ( 220 日)
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なお，研究員のうちの 2 人の最近 3 か年間の経営内容は次の通りで，健全

な安定した経営内容と言うことができる。

(A) 漁襲撃収支の明級

年度 49王子(突絞

手'r 自 (Yí~%) 

~)( 

入

支

出

J.k Jお 数 J�: 48 トン

オぇ 防 金 在n 11 ， 579-1二円

務~ ギ| 資 1 ,200 

荷台呉・漁具 1V 180 

i魚
氷 代 70 

そ グ〉 他

f労 (材料資計) (1, 450) 

脅ぬ ~ 給 本十 ( 3 人 14 ， 630

房〈 福利!字生 îY 80 

食 本l 1仁3131 î~ 300 

fl!li そ σ〉 他

(労務費計) (5 ,010) 

6 ,460 

減価償却費 (c) 670 

fl多 才去 t~ 100 

1'( f日 料 。

?f!.¥ 品{} f* I~主 和十 100 

J!反 7τ全~ 1v 463 

公 私l 手Ij 忠、 388 

5iらa 11、 手リ ペl'ニ油j、 30 

そ 17) 他

般管理資計) (1, 751) 

去を 51 手Ij つiが且J: 3 ,368 

(注)船員給料には自家労貨を含める。
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50年(災総)

(Yí~%) 

73 トン

11 ， 251 千円

1 , 160 

190 

76 

(1, 426) 

(:1 人 14 ， 500

80 

300 

(4 ,880) 

6 ,306 

670 

100 

。

90 

450 

388 

30 

(1, 728) 

3 ,217 

51-'f. (笑忠良)

(メ~%)

125 トン

14 ， 193千円

1 , 511 

2 ,000 

80 

(3 ,591) 

(:1 人 )5 ， 670

80 

300 

(6 ,050) 

9 ,641 

1 ,000 

100 

24 

80 

567 

388 

30 

(2 ,189) 

2 ,389 



設備の現状

取得(改廃) 取得(改廃) 取得(改廃)
設 flm 名 j見 模

年月 臼 の予定相手先 の側斜

i,({\ fiff} S 50.11 F 4.88 t D40馬力 10 ， 000千円

ロ ブ ン S 52 350 

レーダ S 51 1,250 

イÏI 採 S47 280 

V ローラー S50 700 

漁業種類別水揚状況

昭和49年

漁業持者Ji 名 水路数泣 7./( jお金額 操業時期 出 t<<l，日数

上l 桁 k:ItJ 漁業 24 t 736千円 10, 11 , 2 , 3 月 8 日)

しらすびき網漁業 l 158 10 月 8 日)

エビ板びき網漁業 13 5 ,694 4, 5, 6, 11, 12, 1 月 ( 74 日)

建 k:ItJ i,((\ 業 3 3 , 158 7 , 8 , 9 月 ( 52 臼)

その他の漁業 6 1,894 ( 26 日)

47 11 ,640 4 -1 月 ( 168 日)
し…ー

昭和50王f.

漁業種類名 7Jd場数jjJ: 水均金額 操業時間 出i魚沼数

貝桁網漁業 65 t 1 ， 974千円
4 ， 7 ， 8 ， 9 ， 10 月
11. 12, 1, 2 ( 30 日)

しらすぴき網漁業 0.3 402 4 , 5 , 1~， 1 月 6 日)2, 3 

エビ紋ぴき志向漁業 8 2, 995 ( 47 日)

建 総] i,((\ 業 5 4 , 647 6 , 7 , 8 月 ( 55 日)

その他の漁業 3 1 , 275 ( 22 日)

81 11 , 293 ( 160 日)
し
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昭和51年

漁業縁類名 水揚数量 *:1給金額 操業時期 出漁日数

貝桁網漁業 106 t 4 ， 716千円 4 , 7 2 月 ( 46 日)

しらすびき網漁業 。 111 4 月 1 臼)

エビ板ぴき網漁業 7 3 ,959 4 , 12-3 月 ( 45 日)

建 網 i魚 業 15 8 ,210 5-11 月 ( 91 日)

その他の漁業 2 979 ( 12 日)

130 17 ,975 ( 195 日)

関今後の発展ーたゆまぬ研究

この研究会は会長を中心として，研究心に富み，将来の明るい夢をえがい

て前進している。改良けた網は既に全県下に普及しているが，貝類を漁獲す

る隣県にも普及し，その他の県でも利用できる方法である。コタマカ、、イは現

在の技術では，人工採苗はできない。

そこで，研究会は，県水産試験場および担当の二平普及員の指導を受けて，

資源を大切にするため，まず，この資源量の測定調変を始めた。コタマガイ

の資源の多い隣接，大洗研究会とも連けいし，全域の資源量を推定して，前

述の通り，既に濃密生息、海域からの移殖を実施している。チョウセンハマグリ

については，保獲水面を指定し，母貝の保護と稚貝を放養している。

この稚貝の発生場所は，たまたま，埠立中の海面で発見したものであるが，

この稚貝の中にはコタマカ1 が約38% (個数)ありホッキ， ヒメパカカボイも

あった。もう少し，この発生環境を調資する必要があるが，フェンス等によ

って，人工で採苗することも可能で‘あろう。研究会はこの試験にも取り組も

うとしているのである。

さらに，マルサルボウ，アカザラカ、、イの養殖試験も実用化に進んでいる。

その上にワカメの複合養殖を加える等，その研究心は極めて旺皇室である。な

お，採捕についても，漁場を区画し，輪作，輪採方法も検討している。ここ
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で取り上げている貝類は海中の植物性プランクトンを簡として成長する。200

海思時代を迎えて，投餌養魚l乙種種問題があるのに対して，貝類の養殖には

投餌を必要としない。

そこで， ζ れらの増益殖種類として貝類が注目されている。この点から兇

ても，研究会のこれ等の努力は必ず実を結び，明るいj索、村の建設に向かうも

のと期待している。
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コタマガイの資源管理めざし

鹿島灘漁業研究会

(代表者鈴木嘉)

私達，鹿島灘漁業研究会は漁業後

継者間の技術の交流と向上をはかり，

工業開発がすすむ鹿烏における沿岸

漁業色背年の手で守り発展させよ

うと昭和48年に結成されました。そ

れは巨大な鹿島開発に伴なう生活環

境の変化から，私達漁業三青年が前途

に不安をもったからであり，漁業も

後継者みずからが魅力ある漁業作り

と「漁民の生活環境作りに乗りだし

てし、くんだ」という決意の現われで

もありました。

移動しやすい凶遊魚ではなく，広

大な鹿島灘の砂浜域に生まれ育つハ

マグ J) やコタマガイなどの貝類によ

って，まず漁業生産の装礎を悶めよ

うと災桁網漁業の研究に菊子しまし

た。これまでの只桁網漁業の歴史に

は，貝類資源の大量発生，無益な大

最水揚，資源の短期間の変退という

苦い経験がありました。

私達は，昭和47年に大最発生した

コタマガイ資源をできるだけ長期間，

有効に利用し，沿岸漁業の安定した

収入源とするためには，貝桁網漁業

における資源浪費的な生産を改め，

資源管連型の漁業をおしすすめるべ

きであると考えました。そして干会極

的に漁獲調務(操業日数制限，操業

時間短縮)を行ないコタマ方、イ資源

の長期的な利用をめざしました。

一方では，価格を高め，資源を大

切に商品化するためには，漁獲物中

に占めるムダ艮(破損貝や?を食い貝)

の出現原図をつきとめ，これを無く

そうと研究が始まりました。他県の

!'!桁網漁具との比較，旧 H桁漁具の

改良，何度かの試験操業，データの

分析，これらの活動のゆから改良711

.t=t桁網のモデルをつくり上げ，一般

組合員に紹介しました。漁獲量:を維

持し，しかもムダ貝を少なくしたこ

の漁具は，またたくまに普及し大き

な成果をおさめました。 47.ìf.に発生

したコタマカイ資源を今もなお持続

させ，重要な漁家収入源として利用

していることを考えてみますと， ;P耳

究会結成のときのあの決意が現実の

ものとなったわけで，非常に感慨深

いものがあります。

また総理大臣賞を受賞したことは，

会員は勿論，組合にとっても大きな

喜びであり，研究会員一向，この栄

誉の名に恥、ない活動に今後ともより

一層努力していきたいと思います。
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本農林漁業振興会長賞受盤

出品財いわし油漬缶詰

受賞者福井缶詰(掬
(代表者問中健三)

(悩チi二県小松rti-話予防r 1 11) 

襲警受霞者の略歴

近年わが出水産業は，世界各国の漁業)?j( ti苦水域200カイリの施行の影響を強

くうけ，沿岸漁獲物への依存度を高めざるをえない現状である。一方沿際各

地にてマイワシの漁獲が年々増加し，昭和51年には 100万トン前後に達した。

しかし関誌の食生活の向 L 洋風化により，イワシなどノト烈赤身魚類は食)J議

に受け入れられ要性<，その多くが飼料として用いられ，これらの食用として

の有効利用が緊急、な課題となっている。

福井県小浜市は若狭湾に雨し，その近海は優良な沿岸漁場で，一占くから魚、

の町として知られている。福井缶詰株式会社は，昭和19年よりこの地にて操

業する中小金業の缶詰製造会社で，沿岸漁獲物であるサノ大イワシ，その他

各縄水産物を版本?として水産缶詰製造を専業とし，沿岸漁獲物の高次加工に

永年努力している優良企業である。昭和48年項の石油ショックに際し，県下

開業者の製造中止の相つぐなかにあって，これに耐え，ますます製法，技術

の工夫改養を行ない，現夜その製品の優秀性が高く評価され， 1仮売業者の注

文に応じきれぬなど，その社業が高まっている。なお，原料魚、は一直接近在漁

業者から鮮度，肉質ともに良好なものを高価にて入手しこれを用いることに
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福井缶詰(株)の役員と従業員

より製品の擾秀性をより一層高めている。近年，マイワシ漁獲物のi明大とと

もにイワシ油漬缶詰の生産に力を入れ，昭和51年 11 月この缶詰にて農林大包

賞を受賞，そしてこの度の受賞の栄に浴した。これは当社の長年の努力の結

したものである。なお，この他水産庁長官賞，福井県農林部長賞などを受け

ている。

福井缶詰株式会社は，創業以来現取締役北原、定的氏が社長に就任してきた

が，昭和48年田中健三氏が取締役社長となり現在に至っている。同氏は明治

42年 1 月 2 B 小浜市津島町に出生，大正15年福井県立小浜水産学校卒業後中

島商店(現中島葦商店・キューピー株式会社)に入社し，昭和 7 年同社缶詰

工場長となり， 19年福井合同株式会社工場に転じ， 27年福井缶詰株式会社設

立とともに同社取締役， 48年取締役社長に就任，現在に至っている。上記の

如く同氏は52年間の長きに亘り，缶詰一筋に生き，この間缶詰業界の大先達

である中島葦一郎氏(前中島董商店主)の燕駒を受け，その教を体して社業

に励んでいる篤業家である。氏は誠実温厚にして思義に篤い人として多

くの人々から敬愛されている。なお，ノJ~浜市民主委員などとして小浜市政に

貢献している。

関経営の概況

本社および、製造工場は，小浜市漁港岸壁に接する小浜市一番町にあり，水
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産缶詰工場として涼料 fl1，、の受入などに有利な池にある。資本金500万円，従

役員 2 名，事務長 2 名，技術員・工員63名の中小企業である。敷地，建物は

次のとおりである。

敷地2 ， 427m2，建物1 ， :322m'，工場(木造，王子屋建) 446m'，合服(木造，平屋

建) 542日1'，冷蔵庫 146m2，事務所41m'，その他147m2 。

製造用機械としては，缶詰工場にとって必須で、ある自動巻締機は，存続変県

知用 4 台，丸ir;- J羽 5 fì を有 L，各組各様の桁誌の製造が可能である。この他

レトルト 4 基，ボイラ 1 ft~その他製造HJ各締機械が終備されている。なお，

冷蔵巨匠( -350C ，収容力 100 t ) ，冷風乾燥機，排水処理装置など各栂の施

設を有している。

昭和51年度における全製 i日己j二高は， 31怠4 ， 300万円で，その主なものはイ

ワシ泊出缶詰 2 万2 ， 900ilí，カニ缶詰 1 万6 ， 73Mf]，サパ缶詰3 ， 900箱で，その他

タラコ;t;タテなどの缶詰が若干生産された。このようにイワシむlJì~t缶詰は，

当社の主力製品であって， 51ipJ，交の操業nill数293 日のうち， 180 日がこれの製

造にあてられた。近年この純缶詰の生産は年ごとに約20%づつの仰を示し，

52年度の予定生産裁は 37J5 ， 000箱とのことである。これら製 I日は， 日本冷蔵，

丸紅，育政缶詰，野11恥祭原、などの一流業者のブランドとしてすべてが内販

され，好評をはくしている。

総資本について見ると次のとおりである。

fj'( t{il 及び資産 ú't務及 (f' 資本会

受取手形 30l"î万円 支払手形 66百万円

Fノdじ 長卜 f校 18百万円 民 111、 {t. 9百万円

!京 キ4 求i 24If万円 長期i 借入会 8百万円

製 ロ仁111 5'È子7i丹 短期借入念 4百万円

11'J -tL、 金 7百万円 資 本 金 5 凶JJPl

ぎを il[i 25百万円 92百万円

109百万円
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売上高 342百万円

売上経費(-) 104 百万円

材料費(一) 220百万円

粗利主主 180百万円

当11;11 利主主 9百万円
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関受歯封の特色

明治 2 年長崎にて松田雅典氏がフランス人の指導により缶詰食品を試作

したが，これがわが国における缶詰食品製造のはじまりで，この試作缶詰は

イワシお11泣缶詰であった。本品は古くから西欧人に愛好され，風味，栄養に

すぐれ，貯蔵性の高いものである。近年わが国にでも出民の食格好が洋風化

するにつれて需要がのび\昭和51年には国産品約207J箱，輸入品 7-8 万箱

が浪費された。通常 5 号角缶に 14-18阪の小型マイワシ(頭部，内蔵を除去)

が良質の植物油とともに内誌されたものが200円前後にて市販されている。

福井缶詰株式会社にては長年に主主りこの製品を作っているが，その製法に

ついて種々の工夫，考案を行ない優秀な製品を生産し，市場にて好評をはく

している。その製造工程の大要は次のとおりである。

{原料魚の入千三日→同雨漏干忌引

• Ifàl ~~I → 

• I ~ %i�1 I →豆玩担→区三日

一一歩

上記製造工程，特に当社にて工夫，考案した点について次に述べる。

(1) 原料魚の入手

すべての魚類加工品の製造においては，活きのよし\肉質の好適な原料魚
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原料魚鱗入の参考写

真(左) ，解氷(右)

の入手が不可欠である。当社にてはこの点に十分の考慮がはらわれている。

すなわち小浜市付近の漁業者にこの缶詰に適した体長，体高を有しているマ

イワシの実物大の写真を配布し，これに適合した漁獲物がえられた際にはた

だちに連絡を受け，購入契約をする。漁業者はこのマイワシを速に氷蔵し，

他のマイワシより高価にて納入する。このようにして入予した好適の原料魚、

を常に用いている。

(2) 原料魚の凍結・保管および解凍

原料魚、は工場に搬入後述に処理，加工することが，広く一般に行なわれて

いるが，この方法によると一度に多量の原料魚、が入荷した時には， しばしば

搬入当初に処理，加工されたものと作業時間の後半にて処理，加工されたも

のとしては，製品の品質に琵呉が生じる。当工場にては入荷した鮮度良好な

マイワシのすべてを直に凍結箱に少量づっうす自に並べ， -350C のエアープ

ラスト方式の凍結路にて急速凍結し，これを冷凍保管する。議日，作業開始

とともに冷凍マイワシの入った凍結箱を斜に立てかけ， 15
0

C の湧水をふりか

ける。解凍したものは，凍結箱よりJiI長次落下する。これらを直ちに魚、体処理

工程に移す。このようにすることにより，すべての製品に新鮮な原料魚を使用

することが可能となっている。
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(3) 乾燥

従来は頭部，内臓を除去した魚、体を竹賛にならべ戸外乾燥が行なわれ，こ

の際魚、体が均等に乾燥するようにこれらを整然とならべた。この乾燥は，こ

のようなならべる手数がかかり，また天候に支配され，雨天には全く作業が

不可能となり，時には乾燥中に肉質が悪変し，また竣，ハエなどによって汚

染，非衛生のものとなる。当工場にては，魚、体をステンレス製金網製の賛の上

に並行方向など全く考慮することなくならべ，これを強制通風下にて乾燥す

るため，このように不規則にならべても魚体が均等に乾燥する。また低混(35

'C) 適風下にて乾燥されるので，品 iÆtはより一層低温に保たれ，肉質の悪変

などは全くなしなお壊，ハエなどの心配は皆無で、ある。

(4) 治蝶
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ある同業者は， ?白焼工程をはぶいているが，この工税は泊の多いマイワシ

にては体油を多少とも除き，泊の少いマイワシにては魚体に ?fÌl燥用の泌が渉

透，付加されるなどして，製品の風味向上に役立っている。当工場にては良

質の植物油を常に良好な状態に保持しつつ作業が行なわれている。なお本工

場にて考案したステンレス製有孔箱に魚体を入れて油:忠告するため，池;牒後の

魚体の泊切れがよく，皮のいたみも滋く少い。油燥終了，内詰直前のものは

腕部，腹部が美しい銀白色に輝いている。

(5) 不可食部および排水の処理

頭部，内臓など不可食部は，魚、体から分別後ただちに凍結保管するため，

これらによる工場の不衛生などということは全くない。これらは餌料用とし

て随時販売している。また工場排水は豊富にえられる湧水の使用および不可

食部などの適切な処置により B 0 D40-60, S S 50-60程度にて比較的汚染

度が低いが，これらは更に排水処理装置を通すことにより B 0 D20, S S 7 

-10 となして工場外へ放出している。

霊童受費者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の

発展方向

前記の如く篤業家ともいうべき田中健三社長を始めとする福井缶詰株式会

社の技術グループ。は，わが闇水産缶詰製造界における最優秀クラスの人々で

ある。

わが国の缶詰製造会社の多くは，同一工場にて，水産物，農産物など多種

多様の缶詰を作り，その作業，技術，経営などに様々な不都合，負担が生じ

ている。当工場にては創業以来水産缶詰を専業とし，年間を通じて作業無理

が少なし技術の向上，改善がかなり行われやすししたがって髄良製品が

作られる。

一方，上記の如き無駄の少ない作業，すぐれた専業技術により優良製品が

作られる以外に，原料魚、の合理的入手が優良製品を作りだしている…要国と

なっている。すでに前記したとおり，当工場にては本缶詰の原、料魚、として好
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i謹なマイワシの実物大写真を数多く作り，これを近在の漁業者にくばり，こ

の写真に迎合した漁獲物のえられた際には直ちに購入を約束し，漁業者はこ

れを船上にて速やかに氷蔵などして鮮度保持につとめる。本工場にてはこの

漁業物を高価にて購入する。このような他に類のきわめて少い方法が原料魚、

入手へ配題されていることが，当社にて箆良製品の生産されている大きな要

因となっている。このような取引が行なわれることは，漁業者にとってもま

ことに有利なことで，漁業者，加工業にとって一挙両得というべきであろう。

沿岸漁獲物の有効利用の一方策として特筆すべきものである。勿論，このよ

うなことが行なわれるためには工場の立地条件による所大であり，また漁業

者，加工業の相互信頼が必要で、ある。

さて一方，機械設備の効率高い使用，優秀な専業技術，良好な立地条件な

どにより生産された優良製品は，市場にて好評を博し，また長年の誠実な努

力による缶詰業界の信用がこれに相伴ている。かくして，その製品はすべて

一流缶詰販売業者によって購入され，経営の安定の要因となっている。総資

本の詳細に見る如く，その経営内容は健全で、あり，総資本利主主率は極めて高

< ，昭和51年には約53%に達している。通常一般の利益率20%台をはるかに

上廻っている。

今後わが園においては沿岸漁獲物の効率高い利用を強力に進める必要があ

り，その一助として当社の技術，経験が広く普及されることが望ましい。当

社にては技術の修得を希望する同業者に指導，協力しているが，成果の得ら

れぬ例も少くないとのことである。成果を挙げるためには，指導をうけた人

々が，技術の点のみならず工場の立地条件，漁業者との共同体的なつながり，

販売業者との信頼関係などに十分の配慮，努力をする必要がある。

なお，当社にては，この種油漬缶詰を始めとする水産缶詰の製造を一層進

める一方，今後漁獲増の期待される大羽マイワシの有効利用を計画している。

すなわち，調味，燦乾した大羽マイワシーフイレーの油漬缶詰を大衆向製品

として試作し，この製品は販売業者から本格的製造を強く望まれ，近々軌道

にのるとのことである。大羽イワシは現在流通市場にて価値少いものであり，
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上記缶詰は，大羽イワシの高度利用の端緒を聞くーっとなり，また国民の食生

活に役立つことであろう。
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付加価値の高い製品づくり

槙井缶詰側

(代表者間中健三)

昨年農林大臣室fを受賞し，今回ま

た選ばれて日本農林漁業振興会長賞

受災ーの光栄に浴し従業員一向感激致

して総ります。

昭和18年創業以米， 34年間水産缶

詰の製造に専念し，幸い地域的に鮮

度良好な原料と主~: 'ii， な地下水に)ちま

れましたので消資者に喜ばれる製品

を生産する事が出来ました。

特に今回表彰を受けました「いわ

し ìEuìi't缶詰Jは手掛けましてから10年

創意と工夫の結泉今日の成総を見る

事が出米ました。

ì!i ì毎で漁獲される小羽いわしは，

時期により成長皮，肥満度が地区に

より災りますので原料魚、の選定が製

品の良15 を決定付ける第一段階であ

り，保管中の鮮度保持，調理，乾燥，

t詰1煤，巻Mfl まて"の ß寺問の焦'[*'11;等ひと

つつ。つ，解決いたして来ました。

11告を同じくして 200 海盟問題の台

頭と食生活の洋風化に?ッチして念、

激に t必要の地加を続けて参りました

ので，此の機会に優良品の椴践を言十

る事が過去殆んど利用されなかった資

i!ポの有効利用と漁業者の生産性を高

める事に役立つものと確信して勝り

ます。

又小規模企業の弊社としましては

おと米共大級桜食業の;遺産出来ないF付

加価値の高い製品にして，しかも若

年層向きのものに指向されるものの

研究開発を進めたい考えであります。
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